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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　巻ノ一　悪官一流







　時は戦国。

　精強な薩さつ摩ま隼はや人とを率いる島しま津づ家の軍事的台頭により、元げん寇こうから南北朝時代を経て長い長い戦乱の世が続いていた修しゆ羅らの国・九州の覇は者しや候補は、三家に絞しぼられていた。

　豊ぶん後ご、豊ぶ前ぜん、筑ちく前ぜん、筑ちく後ごの四ヶ国を支配し、肥ひ前ぜんの有あり馬ま家、北肥ひ後ごの阿あ蘇そ家などを従属させる「九州六ヶ国の女王」大おお友とも宗そう麟りん。

　薩摩、大おお隅すみに続いて南肥後と南日向ひゆうがをも制圧しつつある、島津四姉妹しまい。

　そして──形ばかりは大友宗麟に従属しつつも、大友家の命令を無視して周辺勢力を軍事制圧し、虎こ視し眈たん々たんと裏切りと独立の機会をうかがっている、肥前の熊くま・龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶ。

　中でも、南肥後の相良さがら義よし陽ひを従属させ、南日向の伊い東とう家を滅ほろぼして豊後へ駆く逐ちくした島津軍の勢いは激しく、対する大友宗麟も領主不在となった日向に「キリシタン王国」を築くために黒くろ田だ官かん兵べ衛えを新軍師に任命して日向出兵を強行。

「天孫降臨」の国・日向を舞ぶ台たいに、総勢五万の大友軍と総勢四万の島津軍との全面激げき突とつが迫せまっていた──。




　北九州の西側にあたる肥前は、現在の佐さ賀が県けんと長なが崎さき県けんにあたる南北に長い広大な国であり、かつ国内には島や半島が多い。それだけに、肥前には強力な統一大名が現れず、多くの国こく人じん・豪ごう族ぞく・海かい賊ぞく衆が割かつ拠きよしていた。そしてそれらの国人の多くは、北九州六ヶ国の覇者・大友宗麟に従属していた。

　日ひノ本もと最初のキリシタン大名となった大おお村むら純すみ忠ただは、長崎港をドミヌス会に提供して南なん蛮ばん貿易で巨きよ万まんの利を得ており、家臣団の反対や当人の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさもあって遅おくれてキリシタン大名となった大友宗麟とも、宣教師ガスパールを通じて昵じつ懇こんの関係にあった。

　また、有あり明あけ海かいを隔へだてて肥後との狭はざ間まに位置する島しま原ばら半島を領有する有馬晴はる信のぶも、熱ねつ烈れつなキリシタン大名であった。

　対馬つしまにほど近い北肥前の平ひら戸どには、海賊集団の「松まつ浦ら党」が割拠し、肥前の海域を仕切っている。松浦党は独立志向が強く、大友家に完全には従属していない。

　しかしここに、彼ら肥前の諸国人を武力で押さえ込み、統一を目もく論ろもうとしている「覇王」がいた。

　佐さ嘉が城主・龍造寺隆信。

「容よう貌ぼう魁かい偉い」と賞される、鍛きたえ上げられた巨体の持ち主である。

　龍造寺家は、九州の超ちよう名門・少しよう弐に家に仕える家臣の家いえ柄がらであったが、隆信が幼少の折にその少弐家に謀む反ほんの疑いをかけられて一族のほとんどを誅ちゆう殺さつされてしまった。隆信を含ふくむ龍造寺一族の残党は、隣りん国ごく筑後の柳やな川がわ城へと亡命を余よ儀ぎなくされた──疑ぎ心しん暗あん鬼きと復ふく讐しゆうの念、そして「修羅の九州を生き延びるには、下げ克こく上じようのみ」という覇道主義に目覚めた隆信は元服して家か督とくを継つぎ、血ち生なま臭ぐさい合戦と残ざん忍にん無比な陰いん謀ぼうとを重ねて「復讐」を遂とげた。

　主家の命令で一族を殺した実行犯の武将を滅ぼして佐嘉城を奪うばい返し、一族の仇かたきであった主家・少弐家をも攻せめ滅ぼして肥前最大の国人勢力へと飛ひ躍やくしたのである。

　だが、さらなる勢力拡大を目論む龍造寺家には、目の上のたんこぶとも言うべき宿敵がいた──それが、豊後の大友宗麟。

　隆信は、はじめに中国地方の支配者だった大おお内うち家と組み、大内家が滅びた後は毛もう利り家と組み、この文弱の姫ひめ大名を駆逐し全九州の覇王たらんと戦い続けた。

　だが、宗麟自身は文弱でも大友家には強大な国力があり、さらには立たち花ばな道どう雪せつや高たか橋はし紹じよう運うんといった修羅の道を究きわめた武人たちが揃そろっていて、これを打ち倒たおすことは困難だった。ついには宗麟最大の宿敵・毛利元もと就なりが没ぼつして毛利家が九州から完全に撤てつ退たいすると、大友軍はいっせいに龍造寺領肥前へと攻め込んできたのである。この、大敵・毛利を退けた大友軍全軍が後うしろ盾だてを失った龍造寺家を滅ぼすべく開始した決戦を「今いま山やまの合戦」と呼ぶ。毛利軍が九州から去ったために、龍造寺家は佐嘉城を大友の圧あつ倒とう的てきな大軍に包囲されるという絶望的な苦戦を味わった。だが、家臣をいっさい信用しない隆信が唯ゆい一いつ、片かた腕うでとして重用している義ぎ妹まい・鍋なべ島しま直なお茂しげが乾けん坤こん一いつ擲てきの夜や襲しゆうをかけて、大友軍の大将・大友親ちか貞さだを討うち取り、龍造寺家は滅めつ亡ぼうを免まぬがれた。

　鍋島家は、葉は隠がくれ忍にん群ぐんという腕うで利ききの忍しのびの一族を抱かかえていた。すべてを合戦において片付けようとする激しい武ぶ闘とう派はが揃っている九州では、忍びは蔑さげすまれている分、逆に希少価値がある。隆信の妹・鍋島直茂はこの葉隠忍群を操り、龍造寺軍の謀略・知略を一手に引き受けつつ、戦場においても果か敢かんに活躍してきた。

　巨人の如ごとき大柄な肉体を誇ほこる隆信とは対照的に、鍋島直茂は華きや奢しやな姫武将だった。しかし、なにかあれば激高して感情を隠かくそうとしない隆信よりも、その隆信の容よう赦しやない殺さつ戮りく指令を顔色ひとつ変えずに淡たん々たんと実行する鍋島直茂のほうがより残忍かもしれない、と龍造寺家の家臣団は彼女を恐おそれている。

　大友軍と島津軍の決戦が迫っていた、その日──佐嘉城の茶室では、龍造寺隆信と鍋島直茂が、極秘に茶会を開いて密談を交わしていた。

「妹よ。わが龍造寺の王国においては、領民が崇あがめるべき神とはこの龍造寺隆信ただ一人！　南蛮の異教徒に容赦はするな。佐嘉に入り込んだキリシタンどもは全員、十じゆう字じ架かを背負わせて丘おかを歩かせ、その十字架に磔はりつけにしてじわじわと死なせよ。すぐには殺すな。エリエリレマサバクタニと嘆なげかせ、沈ちん黙もくを続けるデウスを呪のろわせてから死に至らしめるのだ。存在もしない、頭の中で勝手にこしらえた神の幻まぼろしなどにすがるような弱者は、わが龍造寺の王国で生きる値打ちなどない！　フハ、フハ、フハハハハハ！」

「了りよう解かいしたわ、お兄さま。でも……キリシタンを派手に殺しすぎると、龍造寺の武ぶ威いを恐れて今は大人しくしている大村純忠や松浦党が、造反する可能性が高まるわ。連中がわれらに反旗を翻ひるがえせば、肥後への侵しん攻こうが困難となる恐れが」

「問題ない、妹よ。奴やつらからは、幼子を人質として取ってある。逆らえば殺すまで。余は、余に逆らう裏切りを許さぬ。たとえ女や子供であろうとも人質を容赦なく殺すことは、みなが知っている。しょせん大村家は南蛮貿易で銭を稼かせぐだけしか能のない惰だ弱じやくな半商人よ。松浦党に至っては、長崎に南蛮商人どもを奪われ、平戸から去られて南蛮貿易の利権を失っている。絶対的な武を誇る余には逆らえぬわ」

　鍋島直茂は顔色ひとつ変えず「すべてはお兄さまのお心のままに」とうなずくと、「大友宗麟と島津四姉妹との決戦だけれど──」と九州の地図を広げて、日向・高たか城を巡めぐる攻防戦の予想を開始していた。

　龍造寺家は、形ばかりは大友家に従属している。

　しかし、宗麟への忠誠心など、「覇王」隆信にあるはずがない。

　自分以外の修羅はみな下郎だと、隆信は信じている。その命に値打ちすらない。いずれ全九州を平定する。九州の修羅の生せい殺さつ与よ奪だつの権はすべて自分が握にぎっているのだ。家臣に慕したわれるつもりなど、毛頭ない。龍造寺家は忠誠を尽つくした少弐家によって一族根絶やしにされるところだったのだ。武士の忠義心など偽ぎ善ぜん。故ゆえに、恐きよう怖ふによって奴らを支配しなければならない。

　例外は、妹である鍋島直茂、ただ一人だった。

（余には、この妹さえいればそれでよい。他は、みな敵だ）

　隆信も鍋島直茂も、形ばかりの恭きよう順じゆん姿勢を大友宗麟に見せながら、肥前における敵対勢力をじわじわと倒しあるいは靡なびかせ、ひたすらにこの機会を待ち続けてきた。

　大友軍に綻ほころびが生じるや否いなや、龍造寺家は独立ののろしをあげて、九州平定事業に乗り出す。それが、兄妹きようだいの計画であった。

「お兄さま。大友宗麟率いる大友本隊は日向に牟む志し賀かなるキリシタンの町を築き、日向街道を南下して高城を奪おうとしているわ。一方、大友の別働隊は豊後から日向にかけての山中を行軍するようだわ。高たか千ち穂ほを押さえ、そのまま高城攻めに合流するつもりのようよ。こちらは山道を進まねばならないので、少数精せい鋭えい。総大将はおそらくガスパール。フロイスも、ガスパールによる神社仏閣の破は却きやくを阻そ止しするために同どう伴はんしているようよ」

「愚おろかだな。宗麟は豊後と日向を隔てる九州の山々の険阻さを理解しておらぬ。まして土と地ち勘かんのない南蛮人などには行軍は無理だ。別働隊は、高城での決戦には間に合わぬな──」

「それでも大友本隊は五万の大軍よ、お兄さま。島津方が守る高城はわずか五百。後ご詰づめを入れても、四万」




　隆信は、「今山の合戦」を思いだしていた。

　あの時も、佐嘉城を包囲する大友軍は五万とも六万ともつかない圧倒的な大軍だった。佐嘉城の兵はわずか五千。誇り高たかき「覇王」を名乗る隆信といえども、正面決戦などは到とう底てい不可能な兵力差だった。

　しかも、敵方の包囲陣じんの中央には、あの大友家の武の象しよう徴ちようである「雷らい神じん」立花道雪がいた。この合戦における立花道雪の剛ごう毅きぶりは凄すさまじかった。雷かみなりに打たれて半身不ふ髄ずいとなりながら、輿こしに乗って戦場の最前線へと繰くり出し、「臆おくした者はわしごと輿を捨てて逃にげてゆけい！」と叫さけびつつ名刀「雷らい切きり」こと「千ち鳥どり」を振ふりかざし、輿に座りながら龍造寺軍の足軽たちを蹴け散ちらしていく。

「龍造寺隆信よ、もはや逃げ場はないぞ！　われらが大友の姫さまに降こう伏ふくせよ～っ！　雷神をも斬きり捨てたこの『千鳥』が、うぬの熊の如き巨体をも両断してくれるわっ！」

　この、死をも恐れぬ猛もう将しよう・立花道雪が指揮を執とっている限り、奇き襲しゆうもかなわない。

　己おのれの武に絶対的な自信を持つ龍造寺隆信は、血気盛んな道雪との一いつ騎き打うちに賭かけるという起死回生の勝負を目論んだが、これは道雪の若き相棒・高橋紹運によって阻はばまれた。

　紹運は道雪とは父子ほど歳が離はなれていたが、電光石火の居合いの達人として、そして道雪の片腕とも言うべき義将として九州に武名を轟とどろかせている猛将である。道雪は恐ろしく短気だが、紹運は冷めている。まだ若いのに、頭から漆しつ黒こくの行人包をすっぽりと被かぶった紹運は、やけに老成していた。攻こう撃げきよりもむしろ防ぼう御ぎよに特化した武将だった。

「おやっさん。『水すい滸こ伝でん』の昔じゃあるまいしよ。今時一騎打ちで戦いくさの勝敗を決しようだとか、いくら修羅の国でもありえねえぜ。だいいち、あんたはもう自力で大地に立てねえんだ。いくらあんたが雷神でも、輿に乗っての一騎打ちは不利だ。南無三だぜ」

「ええい。そちは生ぬるいッ！　龍造寺隆信は極悪の相の持ち主、決して大友に仕えぬ！　後こう顧この憂うれいを断つには、殺すしかないのじゃっ！」

「堂々と戦うタマかよ、あいつらが。たとえ誇り高い隆信が一騎打ちを望んでも、鍋島がおやっさんを暗殺しようとするぜ。鍋島の忍びに用心しな」

　退ひくことを知らない道雪が押せば、冷静に戦場を眺ながめている紹運が頃ころ合あいを見計らって退く。

　軍を束ねる部将としては、最高の組み合わせと言えた。

　傲ごう岸がんな隆信と冷静な鍋島直茂もまた、同様に相性がいいが、こちらには「人徳」というものがかけらもなかった。隆信は、妹以外の人間を虫けら同然の存在としか思っていない。

　結局、一騎打ちは、実現しなかった。

　鍋島直茂は事実、一騎打ちが実現すれば道雪を戦場で暗殺するつもりで、隆信に無断で策を練っていたのだ。紹運が、それを見み抜ぬき、道雪を止めた。

　籠ろう城じよう戦はかくして、膠こう着ちやくした──。

　肥ひ前ぜんの国人のほとんどが大友に靡いており、大村・有馬も大友軍に加わっていた。佐嘉城の兵力は五千。しかも、島津が今死守している高城とは異なり、後詰めなどどこからも来ないのである。暴ぼう虐ぎやくの将・隆信は、周囲に敵を作りすぎた。敵はすべて下郎、とばかりに殺し尽くしてきたことが、仇となった。対する大友宗麟は、文弱の徒であるが故に、敵に甘い。九州の修しゆ羅らどもに舐なめられて、何度も謀反に苦しめられている。立花道雪ら股こ肱こうの将たちが謀反した将と戦い誅することで、かろうじて大友家は保っているのだ。しかし、甘いが故に、この時の大友軍は大軍に膨ふくれあがっていた。

　どこからも援えん兵ぺいを望めぬ、絶望の籠城戦であった。

　さしもの隆信も、死を覚かく悟ごした。

　常に自分の運命に対して恬てん淡たんとしている鍋島直茂が自らの位い牌はいを準備し、「私たち兄妹は、人を殺しすぎたわ。これも死者どもの怨おん念ねんのなせるわざかもしれない。死ぬのならば、せめて、お兄さまとともに」と遺言を伝えてくるほどだった。

　だが、一いち撃げき逆転の機会を、隆信は得た。

　鍋島直茂率いる葉隠忍群が、信じがたい情報を、摑つかんだのである。

　本隊を率いながら、いつものように臆病風を吹ふかせて佐嘉城包囲に参加せず、後方でひたすら待機していた大友宗麟が──。

　この膠着の緊きん張ちように耐たえかねて、「大友親貞」なる幼い少年に本隊の兵士を割さいて与あたえ、「総大将」として佐さ嘉が包囲軍へ送り込んできた、というのだ。

　いくら合戦の緊張に吐はくほど怯おびえることで知られる宗麟とはいえ、信じがたい話だった。緊張感に耐えかねたのならば、自ら本隊を率いて道雪に合流すれば、佐嘉城などは容易に落ちるものを。その大友親貞とはいったい誰だれなのだ、そんなガキの名は聞いたこともない、と隆信は耳を疑った。

　続く妹の言葉が、さらに、隆信を呆あきれさせ、そして次の瞬しゆん間かんには激げき怒どさせていた。

「どうやら大友家の一族の少年らしいわ。大友宗麟はこの親貞を自分の『弟』に取り立て、佐嘉城陥かん落らくという大功をあげさせて肥前の国主に据すえるつもりよ」

　宗麟め。九州の修羅たちの合戦を、なんだと思っているのか。「雷神」にならともかく、そのような武名もない小こ僧ぞうにこの覇は王おうが膝ひざを屈くつするわけにはいかん！　愚かなり、大友宗麟！　合戦と祭りの区別もつかぬ、愚ぐ人じんめが！

「余は激怒しているぞ！　直茂！　大友宗麟。あの女め狐ぎつねめ。年とし端はもいかぬガキを弟に取り立てて、この『覇王』たる隆信の首を奪わせようとは……なぜ、堂々と自ら指揮を執らぬ。なぜ、実戦経験がほとんどない幼い弟を矢や面おもてに立たせる。軟なん弱じやく者がぁッ！」

　隆信は、自分以外の人間を虫けらか塵ちり芥あくたのようなものだと見下している傲岸な男だが、妹の直茂だけは特別だった。この修羅の九州では、誰一人信じることができぬ。主君も家臣も領民もみな、いざとなれば己のために余を切り捨てる裏切り者どもである。ただ一人。妹だけが、余を裏切らない。なんとなれば、修羅の国九州において信しん頼らいできる人間は、己のきょうだいだけではないか。余は、もしも妹の直茂に裏切られれば、もはやこの世の誰をも信じることができなくなり、怒いかりと猜さい疑ぎ心しんとで完全に壊こわれてしまうだろう。

　一方の大友宗麟は、龍造寺などという弱小の国こく人じんとは生まれが違ちがう。与えられた条件が違う。あやつは、かの名門大友家の嫡ちやく子しでありながら、当主でありながら、己のきょうだいを守るどころか、危地に送り込むことしか能がない。戦場に、出てこようとしない。またしても弟を「弾たま避よけ」に用いて、自分だけが生き延びようと。

「大友宗麟が毛利元就と戦っていた時も、そうだった。あの女は、大内家の家か督とくを継つぎ毛利軍に攻せめられていた実の弟に援軍を送らず見殺しにした！　そもそも惰弱故に廃はい嫡ちやくされるはずだったあの女が家督を継げたのは、『二に階かい崩くずれの変へん』が起きて、父親も義母も家督争いをしていた腹違いの弟もみな『都合良く』家臣に殺されたからではないか！　あの女こそが『二階崩れの変』の首しゆ謀ぼう者しやだとも言われている。それがまことなら大友宗麟は親殺し、弟殺しではないか！」

「落ち着いて、お兄さま。これは好機よ。戦には素人しろうとの大友親貞が丘に陣を敷しいたその夜に、夜襲をかけるわ。他の部隊は放置して、まっしぐらに大友親貞だけを捕とらえる。宗麟の弟を人質に取れば、有利な条件で和わ睦ぼくできるはずよ」

　かくして鍋島直茂は、決死の夜襲を敢かん行こうし、大友親貞を見事に捕らえた。

　しかし大友親貞を前にした龍造寺隆信は、「待って。殺さずに人質にするのよ、お兄さま！」と制止した妹の言葉を無視し、「どうか命ばかりはお助けください！　ああ、姉上……！」と泣いて命いのち乞ごいをする大友親貞の首を、龍造寺四天王の一人・成なり松まつ信のぶ勝かつに命じて刎はねさせ、そのまま塩しお漬づけにして大友宗麟のもとへと送りつけた──。

　嫡子でありながら弟たちを守らず、それどころかいつも弟の背後に隠かくれ、弟たちを死なせ続けた惰弱な姉・宗麟への凄まじい怒りが、隆信を突つき動かしたのだった。

「たとえ修羅の国といえども、弟を守らぬ姉など、生きる値打ちがないのだ！」

　鍋島直茂の起死回生の策は、隆信のこの衝しよう動どう的てきな怒りの爆ばく発はつによって破は綻たんしたかのように思われたが──。

　大友親貞の首を送りつけられた宗麟は、佐嘉城で「弟の復ふく讐しゆう戦」とも言うべき血戦をはじめるどころか、あっさりと佐嘉城の包囲を解き、龍造寺家に和睦を申し入れてきた。

　合戦では龍造寺が勝ったとはいえ、両家の国力の差は圧あつ倒とう的てきである。鍋島直茂が交こう渉しようにあたり、形の上では龍造寺が大友に従属するということになった。

　だが、隆信は宗麟から「九州の覇者」の座を武によって奪うばうという野心を捨てることなく、むしろ「弟を殺されていながら、余に復讐する勇気すら、失ったか。大友宗麟め。なぜ怒おこらぬ。なぜ余を殺さぬ。これでは大友親貞は無む駄だ死じにではないか。あの女は結局は自分だけが大事なのだ、直茂！　必ずや、あの姫ひめ武将は、余が討うち滅ほろぼす！」と大友宗麟の冷れい酷こくぶりに憤いきどおり、いよいよ九州の覇王たらんと誓ちかったのだった。




　大友宗麟め──。

　親も弟も自分の保身のために平然と犠ぎ牲せいにするあの魔ま女じよには、九州に生きる資格はない。

「今いま山やまの合戦」を思い返しながら激高していた隆信の耳元に、鍋島直茂が、そっと囁ささやいていた。

「お兄さま。私ごときのために、お心を乱さないで。今は、九州の覇王になる道だけを、考えましょう」

「……そうだったな。大友軍の動きは、了りよう解かいした。島津軍四万と、大友軍五万とが、日向ひゆうがの高たか城で激げき突とつする……しかも、龍造寺の空き巣狙ねらいを恐おそれている大友の軍師・黒田官兵衛からは、大友軍が島津軍に勝利した暁あかつきには大友領より豊ぶ前ぜん中なか津つ十二万石を割かつ譲じようするという内約を得ている。むろん、このような腹黒い陰いん謀ぼうを企たくらむ黒田官兵衛など信ずるには足らぬが、南なん蛮ばん人じんの宣教師に続いて織お田だ家の軍師までをも招き入れた大友家が瓦が解かいしつつあることは確実。この隙すきにわれらは立ち上がらねばならぬ。今を逃のがせば、独立の機会は失われる」

　龍造寺隆信が真に欲ほつしている国は、筑ちく前ぜんである。博はか多た湊みなとがあるからだ。あの毛利元就も、この博多を手に入れるために、大友軍と死し闘とうを繰り広げてきたのだ。

「お兄さま。けれども大友方も、日向に全軍を率いて出しゆつ陣じんしたわけではないわ。博多を望む立花山城には、『雷神』立花道雪が。岩いわ屋や城には、相棒の高橋紹運が。この両りよう雄ゆうが、筑前の防備を固めている。むろん、お兄さまの裏切りを折り込んでのことよ」

「岩屋城は小さな城だ、兵をかき集めてもせいぜい八百人程度。とはいえ、あの紹運を殺すためには相当の犠牲が必要だ……問題の立花山城には、どれほどの兵力がある？　道雪が大軍を率いて籠城すれば、余をもってしても容易には立花山城は落ちぬ。あの老将は、この余ですらも認める真の英えい傑けつ。半身不髄の不自由な身体からだなど、戦には関係がないのだ。奴やつの放つ闘気は、凄まじい。兵どもを狂わせてやまぬ。道雪と紹運が率いる修羅どもは全員、死兵と化す」

　なぜ、大友宗麟のような惰だ弱じやくな姫に、「弟殺し」を繰り返す魔女に、あれほどの男どもが従っているのか、あれほどに忠義を尽つくすのか、理解できぬ、と隆信は舌打ちした。龍造寺家にも精強な「龍造寺四天王」が勢せい揃ぞろいしているとはいえ、もしも立花道雪と高橋紹運が配下に加われば、島津など恐れるに足らぬというのに。

「今、葉は隠がくれ忍にん群ぐんの全力をあげて、道雪と紹運の動きを調べているところよ。まもなく、判明するわ」

「あの二人が、このまま黙だまって大友宗麟の破は滅めつを眺めているとも思えぬ。いくら宗麟が宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを弾だん圧あつするキリシタンになったとはいえ、な」

「手こずりそうな筑前は後回しにして、南肥前の島しま原ばら半島を攻めて有馬家を攻め滅ぼし、有あり明あけ海かいの制海権を奪って肥ひ後ごへと水軍で乗り出すという選せん択たく肢しもあるわ」

「うむ。南肥後の相良家が、島津に従属した。これ以上島津を北上させれば、必ずや肥前まで攻め入ってこよう。ならば、南肥前と肥後を先に抑おさえるか」

「お兄さま。北肥後の国人たち……阿蘇家をはじめとする諸家は、すでに調略済みよ。あの甲か斐い宗そう運うんを動かせるわ」

「響ひびき野の原はらで深手を負ったと聞くが、相変わらずの愚おろか者ものだな、あの男も。自分を戦場で抹まつ殺さつしようとした阿蘇家などに、忠義を尽くし続けるとは」

「あら。お兄さまもしょっちゅう、家臣を誅ちゆう殺さつするでしょう？　それでも龍造寺四天王はお兄さまに忠義を尽くすし、私もそうよ」

「ふん。妹であるお前だけは特別だ。お前は家臣ではなく、余の妹なのだからな。お前を殺すという選択肢は、余の覇道にはない。妹も守れぬ惰弱な兄など、九州に生きる値打ちはない」

「ありがとう、お兄さま。でも……私のほうが、お兄さまを殺すことがあるかもしれないわね。人の心は、劇的に裏返ることがあるのよ。激しければ激しいほど、裏返った時の反動もまた大きいの」

「フ。余に、九州の覇王となる器がないと見切ったならば……その時は、好きにしろ。いつでも、龍造寺家をくれてやる」

「……冗じよう談だんよ、お兄さま。そんなふうに言わないで」

　鍋島直茂が、涙なみだ目めになって隆信の腕うでに抱だきついていた。家臣団の前では決して感情を出さない直茂だが、こうして兄と二人きり水入らずで過ごせる茶室では、別だ。

　しかし、東進して筑前に進むとしても、島原へ南下して肥後へ出るとしても、必ず抑えておかなければならない城があるな、と隆信がつぶやいた。

「それは、筑ちく後ごの柳やな川がわ城だ。西に肥前、北に筑前、東に豊ぶん後ご、南に肥後。柳川城こそは、北九州六ヶ国の『臍へそ』にあたる要所中の要所だ。柳川城さえ手に入れれば、龍造寺軍は攻めるも守るも自由自在となり、いずこへも出兵できる。逆に言えば柳川城を奪わぬ限り、余の戦術戦略は大おお幅はばに拘こう束そくされることになる。六ヶ国の女王となっていながら、柳川城を直ちよつ轄かつとしないまま放置してきた大友宗麟は、やはり度しがたい愚か者よ」

「……でも柳川城は、大恩ある蒲かま池ち家の居城よ。龍造寺家が主君に裏切られて零れい落らくした時も、若くして家督を継いだお兄さまが家臣団に謀む反ほんされて肥前から亡命した時も、いつだって蒲池家が義ぎ俠きよう心しんをもって迎むかえ入れて助力してくれたのよ？　お兄さまが佐嘉城主に返り咲ざけたのも、蒲池家の援えん助じよがあってこそ」

「フン。しかし蒲池家は大友家の家臣。『今山の合戦』では、われらを佐嘉城に包囲する側についたではないか。今回の日向戦にも、大友方として参戦しているのだぞ」

「柳川城を奪うのは無理よ、お兄さま。たしかに蒲池家は日向に兵を出したけれど、若い当主の蒲池鎮しげ漣なみは『大友宗麟に忠誠は誓っているが、僕はキリシタン王国には興味がない』と二千の兵とともに柳川城に戻もどってきているわ。日向に留とどまっている者は、鎮漣の父親で、かつて龍造寺家を支援し続けてくれた先代当主の宗そう雪せつと、鎮漣の弟が率いる千の老兵のみ」

　フン！　父と弟を戦場へ置き捨ててきた兄、か……生きる値打ちのない男だなと、隆信がこめかみを引きつらせながらうなり声をあげていた。

「余とて、宗雪には恩義を感じている。だがその宗雪と弟を捨てて柳川城へおめおめと戻って来た若造には、なんの恩も義理もないな……」

「お兄さま、やめて。いくら九州とはいえ、大恩ある蒲池家を裏切ったら、龍造寺家の信用は完全に失しつ墜ついしてしまう。龍造寺家を見限って裏切る者も出てくるわ。それにお兄さまは、鎮漣に義ぎ妹まいの玉たま鶴つるを嫁とつがせているでしょう？　両家は婚こん姻いん同盟を結んでいるのよ？」

「玉鶴か。あいつはただの駒こま。余にとっては、あくまでも同盟を成立させるために妹に迎えた『義妹』にすぎん」

「そんな理り屈くつが通るのならば、この私だってお兄さまの実の妹ではないわ。私は……あなたの『義妹』でしょう、お兄さま？」

　隆信が、両手で自分の顔を覆おおった。獣けもののようなうめき声をあげた。なにか思いだしたくない記き憶おくが蘇よみがえった時、隆信はこうして己おのれの激情に耐たえる。耐えねば、壊れてしまいそうになるからだ。

「……いや、違うぞ。同じ『義妹』でも、直茂、お前とはまったく違う。余に、嫌いやな過去を思いださせるな！　あの時のことはもう忘れたはずではないか！　お互たがいにな！」

「ご、ごめんなさい、お兄さま。でも……仮に蒲池家と戦うとしても、柳川城は天下の名城よ。たとえ三年がかりでも落とせないわ。四天王をすべて注つぎ込んでも、葉隠忍群をどれほど駆く使ししても」

「……フン。そうだな。龍造寺家と蒲池家とは永遠の盟友だな……ならば鎮漣をこの佐さ嘉が城で開かれる猿さる楽がくの宴えんに招こうではないか、妹よ」

　鍋島直茂は、兄がなにを企んでいるのかを、察した。察した上で、「……わかりました、お兄さま。なにもかも、お兄さまの仰おおせの通りにいたします。私は、直茂は、お兄さまのご命令を忠実に実行いたします」と、肩かたを落としながらうなずいていた。

　その直茂の背後で、黒くろ猫ねこが、みゃあ、と鳴いた。人間の赤子の泣き声のような声色で。直茂が兄の命令を受けて「人を殺す」と決めた時に、必ず、いずこともなく彼女が飼っている黒猫が現れて、そして鳴くのだ──。

「直茂。余はな。永遠に地じ獄ごくに落とされることになろうともな。九州の覇は王おうになるぞ。宗麟のように政略には頼たよらぬ。九州全土を武の力によって征せい服ふくし、問答無用の覇王になるのだ！　そのためならば、どれほどの人間の血で己の手を染めようが、いっこうに構わん！　世間が余をなんと言おうとも、なんと思おうとも、わが覇道の人生に一点の曇くもりもなく、後こう悔かいもないッ！　余の王国はな。大友宗麟が牟む志し賀かに見ているような、頭の中に造り上げる幻まぼろしなどではないぞ。この現実の九州の大地に、築き上げるのだ。余の、龍造寺の、王国をな……！　わが覇道を阻はばむものは、ことごとく、殺し尽くすッ！」

　これが、何度目の宣言だろうか。妹に向けてそう告げる隆信の瞳ひとみは、壮そう絶ぜつなまでの狂きよう気きと怒いかりと、そして直茂が直視できなくなるほどの悲しみに満ちていた。




　　　　※




　島津軍の先せん鋒ぽう隊・千人の薩さつ摩ま隼はや人とを率いた島津家いえ久ひさは、谷たに瀬せ戸と川がわ（現・切きり原はら川がわ）と高たか城じよう川がわ（現・小お丸まる川がわ）の狭はざ間まの高台に築かれた高城へと急ぎ入城していた。牟志賀まで進出した大友軍は、このままではさらに日向街道を南下して耳みみ川かわを越こえ、この高城へと殺さつ到とうしてくることは日の目を見るより明らかであった。南日向の最重要拠きよ点てん・高城が陥かん落らくすれば、日向から大おお隅すみまでを蹂じゆう躙りんされる。

「家久さまぞ！」

「千の兵士を連れてきていただいた！　これで高城は戦える！」

「さあさあ、あくまきをご用意せよ！」

　高城の守備兵はわずか五百しかいなかったので、幼い「島津の軍法担当」家久の入城は大歓かん迎げいされた。

　島津四姉妹のうち、家久だけはまだ年若で小こ柄がらだが、その軍法の妙みよう味み・奇き才さいぶりはすでに「釣つり野の伏ぶせ」を繰くり出した「木き崎ざき原ぱるの合戦」と「穿うがち抜ぬき」を敢かん行こうした「響野原の合戦」とで証明済み。島津軍の隼人たちの間で、家久の人気と評価はうなぎ登りである。武神・島津義よし弘ひろと天才軍略家・島津家久の姉妹しまいが揃そろえば九州に敵かなう者なし、と今や彼らはすっかり家久に熱狂していた。

　大友軍へ向かう軍使、われらが未来人の相良良よし晴はると、相良軍団入りして良晴の「姉」になった相良義よし陽ひ（ヨシハル改めヨシヒ）の時空を越えた姉弟きようだいコンビも、牟志賀へ和わ睦ぼく交こう渉しように向かうべく、家久と行動をともにしている。

「宗麟のもとには官兵衛とフロイスちゃんが先行して到着しているし、俺たちの牟志賀入りが間に合えばぎりぎりで和睦は成るさ」

「そう簡単にはいかぬと思うぞ、良晴。日向に『神の国』だか『宗麟の国』だかを築こうとしている大友宗麟の目を覚まさせねば、宗麟は日向平定戦を中止しないはずだ」

「そうなるかな、義陽？」

「こら。弟の分際で姉を呼び捨てにするな！　私のことは、義陽姉さまと呼べ！　相良家はつい先日まで大友家と同盟していたからな、大友宗麟とは顔見知りだ。あいつの家臣団不信・家族不信はかなり厄やつ介かいだ。自分と同じ信しん仰こうを抱いだくキリシタンだけの王国を日向に築くことで、それらの軋あつ轢れきから逃れようとしているのだろう。宗麟自身はほんもののキリシタンとはいえない。自分に謀反する恐おそれのない家臣団と領民だけの国を作ろうとしている」

「なるほど。さすがに義陽は九州に精通している。頼れる副将だぜ」

「姉さまと呼べっ！　お姉ちゃんでもいいぞ？」

「『姉さま』と呼ぶのは、て、照れるので、呼び捨てで頼たのむよ」

「……そうか。お姉ちゃんと弟とは祝しゆう言げんをあげられないから、私をお姉ちゃんと呼ぶと悲しくなってしまうのだな。仕方のない奴だ、甘あまえん坊ぼうめ。案ずるな、お前が嫁よめを取ろうともお姉ちゃんはずっと『姉』としてお前を守ってやる。添そい寝ねだって混浴だって子作りだってお前が望むのならばすべてこのお姉ちゃんが相手をしてやろう。ふふふ」

「妄もう想そうが暴走しすぎだ！　どこまでブラコンなんだよ義陽姉さんはっ!?　ああもう。しょうがないから『姉さん』と呼ぶよっ！」

「んにゃ～。すっかり姉の尻しりに敷しかれちょっど、相良さぁ！　あくまき、食うけ？」

「おう。いただく。ありがとう家久！　これ、美う味まいよな！」

「えへへ～。あくまきが気に入ったようじゃな！　餌え付づけぞ！　いっぱい作ってきたから、食え！　こっちは、桜色のあくまき。こっちは、抹茶味のあくまきじゃ」

「お、おおお!?　これは美味そうだ！　家久。お前、もしかして和わ菓が子しとか料理作りが得意だったのか!?」

「は、花はな嫁よめ修業ば開始しちょるからな。守り役の新納にいろ武蔵むさしどんが、お、お料理に詳くわしいので……しかし相良さぁには菓子よりも肉じゃな。薩摩名物の豚ぶたどんは連れてきちょらんが、日向は鶏にわとりが美味か。牟志賀へ向かう途と上じようで、鶏を捕とらえて鍋なべにすっど」

「日向地じ鶏どりか……ゴクッ……美味そうだ……『焼き鳥』もいいな！　家久お前、将来はいいお嫁さんになるぜ！」

「へへ。おのこを捕つかまえるにはまず胃い袋ぶくろを押さえろ、と武蔵どんが言うたとおりじゃ」

「……くっ。良晴を食い気で懐なつかせようとは、この小こ娘むすめ、侮あなどれぬ。しかし餅もちを灰で味付けしてどうするのだ。いくら桜島から無限に灰が降ってくるお国柄とはいえ、薩摩の人間の味覚はわからぬ」

「熊くまばかり食っちょる肥後もっこすには言われとうないど！」

「うるさい無礼者め。私は徳とく千ち代よとは違ちがう。熊など食わん」

　ここから牟志賀までは、良晴と義陽そして家久の三人旅となる。もちろん最低限の護衛の兵士はつけるが、あくまでも和平の使者なので、大部隊は率いられない。

　三人は今、高たか城の櫓やぐらから、日向の平野を覗のぞき込んでいた。

　牟志賀から高城までは、耳川を挟はさむが、日向街道を一直線だ。

　対する島津軍本隊は、義久、義弘、歳とし久ひさの三姉妹を中心に、高城の背後に控ひかえる佐さ土ど原わら城を目指して行軍中だが、あいにくの大雨で行軍が遅おくれている。家久率いる千の先鋒隊のみが強行軍を重ねて高城に到着したが、後ご詰づめがいまだ来ないという状じよう況きようである。

「街道。平地。二本の川。その川の狭間に築かれた城じよう塞さいと、城の前に広がる中なか州す河原がわら。絵に描かいたような、会戦におあつらえ向きの地形だな。決戦となれば、この高城を巡めぐって戦国史に残るような死し闘とうになるな……本州では今、十じゆう兵べ衛えちゃんと信のぶ奈なが窮きゆう地ちに追い込まれている。休んでいる暇ひまはない。一刻も早く高城を立って牟志賀へ──」

　こうしているうちにも、信奈に残された時間はどんどん減っていく。官兵衛はなにをしているんだろう？　歯ぎしりする良晴を、背後から義陽がそっと細い腕で抱だきしめてきた。

「ふふ。慌あわてるな良晴。こういう切所でこそ、冷静さが必要だ。腹が減っては外交もできぬし、事前に九州の基き礎そ知識を仕入れておかねば説得もままならぬぞ。ほら、あーんしろ。お姉ちゃんがあくまきを食べさせてやろう」

「よよよ義陽姉さん。ここここは戦場だぜ。あああああまりべたべたしないでくれ！　家久の目線が怖こわいっ！」

「なにを言う。明日あしたには戦場で討ち死にしてしまうかもしれないからこそ、家族は限られた時間を精せい一いつ杯ぱい仲良くするものだ。お前が、私に身体からだで教え込んだのではないか。恥はじらってどうする。遠えん慮りよせず、もっとお姉ちゃんに甘えろ。お前は合戦の連続で気が昂たかぶっているのだ。今夜は私が添い寝して心身ともに落ち着かせてやる」

「わーっ！　そんなこと身体で教え込んでなどいないってば！　家久の目が逆三角形になっているから、そういう誤解を生む言い方はやめてくれ！　耳元に息を吹ふきかけるなっ！」

　んにゃんにゃ、相良義陽。姉という立場を利用して、相良さぁに好き放題、触さわり放題、抱きつき放題。未来語で言うところの、『せくはら』三ざん昧まいぞ。許せぬ、と家久は涙なみだ目めになりながらあぐらをかき、種たね子が島しまの筒つつを掃そう除じしはじめた。

「おや島津家久。そんなにうちの良晴を婿むこに欲しいのか？　ならばこの姉である私にひれ伏せ。脚あしを舐なめろ。そして三度回ってクマーと鳴け。そうすれば、少しは考えてやってもいいぞ」

「ぐぬぬ。島津家に降こう伏ふくしておいて、なにを言うど！　なんならもういちど木崎原で再戦すっか？」

「はーははは。それもいいだろう。今の相良家は、高貴で知ち謀ぼうに長たけた姉！　間ま抜ぬけだがかわいい弟！　勇ゆう猛もうで果か敢かんな妹！　の豪ごう華かな三位一体だ。たとえ島津四姉妹が相手でも、負ける気がしないな！」

「ごめん家久。義陽姉さんは長年、妹の徳千代をかわいがりたくても甘やかせなかった反動で、不慣れな家族愛に溺おぼれて一時的に己を見失っているんだ。そのうち落ち着くから。たぶん」

　はあ。剛ごう直ちよくで武に青春を捧ささげていたはずの義弘ねえまでもが、相良さぁに恋こいしてしもうたようじゃし、相良さぁはまこと今源氏ぞ、おいも相良さぁの被ひ害がい者しやになった乙女おとめの一人じゃ、と家久は小さな唇くちびるを尖とがらせていた。

「ふふふ。うちの良晴がかわいすぎるあまりに、島津四姉妹は良晴を奪うばい合って早晩崩ほう壊かいするのだ。かくして九州は私のかわいい妹・徳千代のものとなる」

「んにゃ。年増になってからきょうだい愛に目覚めた姉ちゅうのは、恋に目覚めた乙女よりも厄介じゃな」

「年増ではないっ！　貴様よりは年上だが私は徳千代と同い年だっ！　ぐぬぬ。未来の姑しゆうとめに向かってなんという無礼な態度！　やっぱり貴様には良晴はやらんっ！」

　姉は姑にはならないと思うが……と良晴は突つっ込みたかったが、義陽と家久、両者のけんまくが激しすぎるので言いだせない。

「んにゃんにゃ！　そっちこそ未来の嫁にそんな偉えらそうな態度では、相良さぁに嫌きらわれるど！　底意地ば悪か面めん倒どうちぃ姉じゃ～、と愛あい想そを尽つかされるど！」

「……ま、まさか？　良晴に限って、そんな!?　ええい良晴！　貴様はお姉ちゃんと嫁とどちらが大事なのだっ！　まさか嫁のほうが大事だなどと、日ひノ本もとの文化の根本たるきょうだい愛を全否定するのではあるまいなっ!?　よいか良晴。そもそもこの大おお八や洲しまは、伊い弉ざ諾なぎと伊い弉ざ冉なみのきょうだいが生んだ島なのだぞっ!?」

　このまま義陽を信奈の前に連れて行ったら、とんでもない規模で嫁姑戦争がはじまるんじゃないか、と良晴は暗あん鬱うつたる思いに取り憑つかれた。

「……とまあ田舎いなか侍ざむらいの家久をからかうのはこのくらいにして、出発にあたって大友宗麟との交こう渉しようの予習だ、良晴。大友宗麟は極度の人間不信でな。禅ぜん宗しゆうやキリスト教に次々とのめり込んでいくのも、人間不信が原因だろう」

　義陽が差し出した「あくまき」に、ぱくり、と家久が飛びついて「あむあむ」と食べてしまった。

「んにゃ！　宗麟は豊ぶん後ごの名門・大友家の嫡ちやく子しじゃったが、実のお母さんを早くに失ってしもうた。それに、宗麟は子供の頃ころから引っ込み思案で、身体も弱く、大の合戦嫌ぎらい。とても修しゆ羅らの国の女王になる資質はない、と判断した宗麟のお父上は、宗麟を廃はい嫡ちやくし、後妻との間にもうけた幼い弟・塩しお市いち丸まるに家か督とくを継つがせようとしておったらしいど」

「姉と弟の家督争いか。信奈と信のぶ澄すみとの間でも、あったな……信澄側の家老だった勝かつ家いえがやむなく兵を率いて、信奈と『稲生いのうの合戦』を戦ったりもした。もしも俺が戦国時代の尾お張わりに来ていなければ、信奈は尾張統一のために弟の信澄を暗殺する運命だったんだ」

「相良さぁはまこと、きょうだいゲンカを治めるのが好きなんじゃな！　よか男ぞ！」と家久が嬉うれしそうに笑い、良晴は「ただのお節せつ介かいだよ。俺はもともと一人っ子で、きょうだいがいなかったんでさ。きょうだいがケンカしている姿を見ると悲しくなっちまうんだ」と鼻の頭をかいた。

「良晴。戦国の武家では、家督を巡ってきょうだいが争うのは日常茶飯事だ。ことに修羅の国・九州では、家督争いが簡単に命のやりとりに発展する。わが相良家では、お爺じいさまが機転を利きかして生まれたばかりの徳千代を八やつ代しろの山へ放ほう逐ちくすることで、私と徳千代とが殺し合う未来を回かい避ひしたわけだ。しかし大友家では、そうはならなかった。嫡子の宗麟のほうが府内の大友館やかたを追われて別べつ府ぷの温泉に移され、廃嫡を待つばかりとなったのだ」

「それは、かつての勝かつ千ち代よちゃん……武たけ田だ信しん玄げんと同じ立場だな。勝千代ちゃんは、家督争いの相手だった妹の信のぶ繁しげと手を繫つないで、父親の武田信のぶ虎とらを逆に駿する河がに追放することできょうだい間の家督争いを収めたんだが」

「宗麟の家督争いの相手だった腹違いの弟・塩市丸はまだ言葉も話せぬ幼子だったから、手を組むもなにもない。気の弱い宗麟は黙だまって大友館を離はなれ、別府の温泉で廃嫡の日を待っていた。ところが運命とは皮肉なもので──唐とう突とつに、『二に階かい崩くずれの変へん』が起きたのだ」

「『嫡子相続』は戦国の武家の掟おきてぞ。宗麟に大友家を継がせるか廃嫡するかで、家臣団の中でも激しい派は閥ばつ争いがおこっちょった。そんな中、派閥争いに敗れて粛しゆく清せいを恐れた家臣団が、大友館を襲しゆう撃げきしたんじゃ」

「謀む反ほん人たちの手で、大友館の二階にいたところを襲おそわれた宗麟の父、義母、家督競争の相手だった幼い弟・塩市丸が……殺されてしまったのだ。大友館を追われていた宗麟が、皮肉にも生き残った。塩市丸を目の前で失った宗麟の父親は自ら引き起こした家督争いの結末を後こう悔かいし、いまわの際きわに、大友家の家督は生き延びた宗麟に譲ゆずると遺ゆい言ごんしたそうだ」

　こうして宗麟が大友家を継ぎ豊後の幼い女王となったのだが、この謀反劇によって得をした人間は宗麟ただ一人ということになる。そのため、「廃嫡されかけていた宗麟が家臣団を動かして、父親や弟たちを皆みな殺ごろしにしたのではないか」という噂うわさが豊後に流れたのだ、と義陽が眉まゆをひそめながらつぶやいていた。

「ま、まさか？　当時の大友宗麟は気が弱い幼女だったんだろう？　両親ときょうだいを片かたっ端ぱしから殺すなんて、そんな残ざん虐ぎやくなことをやるはずが」

「人の噂というものは面めん妖ような話であればあるほど広まるし、尾おひれがつくものだからな。首謀者たちがことごとく討ち取られた以上、真相は永遠に藪やぶの中だ、良晴」

　義陽は良晴の肩かたにもたれかかりながら、言った。

「……乱世とはいえ、悲しすぎるな。宗麟も、宗教にのめり込みたくもなるはずだ」

「そういうことだな。だが良晴、お前は安心していいぞ。この肥ひ後ごの太陽と呼ばれる知ち恵え者のお姉ちゃんが、必ずお前を守ってやる。相良家は大友家と違って小国だからな。小国の主あるじとして生きてきた私は、常に計算高く、決して油断しないことで名高いのだ」

　義陽もまた、この大友軍との戦いのさなかで「弟」を失うことを恐おそれているのだ。その細い身体が、小刻みに震ふるえていた。良晴は、思わず義陽の肩を強く抱いていた。

（信奈もそうだった。「史実」通りに信奈が信澄を誅ちゆう殺さつしていれば、信奈はその後、人間不信に陥おちいって次々と「第六天てん魔ま王おう」の道を突き進んでいくはずだったんだ。もしも俺が尾張に召しよう喚かんされていなければ……）

　逆に考えれば、良晴が尾張ではなく豊後に召喚されていたら、大友宗麟の人生はまるで異なるものになっていたのかもしれない。「二階崩れの変」が宗麟自身が起こした陰いん謀ぼうだったとしても、偶ぐう発はつ的てきな事故だったとしても……。

（キリシタンの王国などを必要とはしなかったのかもしれない）

　しかし良晴はもう、信奈と出会ってしまっている。この「世界」が辿たどることのできる歴史は一本道で、もう、分ぶん岐きすることはない。

　家久が九州全土の地図を足あし下もとに広げ、「佐さ嘉がを本ほん拠きよとする龍造寺家は今、肥前全土の完全統一の野望のために活発に動いちょるど。肥ひ前ぜんは広か国じゃ。北には海かい賊ぞくの松浦党がおるし、南には長なが崎さきの大村家や島しま原ばらの有馬家が割かつ拠きよしとる。三家とも大友宗麟と懇こん意いの関係じゃが、いずれも龍造寺家に圧あつ迫ぱくされて青あお息いき吐と息いきじゃ。とりわけ松浦党と大村家はもう龍造寺の子分のようなものじゃ。肥前で龍造寺に完全に屈くつ服ぷくしちょらん勢力は、島原半島の有馬家だけぞ」と大きな目を吊つり上げた。軍法の天才である家久は、いずれ必ず島津家と龍造寺家との激げき突とつがあると予感して、頭の中ですでに龍造寺家を倒たおすための軍略を練りはじめているのかもしれない。

「龍造寺家は宗麟の国力に屈して大友家に従属しているが、宗麟の命令を無視しており、今なお事実上の独立勢力だ。大友と島津が高たか城で決戦すれば、漁夫の利を得て龍造寺は必ず兵を繰くり出し、片っ端から城をかすめ取るだろう。島原の有馬家を攻こう略りやくし肥前を平定するか、博はか多たを狙ねらって大友領の筑ちく前ぜんへと直接襲いかかるかは、私には読めないがな。ただ、筑前には大友方の猛将・立花道雪と高橋紹運とが居残っていて、龍造寺に睨にらみを利かせている」

　義陽いわく──九州の修羅の中でも屈指の巨きよ体たいと武勇を誇ほこる龍造寺家の当主・龍造寺隆信は、幼い頃に主君であった少弐家に裏切られて父を殺され、落ち武者同然の放ほう浪ろう生活を余よ儀ぎなくされるという苦難を味わったためか、容よう赦しやなく敵を殺し裏切り者を誅殺する恐るべき暴ぼう虐ぎやくの君主となった。

　その隆信の恐きよう怖ふ政治を支えているのが、龍造寺隆信の義ぎ妹まい、智ち将しよう・鍋島直茂。隆信の生母が、苦境に陥っていた龍造寺家再興のために龍造寺家の重臣である鍋島直茂の父親と再さい婚こんしたことによって、隆信の義妹になったのだという。龍造寺家の復興が成ったのは、隆信の母が鍋島家に嫁とつぎ、鍋島家を後うしろ盾だてとすることに成功したからなのだ。

　武士の妻が、家臣のもとに嫁ぐ。

　これは本来、武士の世界では決してあってはならない「恥はじ知らず」な行こう為いとされるが、隆信の母は敢あえてそれをやったのだ。

　幼い頃には心優しい少年だった隆信が文字通りの修羅と化して、情なさけ容赦のない極悪非道な主君となり、旧主の少弐家を容赦なく滅ほろぼし、九州の覇は者しや・大友家すらも敵に回してひたすらに戦い続けてきたのは、この母親の自己犠ぎ牲せいと息子に託たくした覚かく悟ごに報むくいるためなのだとも言われている。

　龍造寺隆信は「余は九州の覇王となるべき星に生まれた修羅よ。断じて畳たたみの上では死なぬ。死ぬ時は戦場で泥どろ田たの中に前のめりに倒れて、修羅として死ぬ。余の覇道を支える勇気を持たぬ臆おく病びよう未練な家臣は、容赦なく殺す。強き敵よりも恐ろしいものは、無能な家臣よ。そのような者は龍造寺家では生かしてはおかぬ」と公言し、大友宗麟がどれほど政略によって追い詰つめようとも、絶対に政治力で屈服させることはできない誇り高き男で、戦場で殺す以外には隆信を止める術すべはないのだとも。

　そして冷血の姫ひめ武将・鍋島直茂は、九州最強の忍しのび軍団・佐嘉忍にん群ぐんを飼い、自在に操り、そのような義ぎ兄けいのいかなる非道な命令をも眉ひとつ動かさずに実行するのだという。

　さらには、「龍造寺四天王」というそれぞれ一いつ騎き当千の修羅の武将たちが隆信の麾き下かに勢せい揃ぞろいしていて、戦場では苛か烈れつ極きわまる攻こう撃げきを繰り出してくる。彼らは、捕ほ虜りよも取らない。たとえ姫武将であろうが、戦場で発見し槍やりを交わした敵は容赦なく殺す。戦場で後れを取るような弱者は、龍造寺軍では生きる資格がないのである。

　そんなとてつもない野望を抱いだく修羅の武将が、九州には割拠しているのか。良晴は震えた。武者震いだった。

「……すげえな、戦国九州の修羅っぷりは……」

　家久が「んにゃ」とうなずいた。

「相良さぁ、大友宗麟は思い詰めたらなにをするかわからん姫武将じゃ。もしも宗麟が相良さぁを気に入って自分の弟とか恋こい人びとにしたいなどと思いついたら、大事になっど。おいたち島津四姉妹は仲良しじゃから、相良さぁを取り合っても笑い事ですむが、宗麟は家族を次々と亡なくし、酷ひどく孤こ独どくで、その分、面めん倒どう臭くさい女ぞ。お年頃の姫武将に優しくするのも時と場合じゃ。注意せえ」

　ふふふ。わが相良家の弟を横取りなどさせるか。その時には私が大友宗麟を始末するから問題ないと義陽が不敵な笑みを浮うかべていた。そんな暗殺技能あるの？　と良晴が思わず尋たずね、「ない」と義陽が胸を張った。

「しかし呪じゆ殺さつくらいならば、できるのではないか。そう、わが弟へのこの想おもいのすべてを怨おん念ねんへと転じさせて大友宗麟の魂たましいにぶつければ──！」

「義陽姉さん……そういうのは未来では『ヤンデレ』と言って、お勧すすめできないぜ」

　この時。

「相良氏うじ、未来語講座どころではござらぬ。たいへんなことになりまちたぞ！」

　牟む志し賀かから高城へと急行してきた蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんがいきなり床ゆか板いたを持ち上げて顔を覗のぞかせ、そして良晴の想像の斜ななめ上を行く報告をもたらした──。

「黒田氏、ガスパールにたぶらかされて、事実上のご謀反。大友軍のぐんちとなり、むちかにてしゅつじんのじゅんびをはぢめておりまちゅ」

「んにゃんにゃ!?　寝ね返がえりっ!?」

「ほう。となると、攻略目標は当然、この高城になるわけか？」

「な、なんだってええええええ!?　官兵衛が、大友軍の軍師に就任した？　それはどういうことだっ!?　どうしてそんな事態に!?」

　五右衛門の嚙かみ嚙みの報告をまとめると、こうなる。

　異い端たんの南なん蛮ばん宣教師ガスパールが、プラトン立体なる謎なぞの宝具を用いて未来を予知する「観測術プレビシオン」を用いることは、すでに明らかになっている。

　ガスパールは、この観測術を用いて、黒田官兵衛に彼女の「二流な」未来を教えたのだという。

　黒田官兵衛は軍師として天下平定事業に尽じん力りよくし大功を挙げるが、あまりにも切れ者すぎるために、天下人（織田信奈ではない別人だが、誰だれなのかはガスパールは教えていない）に「わしが死ねば、次の天下を奪うばうのは官兵衛じゃ」と疎うとまれ、中央政界から左さ遷せんされ、九州豊ぶ前ぜんの中なか津つ十二万石というわずかな領土を与あたえられて九州に逼ひつ塞そくさせられる。官兵衛の「大船を築いて世界に打って出る」という夢は叶かなわず、中津で粛清に怯おびえる日々。ついには粛清を逃のがれるために引退して「流れる水が如ごとく──」を意味する「如じよ水すい」と名乗ることとなり、半ば世捨て人同然の無念の後半生を余儀なくされる──。

　しかし、官兵衛を疎み続けてきた天下人が死んだために、本州で次の天下人を決める「大乱」が発生。

　老境の官兵衛は「かくなる上は自ら天下を盗とる他になし」と九州で立ち上がり、わずかな手勢を率いて神算鬼き謀ぼうを用いて九州全土をたちまち席せつ巻けん。一ヶ月もあれば九州を平定し、本州へ上陸して毛利領を奪い取って上じよう洛らく、そして天下へ──と「最後の賭かけ」に出たのだった。だが、長引くと思われた本州での「大乱」は、わずか一日で決着がついてしまう。これを知った官兵衛はすべてをあきらめ、本州で勝利した「最後の天下人」に服従。しかし「最後の天下人」も、官兵衛の九州での活かつ躍やくに報いることはなかった。官兵衛は自ら天下をうかがっていた、と警けい戒かいしたのである。

　官兵衛は完全に引退し、いちども己おのれの軍師としての才能を華はな々ばなしく発揮する機会を得ることなく、無念の人として生しよう涯がいを終えることになった──。

　官兵衛はその自分の二流の未来に憤ふん慨がいし絶望して、「ならば今すぐこの手で九州を平定してやる。それでシメオンの未来は変わる！　ただの一戦で決着をつければ、即そく座ざに本州へ進撃して毛利領へ侵しん攻こうできる。織田信奈の救きゆう援えんも間に合う！」と言いだしたのだという。

　もともと知古の仲である官兵衛が時代を魁さきがけている天才軍師だと知っている大友宗麟は、「織田家にお仕えすると同時に、宗麟にも仕えればいいよ」と問題の豊前中津十二万石を官兵衛に与え、「調略にでもなんにでも好きに使っちゃって」と中津の扱あつかい自由のお墨すみ付つきと、ガスパールに委ねていた大友軍の指揮権のすべてまでをも、官兵衛に譲じよう渡とした。

　今や、黒田官兵衛が軍師となった大友の大軍勢が、牟志賀から島津との決戦のために南下準備をはじめていた──。

「んにゃ。その黒田どんの未来は、ほんとうなのか、相良さぁ？」

「たしかに噓うそではない。しかし俺が戦国時代に来て以来、すでに未来は変わっているはずだ。その、官兵衛を中津に左遷する天下人になるべき武将がもう、いないわけだし……しかし官兵衛は、自分が常に半はん兵べ衛えに一歩及およばない『二流軍師』だと焦あせっていた。『木き津づ川がわ口ぐちの合戦』でも最後は半兵衛に見せ場を与えてしまったしな。官兵衛は天才軍師だが、なんというかこう、あと一歩のところで『黒官一流』を天下に示すという夢に手が届かないというか、運がないんだ。その未来語で言うところのコンプレックスを逆手に取られて、うまくガスパールに心を操られているんだろうか？」

「まずいぞ良晴。毛利との海戦を新兵器の鉄てつ甲こう船で制した名うての軍師・黒田官兵衛が大友軍を指揮するとなると……大友宗麟の開戦への決意は容易に覆くつがえらぬ。大友軍は親キリシタン派と反キリシタン派とに分かれて足並みが揃そろっていなかったが、官兵衛が軍師になれば指揮系統も一本化され、容易ならぬ軍団となる」

　義陽が「薩さつ摩ま方の使者が今から牟志賀へのこのこ出て行っても、官兵衛に捕とらわれて人質にされることになる。とりわけ家久、お前はダメだ。島津四姉妹しまいの一人が顔を出せば、人質という名の餌えさを官兵衛に与えることになる。義久も義弘も歳久も、目の中に入れても痛くない愛妹のお前を捕らえられれば抵てい抗こうできなくなる。それほどの餌を、官兵衛は見逃さぬ。お前は戻もどれぬ」と嘆たん息そくした。

　家久が、うなずく。

「んにゃ。こうなった以上、おいは大友軍の南下に備えてこの高城ば守らにゃならん。じゃが義陽と相良さぁも、牟志賀へ乗り込むは危険ぞ？」

「家久は高城で籠ろう城じよう戦の準備を。しかし良晴は私たちが止めても聞く弟ではない。ならば、姉である私も同行する。私は大友宗麟とは昔から親しい仲だ。良晴が官兵衛を説得すると同時に私が宗麟の説得にあたれば、まだ合戦を止められるかもしれん」

「そうだな。官兵衛が悪わる官かんになっちまった以上、俺が官兵衛を説得して正気に戻すしかない。しかし官兵衛の奴やつ、宗麟から領地をもらっちまったら織田家に謀む反ほんしたも同然だということに気づいていねえのかな……うっかりしているぜ、あいつは」

「あーっ？　牟志賀へ勝手に向かわれた近この衛えさまはどうなったんじゃ？」

「そういえば、どうなったんだ？　官兵衛がガスパールの手に落ちた以上、近衛のおっさんも危ないぞ。キリシタン王国・牟志賀には、やまと御ご所しよの威い光こうなんて通じねーからな。それどころか、おっさんは勤王精神溢あふれる島津家の主筋だ。島津家を揺ゆさぶる強力な人質になっちまうぜ！」

　床下から顔だけを出していた五右衛門が、

「拙せつ者しや、ただちに牟志賀に舞まい戻り、近衛氏を捜さがして連れ戻しまちゅ」

　と赤い瞳ひとみを光らせた。良晴は「麻ま呂ろは、近衛氏じゃなくて藤ふじ原わら氏な。呼び間ま違ちがえるとたぶん怒おこるぜ」と苦笑しながら五右衛門の頭をぽんと叩たたいていた。

「俺と義陽姉さんもすぐに高城を発たつ。一両日中には必ず牟志賀へ。が、五右衛門の足ならば半日でひとっ走りだ。近衛のおっさんを頼たのむ！」

「乱らつ波ぱ使いが荒あらいでちゅな。ガスパールはまだあの手この手で相良氏を消そうとしますぞ。ごよーぢんあれ」

　五右衛門が風のように姿を消すと同時に、良晴は「官兵衛……俺があいつの未来を先にあいつに教えていれば、ガスパールに嵌はめられることはなかったのかもしれない。ちくしょう！」と頭をかきむしっていた。

「まずいぜ、官兵衛が大友軍を率いるだなんて！　合戦が起これば、島津軍は『釣つり野の伏ぶせ』戦術を採るんだろう？　大友軍が史実通りの編制ならば勝てるが、官兵衛が軍師として大友軍を采さい配はいしているんだ。こいつは島津軍にとっても、とてつもなく危険な事態だ」

「薩摩隼はや人とが死力を尽つくせばおいたち島津が勝てるじゃろうが、もしも黒田官兵衛が釣り野伏戦術を見み抜ぬいて動かずに対たい陣じんが長引けば、相良さぁの恋人が──織田信奈が危あやうくなる。それでは申し訳なか。なんとしても、一日で勝負を決める。黒田官兵衛も織田信奈を裏切ったのでないのならば、そのつもりじゃろ。互たがいに速戦即そつ決けつを望んどる」

「いや、お互いにそのつもりでも、戦力が拮きつ抗こうしている。そうはいかない！」

　良晴の記き憶おくが正しければ──。

　南日向ひゆうが最大の要地・高たか城を巡めぐる攻防戦は、戦国史に、二度あった。

　いちど目が、大友宗麟と島津家が激げき突とつした「高城の合戦」、通つう称しよう「耳みみ川かわの合戦」だ。これからはじまろうとしている合戦は本来、この合戦にあたるはずなのだ。

　高城には、島津家久が三千の兵とともに守備する。大友軍はこの高城さえ陥かん落らくさせれば日向攻こう略りやくが成るはずだったのだが、長雨に祟たたられて行軍が遅おくれ、また総大将の大友宗麟が牟志賀の教会に引きこもってしまって高城へ出陣しなかったこともあって、高城の南岸に聳そびえる要地・根ね白じろ坂ざかを島津義よし久ひさと島津義弘に先に押さえられてしまう。

　当主宗麟の不在。親キリシタン派と反キリシタン派の反目。大友軍は数こそ多かったが、指揮系統が完全に混乱していた。ついには、軍議での意見の一いつ致ちを見ることもなく、めいめいが勝手に強行渡と河かをはじめ、まんまと島津に「釣り出された」。

　かくして、島津軍得意の釣り野伏戦術が炸さく裂れつした。正面からは、根白坂の島津義久・義弘が。背後の高城からは、島津家久が、決死の覚かく悟ごで打って出た。前後を挟きよう撃げきされた大友軍は総そう崩くずれになり、北日向から本国の豊ぶん後ご目指して敗走する。しかし不幸にも敗走する先の耳川が増水していたために、耳川で溺でき死し者が大量発生し、合戦そのものが「耳川の合戦」と呼ばれるようになった。

　良晴は五右衛門から「黒田氏が、大友軍の軍師に」と知らされるまで、今回の合戦はこの「耳川の合戦」に該がい当とうするのだと信じていた。

　しかし、高城を巡る「二度目」の大合戦が、実はあったのだ。

　それが、「耳川の合戦」で大敗して窮きゆう地ちに追い込まれた大友宗麟を救うという名目で、天下人・豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが大軍勢を率いて九州に乗り込んだ際に発生した、「根白坂の合戦」。

　この戦では、秀吉の弟・豊臣秀ひで長ながと軍師・黒田官兵衛たちが十万の大軍をもって高城を包囲。すでに先の「戸へ次つぎ川がわの合戦」で必殺の釣り野伏戦術を用いて仙せん石ごく秀ひで久ひさ率いる豊臣方の大軍を完全壊かい滅めつさせた島津軍は、大友宗麟を破った高城を再び囮おとりとして敵軍をおびき寄せ、またしても得意の釣り野伏戦術に持ち込もうとしたが、秀長は……いや、軍師・官兵衛は仙石秀久のようにみすみす島津の戦術には引っかからなかった。官兵衛は要地の根白坂を島津よりも先に奪ってしまい、実に全五十一ヶ所にも及ぶ付け城を構築して完全に高城を包囲し、島津方の戦意喪そう失しつと内部崩ほう壊かいを待つという耐たい久きゆう戦術を採ったのだ。

　敵に自陣深くまで攻せめ込ませなければ、伏ふく兵へい戦術である釣り野伏は発動させられない。

　高城に近づけぬまま、島津軍本隊は、窮した。

　時間が経たてば経つほど、豊臣の大軍勢に怯ひるんだ九州の国こく人じんたちが次々と島津を裏切り、豊臣方に靡なびいていく──。

　かくして、鉄てつ壁ぺきの高城包ほう囲い網もうを破るべく、島津軍は要地・根白坂を奪うため乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうに出なければならないところまで追い詰つめられた。この一戦に敗れれば、島津は滅ほろびる。島津軍の戦意には鬼き気き迫せまるものがあり、武神・島津義弘が自ら太た刀ちを振ふるい猛もう撃げきした。豊臣秀長率いる豊臣主力軍が怖おじ気けづき、戦場に突撃できずに傍ぼう観かんしてしまったというほどの大激戦となった。根白坂の戦場へ味方の救援に向かおうとする秀長を止めた副官は、後に秀吉の逆げき鱗りんに触ふれて死罪になったという。

　だがむろん、黒田官兵衛は島津軍が窮して奇襲をかけてくるところまで計算済みだった。実のところ、秀長軍は、動く必要がなかった。秀長率いる本隊は島津を根白坂へ逆に釣り出すための「見せ兵」として本陣に構えてくれていれば、それで十分だったのである。

　逆に、官兵衛のほうが、縦横に兵を操って突進してきた島津軍を挟撃した。

　島津奇襲部隊は、大敗し、敗走。

　島津家はついに、豊臣に降こう伏ふくすることとなった──。

　もしかして今回の合戦が、「耳川の合戦」ではなく、「根白坂の合戦」になるのだとしたら……!?

　いや、官兵衛が動かせる兵力が違う。「根白坂の合戦」で島津軍を粉ふん砕さいした豊臣軍は、十万と言われる破格の大軍だった。歴戦の島津軍ともあろうものが官兵衛に「釣られた」のは、この圧あつ倒とう的てきな敵軍の数のためだ。しかし今回参戦している大友軍は、総勢およそ五万。対する島津軍は約四万。戦力はほぼ互ご角かく──おそらく家久の「釣り野伏」は、すでに官兵衛に見切られている。「木き崎ざき原ばるの合戦」で島津が用いた戦術を、官兵衛は調査し分ぶん析せきし尽くしているのだろう。

　だが、対する官兵衛のほうも、精強無比な島津軍に勝利するには兵力が足りていない。高城を完全包囲して島津軍を逆に釣り出せるほどの兵力は今の官兵衛にはないのだ。その戦術を成功させるには、最低でも官兵衛は根白坂を先に奪わねばならない。もし根白坂を奪えねば、両軍は二本の川の間に建つ高城を挟はさんで膠こう着ちやく状態になる。

　そしておそらく、現在の両軍の位置関係から予測するに、官兵衛がどれほど行軍を急いでも島津軍が一歩先に根白坂を奪う。

　この今回の合戦には、だから、大友軍の大敗も島津軍の大敗もない。

　完全に、膠着する。

　武田信玄と上うえ杉すぎ謙けん信しんが五度も「川中島の合戦」を繰くり返しながら、ついに決着を付けられなかったのと同じことになる。

　堂々巡りの、千日手に。

　だが、島津四姉妹と官兵衛がお互いに、本州で苦しんでいる信奈のために膠着をよしとせず、ただ一日での決着を目もく論ろんだならば、最悪の結果となるだろう。

　つまり「第四回川中島の合戦」のように、両軍の将兵のほとんどが傷つき倒たおれながら勝敗が決まらない「共倒れ」という結末に──しかも、両軍ともに大おお筒づつや種たね子が島しまといった南なん蛮ばんの火力兵器を大量に導入している以上、騎き馬ばと弓と槍やりが主体だった信玄と謙信のあの合戦よりもさらに死傷者は増えるだろう。互いの力が拮抗しているが故ゆえに、事実上、両軍の主力は全滅すると言っていい。

　そしてそうなれば、満を持して立ち上がった無傷の龍造寺軍が、悠ゆう々ゆうと九州を席せつ巻けんする。

　もしも、官兵衛率いる大友軍と島津軍とが、開戦すれば。

　毛利の進軍は止められなくなり、信奈は、完全に詰む。

　丹たん波ばに孤こ立りつして毛利の防ぼう波は堤ていとなっている、明あけ智ち光みつ秀ひでも。

　その上、大友も、島津も、龍造寺に滅ぼされるだろう。良晴が知っている「史実」とはまるで違う結末を、戦国九州は迎むかえてしまう。良晴が介かい入にゆうしたために、大友宗麟も、島津四姉妹も──。容よう赦しやのない龍造寺隆信は、姫ひめ武将であろうとも、敗者は容赦なく斬きる、殺す、という。

　姫武将不殺の掟おきては、この九州にはないのだ。

（そんな未来は実現させない。やっと、家久が歳久とわかり合えたというのに。まだ家久は四姉妹が揃そろって平和を満まん喫きつする日を、一日も経験していないのに。それなのに、俺が出現したために、歴史がそんな方向に分ぶん岐きするだなんて、冗じよう談だんじゃない。絶対に回かい避ひさせる。たとえ、この九州の地で俺が果てることになって、信奈との再会がかなわなくなろうとも）

　良晴は家久の小さな肩かたを抱だきながら、囁ささやいていた。

「いいな家久。もしも大友軍がこの高城に迫っても、土ど壇たん場ばまで開戦せずに耐たえてくれ。官兵衛率いる大友軍と島津四姉妹とがほぼ互角の兵力で激突すれば両軍は共倒れになり、大友・島津両家ともに龍造寺に滅ぼされることになる。この決戦は、俺と義陽姉さんとで阻そ止しする」

　家久は、その良晴の表情になにかを感じ取ったのか──無言でうなずくと、ちゅ、と良晴の頰ほおに軽く自分の唇くちびるをほんの一いつ瞬しゆんだけ、くっつけていた。「球避よけのヨシ」と異名を取る良晴をもってしても、避ける暇ひまもなかった。

「いいいい家久っ!?　なななななにを？」

「へへ。おまじないじゃ。死んだらいかんど、相良さぁ」

　虚きよを衝つかれた義陽が「おのれ、どさくさにまぎれて……滅びるがよい」と家久へ向けて殺気を放ったのは言うまでもない。が、その義陽も、もしかしたら良晴と家久はあるいはもう二度と生きては会えないかもしれないと思い直すと、「ふん。今回だけは、見み逃のがしてやるか」と許した。官兵衛が宗麟の軍師となってしまった以上、良晴が宗麟を押しとどめられる可能性は低い。島津軍の後ご詰づめが遅ち延えんし、官兵衛率いる大友軍が先に根白坂を押さえてしまった場合、家久は高城の総大将として敢あえて自ら官兵衛に包囲されることで両軍を和わ睦ぼくさせようとしているのかもしれない。むろん、誰だれ一人死なぬままに戦いくさが終わるということはこの九州ではありえない。高城の城主として、和睦の「印」として、生いけ贄にえとして家久は切腹する覚悟かもしれない、良晴の窮地を救うために──そう、察したからである。

　この戦国の九州では誰が生き延び、誰が死ぬかも、わからぬ。

　義陽は、高城の彼方かなたに広がる青空を眺ながめていた。家久と良晴も、義陽と同じ青空を、見た。果てしなく続く人間と人間の合戦、修しゆ羅らと修羅の闘とう争そうがまるで噓うそのように、日向の空は、美しかった。




　　　　※




　その牟む志し賀かで──大友軍の軍師に任命された黒田官兵衛は、「むふー！」と鼻息を荒あらくしながら、武将たちとの面談を行っていた。出陣が一日遅延することになるが、大友宗麟自身が編制した日向制圧部隊──百ゆ合り十字軍の編制を把は握あくした官兵衛は、「これではダメダメだな！　大友宗麟、きみにはやはり大軍を率いる能力が欠けている。数を揃えただけでは『今いま山やまの合戦』と同じことになるぞ。島津軍には勝てない」と言いだし、軍の再編制を断行するために面談を開始したのだ。

　室内に「黒官一流」の旗を掲かかげ、軍師専用椅い子すに座りながら、目をらんらんと輝かがやかせる官兵衛の前に、続々と将兵が出頭してきた。

　まず官兵衛は、海沿いの日向街道を直進し高城攻略を目指す大友本軍を、四つの部隊に再編制した。

　大友宗麟自身が率いる近この衛え兵へい二万。これは宗麟を崇あがめるキリシタンの少女兵が主体で、戦場では後方に陣じん取どる。近衛兵を率いる武将は、すでに決めてあった。忠誠無比を誇ほこる「大友軍の最終兵器」を招集済みである。

　高城攻略の最前線に立つ先せん鋒ぽう隊が、一万ずつ、三部隊。総勢三万。

　官兵衛自身がこのうちの一万を率い、残る二万を有能な武将に預けねばならない。また官兵衛の一万も、実際の指揮は副官に委ねねばならなかった。官兵衛自身は、最前線に立ちながらも戦場の全体を把握して、「総指揮官」を務める必要があるのだ。

　この面談の結果、指揮官の地位を容赦なく剝はく奪だつされた武将たちが続出した。

「軍師どの、よろしくお願いいたす！　宗麟さま万歳万歳万々歳！　聖戦最高！　ヒャッハー！　キリシタン王国建国のための戦は、この田た原わらにお任せあれ！」

「イエスを生んだ母親の名は？」

「えーと。イエスは大だい日にち如によ来らいの化身でしたからな。お母上は弁才天でございましたかな。はて。吉きつ祥しよう天てん女によであったか」

「お前は今日から、足軽だ」

「なぜええええっ!?」

「宗麟に取り入るなら取り入るで聖書くらい読め！　阿あ諛ゆ追つい従しようにも努力が必要なのだ！　お前のような雑なおべっか使いは、戦せん況きようが悪化したら一目散に戦場から逃にげだす！」

　まず、反キリシタン派なのに宗麟に追従して参戦した田原紹じよう忍にんが降格された。

「うおおおおお！　それがしは宇う佐さ八はち幡まん神じんを信しん仰こうする修羅！　この国は、大友家は、もう、終わりにござる！　必ずや神しん罰ばつが下されて滅び去るでありましょう、おおおおお！　かくなる上は、われ、特とつ攻こうして護国のための鬼おにとならん！」

「お前のような狂きよう信しん的てきな武将は、シメオンの軍法に従わずに勝手に暴走する！　捨て駒ごまに用いる決死隊ならともかく、先鋒隊の指揮は任せられぬ！」

　日ひノ本もと古来の神仏に敵対するこの聖戦での大友軍の敗北を予感して半ば自暴自じ棄きになり無む謀ぼうな玉砕突とつ撃げきを唱えている田た北きた鎮しげ周かねも、降格に。

「……われらは必ず神仏の祟たたりを受ける。もう、ダメだぁ……くわばらくわばら」

「祟りが怖こわいのならば、合戦が終わってから祟りを鎮しずめる方法を考えろ！」

　戦う前からすでに絶望して震ふるえている佐さ伯えき宗そう天てんも、降格とした。

　彼ら、「史実」の「耳みみ川かわの合戦」における戦犯的な役回りを演じることになる武将たちは、官兵衛の判断によって指揮官の座を剝奪された。

　だが、ガスパールが官兵衛に「耳川の合戦」の詳しよう細さいを教えたわけではない。

　官兵衛は自分の二流の未来の概がい略りやくを教えられただけで、「耳川の合戦」の未来など知らない。官兵衛はただ、自分の采さい配はいに従わない恐おそれがある者を指揮官の座から外したのだ。

　これほどの規模の大野戦ともなれば、総そう崩くずれへと至る綻ほころびはたいていの場合、最前線で戦う指揮官の命令違い反はんから起こるのである。

　大友軍は数こそ島津より多いが、六ヶ国からの寄せ集め部隊であり、しかも軍の頂点に立つ「雷らい神じん」立花道雪とその相棒・高橋紹運がそれぞれ筑ちく前ぜんの守りに当たっていて、不在。さらに、キリシタン王国を建てるための「聖戦」であるために、家臣の多くが乗り気ではないという、複雑な合戦である。

　指揮系統が混乱することは、ガスパールに予言されずとも目に見えていた。

　だから官兵衛は、聖戦だの神仏の祟りだのと言った「信仰」の問題を意識しすぎる者を真っ先に指揮官から外した。指揮官が神仏の祟りを恐れていたり、南蛮の神の国を作るという夢に憑つかれていれば、率いられる兵士たち全員にその影えい響きようが出る。徹てつ底ていした現実主義者でなければ、修羅の国で島津軍を相手に戦い抜ぬくことはできない。田原紹忍は、いかなるものにも信仰心を持たない現実主義者だったが、宗麟に追従すること自体が目的となっている男で、現実の戦局を無視する恐れがあったので外した。

　官兵衛の強権発動に対して怨えん嗟さの声が満ちる中、そんな官兵衛が面接によって抜ばつ擢てきした人材が、三名いた。

「拙せつ僧そうが見るに、大友軍の上空に『血河の気』あり。不吉じゃ。拙僧が一命をもって阻止してみせん」

　ガスパールに軍師の座を奪うばわれた後、こんどは官兵衛の麾き下かに回されて「大友三番軍師」と命名されてしまった、不運な元大友軍軍師の角つの隈くま石せき宗そうだった。なにかと不運続きながら、老成した人格者で、大友家への忠節を捨ててはいない。宗麟に対して「この聖戦には理も義もあらず」と諫いさめたが聞き入れられず、それでも戦場で宗麟を守るために所有してきた大量の軍法書をすべて焼き捨てて決死の覚かく悟ごで参戦したという。

「天あつ晴ぱれだ角隈石宗。シメオンは、不ふ遇ぐうの軍師には甘いのだ！　そなたをシメオンの副軍師に任じる！　シメオン自身が率いる一万の部隊は、そなたが指揮せよ！」

「承知いたしました。官兵衛どのであれば、この負け戦も、あるいは勝てるやもしれませぬ。拙僧にお任せあれ。ただ」

「ただ？」

「牟志賀だけならばともかく、日向ひゆうが一国をキリシタン王国に改造するという無謀はどうか、慎つつしんでいただければ。このこと、大友軍全体の士気にかかわります。神社仏閣の破は壊かいが、将兵を怯おびえさせ『血河の気』を呼び込んでおりまする」

「むふー。シメオンは軍師だ。キリシタンになったのは南蛮の文化と科学に興味があったためで、合戦に信仰の論理を持ち込むことはしない！　そなたは大友家を二つに割っている信仰の問題に興味があるか？」

「拙僧もまた、軍師でございます。ただ、戦に勝利することだけを考えております。拙僧はこの問題が将兵の士気を下げる方向に働いていることを嘆なげいているのみ」

「それでこそ軍師！　シメオンの野望も、島津軍との決戦に勝ち天下に『黒官一流』の旗をはためかせることのみ！　そなたの諫かん言げん、聞き届けた！　案ずるな。ガスパールが神社仏閣の破壊活動に暴走せぬよう、口うるさいフロイスを監かん視し役として付ける！」

「フロイスどのならば、抑よく止し力りよくとなってくれましょう。ありがたき幸せ。大友家は救われるやもしれぬ。ううっ……」

　角隈石宗が「必ずや島津軍に勝ちましょうぞ」と感極きわまって、涙なみだぐんだ。

　二人目は──。

「……柳やな川がわ城は捨てた。蒲池家の家か督とくはすでに嫡ちやく男なんのもの。この上はわしの老体に最後の鞭むちを入れ、主家たる大友家の姫ひめのために戦うまで」

「キリシタンの聖戦などに当家がかかわるべきではない」と主張し行軍中に兵を帰してしまった嫡男・鎮漣と袂たもとを分かち、大友家への忠節と義を果たすために筑ちく後ご・柳川城からはるばる駆かけつけてきたという老将の蒲池宗雪だった。

　蒲池宗雪は名うての義将である。かつて、義ぎ俠きよう心しんを貫つらぬいて流る浪ろうの龍造寺隆信を二度までも援えん助じよした。その結果、後に宗麟がその龍造寺隆信を相手に「今山の合戦」で弟を失う悲劇に繫つながったことを宗雪は悔くいており、この高たか城の戦場で散ることを覚悟して来たという。

「嫡子が柳川城へ引き返したというが、だいじょうぶなのか!?　柳川城へ戻もどった兵が二千、ご老体が率いてきた兵はたったの千だぞ。むふー」

「軍師どの。他家への内通や蒲池家の生き残りのために嫡男とわしが袂を分かったと疑われるのならば、この場でわが首を打たれよ」

「ふむ。わかった。先鋒隊三万のうち、一万の兵をご老体に預ける。存分に戦え！」

「なんと!?　外と様ざまのわしに、先鋒を？　しかも、一万の大軍を!?」

「シメオンも外様だ、問題ない。九州での厳しい合戦に外様も一族も郎ろう党とうもない！　勝つために必要なもの、それは軍師の指令通りに動き、かつ、いつでも命を捨てがまれる修羅だ！　ご老体と角隈石宗には、その覚悟があると見た！」

「……承知いたしました！　ならばこの蒲池宗雪は、主家への義のために戦い、義のために散りましょう！」

　官兵衛は自らの戦略上、筑後・柳川城の兵力はすべて集結させたかったのだが、蒲池軍の牟志賀への行軍途と中ちゆう、すでに宗雪の嫡男が二千の兵を割さいて柳川城に引き返してしまっていた。宗雪が「二ふた股また」をかけているのではないことは、宗雪の顔と態度を見れば、すぐにわかった。とはいえ、官兵衛にとっては計算違ちがいである。なにか破は綻たんが生じるかもしれない。が、いかなる軍師も、意図した戦略戦術の十割を実現できるわけではない。

　そして、三人目。

「……日の出の勢いの島津軍相手に、キリシタン王国を築くための聖戦とは。無謀な戦でござる」

　筑前の太だ宰ざい府ふを守っている名将・高橋紹運の実じつ姉し、吉よし弘ひろ鎮しげ信のぶ。対毛利戦では、あの吉きつ川かわ元もと春はるを相手に一歩も退ひかない激戦を繰くり広げた武ぶ闘とう派はの姫ひめ修羅。立花道雪と対ついになって戦っている弟の高橋紹運と性格がよく似ていて、まことに義ぎ理り堅がたい。無愛想だが、信用に足りる姫武将だった。

「うむ。たしかに無謀だ。故ゆえに軍略も無謀でなければならない。吉弘鎮信、きみに先鋒隊一万を任せる！」

「……近衛兵を率いる役目を仰せつかってきた拙者に、先鋒隊を率いる名めい誉よを？　大友家は家臣団の序列が五う月る蠅さいお国くに柄がら。拙者よりも大身の将が何人もいる。そんな人事をやらかしたら、角かどが立つ」

「シメオンの知ったことか！　序列で合戦に勝てるならば、日ノ本に乱世など来なかった！　シメオンは、きみに名誉を与あたえたのではない！　合戦における仕事を与えただけだ！」

「……軍師どのは根っからの軍師だが、どうやら出世できない御ご仁じんらしい。しかし、ご主君の宗麟さまが率いる二万の近衛兵をどうする？　拙者が先鋒隊を率い、軍師どのもまた自ら先鋒隊を率いるとなると、宗麟さまご自身が兵を動かすことに。宗麟さまはこれまで、戦場で実際に兵を率いて戦われた経験のないお方」

「問題ない。近この衛え兵へいの総大将には、吉弘鎮信、きみの『甥おい』を抜擢する！」

「……あれを!?　初うい陣じんの相手は島津軍。あれの修しゆ羅らとしての実力はお墨すみ付つきだが、実戦経験がない。もしも戦場で鬼島津の『気』に飲まれては一大事に」

「シメオンの軍略では、近衛兵が最前線に出ることはない。戦うのは、われら先鋒隊三万だけだ。近衛兵は背後でどっしりと構えてくれていればいいのだ。なにも問題はない、ふふふ」

　こうして、宗麟直属の近衛兵を率いる近衛隊長も、三軍に分割されている先鋒隊の指揮官も、すべてが官兵衛の独裁とも言える決定によって土ど壇たん場ばで変へん更こうされたのだった。




「……ふん。ずいぶんと諸将の恨うらみを買ったが、負ければそんなものは意味がなくなる。勝たねばならない。戦いくさに勝つために私情を捨て、己おのれの知謀のすべてを捧ささげてこそ軍師だ」

　凄すさまじい速度で面談を終えて軍の再編制の仕事を片付けた官兵衛は、軍師専用椅い子すに腰こし掛かけながら一人きりでうそぶいていた。

　官兵衛は降格された諸将に恨みを買おうが、合戦にさえ勝てればそれで満足という「全身これ軍師」少女なので、後先など考えない。特に、織田信奈の命令に背そむいて大友軍を率いると決めた今の官兵衛はそうだ。まさに無敵、怖いものなしである。本来ならば、これほどの大合戦の采配を振ふることなく自分は生しよう涯がいを鬱うつ々うつと飼い殺しにされて時代から微び妙みようにズレたままに死ぬはずだったのだ、その運命がこうして覆くつがえって軍師としての最高の見せ場を得ることができたのだと思えば、官兵衛にはもはやなにも怖いものなどない。相良良晴の信しん頼らいを失っても。織田信奈に「裏切り者」と泣かれても。この戦に勝つためならば、なにを犠ぎ牲せいにしても──。

（半兵衛は、どう思うかな……怒おこるかな。泣くかな。それとも……「その采配は無私で、容よう赦しやなく、そして誤りがない。流れる水の如ごとき軍師の采配です」、とシメオンを褒ほめてくれるかな……）

　もはや考えても仕方のないことである。竹たけ中なか半兵衛は、遠く、北陸の戦線で上杉謙信と睨にらみ合っている。

（もう、生きて半兵衛と会うことはないのかもしれないな）

　つい、唇くちびるを嚙かんで、こみ上げてくる感情を抑おさえていた。感情的になれば、軍師として万全の知略を発揮することは、できなくなる。

　そんな官兵衛の隣となりに、いつの間にかガスパールが立っていた。

「ドン・シメオン。私はこれより軍師どののご指示に従い、別働隊を率いて高たか千ち穂ほへ向かいます。高千穂を押さえたのちに山道から迂う回かいし南下します。高城で合流いたしましょう」

「シム。高千穂でなにを探すつもりなのかは知らないが、宝具でもなんでも発はつ掘くつすればいい。合戦に役立つ宝具ならば助かるのだがな、ふふふ」

「あなたはいにしえの宝具を頼たよりにはしていないでしょう。あくまでも人間の知力によって勝利を収める。それが、あなた流です」

「シメオンの寝ね返がえりを知った相良良晴がまもなく血相を変えて牟む志し賀かへ来るだろう。もちろん、問答無用で捕とらえるつもりだが……直接会わないのか？」

　ガスパールが「その必要はありません。宗麟さまが、私と相良良晴、信しん仰こうと恋れん愛あい、どちらが自分を救ってくれるのかを判断したがっておりますので、宗麟さまと彼を二人きりで謁えつ見けんさせてあげたいのです。私がしばし別行動を取るほうが、宗麟さまにとって望ましいでしょう」と微笑した。

　官兵衛も、「そうだな。そうしよう」と、嗤わらった。

　手鏡を見つめながら、我ながら黒い笑顔だ、と官兵衛は思った。

「しかしドン・シメオン。高千穂より険しい山道を進む別働隊が、はたして高城に間に合うかどうか？」

「ふふ。どうせ少数部隊で、高千穂の確保が主目的だ。間に合わなくても、問題はない」

「あの……コノエさまが、オオトモさまの寝しん室しつに夜よ這ばいをかけようとして、タチバナムネシゲさまに捕らえられたのですが。どういたしましょう」

　困こん惑わくした表情のルイズ・フロイスが、半死半生の身体からだにされて「これっ放すでおじゃるーっ！」と騒さわいでいる近衛前さき久ひさを、首を摑つかんで引きずりながら官兵衛の部屋へと連れてきた。慈じ悲ひ深ぶかいフロイスが近衛の身体を容赦なく引きずっているのは、近衛が文字通りボコボコにされて足腰が立たなくなっているかららしい。

「あ、あ、あ、あの立花宗むね茂しげという若わか侍ざむらいは、なんでおじゃるかーっ！　仮にも関白である麻ま呂ろをよくもここまで無慈悲に……！　麻呂ほどの剣けんの達人を赤子のように……化け物でおじゃる！　子供のような顔をして、強すぎるでおじゃるっ！」

「なんだ近衛か。白しろ塗ぬりお歯黒を落としているから、誰だれかわからなかったぞ。おおかた宗麟を恋こいの道に引きずり込んで合戦を中止させようとしたのだろうが、お前がどれほどの剣の達人でも、殺すつもりで立ち会わなければあの『大友家の最終兵器』立花宗茂に勝てるはずがない。あれは、相手が関白でも主君を守るためなら容赦しない。それに」

「宗麟さまにとって、信仰と恋は自己を救済してくれるかもしれないたいせつな希望なのです。やまと御所の貴族がいにしえの『源氏物語』の絵巻の世界を持ち込んで宗麟さまを籠ろう絡らくしようとしても、通用いたしません。宗麟さまにとって、自分を救済してくれるかもしれない恋の相手は──未来から来て『天あまの岩いわ戸と』を開いた、相良良晴ただ一人」

　ガスパール。それは、きみが宗麟に恋愛を禁じたからだろう。恋の道を封ふうじて信仰の道に追い込んだ結果、宗麟の中で「天岩戸」を開いた相良良晴の存在があそこまで大きくなった、皮肉なものだ、と官兵衛が笑い、ガスパールが静かに答えた。

「ええ。なにごとも、作用と反作用とのせめぎ合いですよドン・シメオン。自らが待ち望む結果を手に入れるために策を弄ろうしても、巡めぐり巡って、その逆の結果が出る。人の世とは、人間が運命を乗り越こえるとは、難しいもの……」

「……ガスパール？」

「それでは私はそろそろ高千穂へ行って参ります。フロイスの監視の目が厄やつ介かいですが、仕方ありませんね──」

「シメオンさん。織田家への帰参はいつでも間に合いますから、ヨシハルさんが牟志賀に現れたらもとのシメオンさんに戻ってくださいね！　お願いします！　あと、コノエさまを粗そ略りやくに扱あつかってはなりません！　おかわいそうすぎます！　そ、それでは！」

　ガスパールとフロイスが慌あわただしく出立し、官兵衛の足あし下もとには立花宗茂との立ち会いに敗れてズタボロになっている近衛前久一人が残された。

「くっ、殺せでおじゃる！　あのような得体の知れぬ南なん蛮ばん人じんと結けつ託たくし、織田家を、そして大恩ある相良良晴までをも裏切るとは、そちゃ呆あきれたうかつものでおじゃる！」

「ふむ。化け粧しようを取ると美男子なのだな。大友宗麟が相良良晴以外の男と恋に落ちる可能性はないが、他の姫武将を籠絡されてはシメオンの戦略に狂くるいが生じる。近衛前久、貴様は島津家を脅きよう迫はくするのに役立つ、いい捕ほ虜りよだ。シメオン謹きん製せいの『鉄仮面』を被かぶらせておこう」

「ててて鉄仮面っ!?　なんでおじゃるかそれはっ!?　これっ、やめるでおじゃるーっ！」

「がちゃーん！　これが南蛮騎き士しの鎧よろいを参考に造った『鉄仮面』だ。素顔がまったく見えまい。あーははは！　戦場では鉄仮面と鎖くさりとで拘こう束そくされたお前を『人間の盾たて』に用いてやろう。ふふふ」

「ふごー、ふごー!?」

　この時──蜂須賀五右衛門が、天てん井じよう裏うらから身体を伸のばし、官兵衛の背後に蝙こう蝠もりのように逆さまにぶら下がっていた。官兵衛の首筋に、忍にん者じや刀とうをぴたりと添そえている。

「黒田氏うじ。近衛はぶっ殺してもよいでござるが、もしも相良氏に危害を加えるのでちたら、ちぇっちゃ、ようちゃいたちまちぇぬぞ」

「なんだ、五右衛門か。戻ってきたか。何度説得されても、シメオンはこの合戦に勝って九州の大乱を平らげるまでは止まらないぞ。島津軍との一刻を争う勝負はもうはじまっている。邪じや魔まをするな」

「まもなく牟志賀に到とう着ちやくする相良氏を裏切るのであれば、黒田氏であろうとも……お、おいのちを、い、いただきまちゅ」

「声が震ふるえているぞ。相良良晴がそんなことを許すはずがなかろう、五右衛門。シメオンを独断で殺したらきみは解かい雇こされるぞ、ふふふ」

「うにゅ～！　ずっこいでござるよっ！」

「この任務、ちょうどお前が適任者だ。わが軍略を完成させるために、手を貸せ。シメオンが勝てば、毛利領に侵しん攻こうしてやる。毛利軍と織田軍が上じよう洛らくを巡る攻防を続けている隙すきをついて、このシメオンが毛利領の中国地方をかすめ取ってやろう。ふふふ。黒官一流だ」

「うにゅ。このどさくさにまぎれて西国を席せつ巻けんし、天下を奪うばうおつもりでござるかっ!?」

「がら空きとなっている中国地方を平定するのには一ヶ月もかかるまい。天下人の座には興味はないが、シメオンの天才軍師ぶりを世に知らしめることができよう」

「火事場泥どろ棒ぼうでござる！　織田家と相良氏への忠義を捨てるおつもりでござるか!?」

「宗麟は牟志賀に籠こもれればそれで満足だそうだから、大友家はすでに事実上このシメオンのもの。九州・中国を平定すれば、天下第三の勢力にならざるを得まい。東国勢、織田家、シメオンが天下を三分することになるかもな。織田信奈が滅ほろびなければ、だが」

「強敵・島津軍と開戦してしまえば、九州は大乱に。毛利攻ぜめなど夢のまた夢でござる！」

「どうかな。わが野望が成るか否いなかは、お前の働き次第だ。シメオンを勝たせよ。シメオンはもはや織田家には帰参せず、独立勢力となるが、毛利軍へのいい足止めにはなるぞ」

「うにゅ？　拙せつ者しやまで操るつもりでござるか？　その手には乗らぬでござるよ」

　いいから聞け、と官兵衛が五右衛門の耳元に口を寄せて、そして軍師としての「指令」を伝えていた。

　五右衛門が「くっ。拙者に、死地へ行けと……我わが儘ままな軍師でござる。だが、ちかたないでござるにゃ」とため息をつき、そして、消えた。







　　　巻ノ二　西国無む双そう立たち花ばな宗むね茂しげ







　キリシタン王国を日向ひゆうがに建国するためにこの「最後の聖戦」をはじめた大おお友とも宗そう麟りんは、北日向における大友軍大本営の地を、「牟志賀（musica）」と名付けた。

　大友家の王国ではなく、「大友宗麟の王国」を築き上げる。自分を決して裏切らない熱ねつ烈れつなキリシタンの少女たちで固めた、永遠の王国を。それが、家臣団の裏切りと一族の内ない紛ふんと外敵との果てしない抗こう争そうに病やみ疲つかれた姫ひめ武将・宗麟の夢であり、悲願だった。

　高たか城を発たってから、休む暇ひまのない強行軍を続けた相良さがら良よし晴はると相良義よし陽ひが深夜の牟志賀に到着すると、そこは完全に南蛮の町だった。聖堂や教会のみならず、居並ぶ建物のすべてが南蛮様式を用いて建てられていた。途と切ぎれることなく聞こえている、少女たちの合唱団が歌うアヴェ・マリア。往来にたなびく、百ゆ合り十字の旗──。

　しかし奇き異いなのは、町の至る所に、ジャック・オ・ランタンよろしく目と口を切り抜ぬいた「かぼちゃ」が提灯ちようちんとして飾かざられていることだった。最近の宗麟は、南蛮渡と来らいの新野菜「かぼちゃ」に凝こっているらしい。町を警備している少女兵たちが被っている橙だいだい色いろの兜かぶとも、人面かぼちゃ型のデザインで統一されている。すっぽりと人面かぼちゃの被り物を頭から被っている少女兵までいるが、こちらは視界が悪くて歩きづらそうだ。

　安あ土づちの盂う蘭ら盆ぼん会えをどこか思いだす、徹てつ底てい的てきな光と祝祭の町。宗麟は信のぶ奈なと似た、かぶいた美意識の持ち主らしいが、しかしなにかが歪いびつだった。

「良晴。この牟志賀はまるで異国の王都だな。南蛮建築で町並みを統一していて、日ひノ本もと古来の神社仏閣が影かげも形もない。どうやらこのあたりの寺社は建物の材料とするためにことごとく解体されてしまったようだ。やはり、大友宗麟は日ノ本とは違ちがう国を建てるつもりらしい」

「二十一世紀の日本にも、ここまで完全に西洋化された町はなかったぜ。まるでテーマパークだ……っていうか義陽姉さん。純じゆん粋すいなキリシタンの町じゃないぞ、ここは」

「では、なんの町だ」

「キリスト教徒が築いた町というよりは、古代ヨーロッパの異教の町に近いんだ。というか、『ハロウィンの町』だ」

「ふうん。南蛮の宗教はキリスト教一択たくではないのか？」

「ヨーロッパでも、新興のキリスト教に旧来の土地信仰が混じり合って習合しているんだよ。この日ノ本でかつて神仏習合が為なされたのと同じだ。ハロウィンとは、向こうの古い精せい霊れい信仰のお祭りがキリスト教と融ゆう合ごうして生き残ったもので、日ノ本で言えば──そうだな、盂蘭盆会みたいなものさ。この世と異界とが繫つながって、人々のもとに精霊や魔女が訪おとずれ、死者の魂たましいが戻もどってくる日なんだ」

「そうか……日ノ本も南蛮も、人の心の根本は、同じなのだな」

「もっとも、ハロウィンにかぼちゃが採用されたのはもうちょっと後の時代の話なんだけどな。日ノ本にポルトガルから輸入されてきたかぼちゃを広めたのはたしかに大友宗麟なんだけど、宗麟がハロウィンを開かい催さいしたという逸いつ話わは聞いたことがない。宗麟にはキリスト教とヨーロッパの古代異教の区別がついていないんじゃないかな。フロイスちゃんがこの古代異教風味に満ちた町の景観を観みたら卒そつ倒とうしそうだ」

「ガスパール自身が、ドミヌス会から異い端たんの嫌けん疑ぎをかけられているらしいからな。そのあたりは宗麟の好みに合わせて臨機応変、つまりは適当なのだろう」

「しかし、門は厳重に見張られていて、『牟志賀王国の住人以外は立ち入り禁止』『島しま津づ軍の接近を禁ず』と少女兵たちが連呼している……穏おだやかには通れそうにないな」

「壁かべを越えて入るか、良晴」

　とにかく早く宗麟に謁見しなければ、と二人が牟志賀の壁を越えようとすると──。

　ひゅんっ！

　良晴と義陽めがけて、突とつ然ぜん、次々と矢が射かけられてきた。

　凄すさまじい速度である。

「おわっ!?　義陽姉さん、危ないっ！」

「あっこら良晴？　姉を庇かばって立ち往生するつもりか、よせ！」

　良晴が素早く義陽を突つき飛ばして地に伏ふせさせ、義陽の身体からだを射程圏けん外がいに。

「だいじょうぶだ！　球避よけのヨシという異名が活いきる時が来た！　全部避けてやる！」

　そして自らは壁に片手を引っかけたまま、迫せまり来る矢の束をひらひらと避けようと上半身をスウェーさせた、が……。

　空中で、グンッ、と矢の軌き道どうが次々と曲がった！

「ギャアア!?　カーブにシュート、スライダーにフォークまでっ!?　噓うそだろっ!?」

　どす、どす、どす、どすっ！

「よ、良晴!?　なにが球避けのヨシだ！　すべて命中しているではないか、馬ば鹿か者ものがっ！」

「……い、いや、命中はしていない……射手が、わざとすべての矢を微び妙みように外してくれたらしい。俺は今、手足と頭を大量の矢に挟はさみ込まれて、壁に固定されている。か、神かみ業わざだ……この俺の球避けの特とく殊しゆ技能がまったく通用しなかった……ありえねえ……！」




「私が撃うたせていただきました。申し訳ありません。すでに大友軍は島津軍との合戦準備にかかっているのです。明朝には出しゆつ陣じんいたします。無断で牟志賀の町に入ることは、何なん人ぴとにも許されません。お名乗りください」




　二人の前に颯さつ爽そうと登場した、強ごう弓きゆうを構えた目元涼すずやかな美少年侍ざむらいが、「私は無益な殺せつ生しようは好みません」と丁てい寧ねいな、しかし毅き然ぜんとした口調で良晴と義陽を制していた。

「まだ子供ではないか。貴様、よくも私の弟を！」

「義陽姉さん！　ダメだ、この若侍は弓の達人だが剣けん技ぎも強い！」

　良晴は矢の狭はざ間まから手足を抜いて地上に降りながら、義陽の袖そでを摑つかんで制していた。

　この少年侍が被る兜に、良晴は見覚えがあった。

　伊だ達て政まさ宗むねが愛用する弦げん月げつの兜とは対照的な、輪わ貫ぬきの脇わき立だてをあしらった「大おお輪わ貫ぬき鳥とり毛げ頭ず形なり兜かぶと」だったのだ。

「義陽姉さん。この、あどけない少年侍は、歳としはまだまだ若いが、島津義よし弘ひろか甲か斐い宗そう運うんでなければ太た刀ち打ちできないほどの勇者なんだ」

「ほう。このお子さまが、宗運おじさまに匹ひつ敵てきする修しゆ羅らだというのか。お前はなんでも知っているな。さすがは徳とく千ち代よの子孫だ」

「お、お客人。あなたは、私をご存じなのですか？　私はこたびが初うい陣じんの未熟者ですのに、それほど持ち上げられると、て、照れます……」

　この純じゆん朴ぼくな若武者は、羽は柴しば秀ひで吉よしに匹敵する女好きの良晴が思わず見とれそうになってしまうしまうほどに、美形……というよりも、とびっきりかわいかった。女装しているわけでもないのに強きよう烈れつな「男の娘こ」オーラを放っている。そんな良晴の微妙な動どう揺ようを即そく座ざに感知した義陽が「良晴。お稚ち児ご趣しゆ味みに奔ったらお姉ちゃんは怒おこるぞ。お前は栄光と伝統ある名門相良家の子孫なのだ、そんな変態になってはならない。それほど悶もん々もんとしているのならば姉である私に夜よ這ばいをかけろ。私がお前を鎮しずめてやる」と囁ささやいてきたので、良晴は（義陽姉さんの「お姉ちゃんセンサー」の感度は異常だ。どうすればいいんだ……信奈の前に出したら必ずや修羅場になる）と冷ひや汗あせをかいた。

　良晴は自ら「壁を越こえようとして悪かった。俺は織お田だ家の中国方面軍司令官、相良良晴。官位は筑ちく前ぜんの守かみだ。紆う余よ曲折があり今は島津家の世話になっているが、織田家からの外交の使者として来た。宗麟に取り次いでほしい」と名乗り、そして義陽にも名乗らせた。

　義陽は気位が高いので、

「……私は元・人ひと吉よし城主で、先代の相良家当主。今はこの不ふ祥しようの弟の面倒を見てやっている『肥ひ後ごの太陽』相良義陽だ。弟に主命を果たさせるために同どう伴はんしてやったが、決して島津の走そう狗くとなったわけではないぞ」

　とへりくだることもせず、むしろ宗茂に張り合っているつもりなのか、偉えらそうだった。義陽姉さんらしいな、と良晴は思った。

「そうでしたか。あ、あの高名な相良良晴どのを前にしていると思うと、き、緊きん張ちようしますが、自己紹しよう介かいさせていただきます。私は、ご主君の大友宗麟さまに仕える百合十字軍の新たな近衛兵長、立花宗茂です！」

「立花宗茂！　やっぱり、そうだったのか！　義陽姉さん。彼は、『雷らい神じん』立花道どう雪せつの義理の息子むすこだよ。この俺が一本も矢を避けられなかったことからもわかるが、弓の腕うでも刀の腕も超ちよう一流。俺たち相良家コンビでは太刀打ちできない」

「ほんとうか？　見た目は、女の子のようになよっちいが」

「い、一応、私は剣けんの道ではタイ捨しや流りゆう免めん許きよ皆かい伝でん。弓の道では日へ置き流りゆう弓術免許皆伝。鞠まりの道では飛鳥あすか井い流りゆう鞠きく道どう免許皆伝です。ですが、実は今回の合戦が初陣でして。免許皆伝なんて実戦ではなんの意味もありません。か、『金かねヶが崎さきの退のき陣じん』をはじめとして数々の武功を立てられた、で、伝説の武将・相良良晴どのの前では、私なんてひよっこです……は、恥はずかしい限りです」

　うげ。いったいなんだこいつは。文字通りの完かん璧ぺき超人ではないか。生まれつきひ弱くて武芸が苦手な私にとっては恐おそろしく嫌いやみな発言だが、謙けん虚きよなのでぜんぜん嫌みに聞こえないのがまた妙みように腹立たしい。あまりにも育ちが良すぎる、と義陽が顔をしかめた。

「そうか。高たか橋はし紹じよう運うんの子が激しく有能だというので、『雷神』立花道雪が強引に紹運に乞こうて自分の娘の婿むこにしたと聞いていたが、こいつがそやつか。まるで女の子のような顔をしているが……こ、これでも、さ、妻帯者なのか？　そ、想像できぬな」

「つ、妻の誾ぎん千ち代よはまだ七歳なんです。わ、私も、まだまだ男になりきれない未熟者でして、妻にどう接すればいいのかよくわからず、もちろん子作りの経験もありませんっ！」

「なんだ、七歳の幼妻か。良晴が言うところの、露ろ璃り魂こんというやつだな」

　大友家には、合戦を苦手としていて前線に立たない宗麟に代わって軍事の柱となっている二大猛もう将しようがいる。

　一人は、戦場で輿こしに乗ることで有名な老将、立花道雪。大友家の「武」を支える忠臣にして雷神。かつて稲いな妻ずまを斬きろうとして半身不ふ髄ずいとなるも、奇き跡せき的てきに生き延びて伝説となり、幾いく多たの合戦場で勝利を収めてきた修羅の中の修羅。合戦を苦手とする大友宗麟が九州六ヶ国の女王となれたのも、この立花道雪の活かつ躍やくがあってこそだ。宇う佐さ八はち幡まん神じんへの信しん仰こう心しんが厚い道雪はこの無む謀ぼうな宗教戦争に反対して、今は立花山城に留とどまっているはずである。

　もう一人は、筑前の太だ宰ざい府ふを守る宝ほう満まん山やま城と岩いわ屋や城の城主・高橋紹運。立花道雪の盟友にして不ふ屈くつの忠誠心と闘とう争そう心しんを誇ほこる最強の相棒。道雪とは父と息子ほどの年ねん齢れい差があるが、こちらもまた道雪に劣おとらぬ伝説の義将。紹運もまた、居城に留まっているという。

　この立花宗茂は、義将・高橋紹運の実子にして、雷神・立花道雪に娘・誾千代の婿として迎むかえられた立花家の御おん曹ぞう司し。紹運と道雪、大友家を支える二大名将によって幼い頃ころより徹底的に鍛きたえ上げられた、ハイブリッドのエリート修羅なのだ。

　良晴が知っている限りでは、義と武と人格のすべてに非の打ち所がなく、存在そのものがチートと呼ばれる武士の中の武士にして、戦国日ノ本が生んだ武士というものの「最終完成系」とも「究極系」ともいえる。

　その通り名は、「鎮ちん西ぜい無む双そう」。またの名を、「西国無双」。

　妻の誾千代と不仲だったということと、お坊ぼつちゃま育ちすぎて生活力ゼロだったということ以外、まったく欠点がないという、信じがたい能力と人格を誇る戦国武将である。

「しかし妙だな。俺が知っている歴史では、立花宗茂はこの合戦には参加しないはずだぜ。宗茂の初陣はまだまだ先の話。宗茂がキリシタンに入信したという逸話も聞いたことがないし。どうして、この百ゆ合り十字軍に参戦したんだ？」

「はいっ。義ち父ち上うえも親父おやじどのも、この合戦には天の時も地の利も人の和もあらずと嘆なげかれております。しかも、ご主君はこれまで戦場で自ら前線に立って戦われた経験のないお方。対する島津家は四姉妹しまいそれぞれが実戦経験豊富で、息も合っています。しかしながら義父上と親父どのは、迂う闊かつに筑前を動けません。肥ひ前ぜんの龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶによる空あき巣す狙ねらいの動きを抑おさえるためです。そこで未熟者ながら、せめてこの宗茂がご主君の夢のために武を振ふるおうと、島津軍の矢玉からご主君をお守りする盾たてになろうと、そう決意した次第です！」

　義父上と親父どのは、いずれ私をご主君の「義弟」とすべく心を鬼おににして厳しく育成してこられたのです、弟が姉のために戦うのは当然のことですっ、と宗茂はうなずいていた。その瞳ひとみは静かに燃えながらも、眩まぶしく輝かがやいている。心に一点の汚けがれもない、純じゆん粋すいに育てられた筺はこ入りの御曹司だ。

「相良良晴どのが主君の織田信奈さまのために金ヶ崎で殿しんがりを務め、天てん王のう寺じで信奈さまの盾となったように。私も、ご主君のために忠義を貫つらぬき、命を散らす覚かく悟ごで来ました！」

「い、いや、宗茂。俺は武家の生まれじゃないし、どちらかというと主君への忠義心というよりも、俺個人の感情でやりたいようにやってきただけでさ。そういう武士道的な精神の手本にはもっとも相応ふさわしくない男だぜ？　むしろ主君と恋こい仲なかになるという、禁きん忌きとも言える下げ克こく上じようをやらかしたわけだし」

「私は恋を知りませんが……良晴どのが信奈さまと恋仲になられたのは、無私の忠義心を貫いた結果です。信奈さまから禁忌を越えるほどに篤あつく信しん頼らいされているということですよ。わ、私もいつかご主君から真の『弟』だと認めていただけるよう、死力を尽つくします」

　宗茂には、大友家のために戦って死ぬ未来しか選せん択たく肢しがないのかもな……大友家は超大国だが、内情は移り気な宗麟のキリシタンへの傾けい倒とうなどもあって、斜しや陽ようの一いつ途とだ。二人の父親から「大友家の最終兵器」と期待されてきた宗茂は、幼い頃からそのように厳しく育てられてきたのだろうな、と良晴は宗茂の生き様に同情した。が、そのような安易な同情は、「忠義」のためにこれほどひたむきに生きている宗茂に対して失礼だとも思い直した。

「でもなぜ『弟』にこだわるんだ？」

「義父上と親父どのは、合戦が苦手で戦場を恐れるご主君には、剣を取り戦場を駆かけて大友軍を指揮する若き『弟』分が必要だと。それ故ゆえ、私がその大役を。そのために、これまで生死を賭かけた厳しい修行の日々を過ごしてきました。栗くりを踏ふんでしまったのに、そのまま道を歩かされたり。いきなり義父上に胸を摑まれたり」

「へ？　胸を？　それ、なんの修行？　まあいいや、頑がん張ばれよ」

　一方、義陽の舌ぜつ鋒ぽうは、容よう赦しやない。

「大友宗麟の夢は、キリシタン王国どころか、キリシタンの信仰からさえもズレている『かぼちゃの王国』を日ひノ本もとに築くという素すっ頓とん狂きようなものだぞ？　ありていに言えば、宗麟は家臣団の謀む反ほんや家族の死に倦うみ疲つかれ、自分に謀反しない熱ねつ烈れつな信者だけを集めてこの日向ひゆうがに引きこもろうとしているだけだ。その先の展望を宗麟は持っていないだろう。そんな宗麟個人のお花畑な夢に、お前ほどの忠臣が命を落とす価値があるか？　例の南なん蛮ばん宣教師ガスパールの野望に体ていよく利用されるのが落ちだぞ」

　義陽は、ただ一人の妹・徳千代を守り抜ぬくために、自分の命すら甲斐宗運に差し出した姫ひめ武将だ。過去に弟を死なせてしまった宗麟の「弱さ」に対しては、誰だれよりも深い家族愛をその胸に抱いだいている義陽には、思うところがあるのだろう。誇り高き義陽が島津家に従属するという運命を受け入れたのも、良晴を救いたいという思いもあっただろうが、それだけではなく、島津四姉妹の強固な結束に尊敬すべきなにかを見み出いだしたからではないだろうか。

　だが良晴が思うに、「弱さ」そのものは、悪ではない。人間の心には「強さ」と「弱さ」が共存している。良晴自身も、そうだ。もしも信奈と出会っていなければ、良晴は戦国時代に放りだされた自分の運命に怯おびえながら、どこかの戦場の片かた隅すみでひっそりと死んでいたはずだ。宗麟とは対照的な信奈の「強さ」も、もしも歴史の歯車がひとつ狂くるっていれば、実の弟を自らの手で誅ちゆう殺さつするという暗い運命に落ち込んでいたのだ──牟む志し賀かの独特の町造りを見て理解した。宗麟は、生まれながらに芸術家肌はだで、町造りの才能には溢あふれているが、修羅の戦場で戦う武人の資質はないのだろう。そこが、信奈との違ちがいだ。そんな宗麟が戦国時代でも屈指の激戦地である九州の大友家を継ついでしまったことこそが不運なのだ、と良晴は思った。

　宗茂はうなだれながら「ご主君の夢に家臣が口を挟はさむのは、僭せん越えつなこと。ご主君のために戦って死ぬ、それが大友家の修羅にとっては最大の名めい誉よだと、義父上からも親父どのからも教わってきましたから……それ以上のことは、いまだ人生というものを知らない未熟な私は、考えたことがありません」とそれでも誠実に答えた。

「やはり、ご主君は島津に敗れる定めなのでしょうか、良晴どの？」

　宗茂が、無数の「かぼちゃ」に包まれた、どこか作り物めいた牟志賀の町並みを悲しげに眺ながめながら、良晴に尋たずねた。

「両軍の兵力差があまりない現状で官兵衛と島津四姉妹が激げき突とつすれば、勝敗は容易につかない。立花宗茂が参戦したという一点で、わずかに大友軍に勝機が見えてきたかもしれないが、たぶんそれでも勝ちきるのは難しい。宗茂が『西国無双』の通り名を持つ英えい雄ゆうになる未来を知っている人間は、残念ながら俺くらいしかいないわけで、島津軍の隼はや人とたちは宗茂の武名をまだよく知らないしな」

「全九州に武名を轟とどろかせている義父上と親父どのが参戦できれば、戦局も変わるのでしょうが、口くち惜おしいです」

「立花道雪と高橋紹運が参戦できないのは、仕方ない。なにしろ、両軍が傷つき倒たおれれば必ずや九州の覇は権けんを奪うばうために叛はん逆ぎやくする龍造寺隆信の存在が、最大の問題なんだ。あの二人の猛将は、大友軍が崩くずれれば龍造寺が即座に裏切ると読んでいるからこそ、容易たやすく筑前を留守にはできないはずだ」

「龍造寺隆信が、九州の覇は王おうを目指して文字通りの鬼になっていることは知っていましたが、未来人のあなたがそう仰おつしやるということは……あなたが知っている未来では、九州最後の覇権争いはいずれ龍造寺家と島津家との間で行われるのですね。つまりご主君は、この合戦で……九州六ヶ国の女王の座から、脱だつ落らくするのですね……」

「そうさせないための和わ睦ぼく交こう渉しようの使者だ。俺と義陽を、宗麟のもとへ」

　ずいぶんと宗茂を持ち上げるではないか良晴？　私よりも、この女の子みたいな男のほうが未来では有名なのか？　と良晴に半分放置されていた義陽が拗すね、良晴が「ああ。宗茂のほうが義陽姉さんの十倍くらい有名だよ」と口を滑すべらせたものだから、気位の高い義陽は「十倍とは言うにことかいて、ふざけるなっ！　少しはお姉ちゃんに気を遣つかえ唐とう変へん木ぼくが！」と激げき怒どして良晴の頰ほおをつねってきた。「しょうがねーだろ事実だっ！　戦国ゲームマニアとして噓うそはつけない！　『織田信長公の野望』に華はな々ばなしい固有イベントがある立花宗茂と、残念ながら『響ひびき野の原はらの合戦』すら固有イベント化されていない相良義陽とにはそれほどの知名度の差が！」と良晴も義陽の頰をつねり返す。

「ふふ。乱世の九州で、これほど仲のいい姉弟きようだいを見たのははじめてです。羨うらやましいです。私にもいつか、ご主君とこんなふうに姉弟ゲンカができる日が来るのでしょうか……」

　宗茂が苦笑した、その時。

「隙すきありッ！　おーッ！」

　と叫さけびながら、幼い姫……立花誾千代が暗くら闇やみの中からいきなり三人のもとへ飛び込んできた。

　そして。

「だっ、ダメですよ。今は仕事中なんです、誾千代どの！」

　と困ったように眉まゆを下げた宗茂のお腹なかめがけて、

「宗茂ッ、これでも食らえっ！　家か督とく返せっ！」

　どぼお、と無む慈じ悲ひな頭ず突つきを敢かん行こうしたのだった。

　さらに。

「援えん護ご攻こう撃げきッ！　誾千代の新たなしもべ、じとっこ！　くちばしで宗茂をつつけっ！」

「コケーッ！」

　誾千代が飼っているとおぼしき使い魔ま、いや、飼い鶏にわとりまでもが「ふわり」と飛び上がり、宗茂の顔面めがけてくちばしで攻撃を開始していた。

「食べ物を武器代わりに用いるとは、せこいですよ誾千代どの！　やめなさいっ！」

「ふはは！　日向の鶏は美う味まい！　卵を産む！　しかも獰どう猛もう！　育ちのいい宗茂は、食べ物を粗そ末まつに扱あつかえまい！　故に鶏には反撃不可能だ！　もっとやれ、じとっこ！」

「コケコケーッ！」

　ひいっ!?　幼妻の誾千代が夫の宗茂に本気攻撃ッ？　まさかガスパールに洗脳されて鉄てつ砲ぽう玉だまに？　立花一家が同士討うち開始？　と良晴は慌あわてたが、片手で誾千代のタックルを押さえ込みながらもう一方の手で鶏を捕ほ獲かくした宗茂が「すみません。誾千代が私を見つけると攻撃してくるのは、いつものことなんです」と苦笑いを浮うかべた。

　小こ柄がらな誾千代がいくら本気で攻撃しても、武術の天才である宗茂にはこれっぽっちもダメージを与あたえることができないらしい。そのため、いよいよ誾千代は「うにゅ～おのれ～！」と顔を赤らめて攻撃の手を緩ゆるめないのだった。

　だが問題は……「善良な人間」を絵に描かいたような理想的な御おん曹ぞう司しであるはずの立花宗茂までが、誾千代と一いつ緒しよになって頭に血を上らせ、「夫に対しておのれとはなんです、おのれとはっ！　今日こそは許しません！」と小柄な誾千代の身体からだをひっつかみ、ぐるぐると回していることだった。

　ちょ。宗茂？　と良晴が声をかけたが、宗茂は誾千代に対してはなぜか「仲善きことは美しきかな」の精神をまったく発揮できないようだ。完かん璧ぺき超ちよう人じんにも、一緒にいるとどうにも我が慢まんならない相手がいるらしい。これが相性か……と良晴は瞑めい目もくした。

「誾千代どの！　高橋家からやってきた婿むこの私に家督と立花山城を奪われてお腹立ちなのはわかりますが、これも大友家を支えるためです！　いい加減に聞き分けて、私の妻として従順に仕えてくれないと困りますっ！」

「イヤだ！　だって宗茂、お前は女の子ではないか！　女が女に嫁とつぐとか、絶対におかしいっ！　どーして誾千代が、立花家の家督を女の子に譲ゆずらなきゃならないのだ！　いいから家督返せ宗茂！　立花山城も返せ～っ！」

「コケーッ！」

「お……女の子だとっ!?」

「立花宗茂が、女の子だってえええええ!?」

「しかも、幼妻の誾千代も女の子ということは？」

「女の子同士で結けつ婚こんさせられたということかっ!?」

「「なぜ。どうして」」

　頰をつねり合っていた良晴と義陽は互たがいに顔を見合わせながら、言葉を失っていた。

「そそそそれを言ってはなりません、誾千代どの！　たしかに私は残念ながら女の子ですが、できうる限り男らしく、夫らしく務めますので、なにとぞご容赦！」

「容赦するか～っ！」

「いつか誾千代どのの理想の夫に成長してみせます！」

「いくら修練したって女の子が理想の夫に成長できるか～っ！　お前に、誾千代を孕はらませられるのかっ？」

「できますとも！　今の、男として未熟な私にはまだ無理ですが、根性と気合いでなんとかします！　近ちか頃ごろは、毎晩『源氏物語』を読んで夫婦めおとの理ことわりを勉強しているんですよ。いつの日か必ず、誾千代どのを孕ませてみせます！　お茶の子ですよ！」

　文武両道の天才・立花宗茂は、九州随ずい一いちの筺はこ入り息子むすこ（娘むすめ？）である。

　文武の修行は命がけの厳しいものであったろうが、世せ俗ぞく的てきには、完全な無む菌きん室で育てられた超御曹司なのである。

　妻帯しながら、いまだ、子作りの方法を知らないらしい。

「できるか～っ！　会うたびに、おっぱいばかり成長させよって～！　甲かつ冑ちゆうで隠かくしても無む駄だだ！　それは、つるぺたな誾千代への嫌いやみか？　嫌みなのか？　これでも食らえ！」

「痛い痛い痛い！　最近は、摑つかまれると痛むんです！　胸を摑むのはなしにしてください誾千代どの！　いい加減にしないと、全力で牟志賀の空の彼方かなたへとぶん投げますよ！」

「誾千代の知ったことか～っ！　男になりきるというのなら、日々の『胸摑み修行』に耐たえ抜け～っ！　宗茂などという名前に改名したからおっぱいが膨ふくらむのだ～！　婿入りしてくる前のもとの名前に戻もどせっ！」

「たしかに私は男になりましたが、両親から授さずかったこの胸まで捨てるつもりはありません！　ですから、せめて胸だけでも女の子らしくありたいと、宗茂と改名したのです！」

「にゃんだとお？　まだ、おっぱいに未練が!?　このっ、未熟者め～！」

　ぶんっ！

　忍にん耐たいの限度を超こえたらしい宗茂が、誾千代をジャイアントスウィングの要領でぶん投げてしまったので、誾千代は「あ～れ～。覚えていろ～！」と呪じゆ詛その言葉を吐はきながら夜空へと消えていった。

「コケーッ!?」

「ちょ。宗茂!?　誾千代を打ち上げ花火みたいに放り投げていいのかっ？」

「よいのです良晴どの。お恥はずかしながら、私と誾千代どのとは女同士で祝しゆう言げんをさせられたせいかとことん不仲で、顔を合わせれば決けつ闘とうになってしまうのです……あれでも義ち父ち上うえに厳しく育てられたいっぱしの姫武将ですから、そのうち、けろりとして戻って来ます」

　飼い主を追いかけようと暴れていた鶏の「じとっこ」をこちらはそっと撫なでて優しく送ってやりながら、宗茂が「はぁ」とため息をついた。

「宗茂。こんな殺さつ伐ばつとした夫婦関係を続けていれば、いずれ命のやりとりに発展するぞ。今はちんちくりんの誾千代だって、身体が大きくなれば武力も向上する。それに、ここは日向ひゆうがだから鶏で済んだけど、肥ひ後ご入りしたらあの子は熊くまを操あやつりはじめるぜ」

「常在戦場。ことごとく返り討ちにしますので問題ありません！　これも修行です！　なぜ女である私が誾千代どのの夫にならねばならないのか、今でも義父上の無茶振ぶりに納得いきませんが……はぁ……このまま二人は生しよう涯がい不仲なのだろうかと思うと、気が塞ふさぎますね。どうしても誾千代どのに対してだけは寛かん容ようになれません……」

　たしかに、理り不ふ尽じんにも程がある。不仲にもなるはずだ、と良晴は二人に同情した。

「いったいどういうことなのだ……良晴がお稚ち児ご趣しゆ味みに目覚めたのではなく、天性の女好きの勘かんがうずいて宗茂に妙みように肩かた入いれしていたことがわかって一安心だが……いや待て。こやつが実は美しく愛らしい男装の姫ひめ武将だと知れた今、かえって安心できぬではないか。こらっ良晴！　家いえ久ひさと義弘だけでも鬱うつ陶とうしいのに、これ以上『現地妻』を増やしてはならぬぞ！　お前は私が目を離はなした隙に、次々と乙女おとめの心をわしづかみにする『今源氏』だから、心配だ」

「勝手に先回りしてまだ見ぬ未来に嫉しつ妬とするのはやめてくれ、義陽姉さん！　そもそも俺には『現地妻』など、いないっ！」

　立花家では、実子である女の子の誾千代がまずお世よ継つぎの姫武将として育成され、後に女の子の宗茂が高橋家から「男」として「婿」入りしてきて家督を継いだということらしい。おそらく、家督は「男」が継がないといけないというのが、立花家の掟おきてのようだ。姫武将が当たり前の戦国時代では、一周回って珍めずらしい。義陽ですらこれほど驚おどろいているということは、このような奇き妙みような事例は九州にもまずないのだろう。そしてこの立花家の厳しい掟が、幼女と少女を夫婦として結婚させるという歪ゆがみを生んだわけか。そう思うと、牟志賀の往来にたなびく百ゆ合り十字の旗が、良晴の目にはなにやら意味深なものに見えてきた。

「はっ？　そうでした、誾千代が襲おそってきたので忘れかけていましたが……私の任務は牟志賀の警備でした。あなた方お二人を拘こう束そくして、軍師・黒くろ田だ官かん兵べ衛えどののもとへ連行させていただきます！」

「えっ？　俺たちを、拘束!?」

「外交の使者を拘束とはなんだ、いくら九州でも無法ではないか。宗麟に会わせぬか！」

「も、申し訳ありません！　サガラヨシハルどのが必ず牟志賀に来る、その時は捕とらえて引き連れてこい、と軍師どののご命令なのです！　お、お二人ともサガラヨシハルですので、揃そろって捕ほ縛ばくの対象と認識させていただきます」

「ええい。私はヨシヒと改名したというのに。融ゆう通ずうの利きかぬ男装娘だな！」

「すみません！　軍師どのは、同じ名を名乗っていても男武将のほうは単純だが、姫武将のほうは疑い深く策さく謀ぼうに長たけているのでとりわけ警けい戒かいせよ、と仰おおせなので！」

「くっ！　なんだ、それはっ!?　納得いかぬ！」




　──義陽とともに手て枷かせを嵌はめられ、聖堂に連行された良晴は「そういえば近この衛えのおっさんはどうなったんだ？」と切りだした。なにぶん軽けい忽こつな近衛前さき久ひさは、「麻ま呂ろが説得するでおじゃる！」と大友宗麟のもとに和わ睦ぼくの使者として勝手に突とつ撃げきしていって、それきり消息不明なのだ。

「か、関白さまなら、軍師どのが拘束しています。あのお方は、ご主君の宗麟さまに夜よ這ばいをかけ、恋こいを語らって籠ろう絡らくして不戦論者に転向させようと画策しておられましたので、やむを得ずこの宗茂が立ち会わせていただきました。関白さまには殺意がなかったようで、隙だらけだったため、つい、半殺しにしてしまいました……関白さまに口説かれそうになったご主君が『この関白さんは宗麟を軽く見てるよ。心が豆とう腐ふのようによわよわだからって、誰だれとでも恋に落ちると思ったら大おお間ま違ちがいだよ。懲こらしめてあげて』と撃退を命じられたので……任務に忠実にあろうとするあまり大それたことを……私は、まだまだ未熟です」

「なにも半殺しにする必要はあるまい。良晴と同どう姓せい同名だからって私まで捕縛したり、お前はちょっと命令に対して生き真ま面じ目めすぎるぞ」

「島津家で大失敗したのに、ま～た同じ手を使ったのか。しょうがないな、あの麻呂は」

「ふふふ。ごきげんよう、相良家の諸君。待ちかねたよ。黒官一流を証明する時が来た。諸君にも邪じや魔まはさせないぞ。陣じん中ちゆうをうろちょろされると困る、諸君はこのまま人質として高たか城攻ぜめの軍に同行させる」

　聖堂の扉とびらが開き、聞き覚えのある元気な女の子の声が飛び込んできた──。

　官兵衛！　と良晴は手枷を嵌められたまま思わず叫さけんでいた。

　しかし、久しぶりの再会を果たしたはずの官兵衛は、額と目の下に黒い墨すみを塗ぬって文字通りの「悪官」になりきっており、良晴とは目も合わさない。「ふん。相良良晴、生きていたのか。だが今いま頃ごろ牟む志し賀かに着いてももう遅おそい」と口元を歪めて邪悪に微笑ほほえんでいる。

　その官兵衛に首から伸のびた鎖くさりを摑まれて引きずられながら、顔面に鉄仮面を嵌められて「ふごーふごー」とうめいている捕ほ虜りよは、まさか近衛前久だろうか？　どうやら近衛は、女の子たちにとって絶対の武器である「究極の美形男子の顔面」を封ふう印いんされてしまったらしい。仮にも時の関白である近衛のおっさんをこんなふうに扱うなんて、いくらなんでも後先を考えてねえよ、悪官すぎる、と良晴は頭を抱かかえた。

「官兵衛！　ガスパールに踏ふんだり蹴けったりな未来を吹ふき込まれて黒くなっちまったようだが、俺の話を聞いてくれ！　お前は、ガスパールにいいようにあしらわれて操られているんだ！　以前、播はり磨まで話したろう？　未来はなにも確定しちゃいないんだ！」

「ふんっ。シメオンの二流な未来を知っていながら黙だまっていたきみとは話し合うつもりはないな、相良良晴」

「黙っていたのは悪かったよ。でも、お前の二流な未来なんて絶対に実現させないから！　お前は一人で暴走する癖へきがあるけれど、前もって俺に相談してくれれば……宇う喜き多た直なお家いえのところへ飛び込んだ時だって」

　ふん、と官兵衛が小鼻を鳴らした。

「そんな昔の話を持ち出してシメオンの情に訴うつたえても、無駄だぞ」

「そういうつもりじゃないんだ、官兵衛。なにか策があるなら俺に相談してくれ」

「ふふ、案ずるな。シメオンが今回の合戦のために準備した策は、上策・中策・下策と三段構えだ。必ず、どれかは成功する。いっさい邪魔をするな。いっさい口出しするな。毛もう利りと織田とが本州で戦っている今が、シメオンに与あたえられた人生最初で最後の好機なんだ。きみがちょっとでも無駄なあがきをすれば、巡めぐり巡ってシメオンの大戦略が崩ほう壊かいしてしまうかもしれないんだぞ！」

「官兵衛！　せめて俺と義陽姉さんの手枷を外してくれよ！　宗麟に会わせてくれ！」

「うるさい。ダメだ。赤鼻の殿とのみたいな泣き言を言うな！　なにが『義陽姉さん』だ。牟志賀に現地妻を連れて来た時点で、きみの信用はもう完全失しつ墜ついだ！　きみの軍師を務めるのはもうやめた、これからは大友家の軍師として天下に黒官一流の名を轟とどろかせるっ！」

「義陽は現地妻じゃない、姉だ。相良軍団待望の副将なんだ！　軍師と副将とは仲良くしてくれないと困るっ」

「むふー。妹とか姉とか言って次々と現地妻を増やすというきみの奸かん智ちに長けた作戦は褒ほめてやるが、言うにことかいて大友・織田の敵である島津四姉妹しまいといちゃいちゃするとは言語道断！　悪いが島津四姉妹はことごとく高城の戦場で葬ほうむらせてもらう。ふ、ふ、ふ」

「島津と織田は敵対関係にはないぞ！　島津と大友だって、ガスパールが神の国を建設しろと宗麟を煽あおらなければ、日向で両家の命運を賭かけた決戦をする必然性なんてなかったんだ！　思いだせ。俺たちの使命は両軍を戦わせることじゃない、両家の和睦だ！」

「ここは修しゆ羅らの国九州だぞ相良良晴。拳こぶしと拳で語り合う以外に、両家が理解し合う道はない。むろん、両軍が全力で激げき突とつすれば、いずれかは確実に滅ほろび去るのだがな。そして滅びるのは島津のほうだ。このシメオンは、今こそわが二流の生涯を塗り替かえてみせる。シメオンの未来を教えてくれたガスパールには感謝しているさ、ふふふ──」

「本州で窮きゆう地ちに陥おちいっている信奈たちを、どうするつもりなんだ!?」

「シメオンの『黒官一流』の旗を天下になびかせるために、せいぜい粘ねばってもらうさ。織田軍が東国勢と毛利を相手に戦っている隙すきに、シメオンは大友軍の兵力を用いてこの九州を平定し、留守になっている毛利領の中国地方を奪うばう。一ヶ月もあれば十分だ。これで西国はことごとくシメオンのものだ！　毛利領をかすめ取った頃には、織田家も武たけ田だも上うえ杉すぎも疲ひ弊へいしきっているだろう。まあ、織田家は滅びているかもしれないがな……いずれにせよ、天下の三分の一をシメオンが制することになる。そうとも。天下布武は、このシメオンが成し遂とげる！」

「おい、官兵衛!?　お前、そんな……まさか。本気で、そんなことを？」

「相良良晴。きみは知っていただろうに。このシメオンの野望はただひとつ。わが軍才を天下に発揮することだ。今が、その野望を果たすための、最初で最後の、機会だ」

「そうじゃないだろう。海の向こうの世界へ行くんじゃなかったのか。官兵衛」

「うるさい！　飼い殺しにされる二流の生涯では、海の向こうもへったくれもないじゃないか！　シメオン自身が天下を盗とる。それが、いちばんの早道だと気づいたのさ！」

　お前はガスパールに操られているんだ。宗麟と会えないならせめてガスパールと会わせてくれ！　と良晴が官兵衛に迫せまったが、官兵衛は首を振った。

「ガスパールはすでに、高たか千ち穂ほから山々を越こえて高城へ向かう別働隊を率いていて、この牟志賀にはいない。フロイスもガスパールを制止するために行動をともにしている」

「別働隊!?」

「相良良晴。厳しい山越えを選んだ大友別働隊は戦場に間に合わないと誰もが思うだろうが、シメオンには考えがある。ふ、ふ、ふ。黒官一流だ！」

　明朝、全軍をもって牟志賀を出発。日向街道を全速で進軍して耳みみ川かわを渡わたり、島津家久が籠城する高城を包囲する！　高城攻こう略りやくの要地は、戦場を見み渡わたせる高台に位置する「根ね白じろ坂ざか」だ、根白坂を先に取った側が圧あつ倒とう的てきに有利となる！　一刻も無む駄だにするな、駆かけに駆けろ！　兵ひよう糧ろうなどは三日分でいい！　兵糧の補給などいっさい考えるな！　高城を落とせば諸君は生き延びられる、落とせねば大友家は滅めつ亡ぼうあるのみだ！　大友軍最大の弱点は、当主の大友宗麟自身が前線に出しゆつ陣じんしないために大軍の統制が取れないことにあった！　宗麟の弟が当主を務めていた大おお内うち家を毛利軍にむざむざ滅ぼされてしまった原因も、圧倒的に有利だったはずなのに佐さ嘉が城に籠こもる龍造寺軍を滅ぼせなかった「今いま山やまの合戦」の敗因も、そしてこれからはじまる「耳川の合戦」に「敗れる」原因も、すべてそれだ！　しかし今回は宗麟自身が二万の旗本兵を率いて出陣し、全軍の采さい配はいをこのシメオンが取る！　シメオンの命令に逆らう者は軍法に従って容よう赦しやなく処断する！　たとえ関白であろうともな！

　官兵衛は嬉き々きとして宗茂と、そしてかぼちゃの少女兵たちにそう通達していた。

　宗麟を崇あがめる少女兵たちは、官兵衛の流れるような弁舌と、その軍師としての天才的なきらめきに魅み了りようされている。宗茂ですら「この方は、生まれながらの軍師なのですね。もう、止められません……」と上気し、頰ほおを赤らめていた。

「……良晴。このままでよいのか？」

　手枷を嵌められたままの義陽が眉まゆをひそめたが、良晴にももう、官兵衛を制止するつもりは、なくなっていた。

「……そうだな……俺と官兵衛とは、昨日今日の付き合いじゃない。播磨戦線以来、何度も一いつ緒しよに死線を潜くぐり抜ぬけてきた、終生の友だ。自分の未来を知らされてしまった時の官兵衛の衝しよう撃げきと悲しみが、俺には、よくわかる。これほどの天才でありながら、天才であるが故ゆえに生しよう涯がい、権力者たちから恐おそれられて政権中央から遠ざけられ、才を発揮することなく九州の片かた隅すみに埋うもれていくという未来を、官兵衛が甘んじて受け入れられるはずがない」

　ふん、わかったようなことを言って情に訴えても無駄だぞ相良良晴、と官兵衛が嗤わらった。

「……生涯、このシメオンは己おのれの軍師としての才覚を発揮する場を与えられなかった。生涯、権力者にこの才能を疎うとんじられ、野心を疑われて、中なか津つで飼い殺しにされる運命だった。本州での大戦乱に乗じての九州での乾けん坤こん一いつ擲てきの最後の大勝負も、滑こつ稽けいな空から振ぶりに終わった……なにが『如じよ水すい』だ！　シメオンは竹たけ中なか半はん兵べ衛えのような隠いん者じやではないっ！　だが！　その悲ひ惨さんな未来はもう訪おとずれない。シメオンが己の未来を知った今、すべてを塗り替えてやる！　軍師として生きる者にとって最大の悲劇は、知略争いに敗北し合戦に敗れることではない。軍才を発揮する場を与えられぬままに死ぬことだ！　シメオンは、この本来は与えられるはずのなかった合戦に、わが軍師としての才のすべてを賭けた！　討ち死にしたって悔くいはない！」

　竹中半兵衛がその運命を克こく服ふくしたように、シメオンも自らの運命を克服してみせる──！　官兵衛は「これっ、慮りよ外がい者ものめが！　そのほう、麻呂を相良良晴のようにぞんざいに扱あつかうとは、たとえ戦いくさに勝ってもただでは済まされぬでおじゃるぞ！　この鉄仮面を外すでおじゃる！」と騒さわいでいる近衛の首に繫つなげた鎖を引っ張りながら、「いにしえの諸しよ葛かつ孔こう明めいになぞらえて、シメオンは『軍師専用四輪車』へ乗り込む！」と嬉々として叫んでいた。

　この時、一部の熱ねつ狂きよう的てきに宗麟を崇める少女兵たちが、この官兵衛の演説に興奮して、われを忘れた。

「軍師さまはもう、宗麟さまの配下！　この場で捕虜の相良良晴を、打ち首にして」

「宗麟さまが崇める南なん蛮ばんの神・デウスさまに捧ささげてしまいましょう！」

「そうよね。ちょっと残ざん酷こくだけれど、聖戦には生いけ贄にえが必要よね！」

　手枷を嵌められた良晴めがけて、かぼちゃの兜かぶとを被かぶった少女兵たちが、どっと押し寄せてくる。宗茂と義陽が「い、いけません」「宗教的陶とう酔すいの境地というやつだ、まずい！」と彼女たちを押しとどめようとするが、あまりにも数が多かった。良晴が包囲されていっせいに槍やりを突つきつけられ、けんめいに避よけようともがく中。

「短慮はよせ。その捕虜たちは、島津家との駆け引きに用いる重要な『切り札』だ。決して殺してはならない。相良良晴と相良義陽に危害を加えた者は、容赦なく処しよ刑けいする」

　官兵衛が、少女兵たちを制止した。しかしその表情は冷れい淡たんな軍師のもののままだった。

「その二人は牢ろうへ入れておけ。大友宗麟が二人と話したいと駄々をこねるかもしれないが、宗麟がなにを言おうとも姫ひめ武将のほう……相良義陽は決して自由にするな。明朝、立花宗茂に命じて、二人を高城へと連れて行かせる」

　官兵衛が退室した後、義陽は、良晴の身を案じていた。

「良晴。お前が直接黒田官兵衛と話し合えば、なんとかなるのではなかったのか？　取りつく島もないではないか！　これではわれらは、ただ人質にされるために牟志賀までのこのこやってきただけだぞ。そもそもお前たち、ほんとうに仲間だったのかっ？」

「す、少なくとも、人質としての価値は認められているようだから、いきなり俺と義陽姉さんが殺されることはなさそうだけれど……」

「逆に言えば、用済みになったら始末されるかもしれぬではないか！」

「どうしちまったんだ、官兵衛～!?　違ちがうんだ。ガスパールが催さい眠みん術じゆつかなにかを用いてあいつを洗脳しているだけで、本来のあいつはあんな悪官じゃないんだ！　いやでも、『史実』では官兵衛は関せきヶが原はらの合戦のどさくさに紛まぎれて、九州でこういう火事場泥どろ棒ぼうをやっていたっけ……しかしそれは、官兵衛が俺と出会わなかった世界での話であって！　半兵衛だって生きているのに、こんな裏切りを官兵衛がやらかすはずがない！」

「現地妻がどうのこうのと言っていたな。織田信奈が窮地に陥っているのに九州で次々と姫武将の恋こい心ごころを奪うお前に愛あい想そを尽つかしたのではないか？」

「だからそれは、誤解だ！　官兵衛、いまいちど戻もどって来てくれ、俺の話を聞け～！」

　立花宗茂が良晴に「だ、だいじょうぶです。お、お二人の身の安全は私が保障いたしますので」と慰なぐさめの言葉をかけ、全軍が出立準備を開始する中──。




　唐とう突とつに、南蛮少女音楽隊がずらりと聖堂に整列し、厳おごそかな、しかしどこか賑にぎ々にぎしい南蛮音楽を演奏しはじめた。どことなく「ウェディング・マーチ」のような、あるいは東京○○○○ーランドのパレードのような……と良晴は思った。そしてその音楽に包まれながら、南蛮渡と来らいの獣けもの・象に乗って──「豊ぶん後ごの女王」が、聖堂に現れていた。




「やっとシメオンが退室してくれたから、相良良晴くんに謁えつ見けんできたよ～。あなたに会うなってうるさかったんだよね～。私が大友宗麟。相良義陽のほうは、久しぶりだね。相良良晴くんとは、初めまして──このとんがり帽ぼう子しみたいな兜は、宗麟の特注品なんだよ。フロイスが言うには、宗麟が牟志賀で流は行やらせようとしているキリスト教はぁ、正統なカトリックとはちょっと違っているんだって。バチカンに判定させたら、宗麟は異い端たん……『魔ま女じよ』って言われちゃうんだって。日ひノ本もとだと、鬼き女じよというところかな？　織田信奈の通り名『第六天魔王』に対たい抗こうして、宗麟は『南蛮魔女』を名乗ろうかな」




　牟志賀の聖堂に姿を現した大友宗麟は、まるで魔法少女のようなかぶいた格好だった。金きん箔ぱくを薄うすく重ねた軽量の兜は妙みように尖とがっていて、まるでこの大聖堂の塔とうを思わせる異様な長さを誇ほこっている。まるで「魔女のとんがり帽子」だった。身体からだが弱いせいか甲かつ冑ちゆうはつけていなかった。黒い南蛮マントを羽織っている。日本刀の代わりに、細い杖つえのようなものを手にしていた。

　もちろん、宗麟が「かぼちゃ」に出会って閃ひらめいたらしい「人面かぼちゃ」の意い匠しようを凝こらした小道具の数々で煌きらびやかにマントや兜を飾かざっていることは言うまでもない。

　信奈よりも少しだけ年上のはずなのに、ハロウィンパーティに出席して「お菓か子しよこせ！」と騒いでいる子供のようなあどけない表情──明朝には島津軍との決戦に出陣する総大将でありながら、今の宗麟には合戦に挑いどむ修羅の国の女王然とした覚かく悟ごが感じられなかった。

　現実と夢の区別を見失ってしまっているのかもしれない。

「宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうの神木を拝借して、魔ま除よけの杖にしちゃった。牟志賀の町を造るためにたくさん神社仏閣を解体して建築素材にしちゃったんで、恨うらみを買っちゃったの。でも、僧そう侶りよや神官が宗麟を襲おそってきた時には、これを振りかざせば退散させられるよ」

　さすがにあのご神木を切り倒たおして異教の魔法の杖にしてしまったと知った義ち父ち上うえと親父おやじどのは卒そつ倒とうしていました、と立花宗茂が良晴にそっと囁ささやく。

「宇佐八幡宮って……日ノ本全国の八はち幡まん神社の本山だよな？」

「はい。私ども若い姫武将はともかく、老臣たちはみな騒そう然ぜんとしています」

　これでは、大友軍の足並みが揃そろうはずがない。

　だがそんな宗麟を守る、かぼちゃ兜を被った少女兵たちは、宗麟が振りかざす神木の杖をうっとりと眺ながめながら「宗麟さまは凄すごい」「神しん罰ばつを恐れないのね」「宗麟さまの魔女姿、かわいい！」と熱狂している。宗麟がキリスト教を豊後に導入した前後に思春期を迎むかえた姫武将たちや少女兵士たちにとっては、南蛮文化をいち早く導入して老臣たちの反対を押し切り一心不乱にかぶき続けている宗麟は、一種のアイドルのような存在らしい。

　信奈にもそういう「かぶき者少女」たちのカリスマ的な一面はあったけれど、信奈のかぶき姿は合戦における機能性を追求した結果でもあって、いわば実用性を兼かねたものだった。しかし、宗麟はまるで現実の合戦に興味が向いておらず、夢の世界に浸ひたるために「魔女」になりきろうとしていることは明らかだった。宇佐八幡宮の神木を魔女の杖にしてしまうなど、完全にやりすぎである。

　史実で「耳川の合戦」に大敗したのもわかる。島津軍は実利一辺倒の純じゆん粋すいな戦せん闘とう集団だ、合戦に対する感覚があまりにも違いすぎる……と良晴は思った。

　むしろ、この宗麟がかつては毛利元もと就なりの九州侵しん攻こうを退けた名君であったことが、不思議に思えてきた。宗麟は、本気さえ出せば、毛利元就とすら互ご角かくに渡り合える知力の持ち主のはずなのだ。が、今の宗麟はもう修しゆ羅らの国での合戦の日々に疲つかれ果て、夢の国・牟む志し賀かに閉じこもることだけを願っている。

　宗麟の視線は、夢の中を彷徨さまよっているかのようだった。目を開きながら、現実の世界をまるで見ていない。

　明朝には、大友軍は牟志賀から出陣し、高たか城へ向かうという。

　今夜中に開戦を思いとどまらせることはできるだろうか？

「俺は、織田家の正式な使者、相良良晴。こちらの義陽については、かつて宗麟と同盟関係にあったから、紹しよう介かいは省く。相良家は今、義陽の妹の徳千代が家か督とくを継ついで、島津家に従属している。徳千代は居城の人ひと吉よし城を守り、高城の合戦には参加しないが、義陽は島津家から送られてきた和わ睦ぼくの使者と考えてくれればいい」

「きゃあ～。『天あまの岩いわ戸と開き』でばっちり見たよ～、相良良晴くん！　本物は、お空に浮うかび上がっていた影かげよりも、ずっとかっこいいよ！」

「か、かっこいい!?　お、俺が？」

　そんな言葉、生まれてはじめて言われたような？　独特の審しん美び眼がんの持ち主っ？　人面かぼちゃを量産して喜んでいるような女の子だから、ちょっと変わっているのだろうか？

　良晴が（なにがどうなっているんだ）と戸と惑まどっていると、宗麟がさらに押してきた。

「宗麟はあ、恋こい人びとにするならあなたしかいない、と前から決めていたんだっ！　ガスパールさまが示してくれた信しん仰こうの道を突っ走るなら、このまま生涯処女。でも、恋の道も捨てがたいよね。とはいえ、相手がやまと御ご所しよの麻ま呂ろとかじゃダメでね！　宗麟はなにごとにも新しいもの好きだから、古くさい殿との方がたはダメ！　九州の血ち生なま臭ぐさい修羅の男たちも怖こわいからダメ！　未来から来たあなたしかいないのっ！　でもまさか、本州の織田信奈に先に盗とられちゃって半分あきらめていたのに、あなたのほうからはるばる牟志賀まで宗麟に会いに来てくれるなんて。これはもう、運命の出会いだよね！」

「え？　え？　え？」

　ほんとうにいったいなにがどうなっているんだ。俺はまだフラグを立てていない！　今日が宗麟との初対面だぜ!?　良晴は、わけがわからなかった。

「宗麟の恋人になってくれるために、来てくれたんだよね！　歓かん迎げいするよ！」

　象がぱおーんと鳴き、南蛮少女音楽隊がやっぱりウェディング・マーチのような音楽をいよいよ大音量で奏かなではじめた。

　かぼちゃ少女兵たちの手で、宗麟の背後に「熱ねつ烈れつ歓迎♪　相良良晴くん♪」「おお、わが魂たましいの恋人♪」と、意味のわからない横断幕が張り巡めぐらされていく……。

「今夜が二人の初夜になるんだね、良晴くんっ！　楽しみだなあ。天下人の恋人を横取りするって、背徳感があって燃えるよね～。あ。手て枷かせはそのまま外さないから。拘こう束そくしているほうがかわいいものね。ふふ、ふふふふふ」

「え、えええ？　ち、違う！　俺は、停戦和睦の交こう渉しようのために来たんだよ。信奈を不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵に回してどうするんだ！　義陽姉さんも、目を逆三角形にして宗麟を睨にらんでいないで、なにか言ってくれ～！」

「ふん。そうだな……かぼちゃの王国を築くために聖戦をはじめるとは、お前もそろそろ潮時だな宗麟。だが──うちの良晴と交際したいのなら、姉である私の許可を得てからにしてもらおうか！」

「だからっ、そういう話に持っていくな！　交渉！　交渉！」

「交渉？　ああ、そうだったな良晴。いいか宗麟。島津家の四姉妹しまいも、良晴を気に入っていてな。島津家の婿むこに迎えたいと言っているくらいだ。家久と義弘とでうちの良晴を奪うばい合っている始末なのだぞ。故ゆえに四姉妹は、織田信奈の窮きゆう地ちを救うためならば、お前と一時的に和睦してもいいと考えている。恒こう久きゆう的てきな和平は無理としても、毛利軍の上じよう洛らくを防ぎ止めるために大友軍が中国地方へと兵を向けるのならば、島津軍は北上を中止してもいい、と。あと、私と弟の手枷をさっさと外せ！」

「うわ。なにそれ。相良良晴の奪い合い？　島津四姉妹って、最低。殺さなきゃ」

「聞け！　織田信奈は今、上杉謙けん信しん、武田信しん玄げん、毛利家の軍勢に三方から囲まれている。われらが高城でいたずらに日数を費ついやしてしまえば織田家が滅ほろびてしまう。自信家の官兵衛は島津に勝つ気まんまんだが、島津軍はそんなにやわではない！　織田信奈を救うには、開戦を回かい避ひしなければならない。これ以上、私の弟を困らせるな」

　宗麟は「どうしようかなあ。そんな甘い言葉を信用して背中からぶっすり刺さされたら宗麟は終わっちゃうしぃ。島津四姉妹のうち、一人くらい人質でも差し出してきていたら、信用してあげたかもしれないけどぉ。結局、家久は高城に留とどまって、牟志賀に来なかったじゃん。やっぱり島津は宗麟と戦う気まんまんじゃん。それに、義陽はさぁ、妹と不仲だったから好きだったのに。今は嫌きらい」と頰ほおを膨ふくらませていた。

「な、なんだ、それは!?」

「だって義陽は、徳千代とず～っと仲なか違たがいしていたんじゃなかったのぉ？　あれほど邪じや険けんに扱あつかっていた妹に家督を譲ゆずるだなんて、ありえなーい」

「……ぐ……それは……い、いろいろ事情があったのだ！　そもそも、なぜ妹と和解して[image: しか]しかられねばならんのだ、普ふ通つうは逆だろうが！」

「義陽のお爺じいさまもきらーい。てっきり徳千代をいじめてるんだとばかり思っていたのに、徳千代を家督争いから守るために八やつ代しろへかくまっていただなんて。宗麟にはもう、相良家の人間は信じられないよ。徳千代を守るために甲斐宗運に自分の首を打たせようとした義陽なんて、論外」

「お前。なぜそういう結論になるのだ？」

「島津四姉妹は、とっても仲良しだから最初から大嫌いだよ。四姉妹で家督と相良良晴を奪い合って殺し合えばいいのにね？　義弘なんて、あんなに強い上に将兵にも慕したわれているのにさ、おみくじを引かないとなにも決められないようなぼんやりさんの義よし久ひさに仕えていても意味ないじゃん」

　きょうだい仲がいい家族が嫌いなんだな、と良晴はため息をついた。

　日ひ頃ごろ冷静な義陽も「私と宗麟はもっと仲良しだったはずなのだが、私を見る宗麟の視線が冷たい。徳千代と和解したためらしい。まずいぞ」と少々焦あせりはじめている。

「ねえ、立花宗茂。あなたにはこの聖戦での活かつ躍やくを期待しているよ。道雪と紹運が手塩にかけて育てた『大友家の最終兵器』だもんね。ガスパールさまからいただいた最新兵器『国くに崩くずし』と軍師シメオンの知略、そして宗茂の武勇があれば、精強無比な島津軍にも対抗できるよね？　『今いま山やまの合戦』の二にの舞まいにはならないよね？」

「はいっ！　有り難がたきお言葉。ご主君の『弟』と認めていただけるよう、この宗茂、粉骨砕さい身しんご奉ほう公こうするのみです！」

　宗茂は、大友家を支えるためだけに鍛きたえ上げられ、育てられてきた。主君から期待の言葉をかけられた感激で、涙なみだぐんでいる。宗麟の命令ならば、宗茂はこの場で切腹でもなんでもするだろう。

　だが宗麟は、その宗茂の「弟」という言葉に引っかかったらしく、整った眉まゆをひそめていた。

「……『弟』にはしないってば。だって宗茂はぁ、女の子でしょ？　いつまで男装を続けるの？　誾千代を嫁よめにしてまで、男武将にこだわるのはなぜ？」

「そ、それは、私にもよくわかりません。義父上にはなにか深いお考えが」

「わけがわからないよ。武家は男が継ぐべきだなんて、古臭いよね。今時じゃないよね。もう、三百年くらい昔の考え方だよね、それ」

「……女同士で夫婦めおとになったことは、私も納得いきませんが、義父上の強いご要望ですので……やむを得ません。妻として誾千代を愛することができず、つい誾千代に厳しくあたってしまう私は、未熟者です」

「誾千代がかわいくてたまらなくなって、いちゃいちゃするよりは正常じゃないのお？　殿方と恋もできないなんて、かわいそーう。宗麟もガスパールさまに恋れん愛あいを禁じられているけれどね。もうお年頃なのに、辛つらいなあ」

「……と、殿方と恋……ですか。わ、私には、無む縁えんな話です……」

　動どう揺ようした宗茂は良晴のほうをちらりと見たが、すぐに気き恥はずかしそうに目をそらしてしまった。

「宗茂は生きることに迷いも悩なやみもなさそうで、羨うらやましいな。あなたには、『自分』がないものね」

「はい！　私は義父上と親父どのより、ご主君に忠義を尽つくして戦い、そして死ね、と教わって参りました。たしかに、迷ったことなど、いちどもありません」

「……ふうん。そんな無茶苦茶な教育をされて疑問も抱いだいたことがないだなんて。宗茂は家臣としては立派だけれど、宗麟の『弟』には相応ふさわしくないよね。宗麟には、ぜんぜん似てないもの」

「……そ、そうでしょうか。ご主君のお心に少しでも近づくためならば、この宗茂、いかなる修行でもいたします。どうすればよいのでしょうか？」

「知らなぁい。自分で考えれば？　少なくとも宗麟には、女の子と祝しゆう言げんをあげる趣しゆ味みは、ないなあ」

　宗茂が「うう」と悲しげに眉を下げた。宗茂は、武将としては評価されていても、弟候補としては宗麟に認められていないらしい。良晴は、宗茂がかわいそうになってきた。しかし、女の子を宗麟の「弟」にしたいという立花一家の意図は、たしかに、謎なぞである。宗茂を宗麟の家族にして宗麟を補ほ佐ささせたいのならば、「妹」でいいのではないだろうか？　忠誠無比・善良無む垢く・完かん璧ぺき超ちよう人じんの三さん拍びよう子し揃そろった宗茂を義妹に迎えるというのならば、宗麟も喜ぶと思うのだが……。

「相良良晴。宗麟の寝しん室しつに案内してあげる。今夜の牟志賀には、キリシタンの女王は男とかかわっちゃダメだって厳しいガスパールさまもいないしぃ。宗麟にとっても、あの『天岩戸開き』を果たした未来人の英えい雄ゆうと夜を過ごせるなんて、もしかしたら二度とない機会かも。自ら大将として戦場に向かう以上、島津に負けたら、死んじゃうだろうからね。退路になる耳みみ川かわは大雨で増水しているから、敗走してもきっと耳川で溺おぼれ死んじゃうな」

「一晩をともに過ごせと言うのか？　俺に？」

「うん。だって私たちもう、恋人でしょ？」

「いやっ、そんな関係になった覚えはないし！」

　良晴。注意しろ。今の宗麟は、以前の明めい晰せきで知性に溢あふれていた宗麟とはなにか違ちがう。もともと繊せん細さいな姫ひめ武将ではあったが、いつ果てるともなく続く合戦の日々に倦うんで、心が半ば壊こわれてしまっているらしい。文字通りの「魔ま女じよ」だぞ。二人きりになるのは危険すぎる、と良晴の身を案じた義陽が青ざめながら囁ささやいたが、良晴は「わかっている、義陽姉さん。だがもう、他に合戦を防ぐ手段がない。寝室へ行かなければ宗麟を説得する機会を永遠に失う」と首を振ふっていた。

「良晴？　この女に限っては『すべての実を拾う』というお前の信念は通じぬぞ。まさか宗麟の要望に応えて恋人になるとか言いだすのではないだろうな？」

「それはないよ、義陽姉さん。でも、もしも宗麟が俺を必要としてくれているならば、できうる限りのことはしたい。俺は、戦国の世の姫武将たちを、なんというか……尊敬しているからな」

「お前はまだそんな甘いことを。九州がどれほど厳しい世界かを、いい加減に覚えろ！」

「あああ。そーやって姉と弟がいちゃいちゃする姿って、宗麟は嫌いだな！　頭が痛くなっちゃうから、やめてくれる？　ほら宗茂。義陽を牢ろう屋やへ案内してあげて！　ご一いつ泊ぱく！」

「こら、立花宗茂！　放せっ、弟と別々の部屋に泊とまるなんて拒きよ否ひする！　今の宗麟と良晴を同じ部屋で一晩過ごさせるなど、冗じよう談だんではない！　あまりにも危険すぎる！」

「で、ですが、ご主君のご命令は絶対ですから。申し訳ありません」

　義陽が、宗茂に連行されていったあと──。

「さあ、相良良晴。誰だれも入れたことのない宗麟の寝室に、特別に招いてあげるよ。宗麟の運命を、あなたは、変えられる？」

　戯おどけていた先ほどまでの宗麟とは、表情も声も、まるで違っていた。

「……どうせ、変えられないだろうけどね」

　良晴に恋こいをしている少女の瞳ひとみでは、ない。

「そうそう。宗麟をがっかりさせないでね。部屋へ向かう途と中ちゆうでお猿さるさんみたいになられて襲おそわれたら、ほんとうにがっかりだから、まだ手枷は外してあげない」

　凍いてついていた。

　最愛の兄さんを失った過去に苦しんでいた小こ早ばや川かわさんとも、毘び沙しや門もん天てんの化身として生きることに疲つかれ、孤こ独どくに倦んでいた上杉謙信とも、違う……宗麟の瞳を覆おおっているものは、深くて底が見えない、漆しつ黒こくの闇やみだった。良晴が今までに出会ったことのない、傷ついて病やんだ魂を抱く、少女だった。

　大友宗麟は、ただ今まで頭の中で空想してきた俺との「恋」を叶かなえようとしているだけでなく、余人には聞かれたくないなにかを俺に伝えようとしている、と良晴は気づいた。未来予知の能力を持つ南なん蛮ばん人じんのガスパールか、あるいは「天岩戸」を開いてこの世界に来たとおぼしき未来人の相良良晴か。ザビエル亡なきあと、どちらが自分の壊れそうな心を支えてくれる相手なのか、宗麟自身にもまだ見み極きわめがつかないのだ。だから運命の合戦がはじまる前夜に、急いで見極めようとしているのだろう。かぼちゃと魔法の杖つえで自らと牟む志し賀かの町並みを飾かざって戯けている大友宗麟の心の中の、もっとも危険な領域に──良晴は、踏ふみ込もうとしている。

「あなたが宗麟に失望しちゃったら、もう、恋の道に夢を見ることはなくなっちゃう。遠えん慮りよなくガスパールさまが示してくれた『信しん仰こう』の道を選んじゃうよ、宗麟は」

　五ご右衛え門もんが今この場にいたら、「だから言ってきたのでござる。相良氏うじの身体からだも心もひとつしかないでござる。すべての実を拾い尽くすなど、ふかにょうでごじゃるよさがりゃうぢ」と舌足らずなお小言を言ってもらえたところだったんだがな、と良晴は思った。

「きみの期待に応えられるかどうかは、わからない。でも、きみは九州六ヶ国の女王として、戦国の九州を生き抜ぬいてきた姫武将だ。失望なんて、するはずがない」

「夜明けが来る前に、宗麟を嫌いになるよ。必ず。こんな女、とても付き合いきれないって。見放すよ。宗麟は、『弟殺し』の魔女だもの──ただのいちども、弟を守るために戦ったことのない酷ひどい姉だもの。義陽と仲の良いあなたにとっては、最低な女だよ」

「……人の噂うわさは、どこかで尾おひれがつくものだよ。ほんとうのことを、聞かせてくれ。きみがなぜ『弟殺し』と呼ばれるようになったのかを」

　どこか、神に祈いのるかのような視線を、宗麟はほんの一いつ瞬しゆん、良晴に向けていた。







　　　巻ノ三　宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言







　宗そう麟りんの館は、円形に設計された牟志賀の町の最さい奥おう部に隠かくれるようにひっそりと建てられていた。宗麟の趣味が反映された、完全な南蛮様式である。

　宗麟は、良よし晴はるの手て枷かせを、外していた。外して、南蛮ベッドの上に並んで座っていた。

　大おお友とも宗麟の寝室には、人面かぼちゃの提灯ちようちんや、十じゆう字じ架かとともに──南蛮の絵師に描かかせたとおぼしき、少年たちの肖しよう像ぞう画がが何点も飾られていた。

「宗麟の弟たちだよ。このいちばん小さい子が、『二階崩れの変』で家臣団に殺された塩しお市いち丸まる。こっちのちょっと足りないけど陽気な子が、大おお内うち家の当主を継いで毛もう利り元もと就なりに戦いくさで敗れて切腹しちゃった、塩しお乙おと丸まる。そっちの明るい男の子は、大友親ちか貞さだ──本名は『八はち郎ろう』。八郎は宗麟のほんとうの弟じゃなかったけれど、血が繫つながった甥おいっ子こだったんだ。大友宗家の子供はみな名前に『塩』という一文字を与あたえられるんだけど、八郎は宗家の子ではなかったから、名に塩を冠かんすることはなかったの。ただ……『今山の合戦』で龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶに敗れて討うたれた八郎の首は、『塩』漬づけにされて桶おけとともに宗麟のもとに送られてきたけれどもね……八郎を宗麟の弟にしなければ、首を塩漬けにされることはなかったのに」

　宗麟は毎夜、この秘密の部屋で、乱世に散っていった弟たちを弔とむらっているのだ、と良晴は知った。

「みんな、二は十た歳ちを迎むかえることもなく死んじゃった。宗麟は豊ぶん後ごの女王になり、そして九州六ヶ国の女王になる運命だった。でも、その代だい償しようとして、弟を失う。弟を見殺しにする。生きる限り、弟を守ることができない──『弟殺しの姉』。それが宗麟の運命なんだよ」

「……運命？」

「宗麟は、幼い頃ころに宇佐八幡神の遣つかいたちから『予言』を聞かされたの。あの日から、宗麟は一日また一日と確実に迫せまってくる未来に怯おびえながら、生きなければならなくなった。その予言は次々と的中していったの。この恐きよう怖ふを乗り越こえるために、禅ぜんに没ぼつ頭とうして悟さとりを開こうとしたけれど、無む駄だだった。南蛮から救いの物語を持ってきてくれたザビエルさまは豊後を去って、そのまま帰らぬ人になってしまった。宗麟をこの長い長い悪夢から、予言に縛しばられた恐怖から救ってくれる人は、ザビエルさまの遺志を継ついで南蛮から豊後へ来てくれた宣教師のガスパールさまか……それとも、未来から来た相良さがら良晴。あなたか。どちらかのはず」

　この寝室には、宗麟と良晴以外、誰もいない。家臣団の前で見せるあの戯けた表情を捨てた宗麟は、百ゆ合りの花に覆われたバルコニーに立ちながら、月を見つめている──。

「ガスパールさまは、宗麟に人類愛と隣りん人じん愛あいを説いたわ。『家族』への執しゆう着ちやくが、宗麟の苦く悩のうの根源にあるのだから、その執着を手放せと。でも、どうしても納得できなかった。『天あまの岩いわ戸と開き』を見てしまったからだよ。相良良晴。天てん王のう寺じで敵軍に完全包囲されて死を覚かく悟ごしたあなたと織お田だ信のぶ奈なのあの接せつ吻ぷんを、見てしまったからだよ……あの瞬間、あなたと織田信奈はたしかに救われていた。たとえあのまま死んでしまっていたとしても、織田信奈の魂たましいは救済されていたはず。イエス・キリストも同様に十字架にかけられて死んでいったけれど、十字架上のイエスは孤独だったでしょう。でも織田信奈には、最後の瞬間を共有してくれる殿との方がたがいてくれた。やっぱり人類愛よりも、宗麟は、恋愛のほうが、好きだな……」

　ガスパールさまは織田信奈と同盟して親友になれ、それで宗麟は救われると言ってくれるけれど、相良良晴を手に入れるためには織田信奈は邪じや魔まになるよね。人類愛と恋愛はやっぱり共存できないよ。どちらかを捨てなければなにも手に入らない、と宗麟はつぶやく。

「今の宗麟はガスパールさまの傀かい儡らい。日向ひゆうがにキリシタンの王国を築き、日ひノ本もとをキリスト教国家に改造してしまうために、動かされている。宗麟は、ほんとうはデウスという神を信じていない。でも、この『聖戦』という夢物語にのめり込んでいないと、宗麟はもう心が持たないんだよ。日向に宇佐八幡神の力が及およばない、南蛮の異教の国を作ることができれば、宗麟は予言された運命から逃のがれられるかもしれない。相良良晴？　あなたが、高たか城での『聖戦』を止めたいのならば……今すぐ、宗麟をこの苦しみから救って。今すぐに」

　宇佐八幡神の遣いからの不幸な予言──それが大友宗麟をキリスト教や南蛮文化にのめり込ませ、南蛮の異教の神に救いを求めた最初のきっかけだった、と良晴は知った。

「きみの運命とは？　宇佐八幡神の予言って、なんなんだ？」

　良晴は、宗麟に尋たずねていた。

「これは、家臣団の誰も知らない話。予言が漏もれてしまえば、多くの人が予言を共有してしまえば、より運命の成じよう就じゆに近づいてしまう。そうなることを恐おそれて、ずっとずっと秘密にしてきたの。予言の内容を明かした相手は、わずかな人数。一人を除いて、みんな死んでしまった。生きている人はガスパールさまだけ。ガスパールさまは『宇佐八幡神の予言など偽にせ物ものです。その言葉は、あなたへの呪じゆ詛そにすぎません。今のジパングで、未来を正確に予知できる能力を持つ者は、この私だけです』と宗麟を励はげまして予言の有効性を否定してくれたけれど……でも、未来からあなたが来た。未来予知が可能な人間がもう一人、出現した。ガスパールさまだけが未来を予知できる人ではない、と知ってしまった。あなたの出現が、宗麟を混乱させているの。あなたが出現しなければ、宗麟は南蛮からもたらされたキリスト教の物語を心から信じ切って、頭の中に作り上げた夢の世界に永遠に埋まい没ぼつできるかもしれなかったのに」

　目を閉じてそんな夢を見続けることが救いだとは、未来から来た俺には思えない、と良晴は思った。それに。

「残ざん酷こくなことを言うようだけれど、大友宗麟。きみは、心の底から、宗教にすがりその教義を信じられる人間じゃないよ。自分自身を捨て去るには、きみは、我がが強いし、しかも頭が良すぎる。狂きよう信しん者しやのように振ふる舞まおうといくら演技をしても、きみは、根っこは信奈と同じ種類の人間だ」

「……でも、予言の恐怖からは一日だって逃れられなかったわ！　織田信奈ならば、宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを焼き払はらってそれですべておしまいにできたはず！　宗麟には無理だった！　予言に惑まどわされる日々がイヤで、宇佐八幡宮を焼き払っても、それでも耳にこびりついたあの予言の言葉から自由になることはできなかった……！」

　良晴のほうへと振り返った宗麟は──その華きや奢しやな腕うでに、短たん筒づつを、構えていた。

　南蛮渡と来らいの、小型銃じゆう。

　腕わん力りよくのない宗麟でも、銃ならば、簡単に相手を撃うち殺すことができる──。

「あなたはどうして宗麟のもとではなく、織田信奈のもとに降り立ったの？　どうして宗麟の弟たちを誰も救ってくれなかったの？　なぜ、織田信奈の弟を救ったの……？　織田信奈の弟をあなたが救ったことで、あの女の『運命』は大きく変わったのでしょう。あなたが変えたのよ、相良良晴。どうしてあなたは豊後ではなく、尾お張わりなんかに。これほど宗麟が救いを求めて祈り続けてきたのに、なぜ高たか千ち穂ほに降り立ってくれなかったの？」

「……たしかに俺と信奈は天王寺で『天岩戸』を開き、未来への『帰り道』を繫げたけれど、俺は最初に自分がどうやって戦国時代に来たのか覚えていないんだ。俺が尾張と三み河かわの国境地帯に召しよう喚かんされたのは……誰の意思なのか、わからない。あるいは、完全に偶ぐう然ぜんだったのかもしれない。あの時、もしひとつでもなにかが違っていたら、俺は織田家ではなく今いま川がわ家に仕えて、桶おけ狭はざ間まで今川義よし元もとの敗戦の運命を変えていたかもしれないんだ」

「偶然かもしれない？　どうして？　あなたは織田信奈を、弟殺しの運命から……苦悩と絶望と破は滅めつの未来から救うために来たのでしょう？」

「それは、俺自身がそうすると決めたからだよ。俺の自由意志で。宗麟。人間の運命も未来も、なにも完全には確定していない。未来の予言にどのような根こん拠きよがあったとしても……十割の確率で予言が成就するということは、ないよ。まして、運命をあらかじめ知らされているのならば、行動と選せん択たくによって回かい避ひできる可能性が高まる」

「そうだね。カトリックも人間の自由意志を認めているよね。でも、神の絶対性を信じていないあなたの言う自由意志のほうが、より力強そうだな。それじゃあ、今からあなたの自由意志によって、これからは宗麟を救うために生きると決断してくれるかな？　断るのなら……王女サロメがバプテスマのヨハネの首を落としたように……あなたを撃ち殺して、その首をかぼちゃの提灯と一いつ緒しよに並べてしまうかも」

　返事は「予言」の内容を聞いてからだ、と良晴はうなずいていた。

「ほんとうに、知らないの？　相良良晴。未来には、伝わっていない？」

「ああ。なにも伝わっていない」

「そう。宗麟が予言の内容を教えた相手は、呪のろわれたようにすぐに死んじゃったからかな……でも、ガスパールさまには文書を書き残したりフロイスに話す時間があるのにね。フロイスには、日ノ本で見聞したことを大量に書きつける癖くせがあるのになぁ」

「直接会ったことはないが、ガスパールは、俺が知っている『史実』の戦国時代に登場する同名の宣教師ガスパールとは、なにか違ちがう気がする。うまく言えないが、あいつの行動にはどうも違い和わ感かんがあるんだ。本来、この世界にいるべきではない存在というか……」

「あなただってそうでしょう、相良良晴？　未来から来た人、なんだもの」

　大友宗麟が冷静な精神状態でないことは、すでにわかっていた。牟む志し賀かという名の、かぼちゃの町を見たからではない。「史実」でも、牟志賀を築きはじめた頃の大友宗麟は自分が戦国大名であるという現実を半ば黙もく殺さつして、一心不乱に牟志賀という「夢の国」を築きそこに閉じこもろうとあがいていた。しかし、高城へ向かわせた大友軍が島しま津づ軍に壊かい滅めつさせられたと知った瞬間に、その「夢の国」牟志賀からも宗麟は一目散に逃にげだす。「史実」の大友宗麟は、この大友家の命運を賭かけた決戦においてなお自ら戦場の最前線に立つことができないだけでなく、信仰を守るために牟志賀に踏みとどまって死ぬこともできなかったのだ。それは、大友宗麟が臆おく病びようだからだというだけではなく──ほんとうの信仰者には生来なりきれない、強固な自意識を持った人間だからなのだろう。

　大友宗麟という人間は、知性と情熱、理知と感情という矛む盾じゆんする要素をともに強きよう烈れつに抱かかえていて、常に現実と夢との間で揺ゆれ動かねばならないのだ。予言の運命に怯えるのも、予言を不合理なものと完全に切り捨ててしまえる「合理主義者」になりきれず、かといって未来は人間の意志では変えられないという「運命論者」にもなりきれないからなのだ。

「ガスパールさまは、自分の手であなたを殺してしまうと、観測術プレビシオンが無効化されてしまう、と言っていたわ。なぜ相良良晴、あなたを排はい除じよしたがっていたガスパールさまが牟志賀から先行して、別働隊を率いて高千穂へ向かったか、やっとわかった。こうしてあなたと宗麟とが誰だれにも邪魔されない秘密の場所で二人きりになれば──あなたは、宗麟を取るか織田信奈を取るか、選択を迫られる。宗麟は誰かと幸せを半分こなんてしないから。あなたが織田信奈を選べば──宗麟はたぶん、衝しよう動どう的てきにあなたを撃ち殺しちゃうよね。でも、たとえそうなっても、それは宗麟が我わが儘ままで癇かん癪しやくを起こした結果にすぎず、宗麟とあなたに二人きりになる機会を与えてくれたガスパールさま自身には殺意も悪意もない」

　良晴はこの時、（そうか。俺はまたしてもガスパールの罠わなに落ちたんだ）と気づいて唇くちびるを嚙かみしめていた。

「ガスパールさまは、ほんとうに頭のいい人だよ。でも、心がないよね……生きている人とは思えないほどに、冷たい人。できれば宗麟は、人間をやめた処女王の生き様を選ぶよりも、人間の女の子らしい生き方を選びたいな」

　南なん蛮ばん椅い子すに腰こしを下ろした良晴の胸に、宗麟が震ふるえながら短筒の銃口を突つきつけてきた。良晴の頰ほおに、空いているほうの指を添そえて、そっと撫なでながら。

「今から宗麟が話す物語は……とりわけ、予言の内容は……絶対に他言無用だよ、相良良晴。シメオンにも、相良義よし陽ひにもだよ」

「わかった。約束しよう」

「聞き終えたら……宗麟を、助けて……織田信奈を捨てて、宗麟にお仕えする、宗麟の恋こい人びとになる、と誓ちかって。宗麟を救うために自分は未来から来たんだと、そう宣言して。拒きよ否ひしたら、その時は」

「残念ながら恋は信しん仰こうとは違う。頭を切り換かえたからってそう簡単に宗しゆう旨し替がえはできないんだ、宗麟」

「そう？　織田信奈への恋心のために宗麟に転ばずに死ねるというのなら、立派な信仰じゃない？　『天岩戸』を開いておきながら、キリスト教よりも魅み力りよく的てきな救済の道を宗麟に示しておきながら。今さら、そんな言い訳は許さないよ」




　　　　※




　府ふ内ないの浜はま辺べから海の彼方かなたを臨のぞんでいた、その利発そうな瞳ひとみを持った幼女は、「塩しお法ほう師し丸まる」と呼ばれていた。

　塩法師丸は、二十代続いてきた豊ぶん後ごの王・大友家の嫡ちやく子しとしてこの世に生を受けた。

　生来内向的で、芸術や自然に心引かれる塩法師丸は、修しゆ羅らと化した武士たちが命を奪うばい合う合戦など好きではなかったが、姫ひめといえども嫡子であるからにはいずれ大友家を継ついで豊後の女王にならねばならない定めだった。

　豊後の女王になれば、修羅の九州で合戦と謀ぼう略りやくに明け暮れる日々を送らねばならない。塩法師丸は、そんな定めを嬉うれしいと思ったことはなかった。

　しかし、そんな折──。

　塩法師丸を慈いつくしんでくれた生母が病死し、義母が父・大友義よし鑑あきのもとに嫁とついできた──その義母と入れ替わるように、塩法師丸は父のもとから引き離はなされて、生母と過ごしてきた大友館やかたを追われた。

　まもなくその義母が、息子むすこ・塩市丸を産んだ。

　塩法師丸にとっては二人目の弟にあたる。

　すぐに大友家中に、大友義鑑夫妻が嫡子の塩法師丸を廃はい嫡ちやくして、塩市丸を世継ぎにしようとしている、という噂うわさが流れはじめた──。

　戦国の武家は、同族による家か督とく争いを宿命づけられている。とりわけ国持ちの大名家では、家督争いは一族存亡の危機に直結していた。それ故ゆえに、「嫡子相続」と「姫武将」の風習が半ば制度化されていったわけだが、生母という後ろ盾だてを失った塩法師丸が廃嫡されるということはたしかにありえた。

　なぜならば──。

　豊後の海を眺ながめながら──塩法師丸はつぶやいた。

「……私のお母さまは、この海の向こうから……山やま口ぐちの大内家から嫁いできたから……」

　海を隔へだてた中国地方の覇は者しや・大内家は、大友家の宿敵なのである。あからさまな、政略結けつ婚こんだった。その生母の死によって、両家の同盟も半ば解消状態となり、合戦への機運が再燃しつつあった。大友家の当主である父が、わが子に大友家を継がせたいと願う義母にせがまれて、敵国の血筋である塩法師丸を「不要」と断ずる可能性は、多分にあった。大友家臣団は今、嫡子の塩法師丸をあくまでも推おす派は閥ばつと、大内家の血を引く塩法師丸を廃嫡せよと迫せまる派閥とに割れているのである。

（私、お父さまに、殺されるのかな）

　塩法師丸は、姫大名として修羅の国・九州に君臨するには、利口すぎた。年ねん齢れい不相応に頭が回り、感受性も人一倍強かった。義母が自分を疎うとましく思い、館から追い払ったことはわかっている。

　家督を継ぎ乱世で戦いに生きる道も、廃嫡されて父の手で殺される道も、いずれも茨いばらの道のように思われた。

（どっちの未来も、私はイヤ。怖こわい……どうして豊後の王の家なんかに生まれてきたのかな。いっそこのまま海の中へ。そして、黄よ泉みの国へ入られてしまったお母さまのもとへ）

　が、海に沈しずむこともできなかった。塩法師丸には、自らの命を絶つような無む謀ぼうな勇気はなかった。生きたい。やっぱり、生きたい。まるで未来に希望を持てなくても、こんな修羅の世界でも、私は死にたくない。死ぬのは怖い。生きて、自分自身の幸せを、摑つかみたい。

　そんな塩法師丸が、その時、海の波間から蜃しん気き楼ろうのように浮うかび上がってきた三人の老女と出会ったのは、偶然か、必然か。

　その老女たちは、幻げん覚かくだったのか、それとも現実だったのか。

　鬼き女じよ。あるいは山と川を往復するセコなのか。水辺に現れて人の魂たましいを惑わせるという川姫か──。




「「「お嬢じようちゃん。わしらは、宇う佐さ八はち幡まん神じんよりの遣つかい。お嬢ちゃんの未来を予言してあげよう」」」




　聞いてはならない。聞けば、生しよう涯がい、私はこの老女たちの「予言」に魂を縛しばられる──これは、呪じゆ術じゆつ。呪い。この三人は、大友家に恨うらみを抱いだく者たち。おそらくは主家を大友に滅ほろぼされた呪術師たち。鬼女。「言こと霊だま遣い」。いや、もしかしたら、大内家が放った間者なのかもしれない。大内家の血を引く私を操あやつって、大友家の家督を私に奪わせ、大友家を大内家の傀かい儡らいにしようと、芝しば居いを打っているのかもしれない。宇佐八幡神の総本山・豊ぶ前ぜんの宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうは、大友家と敵対し、大内家の傘さん下かに加わっている。

　聡そう明めいな塩法師丸はそう推理したが、なぜか、目をつむり耳を塞ふさぐことも、その場を立ち去ることもできなかった。

（この老女たちの背後にいかなる政治的な陰いん謀ぼうがあろうとも、宇佐八幡神の「予言」はきっと、ほんものだわ。なぜか、そんな予感がする。ああ。聞いてはいけない。聞いた瞬しゆん間かんに、「予言」は、私の中で、「生き」はじめる）

　お母さまを失って以来、不安の中で、ずっと、生きてきた。

　明日あしたの私はどうなるのか。一年後の私は。五年後は。十年後は。乱世に生まれついた姫にとって、未来はまるで無明の闇やみだった。

　どれほど破滅的な未来であっても、「見えない自分の運命」に怯おびえ続けるよりは、あらかじめ知ってしまったほうが、まだ、覚かく悟ごできる。耐たえられるかもしれない。だから。

　私は、自分の未来を、知りたい──。

　その心の隙すきに、三人の老女の「予言」が、入り込んできた。




「いいかい。館の二階が崩くずれた時──お嬢ちゃんは、お嬢ちゃんを愛さずに殺そうとした自分の父親と義母と弟を逆に殺し尽つくして、豊後の女王になるよ」

「お嬢ちゃんの家督を脅おびやかす弟たちは、みな、死に絶えるのだよ。この府内の海も館も町もみな、お嬢ちゃんのものだよ」

「未来は、お嬢ちゃんの望み通りになるのさ」




　声をあげることすら、できなかった。心臓をわしづかみにされたかのような衝しよう撃げき。殺す？　私が？　お父さまを？　お義か母あさまを？　自分の、弟たちを？　それが……私の……ほんとうの、望みなの？

　幼い塩法師丸の心はこの瞬間から、無明の闇よりも恐おそろしい「運命」に、取り憑つかれたのだった──。




「豊後だけではないよ。お嬢ちゃんは、豊前、豊後、筑ちく前ぜん、筑ちく後ご、肥ひ前ぜん、肥ひ後ご。九州のうち六ヶ国を支配し、九州の覇者となり、この世の女王として栄えい耀よう栄えい華がを極きわめ尽くすのさ」

「その名声は、遠く南蛮の国々にまで及およぶ。それが、お嬢ちゃんの逃のがれられない運命だよ」

「お嬢ちゃんがその小さな胸に抱く欲望には、果てがないのさ」




　言霊に搦からめ捕とられ、縛られていく。

　ただの言葉にすぎない。そう言い切って言霊を振ふり払はらいたくても、逃れられない「運命」の予言に囚とらわれたという取り返しのつかない絶望が、新たな恐きよう怖ふが、塩法師丸の表情を、そして心を、凍こおりつかせていた。




「ただし。栄光の日々にも終わりが来る。日向ひゆうがの森が進撃をはじめたら、お嬢ちゃんの地上での栄光はそこで終わりを告げるよ」

「そうなれば、燃えたぎる戦場に雪を降らせ、弟を生いけ贄にえとして水の中にでも沈めぬ限り、お嬢ちゃんは『破は滅めつの運命』を逃れられないさね」

「いにしえの神話の時代、東国遠えん征せいの折に海神に祟たたられた日本やまと武たけるの尊みことを救うために、妻の弟おと橘たちばな媛ひめが自ら海中へ飛び込んで海神を鎮しずめたようにね──」




　塩法師丸は、老女たちの予言を、泣きながら否定した。そんな暗黒の未来なんて、要いらない。そう、思った。




「私は……自分の家族を殺すなんてこと、絶対に、しない！　そんな大罪を犯おかしたら……ただの一日も私の心は安らげなくなる！　生きながら、永遠に地じ獄ごくに落ちるような愚おろかな真ま似ねなんて、私は誰に予言されようとも、決してしないわ！　私自身がお父さまに殺されるほうが、まだ、ずっと……！　だって、殺されるのは一瞬だもの。殺してしまったら、長い長い時間を苦しみ続けなければならないわ！　ましてや、年下の弟を殺すだの、生け贄にするだの、そんなことは絶対にできない……！」




　蜃気楼のように揺ゆらぎながら、徐じよ々じよに姿を消しはじめていた老女たちは、くっくっと笑った──。




「お前が『運命』に抗あらがって、お前の家族を殺さなくても。弟たちを庇かばっても」

「結局はお前自身が、殺したのと同じことになるのさ」

「それこそが『運命』であり、『未来』なのさ。『未来』は、過去からの因果によって、定められている──人間ごときの力では、変えられぬわ」




　そして、まもなく。

「二階崩れの変」が、起きた。

　塩法師丸の廃嫡を巡めぐる派閥争いの果てに──塩法師丸の父も、義母も、その義母が産んだ弟・塩市丸も、みな、府内の大友館を襲しゆう撃げきした謀む反ほん人にんたちによって、殺された。

　大友館の二階で、凶きよう行こうは起きた。それ故に、「二階崩れの変」。

　この政変劇が起きた時、幼い塩法師丸は迫り来る運命への恐怖に震ふるえながら、父の命令で大友館から離はなれ、別べつ府ぷの温泉に閉じこもって怯えていた。予言は、的中した。自分は、未来を知っていたはずなのに、止めようとしなかった。未来を変えるために戦わなかった。自分がお父さまたちを殺したにも等しい、と塩法師丸は己おのれの臆おく病びようを責めた。

　生き残ってしまった嫡子の塩法師丸は、大友家の家督を継ぎ、豊後の幼き女王となった。

　大友家第二十一代目の当主となった塩法師丸は、名を「大友義よし鎮しげ」と改名した。

　大友家に仕える忠臣の中の忠臣にして武ぶ闘とう派はの老将・戸べ次つき鑑あき連つらが、このあまりにも過か酷こくな運命を背負わされた憐あわれな姫ひめを「わしの命ある限り、姫さまを煩わずらわせはしませぬぞ！」とけんめいに庇い、盛り立て、頼たよりなげで非力で「父殺し」の噂すら背負っている義鎮を侮あなどって謀反を企たくらむ不忠の家臣たちを、次々と武力制圧していった。

　しかし、そんな戸次鑑連をすら、義鎮は心の底からは信用できなかった。

　自分を、信じられない。自分の心の中に善性があることすら、信じられない。生き延びるためならば父をも義母をも弟をも見殺しにできる、それが自分という人間なのだ。家臣がそんな主君を慕したうはずがない。戸次鑑連も、いずれ必ず、私に愛あい想そを尽かして寝ね返がえるに決まっている。

　それに……私にはまだ一人だけ、弟が残されている。塩乙丸という弟が。あの子は予言の運命をかいくぐって生き延びた強運の持ち主。武勇もある。いずれ戸次鑑連たち家臣団は、塩乙丸を新たな主君として担かつぎ出し、私を引退に追い込むに違ちがいない。もしかしたら、殺されるかもしれない。それが私に相応ふさわしい最さい期ご。九州六ヶ国の女王になど、なれるはずがない。

（それならそれでいい。塩乙丸のためなら、私は豊ぶん後ごの女王の座なんて、捨てても構わない。それで、私の罪が相そう殺さいされるのならば……）




　しかし、その塩乙丸にも、運命が襲おそいかかることになった。

　義鎮と塩乙丸の生母は、中国地方の覇者・大内家の出身である。

　そもそも義鎮を廃はい嫡ちやくしようとする動きが大友家内に生じたのは、義鎮が宿敵・大内家の血を引いていたためであった。

　だが「二階崩れの変」によって不利となった反義鎮派は、ことごとく戸次鑑連たちの武によって鎮ちん圧あつされ失しつ脚きやくした。

　義鎮が大友家の当主になることで、長年にわたり九州最大の貿易港・博はか多たの領有権などを巡って鋭するどく対立してきた大友家と大内家との関係は、安定するはずだった。両家が合戦に及ぶことはもう、ないはずだった。少なくとも義鎮はそう信じていた。

　ところが、戦国は、下げ克こく上じようの世だった。

　主君といえども……中国地方の覇者といえども……明日には、その命を落としてしまうかもしれない。

　大内家の当主・大内義よし隆たかが──突とつ如じよとして、家臣の陶すえ晴はる賢かたに裏切られ、殺されたのだ。

　主あるじ殺しの罪を犯した陶晴賢は、大内家を簒さん奪だつするため、大内家の血を引く義鎮の弟・塩乙丸を新たな大内家の当主に据すえたい、と申し出てきた。

「陶晴賢の要求を蹴ければ、陶家と合戦をはじめねばならぬ。そのような余よ裕ゆうは、今の大友家にはまだない」

「だが陶晴賢は、主殺しだ。あのような者に塩乙丸さまを担がせても、塩乙丸さまは傀儡として利用されるのみ。中国地方には、陶を討うって新たな覇は者しやたらんとする野望の武将も続々と現れよう。そうなれば塩乙丸さまのお命とて、危険となる」

「あいや。陶晴賢は、塩乙丸さまを大内家に迎むかえられるのであれば、大内家が領有していた筑前の博多湊みなとを大友家に割かつ譲じようする、と申し出ているのだぞ」

「博多を手に入れれば、大友家は貿易によって膨ぼう大だいな富を得ることができる！」

「西国一の名将・大内義隆を失った大内家はすでに斜しや陽よう、九州に出兵する余力などないわ。博多などいつでも盗とれる！」

「だが、われらがご主君は……合戦を……嫌きらっておられる」

　大友家家臣団は再び、騒そう然ぜんとなった。




　このように戦乱と陰謀と下克上の渦うずに飲まれて激しく揺れる大友家に、予想もしていなかった来訪者が現れた。

　それは、異い邦ほう人じん。

　はるか彼方かなたのヨーロッパから、七つの海を渡わたってジパングへと布教に訪おとずれたドミヌス会宣教師。

　フランシスコ・ザビエルである。

　宇う佐さ八はち幡まん神じんの遣つかいを自じ称しようする三人の老女の「予言」に怯え続けていた義鎮は、日ひノ本もと古来の宗教である仏教……ことに鎌かま倉くら以来多くの武家が帰き依えしていた禅ぜん宗しゆうに傾けい倒とうし、座禅の修行を続けて「悟さとり」を開こうと必死であがいていた。禅宗は、ある意味において、自力救済の宗教である。貴族が傾倒している「呪じゆ詛そ・調ちよう伏ぶくの技術」を主とする密教や、阿あ弥み陀だ仏ぶつが救ってくれると一いち途ずに信じることで救われるとする民衆宗教の浄じよう土ど宗しゆう系（本ほん猫びよう寺じもこの浄土宗から派生している）は、知性を重んじる義鎮の性格には合わなかった。己の内面に「悟り」の境地を探求する禅宗こそが、義鎮に適しているかのように思われた。しかし、その禅宗もまた、彼女を救わなかった。

　義鎮にはたしかに、高い知性があり、鋭い感性があった。武人よりも文化人としての才能に満ちあふれていた。しかし同時に、幼い頃ころに父親から遠ざけられて廃嫡されかかるという経験、そして宇佐八幡神の予言に抗わずむざむざ父や弟たちを死なせたという罪の意識が癒いやしきれない傷になっていた義鎮の内面には、押しとどめることのできない激しい「感情」が渦巻いてせき止められていたのだ。それは、「誰だれかに承しよう認にんされたい、愛されたい」という渇かつ望ぼうと言ってもよかった。承認欲求。それは、自己の内面に見み出いだすことはできない。

　だが、義鎮はまだキリスト教のこともザビエルのことも詳くわしくは知らなかった。義鎮がザビエルと謁えつ見けんした表向きの理由は、南なん蛮ばん貿易によってもたらされる種たね子が島しまと硝しよう石せきへの興味であった。




　府ふ内ないの大友館やかたを訪れたザビエルは、瘦やせこけた若い男だった。美しい顔立ちで、おそらくは南蛮の国では貴族だったのだろう、と思われた。しかし、実じつ年ねん齢れいよりも酷ひどく年老いて見えた。

　生まれつき、身体からだの強い男ではなさそうだった。長い船旅と、不慣れな日ノ本の気候とが、彼の身体を痛めつけていたらしい。

　それに、美男子ではあるが、日ノ本の人間とはまるで違う異相の持ち主だった。瞳ひとみの色も肌はだの色も、日ノ本人とは違った。そして、悲しげなまなざしの持ち主だった──この人もまた放ほう浪ろう者しやなのだ、と義鎮は直感した。

「オオトモさま。私の名は、フランシスコ・ザビエルと申します。ポルトガル王のおんために西の果てのヨーロッパからアフリカを経てインドへ、マラッカへ、そしてこの東の果ての島ジパングへと、キリスト教の布教のために船で旅をしてきました」

「あなたは、ポルトガル人なの？」

「いえ。父は、バスク人の貴族でした。ナバラ王国という亡国で宰さい相しようを務めておりました……すでに私の生まれ育った王国は、地上にはないのです。滅ほろび去りました。私は、亡国の民なのです。私がキリスト教の宣教師となってこの地球を放浪することになったのも、おそらくは、地上の王国というものが蜃しん気き楼ろうの如ごとき儚はかないものであると知ってしまったためでしょう。それ故ゆえに、精神の王国、天上の王国に惹ひかれるようになったのでしょう──それと同時に私は、まだ見ぬ世界の果てに、海を越こえた東の果てに、この黄金の国ジパングに惹かれることにもなったのです。東の彼方には伝説のキリスト教の王、プレステ・ジョアンの王国があり、いずれプレステ・ジョアンが異教徒の国オスマン帝てい国こくの脅きよう威いからヨーロッパを解放するために大軍勢を率いてやってくるという東方救世主伝説の真しん偽ぎも、知りたかったのです」

　義鎮は、（あの博多の海の彼方には、明みんや琉りゆう球きゆうだけでなく、さらなる広い世界が開けている）という驚きよう異い的てきな事実を、知った。

「ザビエルさま。残念ながら、日ノ本は『黄金の国』などではないわ。あなたももう知っているように、幕府の権威は失しつ墜ついし、奥おう州しゆうから九州に至るまで、武士たちは互たがいに殺し合い、家臣は主を下克上で討ち果たそうとしている。中でもこの九州は、親子きょうだいが問答無用で殺し合う、修しゆ羅らの国よ……あなたが持ち込んできた南蛮の神の力で、この乱世を終わらせられる？」

　ザビエルは、「神とは沈ちん黙もくを守るもの。直接、地上に王国を築いたりはしません。ですが、私が持ち込んだヨーロッパ文化に触しよく発はつされて目覚めてくれるような英えい雄ゆうが、ジパングに現れれば、あるいは」と微笑していた。

「私ははじめ、薩さつ摩まに上陸して島津家の領内で布教を開始しましたが、島津家では仏教僧そうの力が強く、布教は不可能でした。続いて、西日本の覇王と呼ばれる山やま口ぐちの大内さまのもとへ。山口から瀬せ戸と内うちの海を航行して、堺さかいへ。その堺から、ようやく京の都へ──」

「でも、都には英雄はいなかったのね。やまと御ご所しよも、足あし利かが幕府も……」

「……残念なことに、見る影かげもなく衰すい亡ぼうしておりました。黄金の都は、焼け野原でした。しかし、堺において、英雄の器うつわを持つ幼い姫武将を見出しました。そのお方は、尾お張わりの織田家のご嫡子でした。オオトモさま、あなたにどこか似ているお方でした。その魂たましいは激しく、愛に乾かわき飢うえていて、この乱世への怒いかりと悲しみに満ちておりました。あるいはあのお方こそが、ジパングの戦乱を終わらせる英雄となるお方かもしれません」

　尾張の織田家なんて、吹ふけば飛ぶような小大名にすぎないわ。私には天下統一は無理なの？　と、義鎮は思わず気色ばんだ。

「合戦は、敵味方の人間の命を奪うばいます。家臣や家族、領民の命を散らさねばなりません。繊せん細さいで心のお優しいオオトモさまには、合戦に生しよう涯がいのすべてを捧ささげ尽つくすような苦行は、とても耐たえられないでしょう」

「姫大名となってしまったからには、耐えるも耐えられないもないの。戦わなければ、生き延びることなどできないのだから。それに……その織田家の嫡子は、果てしない合戦の生涯に耐えられるというの？　私よりも武将としてはるかに優れていると？」

「とてもお強いお方でしたが、その本性がお優しいお方だという点では、オオトモさまと同じです。いずれは、合戦の果てに心が壊こわれてしまうかもしれません。しかし、あのお方の心を支える盾たてとなれるような人が、現れれば」

「ねえザビエルさま。あなたは聖者なのでしょう。予言はできる？　あなたが高潔な人格の持ち主だということは、一目見て理解できたわ。でも、予言者としての能力は、ある？」

「予言……ですか。たしかに宗教には、神の概がい念ねんとともに、予言や預言がつきものです。明日あしたすらどうなるかわからない人々に突つき進むべき『道』を指し示し、彼らの心に安あん寧ねいをもたらすために、宗教というものがあるのですから。宇佐八幡神はジパングの歴史を左右するほどの偉い大だいな神しん託たくを下し、ユダヤ人の預言者たちは多くの預言を残しました。人の心は、束そく縛ばくを嫌い自由を望む一方で、運命に支配されることを望んでもいるのです」

「理り屈くつはいいの。私は幼い頃に、宇佐八幡神の遣いと称する三人の老女から、予言を告げられた。その半ばは、すでに成じよう就じゆしたわ。私は、その予言の内容に……自分に与あたえられた運命に、ずっと怯おびえている。予言の内容は、誰にも伝えていない。誰かに知られれば、その言葉が大友家の家臣団の中を巡めぐり巡って、ほんとうに成就してしまうかもしれないから……でも。ザビエルさまにならば、打ち明けられるわ」

「……うかがいましょう。誓ちかって、誰にも漏もらしません」

　こうして義鎮は、「予言」の内容をザビエルにすべて、伝えたのだ。

「二に階かい崩くずれの変へん」によって父と義母と弟が家臣に殺され、廃嫡されるはずの義鎮が大友家の家か督とくを継つぎ豊後の女王になること。

　義鎮が望む望まないにかかわらず、いずれ九州の半ば以上を支配する六ヶ国の女王となり、地上の栄えい華がを極きわめること。

　しかしやがて日向ひゆうがの森が進しん撃げきをはじめたら、義鎮の地上での栄光はそこで終わりを告げること。

　義鎮自身は、六ヶ国の支配も、地上の栄光も、望んではいなかった。

　心の安寧だけを、願っていた。

「ザビエルさま。予言を知っていながら、私は、お父さまたち家族を見殺しにしたの。これは、罪よね？」

「いえ。オオトモさまはもう、十分に苦しまれました。わが主イエスは、全人類の罪を背負い、十じゆう字じ架か刑けいを受けたのですから」

「私がキリスト教に興味を抱いだいた理由のひとつに、イエスが囚とらわれる時、弟子のペテロに彼の裏切りを予言したというくだりがあるの。『あなたは今夜、鶏にわとりが鳴く前に、三度わたしのことを知らないと言うであろう』。そして、ペテロは実際に、囚われたイエスを裏切った。人々に尋じん問もんされたペテロは三度も、イエスを知らないと言った……その瞬しゆん間かんに鶏が鳴いて、ペテロはイエスの予言を思いだして、激しく泣いた……臆おく病びような裏切り者のペテロが、まるで自分自身であるかのように、私は感じたの。宇佐八幡神の予言を知りながら、お父さまや弟を救おうとせずに別べつ府ぷに籠こもっていた自分自身にそっくりだと。教えてザビエルさま。キリスト教の予言は、宇佐八幡神の予言を覆くつがえすことが、できるの？」

「オオトモさま。予言は、あなた自身があなたの心の中から発見するものです。与えられる言葉は、きっかけにすぎません。ペテロも、あなたも……自分自身の中に『良心』を発見して、そして、その良心を実じつ践せんできなかった自分の弱さを悲しまれて、泣いたのです。良心がなければ、ペテロも、あなたも、悲しまれることも傷つかれることも、なかった」

「……鶏が鳴く前に三度裏切るという予言が、とても怖こわい。また同じことが繰くり返されるような気がして。私には一人だけ、予言を逃のがれて生き延びた弟がいるの。塩乙丸という子が。その塩乙丸が今、山口の大内家の当主になってくれと、乞こわれている……山口の王・大内義隆を殺した陶晴賢が、あの子を傀かい儡らいにしようとしているの。私は、弟を手放すべきなの？　それとも、手放さずに手て許もとにかくまい続けるべきなの？」

「オオトモさま。私には残念ながら、未来を見る予言の能力はありません。塩乙丸さまの運命も、私には占うらなうことができません……運命があらかじめ神によって定められているものなのか、それとも人間の意志と行動によって変えることができるものなのか、これはキリスト教世界でも結論が出ていない難題なのです。古来カトリックでは、人間の自由意志の存在とその価値を信じてきました。ですが、カトリック教会の権威を否定する改革派、いわゆるプロテスタントの中には──『予定説』を唱える者も、出てきました。誰が救われて誰が救われないか、すべての人間の運命はあらかじめ定められているという説です」

「……どちらが、真実なの!?」

「それは、残念ながら人間にはわかりません。人間は、全知全能ではないのですから。自らが決めるしかないのです。ただ、私は……人間を待ち受ける運命は限りなく確定されてしまってはいるが、完全には決定されていないはずだと、人間には善悪を、そして己おのれの運命を選び取る自由意志があるはずだと、そう信じています。私が所属するドミヌス会がカトリック教徒だからというだけではなく──人間の意志の力を、私自身が信じたいのです」

「定められた運命と、人間自身の意志とが永遠にせめぎ合う。それがこの世界の理ことわりだと、ザビエルさまは言うのね。それじゃあ私の心の安寧は、どこにあるの？」

「オオトモさま。人間の生は、この広大な宇宙全体から見れば、ほんの一瞬の夢なのです。東洋の逸いつ話わにあるところの、胡こ蝶ちようの夢のようなものかもしれません。だからこそ……儚い夢にすぎないからこそ、あなたも私も、命ある限り運命に抗あらがって戦い続けねばならないのです。今後あなたがいかなる宗教、いかなる神、いかなる人間を信じようとも、ご自分の意志を捨ててはなりません。人間は、傀儡ではないのです」

「……傀儡になってしまったほうが……幸せかもしれない」

　ザビエルは、予言とそして罪悪感に怯え続けている義鎮に、そっと声をかけた。

「塩乙丸さまの運命もまた、最終的には塩乙丸さまご自身が自らの意志によって選せん択たくするべきものです。たとえその結果が悲劇だとしても。あなたは、塩乙丸さまを予言から守りたいというご自身の意志を尊重し、選択し、行動すればそれでよいのです。その結果、予言を覆せなかったとしても、ご自身を責めてはなりません」

「でも。塩乙丸が死んでしまったら、私はきっと、壊れてしまうわ。予言は噓うそだったと、ただの言葉だったと、大友家を混乱に巻き込むための敵国の謀ぼう略りやくにすぎなかったと……そう信じたいの……！」

「オオトモさま。私は予言はできませんが……予測ならば、できます。あなたにも私にも想像もつかないとてつもない世界から、あなたの心の傷を癒やす人が、いずれ、現れます。求め続ければ、必ず。地球の裏側にあるリスボンから、私がこの豊ぶん後ごを訪おとずれたように」

「待って。ザビエルさまならば、私の傷を癒やしてくれるはず。あの老女たちの予言がただの言葉だったと、証明してくれるはず。ザビエルさまは、豊後に留とどまってくれないの？」

　ザビエルは、申し訳なさげに、微笑ほほえんでいた。

「オオトモさま。私の命はもう長くないのです」

「……そんな……!?」

「今、ドミヌス会では東洋一の大国である明への布教計画が進んでおります。ジパングでの布教活動がある程度軌き道どうに乗った今、私は明において必要とされているのです。おそらく私にはまもなく召しよう喚かん命令が届きます。私が命令を拒きよ否ひすれば、布教とともに異国を乗っ取ろうと企たくらんでいるコンキスタドール派の尖せん兵ぺいが明を植民地化すべく乗り込んでしまいます。ですから、私は行かねばなりません。私は明への布教のためにインドへと戻もどり、明へと向かい、そしてその途と上じようで命が尽きるでしょう」

「それは、あくまでも予言でしょう!?　成就するかどうかは、わからないのでしょう？」

「残念ですが、自分自身の身体からだの状態から割り出した、医学的な予測です。私は生きてジパングに到とう達たつしたいという夢のために、無理に無理を重ねて、寿じゆ命みようを引き延ばしてきたのです。錬れん金きん術じゆつの秘薬を用いて。その薬の効果が、そろそろ、途と切ぎれます」

　あなたは酷ひどい人間だわ。優しい言葉だけをかけて、このまま私を豊後へと置いていかないで。必ず戻って来て、と義鎮は告げた。

「オオトモさま。あなたはあの尾張の姫ひめと同等に、あるいは彼女以上に情熱的なお方です。あなたが真に必要としている人は、私のように世せ俗ぞくを捨て、隣りん人じん愛あいに生涯を捧げ、男女の情愛を捨てた宗教者ではなく──」

「一人の男として、私を愛してくれる者だというの？　無理だわ！　この戦国の世に生まれた姫大名に、政略や身分の壁かべを乗り越こえた純じゆん粋すいな恋こいなんて、ありえないわ。決して家臣とは結ばれない。姫大名に許される祝しゆう言げんは、事実上、国同士の間で交わされる政略結けつ婚こんだけ。恋なんて、いにしえの『源氏物語』の世界にしか存在しないの。ザビエルさま！」




　ザビエルは──ドミヌス会からの指令を受けて、インドへと去った。

　日ひノ本もとを離はなれてからおよそ一年後に、急激に衰すい弱じやくし、死んだという。




　そして、義鎮が大友家を呪のろう予言の運命から解き放てると信じて大内家へ送り出した塩乙丸もまた。

　ザビエルとの対話を経た義鎮は、塩乙丸を大内家へ送ることをひとたびは断念した。

　大友家から出さずとも、手許に塩乙丸を置きながら、あの予言から守る方法もあるはずだ、そう思い直したのである。塩乙丸は、あの「二階崩れの変」を免まぬがれたという強運の持ち主なのだ。

　だが、なにごとにも楽観的で屈くつ託たくのない塩乙丸のほうが、「大内家へ行きたい」と義鎮にねだってきたのである。

「姉上！　僕はもともと、いちどは大内家の猶ゆう子しになった身です！　その時の猶子の約束はいろいろあって反ほ故ごになっちゃいましたが、今こうして再び大内家の当主として呼ばれたということは、これも天命でしょうっ！　この塩乙丸はやっぱり大内家を継ぎ、山やま口ぐちに居を構えて姉上を支えていきたいと思いますっ！」

　義鎮は、今まであまり素直に接することができず邪じや険けんにしてきたけれど、このかわいくて善良な弟を手放したくない、と思った。

「二階崩れの変」で多くの家族を失い、心を支えてくれるお方と信じたザビエルが日ノ本を去った今、義鎮が家族として信しん頼らいを置ける相手はもう、塩乙丸しかいなかったのだ。

「塩乙丸。九州では、知っての通り、いつ果てるともない合戦が続いている。あなたに万一のことがあっても、私は援えん軍ぐんを出せないかもしれないのよ」

「だいじょうぶですっ！　そういうこともあるかもしれませんが、決して姉上を恨うらんだりはいたしませんっ！」

「それに陶晴賢は、あなたを傀儡にするだけで、決して大内家の実権をあなたに与えたりはしないわ。そんなお飾かざりの王でいいの？」

「はいっ！　僕はまつりごとも合戦もいまひとつ苦手で無能ですので、問題ありません！　むしろ家臣が王の仕事をぜんぶやってくれれば助かりますっ！」

「陶晴賢は大内家を乗っ取った下げ克こく上じようの武将よ。政権が安定してあなたが不要になった時点で、あなたを殺すかもしれないわ」

「陶さんは、主君兼けん恋こい人びとだった大内義隆さんとの痴ち情じようのもつれが原因で、うっかり下克上しちゃったと聞いていますっ！　陶さんと僕がそーゆー関係になることは考えられませんから、だいじょうぶですっ！　僕は姉上のような女の人が好みですからっ！」

　塩乙丸は「大友家と大内家を、姉と弟とで統すべる。この夢が実現できるのでしたら、僕はお飾りでいいんです！　陶さんにお願いして姉上を守ってもらう、それだけに注力しますっ！　これで姉上は安全です！」と陽気に夢を語り続けた。塩乙丸がこれほど自分に懐なついていたことを、義鎮はそれまで知らなかった。思わず、「わかったわ」とうなずいてしまっていた。もっと早く心を開いてこの弟と長く同じ時間を過ごしていれば、止められたかもしれない、と悔くいた。

「……もうダメだ、危ない、と思ったらいつでも豊後に帰ってきなさい。たとえ大内家を継いでも、あなたの実家はこの大友家なのよ」

「ありがとうございますっ！」




　その塩乙丸の朗ほがらかな笑顔が、義鎮が見た最後の弟の姿となった。

　塩乙丸は、まるでそれが運命だったかのように、大内家へ入るとすぐに命を落としてしまった。

　塩乙丸を大内家の当主として担かつぎ上げた陶晴賢が、安あ芸きの小領主にすぎなかった毛利元就を相手に「厳いつく島しまの合戦」を戦い、そしてあえなく討うち取られてしまったためである。

　毛利元就は、弟を救援すべく中国地方へ出兵しようとしていた大友義鎮の動きを封ふうじるために、次々と大友家の家臣を調略し、謀む反ほんを先導した。「謀神」と恐おそれられるほどの知謀を誇ほこる毛利元就にとっては、義鎮の足あし下もとで反乱を起こさせるなど、簡単だった。義鎮にはなおも「父殺し」「弟殺し」の拭ぬぐいがたい疑ぎ惑わくがかけられており、しかもザビエルが去った後もキリスト教を保護して府ふ内ないに南なん蛮ばん教会や南蛮病院を続々と建築し、キリシタンを優ゆう遇ぐうし続けていたのだ。仏教徒や宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうの熱ねつ烈れつな信者が多い大友家臣団を少しだけ煽あおってやれば、すぐに火の手があがる。幼い義鎮には、家臣団を掌しよう握あくする「力」がなかった。豊後の女王として君臨し、家臣を統治し、逆らう者は容よう赦しやなく粛しゆく清せいするという意志力がなかった。ありていに言えば、合戦を恐れ嫌きらう心優しい少女・義鎮は、九州の修しゆ羅らたちに舐なめられていたのだ。

　義鎮が謀反軍に府内を襲しゆう撃げきされ、逃にげ惑まどい、怯おびえているうちに──。

　大内家を事実上支配していた「後見人」の陶晴賢を失った塩乙丸は、毛利軍に追い詰つめられ、切腹したのだった。陶が倒たおれた以上、大友家から来た塩乙丸を支持する家臣は大内家にはほとんど残されていなかった。彼らは次々と毛利方に寝ね返がえった。老ろう獪かいな毛利元就は、塩乙丸を生かしたまま捕とらえて大友家との交こう渉しよう材料とし、博はか多たの支配権と塩乙丸の身み柄がらとを交こう換かんするつもりだった。だが、塩乙丸は「博多は決して渡わたさない。姉上の足手まといになるくらいならば」と降こう伏ふく勧かん告こくを拒絶し、切腹してしまったのだ──。

　毛利元就は「しまった。毛利一家は、背負わずともよい業ごうを背負うてしもうたか」と深く悔い、義鎮は「二に階かい崩くずれの変へん」でただ一人生き延びた実弟を失った。

　これが毛利家と大友家との間での深い遺い恨こんに発展することを回かい避ひしようとした毛利元就から、「命までは奪うばわずとも済んだものを、申し訳のないことをした」という書状とともに、詫わびとして、大内家秘蔵の茶器「大内瓢ひよう簞たん」が送られてきた。

　だが、これを知った豊後の人々は、大友義鎮は弟を茶器と交換して見殺しにした、と語り合った。

　予言は、またしても、成じよう就じゅしてしまった。

　ザビエルが自らの言葉通りに海の向こうで死んだことも、「二階崩れの変」を生き延びた最後の弟・塩乙丸を死なせてしまったことも、毛利元就の策謀によって国内に謀反人が続出したことも、殺さつ伐ばつとした合戦の緊きん張ちよう感かんに耐たえられない義鎮の心を折るには十分すぎる悲劇だった。

　今や大内家の所領のことごとくを奪い取って中国地方の覇は者しやとなった毛利元就は、大友義鎮という臆おく病びような小こ娘むすめは弟を死なせた自分を恨んでいようが、しかし槍やりを取って自分に逆らうことはできまい、かくなる上は大友家が防衛態勢を整えぬうちに博多湊みなとを奪い取って念願の南蛮貿易へと乗り出してしまおう、と動きはじめていた。

　だが。

「運命と意志とのせめぎ合い。それがこの世界の理ことわりです」

　というザビエルの信念を胸に、義鎮は歯を食いしばりながら、勇気を奮い起こし、猛もう将しよう・戸次鑑連たちを集結させ、塩乙丸の仇かたき・毛利元就との全面抗こう争そうへと踏ふみ切ったのだ。

　義鎮は、弟を死なせてしまった悲しみを、毛利元就への怒いかりに、変えた。

　西国一の知謀を誇る毛利元就の「読み」が、外れた瞬しゆん間かんだった。

　南蛮へと連なる湊──博多の町だけは、毛利には奪わせない。

　博多が毛利の手に落ちれば、ザビエルとの繫つながりを断ち切られてしまう。

　そのザビエルは、もう地上にはいない。彼は死んだ。

　しかし、彼が義鎮に与あたえた「言葉」は、残った。

（あなたの心の傷を癒いやす人が、いずれ、現れます）

　そのザビエルの言葉が、義鎮を支えていた。

　義鎮は己おのれの運命に抗あらがい、そして、いつかその人が訪れる時まで生き延びる、と決断したのだった。

　かくして、豊ぶ前ぜんの最前線基地、門司城を巡めぐる毛利・大友両家の壮そう絶ぜつな攻こう防ぼう戦せんがはじまった──。

　南蛮貿易を求める毛利方は、博多へと進出するために、九州における毛利方の拠きよ点てんたる門も司じ城を失うわけにはいかない。

　義鎮は、その博多を守り抜ぬくために、門司城を奪だつ回かいし、毛利軍を九州の地から追い払はらわねばならない。

　毛利元就は、大友軍に包囲された門司城を救援すべく、幼い娘の小こ早ばや川かわ隆たか景かげを送り込んだ。武勇では双ふた子ごの姉・吉きつ川かわ元もと春はるに劣おとるが、隆景は智ち将しようとして名高い。剛ごう勇ゆうの将・吉川元春は、山さん陰いんにおける対尼あま子こ戦線に突とつ入にゆうしていたため、小早川隆景が対大友戦に選ばれたのだろう。それに、隆景には、瀬せ戸と内うち最強の「村むら上かみ水軍」がついていた。中国と九州との狭はざ間までの合戦では、水軍の力が重要になるのだ。村上水軍よりも強い水軍は、日ノ本には存在しない。

　しかし義鎮もまた、その村上水軍を破るための秘策を、準備していた。




　門司城攻防戦に姿を現した小早川隆景は、あの毛利一家の命運をかけた決戦「厳島の合戦」を生き延びたのち、姫武将として急成長を遂とげていた。

　愚ぐ痴ちっぽいが子こ煩ぼん悩のうな父・毛利元就が、剛勇を誇る姉・吉川元春が、そして希け有うな徳人である兄・毛利隆たか元もとが、ひ弱な自分の背中をいつだって支えてくれている。

（父上の夢。それは、われら毛利一家が一丸となって、兄者を、天下人に──この日ノ本の戦乱を終わらせることができる英えい傑けつは、万人に無む償しようの徳を与えられる兄者しかいない。自分の主を殺した陶晴賢を討ち取ったのはやむを得なかったとしても、罪もなく大内家のお飾りの当主にすぎなかった塩乙丸を死なせてしまったことには心が痛んだが……それでも兄者のためならば、天下平定のためならば、私は、どれほど恐ろしく残ざん酷こくな戦場であろうとも、命を賭かけて堂々と戦う）

　その思いが──家族たちへの信頼が、隆元を天下人へという志が、臆病だった隆景をひとかどの武人に育てたといっていい。だが、塩乙丸が「人質になるくらいならば」と切腹してしまった時から、隆景の胸中には不安が淀よどむようになっていた。弱肉強食が戦国の世の定めとはいえ、毛利一家が……それも、毛利一家の「二代目」である隆元が「業」を背負ってしまったのではないかと。

　村上水軍の旗き艦かんに乗り込み、甲かん板ぱんから門司城を包囲する大友の大軍を眺ながめながら、小早川隆景は「あれはなんだ。武たけ吉よし」と思わず村上水軍の大将・村上武吉に問いかけていた。

　見たこともない奇き異いな漆しつ黒こくの船が、鉄てつ砲ぽうの化け物のような巨きよ大だいな「筒つつ」を用いて、門司城を海から砲撃しているのである。

「お嬢じよう。あれは南蛮の大筒だ。ありゃあ、明みんから渡って来たジャンク船じゃねえ。正真正しよう銘めい、南蛮から海を越こえて日ノ本にやってきたポルトガル船だぜ」

　海かい賊ぞくの王・村上武吉が、生なま牡が蠣きを殻からごと豪ごう快かいにかじりながら「大友のお嬢ちゃんも、意外とやるもんだ。元就の野や郎ろうは大友を舐めていたが、こりゃあ予想以上に苦戦するぜ」と小こ柄がらな隆景の背中を叩たたきながら大笑した。

「けほけほ。痛いではないか。少しは手加減しろ武吉」

「すまんすまん。小早川のお嬢は、華きや奢しやだな。吉川のお嬢とは違ちがうな。もっと牡蠣を食え、牡蠣をな！　食わなきゃ、でかくならねえぜ！」

「……断る。生で食べたらお腹なかを壊こわす。しかし武吉。ポルトガル船がなぜ、大毛利の城を砲撃しているのだ？　日ひノ本もとを訪おとずれているポルトガル人は、キリシタンの宣教師と、商人しかいないはずだ。軍人が南蛮船に乗っているとは、聞いたことがない」

「南蛮の端はじっこから印イン度ドや呂宋ルソンを越えて、命がけで大航海してくるんだ。武装していねえはずがねえし、切った張ったの海戦だって何度も潜くぐり抜けてきている連中だぜ。つまりは、軍人を名乗らぬだけの軍人崩れが大勢船に乗っているのよ」

「……そうか。しかし、南蛮の軍人を日ノ本の武士同士の合戦に用いるとは、大友は許せぬ。南蛮人を合戦に介かい入にゆうさせれば、いずれ日ノ本の土地を彼らにじわじわと奪い取られてしまう。大友の姫ひめは、われら毛利一家を弟の仇と思い定めてこのような奇策を採ったのだろうが、後先のことをまるで考えていない。やることが極きよく端たんすぎる……どうやら想像以上に、感情の起き伏ふくが激しい姫大名らしい」

　大内義隆はキリスト教を庇ひ護ごしていたが、大内家に取って代わった新たな中国の覇者・毛利元就は積極的な親キリスト教政策を採らなかった。むろん、元就とて頑がん迷めいな鎖さ国こく主義者ではない。毛利家をさらに強化し天下をうかがうために、博多湊を手に入れて南蛮貿易に乗り出し、巨万の富と南蛮の新兵器を確保するという野心はある。だから、キリスト教徒を積極的に弾だん圧あつするということはなかったが、南蛮人が毛利家の敵について合戦に介入するとなると、話は違ってくる。

「それじゃあ、どうするお嬢？」

「あの南蛮船の船長に書状を送り、理を説き、撤てつ退たいさせる。毛利家との合戦にかかわれば、もはやこの日ノ本ではキリスト教の布教も貿易も不可能になる。この国の軍事にはかかわるな、と」

「さすがに冷静だな。しかし書状だけで伝わるかどうか。なにしろ相手は異国人だからな」

「……怖こわいが、日ノ本の未来にかかわる重大事だ。わ、私自身が、直接乗り込んで、書状を手て渡わたししよう」

「はは。口は勇ましいが、脚あしが震ふるえているぞ、隆景」

　激戦を予想した元就が、隆景を案じたのだろう。

　新たに毛利家から増ぞう援えんされた船団を率いてきた一人の男が、隆景の隣となりに立っていた。

　隆景の兄、毛利隆元だった。

「あ、兄者？　なぜここに？」

「親父おやじどのの命令でな。隆景がどうも心配で夜も眠ねむれぬと、さんざん愚痴ってしつっこいもんで、こうして暇ひま人じんの俺が後詰めに来た」

「わ、私はもう、一人前の姫武将だぞ。い、厳島の合戦でもきちんと水軍を率いて戦い抜いた。か、過保護だ。要いらぬお世話だ、兄者」

「そう言うな。南蛮船への使者は俺が務めてくる。なに、同じ人間同士だ。腹を割って語り合えば、少々の言葉の壁かべなど問題にならない。日ノ本人同士の合戦に軍事介入すれば貿易も布教もすべてダメになるというお前の真意が、あちらさんにも伝わるさ」

「兄者、ダメだ。危険だ！」

「たまには素直に兄貴に甘えろ。俺は合戦では役に立たないからな。南蛮船を海域から撤退させたら、お前の指揮下に入る。大友軍は兵力こそ多いが、かえって統制が取れていないようだ。大友家の姫大名には、もう、きょうだいがいないそうだからな……軍をまとめられる者がいないのだろう。毛利一家があの子のただ一人の弟を討っておいて、こんなことを言うのも気が引けるが」

「……兄者。もしも大友の姫自身が戦場に出てくれば、冷血の将と言われる私でも、戦うことを躊ちゆう躇ちよするだろう。だが大友の姫は、決して最前線に出てこないと思う。彼女は生まれつき繊せん細さいな性格で、戦場の緊張感には耐えられないのだという。今回の合戦でのこの執しつ拗ような粘ねばりは、弟を毛利に討たれた怒りが彼女を突つき動かしていることが原因だ。元来、合戦を好まない姫なのだ。しかも彼女には、戦場の最前線で背中を預けられる兄も、姉も、いない……」

「そうだな隆景。大友家は、家族運に恵めぐまれていないってことだ。だがまあ、やたら兄に懐なついてくる妹が二人もいる毛利一家のほうがちょっと変わっているだけとも言える」

「わ、わ、私は、あ、兄者に懐いてなど、いないんだから！　あ、兄者が弱いから、わ、私が、こうして先頭に立って戦わないといけないわけで、その、つまり、う、うるさい黙だまれ！」

「はいはい。黙る黙る」

「兄者。ちゃんと生きて帰ってくるように。死んだら殺すから！」

「はいはい。死んだら殺せ」

「うーっ！　兄者の私を見る目が生温かい。こ、このままでは、冷血の将の印象が……あ、頭を撫なでるなっ！」

「なあ隆景。お前のその敵将の心をおもんぱかる心優しさは好きだが、戦場でその甘さは命取りになるぞ。お兄ちゃんは、どうにもお前が心配だ」

「わ、私は優しくも甘くもないっ。冷血の将だと言っている！」

　がはは。敵さんの布ふ陣じんを見るに、陸の上の兵たちはさすがに九州の修しゆ羅らども。毛利軍の足軽たちよりも勇猛だが、しかし豊ぶん後ご水軍はたいしたことがねえ。ポルトガル船の大筒さえ消えれば、奴やつらなんぞ村上水軍の敵じゃねえさ、と武吉が笑った。

「南蛮人どもとの交こう渉しようは任せたぜ、隆元。毛利家の天下盗とりは、まだ序章だ。北九州を進しん撃げきして博はか多た湊を奪うばい、山陰の尼子家をも滅ほろぼさなきゃならねえんだ。そこからが、上じよう洛らく戦のはじまりだぜ。毛利家の二代目がこんなところで死ぬなよ。小早川のお嬢が泣くぜ」

「ああ。任せろ武吉。心配するな隆景。南蛮人たちは、事態がよくわかっていないだけだ。俺たちの敵じゃあ、ないさ」




　この毛利側の瀬せ戸と際ぎわ交渉によって、大友軍に加わっていたポルトガル船は突とつ如じよとして戦線を離り脱だつした。その一瞬の隙すきを突かれた大友水軍は──小早川隆景率いる村上水軍の急きゆう襲しゆうを受けて──壊かい滅めつしたのだった。

　この合戦において小早川隆景の知略は冴さえ渡った。その上、隆景は双子の姉・吉川元春を彷ほう彿ふつとさせる勇気を奮い起こした。海戦に勝利するや否いなや隆景は自ら門司城へと乗り込み、最前線で指揮を執とった。焦あせった大友軍側が仕し掛かけてきた内応調略の策を逆に利用して大友軍を死地へと誘さそい出し、陸上での決戦においても大友軍を粉ふん砕さいした。幼い姫武将の隆景自らが、無数の銃じゆう弾だんが飛び交う最前線に立って大友の大軍を相手に戦ったことで、毛利軍の足軽たちの士気は弥いやが上にもあがったのだ。対する大友軍の総大将・義鎮は、この時、はるか後方に待機していて、戦場には姿を現さない。

　大軍故ゆえに統制が取れない大友軍は陸海の双そう方ほうで大損害を喫きつして、門司城攻こう略りやくを断念し、敗走した。しかしその退路にもまた、小早川隆景が放った別働隊が伏ふく兵へいしていた。戦いの二手、三手、四手先までをも、小早川隆景は読み尽つくしていた。仮に義鎮自身が戦場に出ていれば、あるいは小早川隆景と互ご角かくに渡り合えたかもしれない。しかし義鎮は、どうしても戦場に出ることができなかった。後方で待機しているだけでも恐きよう怖ふで身体からだが震え、何度も吐はいた。

　大友軍は、壊滅した。

　義鎮は、弟・塩乙丸の仇かたきを取れなかった。それどころか、毛利家を全面的に敵に回して大敗した大友家は、多数の犠ぎ牲せい者しやを出し、今や滅亡の危機に立たされることとなった。大友家を追い詰つめた毛利元就は、ただちに主力軍を山陰の尼子攻略へと向けた。尼子家は元就の切り崩くずし工作によって、見る影かげもなく弱体化していたのだ。「二代目」毛利隆元の急死という悲劇が起きたが、すでに大勢に影えい響きようはなく、尼子家は毛利に滅ぼされた。嫡ちやく子しの隆元を失った老将・毛利元就は「わが人生はこれで終わった」と悲ひ嘆たんに暮れたが、「尼子と大友だけは、わが命が尽きる前に必ずや潰つぶしてしまおうぞ。この年寄りがくたばり果てた後の乱世で、隆元どのの幼き遺児を守り抜ぬかねばならぬ、元春どのと隆景どののためにも──」と残された闘とう志しをかき集めるかのように激しく燃やし、博多の奪だつ取しゆを人生最後の仕事と思い定めたらしい。

　野望に燃える肥ひ前ぜんの国こく人じん・龍造寺隆信が、「フハハハ！　大友家を滅ぼすは今を置いてない！」と毛利と同盟を結び、西から大友領を侵しん食しよくしはじめた。

　筑ちく前ぜんでは、博多にほど近い立花山城を守る立たち花ばな家と、太だ宰ざい府ふ周辺を治める高たか橋はし家の両家が突如として大友方から毛利方へと寝ね返がえった。

　さらには、かつて謀む反ほんを起こしたために大友軍が滅ぼした国人・秋あき月づき家の旧臣たちが毛利元就の支し援えんを受けて九州に上陸してきた。

　門も司じ城攻防戦で大敗した大友軍は、まだ完全には回復していない。なによりも、肝かん心じんの当主・大友義鎮が先の敗戦の衝しよう撃げきに打ちひしがれたままだった。九州六ヶ国の女王は、眠りについたままだったと言っていい。

　毛利元就の謀ぼう略りやくによって周囲を敵に包囲された大友家が完全に八方塞ふさがりとなった中。

　尼子家の領土を併へい合ごうしてさらに強大となった毛利軍本隊が、再び九州へと上陸し、怒ど濤とうの勢いで攻せめ寄せてきた──その指揮官は、隆元の急死の衝撃によって一時戦線を離脱していたが病癒いえて回復した小早川隆景と、その双ふた子ごの姉・「剛ごう勇ゆうの将」吉川元春であった。

　偉い大だいなる父・元就の寿じゆ命みようは、尽きようとしている。嫡子・隆元の死によって、元就の心はすでに死んだも同然だった。今の元就は、自分亡なき後の毛利家を盤ばん石じやくの態勢にするまでは死ぬわけにはいかないという執しゆう念ねんだけで生きている。父上の命あるうちに、博多を毛利のものに──。

　最愛の兄を失った悲しみを乗り越えようともがきながら再び戦場に舞まい戻もどってきた双子の姉妹しまいに付き従う毛利の足軽たちは、みな、死兵と化していた。生きて中国には戻らぬ、死ぬならば修羅の国・九州の戦場で、姉妹のために死ぬ、と思い定めていた。

　対する大友義鎮にはもう、守るべき弟もいなければ、父も母もいない。毛利軍に勝つ自信も、ない。塩乙丸の仇を取りたいという怒いかりの念、復ふく讐しゆうの念が、多くの家臣団の討うち死にという悲劇を招いた。ザビエルが今の自分の姿を見れば、なんと言うだろうか。自ら船に乗り城に入り最前線で戦い続けてきた小早川隆景と、戦場のはるか後方で怯おびえているのが精せい一いつ杯ぱいの自分とでは、その将器は比べるべくもない。最愛の兄・隆元を失ってなお、小早川隆景には父・元就と、そして姉・吉川元春がいるのだ。対する義鎮は、孤こ独どくだった。たとえ勝っても、誰だれも喜ばない。ただ自分自身が死ぬ時が延びるというだけである。義鎮にはもう、この合戦を戦う意味さえも、見み出いだせなかった。

　本来ならば、大友家はこの時、滅び去るはずだった。

　だが、そうはならなかった──。










　嵐あらしの夜──。

　大友家の武の象しよう徴ちよう──歴戦の老将・戸次鑑連が、

「姫さまは馬ば鹿か者ものですな！　泣いていても毛利元就は倒たおせませぬぞ！　二十一代続いた大友家を、姫さまの代で終わらせるのはあまりに口くち惜おしや！」

　と毛利元就の圧あつ倒とう的てきな攻勢に打ちひしがれて館に籠こもっていた主君・大友義鎮を強引に輿こしに押し込んで、息子むすこくらいの歳としの相棒にして居合いの達人・吉よし弘ひろ鎮しげ理まさと二人で輿を担ぎ、大友義鎮を赤あか八はち幡まん神社の丘おかの上まで連れ出してしまったのである。

　戸次鑑連のしでかした行動は、端たん的てきに言えば家臣による主君の拉ら致ち監かん禁きんであり、対毛利戦の継けい続ぞくのためとはいえ謀反の嫌けん疑ぎをかけられても仕方のない暴走だった。

　戸次鑑連はしかし、すでに腹を括くくっていた。「二階崩れの変」の際、政争に興味を持たない武辺一いつ辺ぺん倒とうのこの猛もう将しようは、「九州の修羅たる者どもが主家の世よ継つぎ争いにかまけて武辺をおろそかにするとは嘆なげかわしい」と、この政争にかかわらなかった。そしてその結果、「二階崩れの変」を防ぎ止めることができず、先代の主君を守れなかったことを深く悔くいた。これより先は、幼い嫡子・塩法師丸──大友義鎮を生しよう涯がいお守りすると、宇う佐さの八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつに誓ちかい、自ら常に先せん陣じんを切って剛ごう剣けん「千鳥」を振ふるい、敵軍の修羅を斬きり続けてきた。

　赤八幡の丘では、横よこ殴なぐりの豪ごう雨うが降りしきり、至る所に稲いな妻ずまが落ちていた。輿の中で震えていた大友義鎮にとっては、まさにこの戦国の九州そのものだった。しかも、分社とはいえど、場所はあの予言と因いん縁ねんの深い八幡神社である──義鎮を呪のろった神がおわす、忌いまわしい空間だった。「二階崩れの変」で自分を見殺しにしたと怒おこる亡き父の形相が、義鎮に家か督とくを奪われる形となって幼くして死んだ末弟・塩市丸の幻げん影えいが、そして毛利元就に討たれた塩乙丸の死に顔が、雷らい鳴めいの彼方かなたに浮うかび上がって見えた。理知的な義鎮は「この世ならぬ死後の世界」の存在を、信じられなかった。死者は、二度と生きて蘇よみがえることはない。キリシタンが説く復活など、ない。死者の魂たましいの成じよう仏ぶつもない。死後の極ごく楽らくも噓うそだ。空の彼方に、天国もない。ただ地上に、この乱世の現実世界が広がるばかりだった。ザビエルはもう、蘇っては来ない。

「もうやめて。許して……！　戸次。吉弘。私にはもう、大友家を率いて毛利と戦うなんてできない……！　最後には滅びるという運命がもう定められているのに、これ以上戦って敵味方の血を流し続けるのはもう、耐たえられない……！」

　雨に濡ぬれた戸次鑑連が鋭するどく尖とがった髭ひげを震ふるわせながら、「姫ひめさまは馬鹿者ですぞ～っ！」と再び鬼おにのような怒ど鳴なり声をあげる。

「大友宗家は、『二階崩れの変』で多くのご一族を失いました！　大友家に君臨し、九州六ヶ国を統治する資格を持つお方は、もはや姫さましかおられませぬ！　たしかに、乱世は裏切り者ばかりです！　しかし、姫さまに最後まで忠義を誓い喜んで死んでいく者もおるのです！　立ち上がりなされ！　われら家臣団の忠節をお頼たよりなされい！　わしらを信じてくだされい！　なにを恐おそれておられるのです！」

「……宇佐八幡の神が……私を……呪って……」

「なんですかそれは？　平安の世ではあるまいし、神しん託たくなど当たりはしませぬ！　目を、覚ましなされい！　せめて毛利元就の知謀を恐れられよ！」

　まだ若い武将の吉弘鎮理は、常に短気で過激な戸次鑑連の尻しりぬぐい役を務めている男で、年ねん齢れいよりもずっと老成していた。男子のいない戸次鑑連にとっては、実の息子も同然の関係である。吉弘は黒い行ぎよう人にん包づつみを被かぶり風雨から自じ慢まんの顎あご鬚ひげを守りながら、戸次鑑連を宥なだめた。

「おやっさん。そう頭ごなしに怒鳴りつけるから、姫が怯えるんだ。姫は繊せん細さいなお方だ。しかし丁てい寧ねいに理ことわりを説き心を鎮しずめていただければ、毛利元就の包ほう囲い網もうを突破する策を閃ひらめくことのできる智ち者しやだ。おやっさんはどうも若い女の扱あつかいがなっちゃいねえな。南無三だ」

「馬鹿者～！　吉弘！　うぬは生ぬるい！　大友家は今、毛利勢に四方を包囲されておるのじゃぞ！　悠ゆう長ちように理を説いているような時間などないわ～っ！　戦いくさの勝敗を最後に決するものは、気合いじゃ！　姫さまに勇気を奮い起こしていただかねば、理も策もへったくれもないのじゃあああ～ッ！」

「だからって昔から姫が恐れる八幡神社に連れ出して雷雨の中で説教など、逆効果だぜ！」

　この時、ふと漏もらした大友義鎮の一言が──。

「戸次は、宇佐八幡の神と……八幡大菩薩と、私と、どちらを選ぶの？」

　戸次鑑連を、（わしは姫さまのお苦しみを理解しているつもりじゃったが、なにもわかっておらなんだ）と奮い立たせていた。

　姫さまは「二階崩れの変」以来、家族をも家臣をもずっと恐れておられた。お父上とお義は母は上うえ、そして家臣団の半ばが姫さまを廃はい嫡ちやくせんと企たくらまれておられたのだから、人間不信に陥おちいるのは当たり前じゃった。この戸次鑑連とて、あの家督争いを傍ぼう観かんしておった者。悲劇が起きてから慌あわてて姫さまに忠義を誓ったとて、姫さまから全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを得られるはずもなかった──！

　ご両親に裏切られ、弟君たちをすべて失ってしまったこのお方が渇かつ望ぼうしておられるものは──決して自分を見捨てることのない存在。禅ぜんに奔はしったのも、キリシタンに惹ひかれるのも、そしてそれらの信しん仰こうの中に救いを見出せなかったのも、すべては──姫さまの傷つき飢うえ乾かわいたお心が、「人間」を必要としていたからじゃ、決まり事のように忠義、忠義と虚むなしい言葉を言い立てる頑がん固こな老将ではなく、生きて血が通った「人間」を──。

　戸次鑑連は、名刀「千鳥」を抜き放ち、驚おどろく大友義鎮と相棒・吉弘の目の前で、丘を一目散に駆かけ下りていた。赤八幡神社のご神木である一いつ本ぽん杉すぎを目指して。

「人間として抱いだく神仏への信仰と、武士として貫つらぬく主君への忠義。姫さまが選せん択たくを望まれるのであれば──わしは迷わず、姫さまを選びますぞ！　おお、八幡大菩薩よ！　怒れる雷神よ！　このわしが、鬼となって斬り捨ててくれるわ！　なぜに幼く罪なき姫さまを呪われたっ！　神しん罰ばつを食らわせるならば、わしに食らわせてみよっ！　わしは──たとえ神であろうが──姫さまを苦しめる怨おん敵てきはことごとく斬るッ！　斬ってみせる！」

　吉弘が、戸次鑑連を救出するべく、後を追った。

「よせ、おやっさん！　こんな雷雨の中で、高々と刀を掲かかげるなッ！　雷かみなりの直撃を受ける！　南無三だ！」

　大友義鎮も、思わず輿から飛びだして、丘の上に転がり落ちていた。

「……ま、待って！　戸次……私が悪かったわ。ごめんなさい。二度とあなたを疑ったりはしない。だから、自決なんてしないで……！」

「馬鹿者ですな、姫さまは！　わしは自決するのではありませぬ！　これより、天より姫さまを襲おそいし雷神を斬ってご覧に入れまする！　大友家を、姫さまをお守りするためならば、わしは神をも斬り殺しましょうぞ！」

「ダメだ！　姫、おやっさんに近寄っちゃいけねえ！　『千鳥』に、雷が落ちる！　おやっさん！　待て。待て。短気もたいがいにしろ！　南無三……！」

　鼓こ膜まくを破るほどの激しい雷鳴が轟とどろき、大友義鎮の視界が真っ白になった。

　天に掲げられた「千鳥」を、稲妻が、直撃した。

　眼球から鮮せん血けつを吹ふきだしながら、半身を電流に焼かれながら、戸次鑑連は「千鳥」を振り抜き、「雷神、討ち取ったりいいいい！」と大見得を切っていた──。

　次の瞬しゆん間かんに、戸次鑑連は大地に崩れ落ちていた。片かた膝ひざに、力が入らない。電流が流れた側の半身の感覚を、失っていたのである。「千鳥」を振り抜いて大地に切っ先を突つき立てていたことが、奇き跡せき的てきに老将の命を救った。戸次の半身を貫いた電流が、「千鳥」を経て大地へと流れていったのだ。しかし、半身の自由を、彼は永遠に失った。

「……戸次……!?」

「おやっさん！　いわんこっちゃねえ、あんたこそ大馬鹿者だっ！」

　吉弘よ肩かたを貸せ、立てぬ、と戸次鑑連はなおも意識を保ち、そして叫さけんでいた。

「姫さま。わしは宇佐八幡神の怒りを買って、どうやら脚あし萎なえになり申した。しかしそれでもなお、輿に乗って戦い続けますぞ！　まだじゃ。まだ身体からだの半分は動かせる。まだ生きておる。この命が尽つきるまで、心の臓が止まるその瞬間まで、わしは雷神の化身となって姫さまをお守りいたす！　それが、『二に階かい崩くずれの変へん』を止められなかったわしの、せめてもの──」

　大友義鎮は、吉弘とともに戸次鑑連の身体を支えながら、うなずいていた。

「戦の勝敗を決するものは、気合いですぞ！　毛利元就と戦ったところで、死んだ塩乙丸さまはもう蘇りませぬ。それでも姫さま、毛利と戦いなされ！　予言だの神託だのに怯えながらこのまま毛利元就に屈くつしてはなりませぬ！　己おのれの運命と、戦うのです！　この老いぼれの命を、剣けんとして、盾たてとして、使い捨てなされ！」




　この、赤八幡神社の夜が明けるとともに──。

　館から失しつ踪そうして家臣団を騒そう然ぜんとさせていた大友義鎮は、再び館へと舞い戻り、「大友宗麟」と改名した。

　毛利元就との決戦を戦い抜ぬくという不退転の決意を示すと同時に、反キリシタン派の家臣団の動どう揺ようとこれ以上の離り反はんを防ぐため、出家風の名に改めたのである。

　九州探題にして九州六ヶ国の女王──大友義鎮改め大友宗麟は、次々と毛利元就の大包囲網を突破する起死回生の策を放った。

　最重要拠きよ点てんの博はか多たを防衛すべく、「雷神」戸次鑑連に命じて筑ちく前ぜんの立花山城を攻こう略りやくさせ、同時に太だ宰ざい府ふの岩いわ屋や城に立て籠もる高橋家の討とう伐ばつを吉弘鎮理に命じた。佐さ嘉がの龍造寺軍とも対たい峙じし、解体の危機に遭あった大友家が主君・大友宗麟のもとに再び一丸となったことを全九州の国こく人じんたちに知らしめた。

　最激戦区である立花山城を巡めぐる毛利軍との攻防は、一進一退の凄すさまじいものとなった。

　家臣団に担かつがせた輿に乗って「死ねや死ねや」と戦場のまっただ中へ突とつ進しんしてくる鬼の戸次鑑連が立花家を攻せめ滅ほろぼし立花山城を陥かん落らくさせるや否いなや、小早川隆景が自ら兵を率いてその立花山城を奪だつ取しゆし、籠ろう城じようする。吉川元春が決死の覚かく悟ごで立花山城に入った妹を支し援えんし、大友軍の立花山城包囲網を破らんと突とつ撃げきを繰くり返す。

　主君・大友宗麟が「毛利軍を必ず九州から駆く逐ちくする」と強固な意志を示し、生きながらにして伝説の雷神となった戸次鑑連を筆頭に、これまでとは別物のように精強に生まれ変わった大友軍。

　小早川隆景と吉川元春の「毛利両りよう川せん」が知略と武勇のすべてを賭かけ、老いた父・元就の最後の夢である博多を手に入れるまでは絶対に撤てつ退たいしないと覚悟して戦い続ける毛利軍。

　両軍、一歩も引かない。

　かつて門も司じ城での攻防戦では、小早川隆景の知略が次々と大友軍を嵌はめて、快勝した。しかし、今回は、そうはならなかった。戸次鑑連に兵を預けながらも、その後方に控ひかえる大友宗麟自身が、合戦の緊きん張ちよう感かんに耐えながら知力を振り絞しぼって、小早川隆景の策を先読みし、手を打ち、一つ一つを潰つぶして回ったからである。

　父親から謀ぼう略りやくの才能を継ついだ小早川隆景には、これまでの合戦で、自ら繰り出した策謀をこれほど次々と先回りされて潰された経験がない。彼女は本気を出した時の大友宗麟の真の実力を知り、そして「この合戦は永遠に決着がつかないのではないか」と恐きよう怖ふした。「兄者亡なき今、私には合戦の先に来きたるべきこの国の新たな姿を思い描えがくことができない」と、元来合戦で人の命を散らすことに心を痛めている小早川隆景が合戦に迷いを抱くようになったことも、隆景が苦戦を強しいられた一因になっていたかもしれない。

　吉川元春が「隆景。おどれは考えすぎるんじゃ。戦場で槍やりを振るって、そして勝てばええんじゃ！」と揺ゆらぐ妹の心を支えるべく、大友軍との直接戦せん闘とうを繰り返したが、輿に乗って「雷らい切きり」こと「千鳥」を振りかざす「雷神」戸次鑑連が率いる決死隊には、さしもの吉川元春も手を焼いた。雷に打たれ、すでに半分死んでいるかのような身体の老将が、「わしを戦場のど真ん中まで連れて行けい！　怖こわくなったらわしを輿ごと捨てて逃にげ散って構わぬ！」と目を剝むき、吉弘鎮理をはじめとする九州の若き修しゆ羅らたちを鬼の形相で[image: しつ]しつ咤たするのである。

　大友宗麟の南なん蛮ばん貿易政策の成果たる、種たね子が島しまと火薬の膨ぼう大だいな量にも毛利両川姉妹しまいは驚いた。西国における南蛮貿易は博多、長なが崎さき、平ひら戸どに集中している。博多を押さえられている限り、毛利軍はこれほどの大火力を揃そろえられない。

　立花山城の前を流れる多た々た良ら川から多々良浜にかけてでの両軍の戦闘は、前後十八度にも及およんだが、決着はつかない。毛利方は次第に補給線の維い持じに苦しみはじめ、大友方も龍造寺をはじめとする九州の反大友勢力を封ふうじねばならないために、毛利との総力決戦には至れない。

　両軍は、いわゆる「千日手」に嵌まった。知勇ともに、完全に互ご角かくの勝負となった。

　今や勝敗を決する要素は──戸次鑑連が言っていた通りに「気合い」の多た寡かとなった。

　小早川隆景が「これ以上多々良川で両軍の兵士の命を散らしてよいのだろうか。だが、父上の悲願である博多だけは奪うばわねばならない。たとえその先にどのような絵を描くことができないとしても……私はどうすればいい」と思い悩なやんでいるその時に。

　大友宗麟は逡しゆん巡じゆんと葛かつ藤とうを重ねながら──毛利元就に勝つために、非情の策を考えだした。




「大内家は宗麟の弟・塩乙丸の代で滅びたけれど、その大内家の一族である大内輝てる弘ひろが、豊ぶん後ごに亡命している。この大内輝弘に大内家の家か督とくを与あたえ、大友水軍を貸し与えて周防すおうへ上陸させ、山やま口ぐちを襲わせて占せん領りようさせる──同時に、出雲いずもで尼子の残党・山やま中なか鹿しか之の助すけを決起させて、山さん陰いん地方を火の海にする。毛利の本土である中国地方の東西で大乱を起こせば、筑前に進出している毛利両川姉妹を孤こ立りつさせ、その息の根を止められる」




　もとはと言えば毛利元就が大友家を叩たたき潰すために採った「攪かく乱らん策」を、宗麟は毛利に対して逆に用い返せばよい、と気づいたのである。

　しかしこれは、文字通りの、捨て殺し作戦だった。

　身の程をわきまえていた大内輝弘はすでに大内家の再興などあきらめて、豊後でキリシタンとなり、滅び去った大内家の人々の魂たましいを弔とむらいながら敬けい虔けんな隠いん遁とん生活を送っていた。彼には合戦の才能などない。そもそも筑前の毛利両川軍と、佐嘉の龍造寺軍。この両者を倒たおすことが宗麟の目的であり、大内輝弘と山中鹿之助は毛利の本国である中国地方と筑前の毛利両川軍を分断するための「使い捨ての駒こま」にすぎない。大内家を継いだ塩乙丸がそうなったように、大内輝弘も山中鹿之助も、毛利元就に倒され、おそらくは首を取られるだろう。そして、今回ははじめから、宗麟は彼らに援えん軍ぐんを送るつもりがない。なぜならば大友は、九州での決戦に全兵力を投入せねばならない。そのような余よ裕ゆうはないのだ。

　山陰に身を潜ひそめていた浪ろう人にんの山中鹿之助は、二つ返事で「七難八苦。尼子家再興のため、大友どのに誘さそわれずとも毛利と戦うつもりでありました。どうか、思う存分使い捨ての駒としてお使いください！」と尼子の残党をかき集め、鋭えい気きりんりん、ただちに武装蜂ほう起きの準備に取りかかった。たとえ宗麟が声をかけなくても、鹿之助は必ず尼子再興のために蜂起すると、誰だれもが噂うわさしていた。その通りだった。鹿之助の武勇は、吉川元春にも匹ひつ敵てきするという。たとえ蜂起した結果毛利に敗れても鹿之助ならば生き延びられるかもしれない、と宗麟は思った。

　しかし一方の大内輝弘には、鹿之助のような武勇がない。しかも大内輝弘は豊後の宗麟のもとに亡命して以来、宗麟にとっては亡き塩乙丸の代わりとも言える存在となっていた。彼がキリシタンになり敬虔な信仰生活に入ったのも、家臣団の反対を受けて洗礼を受けられないでいる宗麟の代わりに、大内家の人々と、そして塩乙丸、さらには「二階崩れの変」で死んでいった塩市丸たちを南蛮の流りゆう儀ぎで弔うためでもあった。

　宗麟は、そんな大内輝弘に「今いちど武家に戻ってほしい。周防へと攻め込んで、そして死んでほしいの」とは、どうしても言いだせなかった。

　だが、これ以上逡巡していては、機を逸いつしてしまう。

　宗麟が山中鹿之助を援助しはじめたと知り、宗麟が用いようとしている「策」の内容を察した大内輝弘のほうが、焦じれた。

　このままでは宗麟さまは、いつまでも僕を呼び出さない、と。

　ある日の夜。大内輝弘は、宗麟のもとを訪おとずれていた。

「宗麟さま。僕はもう十二分に、恩を受けました。大友家が滅びるかどうかの瀬せ戸と際ぎわです。僕を、周防へ。どうか、大友家の危機を救うために、僕に出撃を命じてください」

「そんなことをしたら……あなたはたぶん、塩乙丸と同じ運命を辿たどることになるだろうけれど……それで、いいの？」

「宗麟さまを『弟殺し』と罵ののしっている者たちの声は、僕のもとにも入ってきます。ですが、それは誤解です。あなたの代わりにキリシタンの洗礼を受け、世を捨てて教会で塩乙丸さまたちを弔い続けてきた僕自身が、よく知っております」

「尼子家の残党と大内家の残党を同時に蜂起させて、毛利の本国をかき乱す。どれほど考え抜いても、これ以外に、毛利元就に勝つ方法は、ない。大友家が滅びるかどうかの瀬戸際だから、なりふり構ってはいられないの。相手はあの毛利元就だから……ただ」

「ただ？」

「ただ、あなたは宗麟の『弟』ではないから、生き延びられるかもしれない。あなたが毛利元就に攻せめ潰されるよりも先に、元就に寿じゆ命みようが来て死ねば、噓うそから出たまこととなって、大内家は再興できる……かもしれない。宗麟は、でも、『弟殺し』の運命を背負っているから。あなたが生き残る可能性は、きっと、とても低いよ……」

「宗麟さまの、運命とは？　あなたはいつも、なにかに怯おびえておられました」

「『弟』たちを容よう赦しやなく捨て殺しにして、九州の女王として君臨する。それが宗麟の運命だからね」

　宗麟は、「宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言」の言葉を、大内輝弘に伝えた。

　大内輝弘は、宗麟から予言の内容を聞かされている間、大友宗麟の瞳ひとみがずっと小刻みに揺らいでいるさまを見て、決断した。そのようなことがあったのか、この人はこの予言の言葉にずっと苦しめられてきたのか、と痛ましく思った。これ以上、多々良川での毛利との合戦を繰り返せば、この人の心はもう持たない、と気づいた。キリシタンの教会で宗麟とともに塩乙丸たちを弔い続けてきた彼は、宗麟の心の繊せん細さいさが、よくわかっていた。

「よくお教えくださいました、宗麟さま。豊後への亡命を認めてくださり、今まで楽隠居させていただいてきたご恩を、今こそお返しします。僕はこれより周防へ上陸し、大内家の残党を蜂起させてまっすぐに山口を襲おそいます。援軍は不要です」

「あなたを、死なせてしまった塩乙丸の代わりに、手て許もとに置き留とどめてきたけれど、結局は……またしても捨て駒にしてしまうんだね、宗麟は」

「いいえ、宗麟さま。僕は塩乙丸さまのご遺志を継つぎ、山口へ参ります。ですが──『弟』にはしていただかなくてけっこうです。弟が死ねば、あなたさまはさらなる悲しみを背負うことになりましょう。それに──僕はただの、大友家に亡命してきた、一武将にすぎません。僕が『弟』にならなければ、予言は無効です。僕がこの死地から生き延びられれば、『弟殺し』の予言から、宗麟さまを解放できます」

「死ぬよ！　弟であろうがなかろうが、あなたが生き延びられる確率は、とても、低いよ」

「よいのです、宗麟さま。もしも僕が周防から戻ってこなかった時には、僕のことは、すっぱりとお忘れください。決して、あなたの『弟』のうちに数えないでください。僕は臆おく病びよう故ゆえに生き延びてきたまでで、本来ならば大内家が滅びた時に塩乙丸さまとともに死ぬべきだった人間ですから……本来、帰るべき所に、帰るまでです」




　山中鹿之助が尼子十勇士を率いて出雲で蜂起し、月がつ山さん富と田だ城へ襲いかかると同時に、大内輝弘は水軍を率いて周防へと上陸し、一路、山口を目指した。

　毛利元就が本国に釘くぎ付づけとなっているこの一いつ瞬しゆんの隙すきに、筑前戦線に孤立した毛利両川の逃げ道を封ふう鎖さして、戸次鑑連をはじめとする大友家が誇ほこる猛もう将しようたちの総攻こう撃げきによって一気に叩き潰す。

　──それが、宗麟の起死回生の策だった。

　だが毛利元就の知ち謀ぼうは、あるいはどれほどの非情な策を用いてでも合戦に勝つという信念を上回るほどに家族を想おもう感情の量は、大友宗麟の予想を超こえていた。

　大内家に送り込んだ弟・塩乙丸を毛利に滅ぼされて打ちひしがれていたはずの大友宗麟が、まさか大内家の御おん曹ぞう司しをこのような「捨て殺し」の駒に用いるとは。まもなく毛利両川が九州に孤立して大友軍に撃破されるという未来を即そく座ざに読んだ元就は、「大友宗麟め。永遠に子供じゃと思うておったが、いつの間にかほどに成長した。あるいは塩乙丸を殺したこの年寄りだけは絶対に倒すという執しゆう念ねんの為なせるわざか」と狼ろう狽ばいし、そして、生しよう涯がい最後の夢だった博はか多たの奪だつ取しゆを断念した。

　隆元どの亡き後、気力と執念だけで生き延びてきたが、どうやらわが命はここで尽つきた、大友宗麟に敗れたことでわが生涯は終わった、と元就は悟さとったらしい。せめてこの上は、毛利両川だけでも生き延びさせねばならない、この「謀神」毛利元就が年とし端はもいかぬ大友宗麟に知ち恵え比べで完敗したと世間が笑おうとも構わぬ、と決断した。

　筑ちく前ぜん戦線に使者を飛ばし、徹てつ底てい抗こう戦せんを唱えて最後の玉ぎよく砕さい戦を準備していた毛利両川姉妹に即そく時じ撤退を厳命した。




『負けじゃ。博多も立花山城もすべて捨てよ。筑前戦線のいっさいを捨てて、急いで周防へ舞まい戻もどれ。この合戦は毛利家の完敗である。この年寄りの知恵が、大友宗麟に敗れたのじゃ。あの、乱世の凄すさまじさ・恐おそろしさにただ怯えていただけであった小こ娘むすめは、今、このわしを越こえた。吉川どのも、小早川どのも、死ぬでないぞ。大友軍が誇る種子島の弾だん幕まくにくれぐれも注意せよ。名のある勇将智ち将しようであろうとも、種子島の弾たまの前には、足軽となんら変わらぬ。かくも南蛮の兵器を続々と投入する大友宗麟は……この年寄りが勝てる相手ではなかったやもしれぬ。隆元どのさえご存命ならば、毛利家は天下をも望めたものを』




　老いた毛利元就の、その夢のかけらが散った瞬間だった。

　ついに毛利軍は──小早川隆景と吉川元春の毛利両川は、父・元就がすべてをあきらめたことを悟り、悔くやし涙なみだを流しながら九州から退たい却きやくした。大友軍の追つい撃げきは、厳しかった。決死の、逃とう避ひ行こうだった。

　北九州の抗争に決着がつき、博多は、大友宗麟のものとなった。

　大内家も尼子家をも滅ほろぼした無敵の毛利元就に完全勝利した大友宗麟は、名実ともに九州六ヶ国の女王となった。

　だが、宗麟もまた、大きなものを喪そう失しつしていた。

　やはり大内輝弘は山口を陥かん落らくさせられず、九州から舞い戻ってきた毛利軍の主力部隊に敗れて、討うち死にしたのだ。

　山中鹿之助もまた、月山富田城攻こう略りやくならず、武運つたなく毛利軍に敗北した。

　毛利元就は九州を放ほう棄きするという代だい償しようをはらいながら、かろうじて水際で毛利家の崩ほう壊かいを阻そ止ししたのだ。しかし、博多への道は、半ば永遠に失われた。二代目・隆元を失った時点で、博多への道は潔いさぎよくあきらめておくべきだったのだと元就は悔くいたが、毛利両川が修羅の国から生きて戻って来てくれたことが、老将を安心させていた。

　毛利家は天下を望むべからず。

　毛利元就は、毛利両川と、嫡ちやく子し隆元の遺児・「三代目」毛利輝てる元もとに看み取とられながら、そう遺ゆい言ごんして大往生を遂とげた。




　そして、宇佐八幡神の「予言」通りに、揺ゆるぎない九州の覇は者しやとなった大友宗麟は──。

（山中鹿之助は「七難八苦です」と唱えながら奇き跡せき的てきに死地を脱だつしたというけれど……大内輝弘は、やはり、あっけなく死んでしまった。弟には、しなかったのに。塩乙丸と同じ運命を、辿ってしまった。そうなるとわかっていながら、宗麟が死地へ送り込んで、死なせてしまったんだよね……もう、言い逃のがれはできない。宗麟が殺したも同然だよね）

　またしても弟分の犠ぎ牲せいの上に自分だけが生き延びて栄えい華がを極きわめているという巨きよ大だいな喪失感を味わいながらも、筑前支配のための新体制を固めた。

　毛利に荷担し謀む反ほんした筑前の立花家と高橋家は、この時点で、大友軍によって滅ぼされている。絶対に裏切らない忠誠を誇る家臣に、筑前を死守させねばならない。

　毛利は九州から撤てつ退たいしたが、肥ひ前ぜん佐さ嘉がに割かつ拠きよする野望の男・自じ称しよう「九州の覇王」龍造寺隆信はまったくの無傷のままで、大友と毛利が死し闘とうを繰くり広げている隙を突ついて着々と勢力を拡大していたのだ。

　そこで宗麟は、あの赤あか八はち幡まん神社で自分を[image: しつ]しつ咤たしてくれた二人の忠臣に、筑前の防備を委ねることとした。

「雷らい神じん」戸次鑑連に立花山城を与あたえ、博多の防衛を命じ、立花家の名みよう跡せきを継がせた。

　その若き相棒・吉弘鎮理には宝ほう満まん山やま城と岩いわ屋や城を与え、太だ宰ざい府ふの防衛を命じ、高橋家を継がせた。

　戸次鑑連は「このわしに、立花山城を？　承知つかまつった！　姫ひめさま、ご安心くだされ！　わしは命ある限り戦い、かつ死してなお大友家を守り抜ぬきますぞ！」とこの重責を背負うことを承知し、この時より「立花道どう雪せつ」と改名。道雪という名の意味は、宗麟にはよくわからなかったが──。

　そして、戦場で雷神の輿こしを担かつがされてきた吉弘鎮理もまた「おやっさんに付き合うか」と「高橋紹じよう運うん」に改名した。

　ちなみに立花道雪が、高橋紹運の「娘むすめ」で、文武両道の名将の器ありと大友家内での名声が高まりつつあった高橋統むね虎とらを強引に自分の娘・誾ぎん千ち代よの「婿むこ」に迎むかえて自らの家か督とくを継がせ、かつ統虎を「宗むね茂しげ」と改名させて男装させたのは、この時である。改名させたのは、主君の名である「宗麟」から一文字与えたかったためだろう。「茂」という文字のほうは、道雪が与えたのだとも、宗茂自身が選んだのだともいう。

　宗麟には、この立花道雪の「奇き行こう」の意味もまた、よくわからなかった。男に家督を継がせたいのならば、はじめから男を養子に取ればいいものを……だが、立花道雪の好きにさせた。立花道雪は歴戦の名将である。なにか深い考えがあってのことだろう、と思った。高橋紹運は「女同士で祝しゆう言げんとか、なにを言いやがる」と何度も断ったが、結局は「おやっさんには付き合いきれねえが、しょうがねえな」としぶしぶ承しよう諾だくしたという。

　もうひとつ、佐嘉と筑前の間にある筑ちく後ごの柳やな川がわ城、ここが対龍造寺戦における最重要拠点だった。だがこの柳川城は大友家に忠誠を尽くす義将・蒲かま池ち宗そう雪せつが守っており、謀反の心配はなかった。ただ、蒲池宗雪には義ぎ俠きよう心しんに溢あふれすぎているところがあって、義理もないのに肥前を追われて彷徨さまよっていた時代の龍造寺隆信を二度までも手厚く保護している。彼は、大友家に仕える武士であると同時に、任俠・武俠の男でもあった。もしも蒲池宗雪が龍造寺隆信を保護していなければ、有あり馬ま・大おお村むらなどキリシタン大名が多い肥前は、すでに完全に宗麟に臣従していたはずなのだ。

　だが、蒲池宗雪は義将であるからこそ、宗麟を裏切らないはずだった。蒲池宗雪から柳川城を取り上げるという愚ぐ策さくを、宗麟は採らなかった。

　筑前の支配体制を固めた宗麟は（「予言」は成じよう就じゅし、宗麟は弟たちの屍しかばねを踏ふみ越えながら修しゆ羅らの国の頂点に立った。塩乙丸と大内輝弘の仇かたき・毛利元就ももう、この世の人ではない。宗麟にはこれ以上戦う理由がない……）と破は綻たんしかけている自分の心を鼓こ舞ぶしながら、自らの最後の戦いとするべく、肥前の龍造寺隆信討とう伐ばつをただちに決定していた。

「龍造寺隆信を討って、北九州の支配を盤ばん石じやくのものとすれば、宗麟はもう合戦の日々を終えることができるはず。こんどこそ。この合戦を、最後の戦いに……」

　しかし宗麟には、どうしても乗り越えねばならない傷があった──あの「弟たちを殺し尽くして九州の女王となる」という、宇佐八幡神の予言である。

　塩市丸。塩乙丸。予言の成就を避さけるために弟にはしなかったが、塩乙丸の代わりとして手許にかくまっていた、大内輝弘。ここまで、予言はことごとく成就していた。

　弟たちを殺して地上の栄光を手に入れるという呪のろわしい予言の運命を、宗麟は、どうしても乗り越えねばならなかった。毛利元就との知略合戦に勝利した今の自分ならば、きっと克こく服ふくできる、と信じた。「龍造寺四天王」を擁ようする龍造寺軍はとてつもなく勇猛だが、大友軍にも立花道雪をはじめとする修羅たちが揃そろっている。戦いくさを嫌きらう宗麟が遺い恨こんのない龍造寺隆信と戦う理由は、「こんどこそ自分を呪ってきた忌いまわしい弟殺しの予言を乗り越えたい」という思い、それだけであったと言っていい。

　だから、佐嘉城に立て籠こもる龍造寺軍を立花道雪たち歴戦の勇将が率いる大軍勢によって完全包囲させた宗麟は、自らの運命を克服するべく、「最後の戦い」にしかるべき結末をもたらすべく、最後の勇気を奮い起こして──甥おいっ子この八郎を大友宗家の「弟」に迎え入れ、「大友親ちか貞さだ」と名乗らせ、攻城戦の新たな総大将に任じた──。

　大友の分家の血を引く八郎は、塩乙丸によく似た、明るく朗ほがらかな少年だった。

　その八郎が、唐とう突とつに大友宗麟のもとに押しかけてきた時、宗麟は「あなたはまだ合戦にかかわる年ねん齢れいではないわ」と会わずに追い返そうとした。だが、八郎が、「大内輝弘どのから、遺言状をいただいております」と告白してきたために、ついに会うと決めた。

　大内輝弘は、周防すおう出しゆつ陣じんにあたって、宗麟の甥にあたる八郎に「宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言」について書いた遺言状を送っていたのだった。自分が死んだ時には、宗麟ともっとも血けつ縁えんが近く、亡なき塩乙丸の幼い頃ころに似ていると評判だった八郎に自分の遺志を継ついでほしい、と書き残していったのだ。

「宗麟さまは『二に階かい崩くずれの変へん』以来、ずっと『弟殺し』の汚お名めいを背負ってきました！　その汚名を、八郎がこんどこそ晴らしたいのです！　龍造寺を滅ぼせば、もう、汚名を返上する機会すらなくなってしまいますからっ！　大内輝弘どのいわく、たとえ九州六ヶ国の女王となっても、宗麟さまのお心は救われないと。予言を、誰だれかが打ち破らねばならないと。僭せん越えつながらこの八郎が、その役目を輝弘どのから、引き継がせていただきます」

　宗麟は、大内輝弘の「遺志」を、そして八郎の思いを、無下にはできなかった。これを「最後の戦い」にする、してみせる、と決意していた。

「八郎を、宗麟さまの弟にしていただきたいのです！　今まで、宗麟さまの弟になった者はみな死んでしまいましたが、この八郎は、死にませんっ！　姉上と、呼ばせてください」

　物心ついた頃から、美しく繊せん細さいで、そして誰よりも寂さみしげな大友家の当主に憧あこがれてきた幼い八郎は「お約束します！」と笑顔で宗麟にせがんできた。

　塩乙丸の幼い頃に、ほんとうによく似ている、と宗麟は思った。

「塩乙丸も、大内輝弘も、宗麟にそう約束してくれたのに、予言に憑つかれたかのように死んでしまったのよ。八郎。あなたはこんどこそほんとうに、約束してくれる？　決して、死なないと？　宗麟との約束を、守ってくれる……？」

「ええ。こたびの戦は、完全に大友の勝ち戦です。総大将となりましても、出しゃばらずに立花道雪さまたちに采さい配はいのすべてをお任せします。安心してください！」

「合戦には、万が一ということもあるわ。もしも捕とらわれても、塩乙丸のように切腹したりしない？」

「はい！　その時には、泣いて命いのち乞ごいいたしますっ！　武士としての面目もなにもかも捨てて、命ばかりはお助けくださいと懇こん願がんいたします！」

　兵力差は、歴然だった。残ざん虐ぎやくさで領土を強引に広げてきた龍造寺隆信は今や完全に孤こ立りつし、大友軍が負ける要素などひとつもない。総大将と言っても、名前だけでよいのだ。立花道雪たち歴戦の猛も者さが佐嘉城を完全包囲し続けているだけで、いずれ佐嘉城は落ちる。

　そのはずだった。

「姉上！　こんどこそご安心ください。この八郎が姉上の北九州制覇の偉い業ぎように花を添そえまする！　行って参ります！」




　しかし宗麟は、八郎を総大将に任じて前線へ送り出したその日の夜に、気づいた。

　イエスがペテロにかけた言葉──「あなたは、鶏にわとりが鳴く前に三度わたしを知らないと言う」という予言を、宗麟はふと思いだした。宇佐八幡神の予言を避けるため、大内輝弘は敢あえて弟にしなかった。ならば、八郎が宗麟にとっての「三人目の弟」ということになる。

　ああ。またしても自分は、弟だけを戦場へ立たせて、自分は後方に籠もって自ら戦うことを避けている──。

（これでは……今までと、まるで同じ……）

　胸むな騒さわぎがした。

　八郎を呼び戻もどそうと使者を奔はしらせたが、手て遅おくれだった。

　戦場に着ちやく陣じんした八郎は、龍造寺隆信の義ぎ妹まい・鍋なべ島しま直なお茂しげ率いる決死部隊の奇き襲しゆうを受けてあえなく捕らわれ、命乞いすらも許されずに龍造寺隆信の命令で容よう赦しやなく首を打たれていた。

　宗麟のもとに戻って来た八郎は、首くび桶おけの中で塩しお漬づけにされていた──。

　宗麟は「弟」の首が漬けられた桶の前で打ちひしがれ、泣き崩れて、「もう大友家の家督は捨ててしまいたい。出家してしまいたい。もう、戦国の九州で戦うのは、イヤ」と叫さけび続けた。

　戦国大名としての大友宗麟は、この時、終わった。

　心が、粉々に、砕くだけ散った。

　もしもザビエルの弟子と称する宣教師ガスパールが豊ぶん後ごを訪おとずれていなければ、「織田信奈と同盟を結び、ジパングに神の王国を築きましょう。これこそがザビエルさまの夢でした」と宗麟に新たな言葉を与えなければ、宗麟はそのまま廃はい人じんになっていたはずだった。

　日向ひゆうがの森が進しん撃げきをはじめたら、宗麟の栄光が終わる──予言の言葉を聞かされたガスパールは、「あなたを滅ほろぼす兵は、日向から来るということですね。こちらから日向にキリスト教を信しん仰こうする兵を繰り出し、日向を先に平定してしまえば済むことです」と微笑した。彼は漆しつ黒こくの闇やみに落ち込んでいた宗麟の心をその言葉によって支配し、洗礼を受けさせてキリシタン大名と為なし、天孫降臨の地・日向に異教の町、「牟む志し賀か」の建設を決意させた。

　立花道雪たち大友家を支えてきた老臣たちが「日向は日ひノ本もと発はつ祥しようの聖地！　姫さまは、日ノ本の国を二つに割るおつもりか？」「このままじゃあいずれ九州を丸ごと南なん蛮ばん人じんに引き渡わたしてしまうことになるぜ、南無三！」と騒さわぎ出した時にはもう、宗麟はガスパールの傀儡くぐつとなっていた。宇佐八幡神の予言が八割方成就し、女王として九州を統すべても、宗麟の心にはなんの幸福もなかった──未来が確定しているのならば、宗麟はいずれ滅び去る。日向の森が進撃をはじめたその時に。鶏が鳴く前に三度も弟を知らないと言った自分のような人間は、滅びなければならない。どうせ滅びるのならば──滅びの時を待ち続け怯おびえるよりも、自分自身の心を捨てて傀儡になってしまったほうが、ましだった。

　だが、宗麟の心は満たされない。キリシタンの洗礼を受けても。ミサを開いても。ロザリオを握にぎりしめても。合唱団の少年少女たちの美声を聞いても。夢の町を築いても──それでも、よかった。心などを持っているから、苦しまなければならないのだ。傀儡になってしまいたかった。狂きよう信しん者しやになってしまいたかった。傀儡になっているかのように振ふる舞まえば、いつか、ほんとうに心を失ってしまえるかもしれない。そう信じていた。

　──「天あまの岩いわ戸と開き」を、見るまでは。




　　　　※




　大友宗麟が真に欲ほつしているものは「宗教」でも「神」でもなく、生きている人間との繫つながりであり、信しん頼らい関係だった。幼い頃、宗麟は父親に裏切られ、義母とその子を支持する家臣団の半ばに裏切られ、人間不信に陥おちいったのだ。しかもそこに、宇佐八幡神の予言という、おそらくは大友家の攪かく乱らんを狙ねらった敵対勢力が放った「呪じゆ詛そ」という要素が加わったために、宗麟の心は半永久的に「合理」と「非合理」、「現実」と「夢」の間を彷徨い葛かつ藤とうし続けることになったのだ。どちらへ向かっても、宗麟は傷つけられる。逃にげ場所は、なかった。彼女が禅ぜんやキリスト教に激しく傾けい倒とうしたのは、宇佐八幡神以外の「神」に救いを求めたからだ。そして聡そう明めいすぎる宗麟は、それらのどこにも「神」の実在を確信することが、できなかったのだ。

　宗麟が「弟」を失い続けたのは、偶ぐう然ぜんである。予言が彼女の未来を確定しているのではない。順序が、逆だ。宗麟自身が、予言という呪詛の言葉に囚とらわれているのだ。宗麟は予言から与あたえられた未来を打破するために、何度も、予言に挑ちよう戦せんした──そして、たまたまその結果が「失敗」に終わっただけだ。戦国の世で、合戦に敗れた総大将が討うち取られ、あるいは切腹して果てることは、特別なことでもなければ珍めずらしいことでもない。まして姫ひめ武将不殺の掟おきてすらない九州で男武将が戦に敗れれば、命を落とす確率は圧倒的に高い。

　が、宗麟が予言を乗り越こえる挑戦に「失敗」し続けてきたこともまた、結果論ではあっても、たしかな現実だった。

「相良良晴。あなたに宗麟の弟になれ、とは言わない。宗麟はもう、弟を失う運命……自分の弟を殺し尽つくす運命から逃のがれることはあきらめたの。あなたを弟にすれば、あなたも死んじゃうからね。もうすぐだわ。宗麟はすでに日向に入り、牟志賀を築き、明朝には高たか城へ進軍する。日向の森が進撃をはじめた時──宗麟は破は滅めつする。予言は成就する。もう、この運命から逃れられないのならば、せめて、一夜きりでいいから、宗麟は……『恋こい』がしてみたいな」

　南蛮ベッドの上で──短たん筒づつの銃じゆう口こうを良晴の顎あごに突つきつけながら、「織田信奈は救ったのに、宗麟は救わないなんて、そんなことあなたは言わないよね？」と宗麟がつぶやく。

「『天岩戸開き』を見て、この乱世に恋という新しい生き方を知った姫武将たちが大勢いるけれど……乱世を終わらせるという夢を抱いだいた女の子たちがたくさん生まれたけれど……キリスト教と恋は違ちがうよね。神ならば、無限に人間を救える。けれど相良良晴、あなたはこの世界に一人だけ」

「恋の相手が俺である必要はないだろう？」

「あるよ。宗麟は、九州六ヶ国の女王だよ。あまりにも高みに登りすぎてしまった。だからもう、家臣とは恋に落ちられないよ。宗麟を奪うばい取れる者は、天下人か、この戦国日ノ本の外から来た異い邦ほう人じんだけだよ。でも、あなたも知っている通り、天下人は女の子だし、ザビエルさまは亡くなられてしまったし、ガスパールさまは宗麟に九州の処女王として君臨し続けろと言うの。そうしなければ南蛮諸国に認められないと……それとも相良良晴。あなた以外に、この戦国の世を訪れている未来人がいるの？」

「……会ったことがない」

　良晴自身が未来人に出会ったことは、いちどもない。良晴が知っている限り、未来を正確に予知する能力を持つ者は、ガスパールだけだ。しかしそのガスパールも未来人ではなく、術を用いて未来を予測する術士にすぎない。

「『源氏物語』の光ひかる源げん氏じは、大勢の女によ人にんと恋に落ちたよ。相手は織田信奈一人でなくてもいいでしょう。あなたは小早川隆景とだって恋仲だったんでしょう。あの、博はか多たを巡めぐって宗麟と死し闘とうを繰くり広げた、憎にくたらしい女と」

「たしかに小早川さんとは本気で恋に落ちた。でもその時の俺は、記き憶おく喪そう失しつだったんだ。信奈のことをすべて忘れてしまっていたからこそ、織田家に仕官した俺の人生とは異なる、もうひとつの人生を歩めたんだ」

「上うえ杉すぎ謙けん信しんとは？　一夜限りとはいえ、ともに過ごしたのでしょう？　謙信とあなたが接せつ吻ぷんしたという噂うわさもあるわ」

「それは、彼女を死の淵ふちから蘇そ生せいさせるためだ。ずっと毘び沙しや門もん天てんの化身として生きてきた謙信から、毘沙門天の呪のろいを解くには……彼女を『人間』にするしか、道がなかったんだ」

「ふうん。そう。あなたはほんとうに女の子に優しいね、相良良晴。謙信なんてさっさと死なせておけば、織田信奈だって今いま頃ごろはこんな死地に陥らなかったのに」

「……そうだな。でも、それが俺の性分なんだ」

「鶏が鳴く前に一度たりとも、そんな女の子は知らない、とは言わないんだね。強いね、あなたは。そうだよね。あなたは、今まであらゆる男の求愛をかたくなに拒こばみ続けてきたあの上杉謙信の心を奪ってしまったんだから……だったら今夜、この場で宗麟を救ってくれても、いいよね？　それとも、宗麟だけは例外だとでも言うつもり？」

　できることならば、そうしたかった。宗麟はもう、十分に苦しんだ。これ以上、一人きりでは生きていけないだろう。しかし良晴は「無理だ」と首を振った。

「宗麟。きみはキリスト教の信仰にも救われずに、『恋』に新たな救いを求めているだけだ。でも、人が人に恋するということは……そういうものじゃないんだ……俺だってこの時代に来て信奈と出会うまでは女の子と付き合ったことも本気で恋をしたこともなかったし、うまく言えないけれど、きみはいかなるものに救いを求めても、今のままでは決して救われない。どんな信仰にのめり込んでも、どんな夢を見ても、生きている限り自分自身からは逃げられない。形ばかりの『恋』の真ま似ね事ごとをしてみても、きみは、『なんだ、こんなものが恋だったのか』とかえって幻げん滅めつするだけだよ。それに、きみには立花道雪をはじめとする忠誠無比の家臣たちがいるじゃないか」

「……残念だけれども家族と家臣との間には、乗り越えられない壁かべがあるの。道雪が宗麟のお父上だったら、紹運が宗麟のお兄さまだったら、どれほど救われたか。大友家なんかじゃなくて、立花一家に生まれてきたかったな……」

「家臣だろうが家族だろうが同じだ！　稲いな妻ずまに飛び込んでまできみに忠節を誓ちかった道雪を、どうして信じられないんだ!?」

「道雪には感謝しているよ。でも！　道雪が忠誠を捧ささげる価値なんて、宗麟にはない！　道雪が半身不ふ随ずいになったのも、宗麟の呪いのためだもの！　宗麟さえ、道雪を疑わなければ……宇う佐さ八はち幡まん神じんと自分とどちらかを選べなんて言わなければ……」

「いや、宗麟。それは違う。道雪は後こう悔かいなんてしていない。残る半身だって、きみのために捧げてくれる、そんな忠臣だよ。そうやってきみ自身が自分を嫌きらい、自分を憎み、自分を呪っているから、どんな宗教も、どんな人間も、きみを救えないんだ」

「織田信奈は自分を愛せるし自分を許せるものね！　でもあの子だって、実の弟を自分の手で殺していたら、絶対に、あなたが嫌いな類いの弱い女の子になっていたよ！」

「宗麟！　今のきみは、自分自身と戦っていない！　毛利元就と戦っていた時のようにもういちど、勇気を出して戦うべきだ！　戦場で敵を殺せ、槍やりを取れと言っているんじゃない。俺には人は救えない。神もそうだ。自分と戦う勇気がない者は、誰だれも救えないんだ！　人も神も、自分自身を救おうとする者の背中を押すことしかできないんだ！」

「尊敬できない女とは恋に落ちることもできないというのね！　そんな価値はないと！」

　宗麟は、聞き分けのない身勝手な振る舞いを続けることで、良晴が自分に対して怒いかりの感情をぶつけてくることを期待していた──どうせ愛されないのなら、殴なぐられるほどに憎まれたい、と望んでいた。

　しかしその良晴の心の中にわき上がった宗麟に対する怒りの感情は、一いつ瞬しゆんだった。（宗麟は信奈よりも小早川さんよりも謙信よりもずっとずっと苦しんできた。道雪に[image: しつ]しつ咤たされ、弟殺しの運命に果か敢かんに立ち向かったこともあった。最初から逃げ続けてきたんじゃない。果敢に立ち向かい、敗れ、限界を超こえて……壊こわれてしまったんだ）と宗麟のこれまでの日々を思った時、（はじめて会った頃の信奈もこんなふうに、周囲の誰もに憎まれ口を叩たたいて、嫌われようとあがいていた）と良晴は気づいた。あの頃の痛ましかった信奈を、不意に思いだしたのだ。

　だが宗麟は、（相良良晴にとって私は憎まれる価値もなかった）と、絶望していた。

「噓うそでもいいから、今夜だけでも織田信奈を忘れて宗麟を愛する、と言って！　さもなくば合戦よ！　あなたは、島津軍と大友軍を戦わせたくないのでしょう？　だったら！」

「……宗麟。もうそうやって自分を傷つけるような言葉を吐はくのは、やめるんだ。いくら悪人ぶっても、きみには俺を失望させることは、できない」

「そうやって……あなたは、宗麟を憐あわれむだけ、なのね！」

　どれほど懇こん願がんしても、良晴は自分を救わない。あまりにも、惨みじめだった。無様だった。

　宗麟は──短筒の火ひ縄なわに、点火していた。

「神は、万人を愛してくれるけれど、私に話しかけてはくれない。でも生きている人間は一人しか愛せない。なぜ宗麟じゃなくて、織田信奈なの？　相良良晴。高城での聖戦を止めたいのならば、私だけを愛して！　できないなら死んで！」

　良晴は、しかし、宗麟が自分を撃うち殺すことはない、とわかっていた。宗麟のこれまでの半生を聞いてきた今、彼女には直接人を殺すことはできない、と理解していた。大友宗麟はこれほど合戦を繰り広げてきながら、自ら戦場の最前線に立った経験すらないのだ。

　どうすれば宗麟の闇に迷い込んだ心を、予言という名の呪じゆ縛ばくから解放できるのか。大友宗麟は自分を救ってくれる誰かを求めているはずなのに、その実、誰をも拒きよ絶ぜつしている。自らの破滅を、恐きよう怖ふしながらも、望んでいる。予言が成じよう就じゆすることを、望んでいる。次々と弟を死なせたという癒いやしがたい罪悪感が、宗麟を自らの破滅へと向かわせている。

　戦国時代に来る前の良晴ならば、宗麟という少女を理解できなかっただろう。心を病やんでいる、としか思えなかっただろう。殺される、と恐怖を感じていただろう。

　しかし、自ら戦国時代の人間となって戦いの日々を生き抜ぬく中で信奈と出会い、信奈の運命を変えた良晴には、宗麟の心の声が聞こえてくるようだった。

　この過か酷こくな乱世に放りだされ、家族をことごとく失い、人間も神も信じられなくなった宗麟は、自分を救ってくれると信じる相手の「すべて」を求めている。しかし良晴にはすでに信奈という恋人がいる。だから、ひとときの恋によって宗麟を救うことはできない。どれほど苦く悩のうしようとも「強さ」を持っている上杉謙信や小早川隆景とは、そこが、決定的に違っていた──。

　だが、未来から来て今日宗麟と出会ったばかりの良晴は、宗麟がなによりも求めている「弟」になることもできない。たとえ義陽を説得して、これからは宗麟の弟になり宗麟の家族になると誓ったとしても、宗麟がそれを認めないだろう。宇佐八幡神の予言に囚われた宗麟にとって、それは「良晴の死」という運命を確定する「死の宣せん誓せい」だからだ。

　どうすればいい。

　俺にできることは、なにか、ないのか──。

　だが、この場で宗麟に形ばかりの口づけをしても、宗麟は、救われない。

　宗麟自身が、運命から解放されることを、望んでいないのだから。

　むしろ宗麟は──良晴から拒絶されて、最後の希望を失うことこそを、はじめから望んでいるかのようだった。

「ガスパールは、きみが俺を撃ち殺すことを期待して、この牟む志し賀かで俺たちを二人きりにさせたのだろう。俺がきみを拒絶すれば、きみは錯さく乱らんして俺を撃つ。俺が一晩限りと妥だ協きようして打算できみを抱だけば、きみはそこまでしてもなにも変わらなかった現実に幻滅して、やっぱり俺を撃つ。どちらに転んでも俺は死ぬ。ガスパールはそう予想したんだろう。でも、ガスパールは結局、きみという人間をわかっていない。きみは俺を撃ち殺さない。その短筒は、空くう砲ほうだろう？」

　その良晴の予想は半ば当たり、半ばは外れていた。

「……外れ。空砲じゃないよ。あなたを撃ち殺せないことは認めるけれど、あなたに拒絶されたら、こうしようと、最初から決めていたの。はじめから、こうしてしまえば楽になれる、苦しみから解放されると、わかっていたのに。こうするための勇気が、宗麟には、なかった。でも、織田信奈と自分とは決定的に違うと思い知らされた、今ならば」

　良晴は、しまった！　と叫さけんでいた。青ざめながら、宗麟が、短筒の銃口を自分のこめかみに押し当てていた。キリシタンには自殺はできないはずだ。だから短筒には弾たまは入っていない、良晴はそう信じていた。

（そうか。心からキリスト教に帰き依えしたわけではなかったのか。宗麟!?）

　良晴が、宗麟の手から短たん筒づつを奪い取ろうと手を伸のばす。だが間に合わない。引き金が引かれていた。銃じゆう声せい。

「……宗麟!?」

　しかし、宗麟が短筒を発射する寸前に、わずかに開いた窓の外から放たれた一本の矢が、短筒の銃身に命中していた。

　その衝しよう撃げきで、宗麟が構えていた短筒が、ほんの少し、揺ゆらいだ。

　銃じゆう弾だんは宗麟のこめかみをかすめて、天てん井じように着弾していた。

「良晴どのにこれほど優しくされていながら、頭の中で一人で勝手に絶望されて、勝手に自害しようなど──やらせません！」

　館の外から、咄とつ嗟さに矢を放った射手──立花宗茂が、ガラスの窓を叩き割りながら、寝しん室しつへと転がり込んでいた。床ゆかの上に倒たおれ、こめかみから血を流しながら「二発目」を弾込めしようとする宗麟の身体からだの上に宗茂が馬乗りになって、そして──。

「やめて。やっぱり、相良良晴にも、愛されなかった！　憎んですら、もらえないの！　私、もう、これ以上生きていたくない！　邪じや魔ましないで……！」
















「お断りします！　私の義ち父ち上うえは、いったいなんのために半身不随になったのですか！　私は今、生まれてはじめて本気で怒おこっています！　このまま自害して現世から逃にげようとしているあなたを、許せません！　全力で阻そ止しさせていただきます！　御ご免めん！」

　立花宗茂は、震ふるえながら宗麟の頰ほおを殴り飛とばし、短筒を奪い取っていた。

　主君に対する態度ではなかった。許されないことだった。

　あの忠誠無比にして完かん璧ぺき超ちよう人じんの御おん曹ぞう司し・立花宗茂が、自分の主君を本気で殴りつける姿など、良晴は想像したこともなかった。

「……う……うううっ……！　宗麟を、殴るなんて……宗茂……!?　宗麟を見放したの？」

　いいえ違ちがいます、ご主君。怒ってはいますが、見放したりなどしません、私は決してあなたを見放しません、と宗茂は頰を押さえて泣いている宗麟の耳元にそっと囁ささやいていた。

「本来は許されざる行こう為いですが、『島津の刺し客かくを警けい戒かいせよ、館の窓をそっと開き二人の会話をすべて聞いておけ』という黒くろ田だ官かん兵べ衛えどののご命令で、無断でご主君の館を警護しておりました」

「そうか。官兵衛の指示か。結果として宗麟の自決を防ぐことができて、幸運だったな」

　良晴が思わずつぶやき、宗茂が「そのようです」とうなずいた。

「ですがその結果、私はご主君の述じゆつ懐かいを立ち聞きしてしまいました。しかし、これでよかったのです。義父上のお心が、やっと理解できました。私自身が、為なすべきことも、すべて。ご主君、参りましょう。この立花宗茂が、宇佐八幡神の予言を覆くつがえします」

「……宗茂、あなたが……!?」

「はい。どうやら私は、そのためにこの世に生まれてきたようです。相良良晴どのが牟志賀を訪おとずれていなければ、きっと、今夜という機会を得ることはできなかったでしょうが……これもきっと……運命、なのでしょう」

　顔を覆おおって泣き崩くずれる宗麟をそっと抱き起こしながら、宗茂は、良晴に告げていた。その表情は──。

「相良良晴どの。申し訳ありませんが──ご主君は、これより高たか城攻ぜめに向かわれます。黒田官兵衛どのの指揮のもと、ご主君自身が、最前線に立たれます。ご主君を呪った予言の悪夢は、因いん縁ねんの日向ひゆうがの地でなければ振ふり払はらうことができません。私の義父上は、そして親父おやじどのは、この時のために私を育ててきてくださったのです」

　大友家を支える男武者として養育された御曹司の顔ではなく、まるで、淡あわい恋に破れたばかりの少女の顔だった。

「立花……宗茂……だよな？」

「織田信奈さまの危機を救うために、なおも出しゆつ陣じんに反対なされますか。それとも、私の……私たちのご主君を運命から解き放つために、出陣を認めていただけますか？」

　良晴は、宗茂の選せん択たくを支持すれば、官兵衛の策が破れ、信奈の運命が暗転するという危き惧ぐを感じずにはいられなかった。しかし宗茂の決意は、どうやっても動かせそうにない。「俺が反対しても、きみは宗麟のために出陣するのだろう」と答えていた。宗茂が「申し訳ありません」とうなずく。ただ気がかりなのは、あれほど「武士」らしい精せい悍かんな表情の持ち主だった宗茂が、悲しみに満ちた、しかしとても柔やわらかい少女の笑みを浮うかべていることだった──。




　　　　※




　翌朝の出陣に向けて、牟志賀の町は騒そう然ぜんとなっている。

　しかし生まれつき身体の弱い宗麟には、徹てつ夜やできる体力がない。

　宗麟を寝ねかしつけた後──宗麟館やかたの庭園に佇たたずみながら、立花宗茂は夜空を見上げていた。

「宗茂。さっきはありがとう。夜食の、汁しるかけ飯だ。美う味まいぜ」

　厨ちゆう房ぼうに消えていたはずの良晴が、珍ちん妙みような料理を、宗茂に差し出してきた。御曹司・宗茂の目には、まるで誾千代が鶏にわとりに食べさせている餌えさに見えた。これを、料理と言っていいのかどうか……宗茂は、思わず眉まゆをひそめた。

「なっ、なんですかこれはっ？　ご飯の上に、勝手に汁をかけないでください！　自分でかけられますっ！」

「いや。これがお手軽な上に、美味いんだって。足軽たちにとっては合戦前の栄養食だ」

　ほんとうですか？　と半ば疑いながら、宗茂は生まれてはじめての汁かけ飯を頰張っていた。

「……あむ……はっ!?　こ、これはっ!?　お、美お味いしいです……！　米の一ひと粒つぶ一ひと粒つぶに、煮に汁じるの味が染み込んでいて、舌の上でとろけるような!?」

　良晴は、宗茂の横にそっと立ちながら、牟志賀の星空を見た。この戦国時代の日ひノ本もとは、空気が澄すみ切っていて、星の輝かがやきを阻はばむものがない。星を、数え切れなかった。天の川も見えた。

「宗麟の予言の話を耳にしてしまって、ずいぶん悩なやんでるみたいだな。立花道雪が半身不ふ随ずいになった理由が、宗麟への忠義心を示すためだったなんて、俺も知らなかったよ。宗茂が怒るのも、無理はない。でも、宗麟をよく止めてくれたよ。ありがとう」

「す、すみません。自分の主君を殴なぐりつけるなど、本来は切腹ものの粗そ相そうでしたが、ご主君は寛かん大だいにも許してくださいました」

「いや。あの時の宗茂は、すごく……人間らしい顔をしていたよ。ほんとうの宗茂は感情もあるし自分自身の意志も悩みもあるんだなってわかって、ほっとしたよ。急に、その、女の子らしい表情になったし、宗麟との距きよ離りも今までよりずっと近くなったと思う」

　私の悩みは今日生まれたばかりなのです、と宗茂は口走っていた。良晴が「え？　どういうことだ？」と問い返したが、宗茂は静かに微笑ほほえんで、その問いには答えなかった。

「良晴どのは、ご主君の要よう請せいに応えて、かりそめの一夜限りの恋を……ご主君にかりそめの救いを与あたえることもできたはずです。ご主君をあなたの傀儡くぐつにしてしまえば、出兵を止めることもできたと思います。ガスパールが信しん仰こうという夢でご主君を操ってきたように、あなたも恋という夢でご主君を操れたはずです。日向での合戦に怯おびえるご主君は、むしろそうなることを望んでおられました。なぜ、そうなさらなかったのですか。織田信奈さまへの裏切りになるからですか？」

「もちろんそれもあるけれど、宗麟をさらに追い詰つめるだけの結果に終わると思ったんだ。立花道雪が宗麟のために雷らい神じんを斬きってもなお、宗麟は予言から自由にはなれなかった。たとえ一夜限りでもお互たがいに本気で恋に落ちるならともかく、かりそめの恋のお芝しば居いなんて、宗麟をかえって絶望させるだけだ。宗麟は今も、何度も弟を守れずに死なせてしまったことに囚とらわれている。道雪を半身不随にしてしまったことにも。宗麟は、自分で自分を許せないんだ。自分を憎にくんでいる限りは、宗麟は誰だれとも手を繫つなぐことができない」

「……やはり、ご主君にとって、塩市丸さまにはじまる弟君たちの死が心の傷に……義父上への罪の意識も……ご主君には、まことの恋は、できないのでしょうか？」

「そうだな。今の宗麟にとっては、恋も信仰も、自分の目の前の現実から一時的に逃げるための麻ま薬やくのようなものでしかない。恋れん愛あいも、家族も、主従も。人と人との関係とは、お互いを理解し支え合うということであって、相手を守ることはできても救うことはできない。倒れそうになっている相手の背中を支えることしか、俺たち人間には、できないよ」

「だからあなたは、ご主君に『俺が救ってやる』とは、決して仰おつしやらないのですね。そう囁けば、本州で追い詰められている織田信奈さまを救えるとわかっていても、噓うそをついてご主君を利用し使い捨てにすることは、あなたにはできないのですね」

「宗麟自身が戦わなければ、宗麟の止まってしまった時間は再び動かないし、宗麟自身が救われることはない。キリスト教だろうが、『源氏物語』だろうが、禅ぜんだろうが。どんな夢を見ても、それが他人から押しつけられた夢の模も倣ほうにすぎない限りは」

「……良晴どの。ご主君は元来、聡そう明めいな方です。あのお方を阻み孤こ立りつさせているものは、あの予言です。やはり、宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言を覆すしかないようです」

　覆すと言っても、もう宗麟には弟は残っていないし、そもそもあの予言には深い意味はないよ、意味深な謎なぞめいた言葉を用いて、どのようにでも解かい釈しやく可能な予言を残し、人々の心を惑まどわせる。予言なんてそんなものだ、予言などには意味も力もないと宗麟が理解してくれれば……だがその方法がまだ俺には見えない、と良晴はつぶやいた。

「未来人の良晴どのにとっては、そうかもしれませんが。ご主君や、この時代を生きる私たちにとっては、信仰、神々、予言。言こと霊だまの力はまことに強いものなのです。参りましょう。運命の、日向へ──ご主君を予言から解放するためならば、私は……」

「宗茂？」

「……良晴どの。官兵衛どのは、島津軍とどのように戦うおつもりなのでしょうか？　上策・中策・下策を準備していると仰っていましたが」

「そうだな。上策は、根ね白じろ坂ざかを先に押さえて島津の後詰めを阻み、高城を孤立させる策だろう。高城には、家いえ久ひさが籠ろう城じようしている。島津の三姉妹は、高城の家久を救きゆう援えんできないとなれば、敗北を認めると思う。近この衛えのおっさんや、俺や義陽も官兵衛の人質だしな」

　上策は成功しますか？　と宗茂が汁かけ飯を頰張りながら問いかけてきた。

「無理だろうな。明朝出発して強行軍を重ねても、高城の北岸までが限界だろう。南岸の根白坂には、島津軍の後詰めのほうが一歩早く到とう着ちやくする。官兵衛もそれはわかっている。軍を再編制しなければ間に合ったかもしれないが、その場合、諸将が官兵衛を無視して島津との交戦に入ってしまい戦術が崩ほう壊かいする恐おそれがある。だから官兵衛は、自分の戦術を縦横に発揮するために軍の再編制を行って時間を使ったんだ」

「それでは官兵衛どのが実際に成功させようとしている本命の策は……中策と下策、いずれか、ということですね」

「中策が本命で、下策は中策に失敗した時のためのものだろうな。下策と言うからには、ほんとうに苦し紛まぎれの下策なんだろう」

　それらがどういう策かは、頭の悪い俺にはまだわからないが、今の官兵衛にそれを聞いても教えてはくれないだろう、と良晴はため息をついた。

「中策・下策のいずれにせよ、両軍が開戦してしまうと、兵へ児こたちに被ひ害がいが出て、そして龍造寺軍が蜂ほう起きしてしまいますね」

「そうだよな。宗麟が毛利に苦戦してきた理由のひとつに、常に毛利が龍造寺と連れん携けいして大友領を東西から挟きよう撃げきしていたことがある。島津との戦線を開いたら、龍造寺に動く隙すきを与えてしまうと思う」

「ただ、龍造寺家が治める佐さ嘉が城とご主君の本国である豊ぶ前ぜんとの間には、筑ちく前ぜんも筑ちく後ごもあります。筑前には義ち父ち上うえと親父どのが、筑後の柳やな川がわ城には蒲池宗雪どののご嫡ちやく子しが。守るだけでしたら、しばらくは持ちこたえられると思いますが」

「しばらくはな。だが、長い日数は持たないだろうな」

　宗茂は「私にも予測できませんが、やはり中策こそが本命でしょう。下策は要は私ごときにでも思いつくような策ということでしょうから、なんとなく読める気がします。もしかしたら軍師どのは……きっと、そうなのでしょうね。そうなれば、良晴どのは」と夜空を見上げながら、しばし、「星が綺き麗れいですね」とつぶやき、そして口をつぐんだ。

「……ああ。綺麗だ。ほんとうに。でも宗茂、下策の内容って？　どう予想したんだ？　俺にはまだわからないよ」

「ねえ、良晴どの。汁かけ飯は美味ですが、戦場で戦うにはやはり肉が必要です。おかずを採りましょう！」

「おかず？　日向地じ鶏どりか？　でも、じとっこを食うのはかわいそうだぜ。あれ、美味そうだけど誾千代に懐なついてるしさ」

「はい。誾千代どのが怒おこりますから、鶏は食べません。飛んでいる鳥を」

　宗茂は良晴の隣となりに座ったまま、夜空へ向けて矢を放った。良晴の腕わん力りよくでは引くことのできない強ごう弓きゆうだ。ぽとり、と宗茂の膝ひざの上に、射られた鳥が落ちてきた。

「申し訳ありません鳥さん。美味しくいただかせてもらいますからね。南無八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ……と。さあ、焼きますよ？」

「すげっ!?　お、俺が一本も避よけられない矢を放つんだから、宗茂の弓の腕うでがすごいとはわかっていたが……膂りよ力りよくといい視力といい技術といい、神かみ業わざだな」

　あまり驚おどろかないでください、男武者になったとはいえ、一応私は女の子ですので、恥はずかしいです……と宗茂がむくれた。

「ああ。ごめん、ごめん」

　焼き鳥を二人で頰ほお張ばった後──。

「……良晴どの……弱音を吐はいて、いいでしょうか」

　宗茂はなにかを決意したかのように表情を引き締しめて、そして、良晴の瞳ひとみを見つめてきた。小刻みに、細い肩かたが震ふるえている。

「私は、初うい陣じんが怖こわいです。死ぬために修行をしてきたはずなのに、いざとなれば、戦場での死が怖いです。良晴どのは、初陣の時に、恐ろしくはありませんでしたか。いかなる心がけで、戦場に立たれたのでしょうか？　いきなり未来からこの戦国の世界に呼び出されて、理り不ふ尽じんだとは思いませんでしたか」

「……俺は、気がついたら戦場に放りだされていて、考えている暇ひまもなかったよ。ただ、目の前で、俺を救ってくれた、たいせつな人が流れ弾だまに当たって死んで……木きの下した藤とう吉きち郎ろうというおっさんが、な。最初は、おっさんの身代わりとして生きるつもりだった。だが、途と中ちゆうからは、俺自身の意志で、信奈の夢を叶かなえるために生きて戦う、と決めていた」

「あなたは、強い方です。剣けんの腕はなくとも、勇士です。私は……あなたに、憧あこがれます」

「俺は強くなんかないよ。そう見えるとしたら、それは俺が信奈たち、志をともにできる仲間に出会ったからだよ。だがその信奈は、今、本州で……信奈の持ち時間はもう、ほとんど残されていない。明日あしたが最後の機会だ。高たか城での合戦を止めるためならば、俺は」

「私も、あなたを応おう援えんしたいです。戦場で、あなたの命を守りたいです。いえ、必ずや守ります」

「いやあ。俺はこれでも球避けのヨシ。今までだって、何度も矢を浴びたけれどもぎりぎりで致ち命めい傷しようは免まぬがれてきた。宗茂の矢以外なら、たいていは避けられるよ。だいじょうぶさ。もっとも、宗茂に命を狙ねらわれたら、もう終わりだけどな。きみはほんとうに『西国無む双そう』だ。よくぞ、ここまで自分を鍛きたえたな。すごいよ」

「ふふっ。ありがとうございます。でも……私が志を貫つらぬいた結果、あなたを守ることはできても、もしかしたら織田信奈さまを救うというあなたの志を妨さまたげることになるかもしれません……戦場では、すべてが紙かみ一ひと重えですから。そうならないことを、祈いのっていますが」

「ああ。そういうこともあるさ。それでいい。人は、傀儡じゃない。それぞれが、自分自身の志を抱いだいて、戦うんだ」

「……あなたは……」

「でもさ、宗茂。進む道は別々でも、同じ結末に辿たどり着けると、いいな。きっと、そうなるさ。俺は、すべての実を拾わなければ気が済まない欲よく深ふかな性格なんだ」

「はい！　お互いに、信念を貫きましょう！」

　良晴どの。人間が感情を持ち、己おのれの夢を持ち、自らの意志を持つとは……苦しみがはじまるということでもあったのですね、と宗茂が星空を見つめながら笑った。

「そろそろ、夜が明けてしまいますね。申し訳ありませんが、手て枷かせを再び嵌はめさせていただきます。戦場に着くまでの間、我が慢まんしてください……」

「お、おう。どうした、宗茂？」

「……不思議ですね。私のほうが、あなたよりもよほど強弓を引き絞しぼれるはずなのに。良晴どのの手は……殿との方がたの手ですね」

「宗茂？」

　まるで、宗麟の双ふた子ごの妹のような、今にも折れてしまいそうな悲しげな表情だった──。

「不思議です。これまで、殿方の手を意識したことはありませんでした。誾千代どのが繰くり出す『胸摑つかみの修行』をご覧になりましたよね？」

「あ、ああ。あれって、いったいなんだったの？」

「義父上が私を婿むこに迎むかえて『立花家の男』として育てる、義父上と親父おやじどのの二人で私を厳しく鍛え上げてご主君の義ぎ弟ていにするという話が持ち上がった時に、親父どのと義父上とが、協議したのです。はたして、姫ひめに生まれついた私が男武者になりきれるかどうかを」

　そこで義父上が、私に試験を課したのです、と宗茂が頰を赤らめながら言った。

「い、今思うと、は、恥ずかしい話なのですが、義父上がある日突とつ然ぜん、私の胸を摑んできたのです。しかし当時の私はまだ恋こいも知らず乙女おとめ心ごころも知らない子供でしたから、恥ずかしいとかそういう感情を持たず、『なにをなされるのですか』と笑っておりました」

　当時の、私は……？　宗茂はいまだに恋を知らないんじゃなかったのか？　初対面の時に聞いた話とは、少し違ちがうような？　良晴が、首を傾かしげる。だが、宗茂は構わずに照れながら話し続けた。もうあなたとこうして二人きりでお喋しやべりする時間は二度とない、と言いたげだった。

「胸を摑まれても平然としていた私を見て、義父上は『おお。心の臓が高鳴ることもなく、顔を赤らめることもない！　おのことして生きる胆たん力りよくあり！　素質ありじゃ！　そなたはこれより立花家の婿となれ！』と仰ったのです。誾千代どのが修行と称しようして私の胸を摑んでくるのも、その時の光景を覚えているからです。さすがに、義父上が摑んでくることはもうなくなりましたが……もしもあの時、私が『殿方の手で胸を摑まれた』と意識して、頰を紅潮させていたら……心の臓が高鳴っていたら……義父上はその時は、私を男として育てることをすっぱりあきらめるつもりだったと、後に仰っていました」

　もしもあの時。私の心が、すでに乙女になっていれば。

　私は、立花家の婿にも誾千代どのの夫にも、なっていなかったのかもしれません。

　そうであれば、今宵こよい、私は。

　宗茂の目に、涙なみだが浮うかんでいることに、良晴は気づいた。

「……運命は……どこでどう分ぶん岐きしてしまうのでしょうね。良晴どの」

　わからない。でも、最後まで運命に抗あらがうことはできる。良晴は、そう答えていた。

　宗茂は、ほんとうは、男にはなりたくなかったのだ、そう思った。

　あるいは、その時は自分の運命を平然と受け入れたのかもしれない。なにかが、宗茂を変えたのだろう。宗麟のあの過去話を聞いているうちに、なにかが変わったのだろう。それとも、宗麟と良晴との会話が宗茂を変えたのだろうか？　だが、どこで？　この時の良晴にはまだ、わからなかった。

「……そろそろ、朝になってしまいますね。良晴どの。今の私は、殿方に胸を摑まれても、平然としていられるのでしょうか。わ、私は……どうしても、確かめてみたいです」

「えっ？　ま、周りに男はいないし……お、俺の手しかないぜ？」

「し、失礼します！　手枷をさせていただいたままですが、少しの間だけ、お借りします」

　真っ赤になった顔を伏ふせながら、宗茂が自分の胸に良晴の手を押し当てていた。

　そして、つぶやいていた。

「良晴どの……心の臓が……爆ばく発はつしそうです……胸の鼓こ動どうが、止まりません」

　ぽろぽろと、大おお粒つぶの涙をこぼしながら。

　あの宗茂が、笑いながら、泣いていた。

「あははっ。すみませんでした。突然、変な真ま似ねを。初陣が迫せまって、緊きん張ちようしてしまって、私。ほんとうに、すみません！」

「宗茂!?　いったい、どうしたんだ？　なにか俺に隠かくしていることがあるのなら、話してくれ。それって、下策の内容なのか？　それとも他になにかまだ」

　二人のすぐそばで──鶏にわとりが、鳴いていた。

　朝日が、昇のぼりはじめていた。

「……残念ですがもう、時間切れです。それに、教えれば、きっとあなたは私の道を塞ふさいでしまいますから」

「宗茂？」

　宗茂になにか異変が起きている。宗茂を心配して顔を寄せる良晴の目を──鶏のくちばしが、いきなり突ついてきた。

　さらに、腹部めがけて、幼女の頭突き攻こう撃げき。

「こらーっ！　誾千代の婿の乳を勝手に揉もむなーっ！　さらに顔まで近づけおって、接せつ吻ぷんでもするつもりかっ！　じとっこ、間男の相良良晴をやっつけろーっ！」

「コケーッ！」

「ギャーッ!?　こいつらの攻撃、容よう赦しやねえ！　いってえええええ！」

「ああっ、誾千代どの!?　ち、違うんです、誤解です！　今のは『胸摑み修行』なんですよっ！　初陣が怖かったので、良晴どのに気合いを入れていただいたところで……！」

「宗茂のバカ～っ！　浮うわ気き者～っ！　夫を男に寝ね取られるとか、これほどの恥ち辱じよくがあるかーっ！　こら相良良晴、どうせなら妻のほうを寝取らぬかーっ！」

「お前のような子供を寝取れるかっ！　世間では露ろ璃り魂こんだの幼よう稚ち園えんの園長だのと言われているが、俺は露璃魂じゃないんだよ！　おっぱい星人なんだ！」

　おおおおっぱい星人ってなんですか？　ひいっこれ以上触さわらないでくださいっ恥ずかしいですっと宗茂が思わず胸元を防ぼう御ぎよし、良晴が「ギャー久々に口を滑すべらせた！」と悲鳴をあげ、そして誾千代は「いろいろな意味で、おのれ～！」とますます猛たけり狂くるって良晴の顎あごめがけて頭をゴンッとぶつけてくるのだった。

　宗茂と良晴、二人きりの細やかなひとときは、こうして終わった。良晴が、宗茂の決意に、宗茂の運命に、気づく前に──。

　だが、この牟む志し賀かで良晴が気づいていたとしても、結末は同じだっただろう。宗茂の決意を変えることは、できなかっただろう。




　　　　※




「相良軍の副将と軍師との初顔合わせが、いきなりの仲なか違たがいとはな。黒田官兵衛。貴様はなぜ、良晴と宗麟を二人きりにさせている？　良晴が宗麟を変心させて、島津との対決を回かい避ひしてしまえば、お前の野望は潰ついえるのだぞ。あの女はガスパールが不在となって、さらに不安定になっている。押し倒たおされて愛の言葉を囁ささやかれれば、今の宗麟ならば一晩で良晴の言いなりになる」

　牢ろうへと閉じ込められていた相良義陽は、格子越ごしに自分を監かん視ししている黒田官兵衛へと訴うつたえかけていた。

「ふふふ。相良良晴には、そのような度胸はあるまい。織田信奈を裏切ることになるからな。むしろ相良義陽、きみのほうが危険人物だった。宗麟ときみとを長く語らせておけば、宗麟の気が変わる恐おそれがあった──ただ一人の妹を守り抜ぬいた姉と、何人もの弟を守れなかった姉。どちらの言葉に説得力があるか、誰だれにでもわかる。だからこうして、きみを宗麟から引き離はなして一晩中監視することにした。宗麟が相良良晴に気を取られている限り、きみを呼びだそうとはすまい」

　南なん蛮ばん椅い子すに座った官兵衛は、高城の地図に細かく書き込みを入れながら、相良義陽を一晩中監視していた。

　ともに、智ち者しやである。互たがいに互いの腹の内を探り合いながら、言葉をやりとりしているうちに、容赦なく時間が経たっていた──。

「黒田官兵衛。先ほどいちど、銃じゆう声せいが響ひびいたが、だいじょうぶなのか？　よもや良晴が撃うたれたのではあるまいな？　だとしたら、絶対に貴様を許さぬ」

「ふん。問題ない。きみも相良良晴も、島津家とのやりとりを有利に運ぶための貴重な人質だ。とりわけ、相良良晴はな。こたびの軍略にシメオンは軍師生命を賭かけている」

「私を自由にする予定がないのならば、貴様が準備している上策・中策・下策のすべてを教えろ。上策は、わかる。中策と下策は、なんだ？　この牢の中までは、間者も忍しのび込めはすまい。私にだけ、教えろ」

　教えぬ。漏もらさぬ、と官兵衛は言い切った。

「黙だまれ官兵衛！　教えろ！　よいか、良晴の志の邪じや魔まは絶対にさせぬ！　たとえお前が良晴と生死を共にしてきた仲間だとしても、いかなる理由があろうとも、良晴に危害を加えるつもりならば貴様を決して許さぬぞ！」

「……相良義陽。これまでのシメオンなら、お前に対して口を滑らせ、結局失敗していただろう。だが、今回は違う。黒官一流の野望のために、シメオンは自分の仲間たちすべてを、裏切ったのだ。いっさい私情は挟はさまない」

「ならば戦場でも私を良晴から遠ざけて、貴様の手て許もとに留とどめておくつもりか!?　だったら、そうすればいい。私は手枷を嵌められようとも足枷を嵌められようとも、いくらでも叫さけぶぞ！　私の特技は、挑ちよう発はつだ。舌を抜かれても、叫び続けてやる！　お前にも少しくらいは良心の呵か責しやくがあろう！　その良心をねちねちと刺し激げきし続けてやる！」

「……ふん。シメオンの集中力を削そいで采さい配はいの邪魔をするつもりか？　それは無理な話だ。高たか城の戦場に到とう着ちやくした暁あかつきには、きみの身み柄がらは立花宗茂に引き渡わたし、宗麟が率いる後方の惣そう陣じんへと移す。良晴も惣陣へ置いておく。うかつに最前線に相良姉弟きようだいを連れ出せば、逃とう亡ぼうされるか、島津軍に付け狙ねらわれて奪だつ回かいされるだろうからな。合戦がはじまってから、良晴と好きなだけ話せばいい。人質同士でな。逃亡を謀はかれば、斬きるぞ」

「貴様！　なぜ良晴を裏切った？　どうしても納得がいかん。教えろ！」

「相良軍団の副将になると威い勢せいよく人ひと吉よし城から出てきた割には、感情的だな相良義陽。きみはこのシメオンに匹ひつ敵てきする知ち謀ぼうの持ち主だと警けい戒かいしていたが、買いかぶっていたかな。やはり、あの相良良晴のご先祖だけのことはある。ふん」

　義陽は（夜が明けてしまう。時間切れだ。良晴……私は、やっと人吉城から巣立つことができたというのに……それなのに弟のために、なにもできぬとは……）と歯がみしながら、立ち去っていく官兵衛の後ろ姿を見つめていた。その背中は、どこか寂さみしげだった。

（黒田官兵衛。ガスパール。鍋島直茂が放っている葉は隠がくれ忍にん群ぐん。この大友と島津の合戦の背後で、なにかが動いている。情報戦とも言うべきもうひとつの戦いくさが。だが、捕とらえられたままでは、私には謎なぞは解けぬ。ひとりきりでは、人は、なにもできぬのだな……いかなる知謀も、誰にも顧かえりみられないこのありさまでは、なんの役にも立たぬ）

　かつて黒田官兵衛は、播はり磨まで地下牢へ押し込められた経験があるという。その経験が、軍師としての官兵衛を急成長させたのだとも。

　人吉城から巣立ったばかりの私もまた、この孤こ独どくと恐きよう怖ふを糧かてにして、良晴を支える副将として成長できるのだろうか。進退窮きわまっている良晴を守ることが、できるのだろうか。




　夜が、明けた。

　大友軍は──高城へと、進軍を開始した。







　　　巻ノ四　高たか城じようの合戦







　大おお友とも・島しま津づ決戦の地、高城。

　この城は、北側を流れる谷たに瀬せ戸と川がわと、南側を流れる高城川とに挟まれた丘きゆう陵りように建つ難攻不落の要よう塞さいであり、しかも西側は山地。高城を力攻ぜめで落とすには、この二本の川に挟まれた東側の中なか州す河原がわらから攻め落とすしかない。

　北から進軍する大友軍がこの高城を包囲するには、まず谷瀬戸川の北岸に陣を展開し、続いて谷瀬戸川・高城川を渡と河かして南岸に広がる台地・根ね白じろ坂ざかにも陣を敷しかねばならなかった。兵を北と南に分割すればそれだけ各陣の備えが手て薄うすにはなるが、北岸と南岸の両方を押さえてはじめて、高城の完全包囲が可能になる。

　むろん、高城の南に位置する根白坂は、薩さつ摩ま・大おお隅すみを領有する島津側からほど近い。

　五万の大友軍本隊を指揮する黒くろ田だ官かん兵べ衛えが増水した耳みみ川かわの渡河を急いだのも、根白坂を先に奪うばえるかどうかが、戦局を大きく左右するためだった。

　その日。

　櫓やぐらに登ってあくまきを頰ほお張ばりながら、島津家いえ久ひさは北方から攻め寄せてくる大友の大軍勢を眺ながめていた。牟志賀へと乗り込んだ相良さがら良よし晴はると相良義よし陽ひ、そして近この衛え前さき久ひさの三人がすべて黒田官兵衛に人質として捕とらえられていることは、すでに周知の事実となっている。良晴たちを奪回するためにも、島津軍は大友軍に──官兵衛に勝たなければならない。

「あれは、『百ゆ合り十字』の旗印！　大友軍が攻めてきたど！　いよいよ、合戦ぞ！」

　家久とともに三千の籠ろう城じよう兵を指揮する副将・山やま田だ有あり信のぶが、自らも種たね子が島しまを構えながら「者ども、配置に就け！」と吼ほえていた。家久が高城に到着した時点では千五百だった兵が倍の三千に増えているのは、最前線の高城に乗り込んできた島津家の末っ子・家久を守るために周辺から次々と志願兵が駆かけつけてきたためだ。全員、家久のために戦って散る覚かく悟ごでやってきた、強つわ者ものたちである。

「島津家の三姉あねが必ずや後ご詰づめに来てくださる。それまでわれらで高城を支えまする。姫ひめさまだけは討うち死にさせませぬ」

「んにゃ。山田どんは、嫁よめを迎むかえて子が生まれたばかりじゃ。死んではならん」

「いや。それは逆です。おいには世よ継つぎが生まれもした。ここで死んでも、悔くいは残りもさん──姫さまこそ、たとえ大友軍に完全包囲されようとも、われら城兵の命と引き替かえに自ら切腹を申し出る真似、やってはなりませんぞ」

「……なんじゃ。ばれちょったか」

「決して、やらせませぬ。相良良晴どんも、決して望んではおりますまい」

　おう。家久さまが嫁とつぐ姿を見るまでは絶対にこの高城は落とさせん！　と、高城に籠こもる兵士たちが、いっせいに吼えた。

　家久は遠とお眼鏡めがねで北方を覗のぞき込み、雲うん霞かの如ごとき敵軍の「気」を確認した。

　大友軍の足並みは、乱れていない。

　それどころか、完かん璧ぺきな統制が取れている。

「今いま山やまの合戦」の時のような指揮系統の混乱は、期待できなかった。

「先せん鋒ぽう隊が、谷瀬戸川北岸に三方から迫っちょる。それぞれがおよそ一万ずつの兵力を率いちょる。この総勢三万の先鋒隊を統とう括かつしちょるのは、豊ぶ前ぜん中なか津つ十二万石を与あたえられて大友軍の軍師となった黒田官兵衛のようじゃ。台座が剝むき出しの、奇き妙みような四輪車に乗り込んじょる。妙な鉄仮面の捕ほ虜りよを連れちょるが……」

「もしや、近衛前久さまではありますまいか？」

　家久が旗印を確認したところ、中央の部隊を率いるは、軍師・黒田官兵衛と、ガスパールが乗り込んでくる以前の大友軍のもともとの軍師だった老ろう齢れいの角つの隈くま石せき宗そう。

　東の部隊の指揮官は、大友家を代表する姫武将・吉よし弘ひろ鎮しげ信のぶ。戦場では近衛兵を率いているのが常だったはずだが、官兵衛に抜ばつ擢てきされたのだろうか。

　西の部隊長は、筑ちく前ぜん柳やな川がわ城から駆けつけた義ぎ俠きようの将・蒲かま池ち宗そう雪せつ。

「聞いちょった編制と違ちがう！　こたびの合戦はキリシタンの聖戦故ゆえに家中が分ぶん裂れつ、動どう揺ようしちょると聞いておったが……どの部隊も、士気が高か！」

「効率ばよか、まこと隙すきのない編制ですな。大友軍が大軍を編制した時は、必ず指揮が乱れると聞いておりもしたが、官兵衛どんは、やりもすな」

「んにゃ。しかも黒田官兵衛は、三つの先鋒部隊のうちのひとつか二つをただちに渡河させて、南岸の根白坂をも奪だつ取しゆしてしまうつもりぞ」

「このまま指をくわえて見ていては、北岸と南岸から完全に包囲されてしまいもす」

「そうなってしもうては、四万弱の島津本隊が後詰めに来ても、高城救きゆう援えんは至難となる。そうなれば、おいは腹切りじゃな。おいが生きたまま捕らわれては、姉者たちを困らせる。大友方に次々と譲じよう歩ほさせられ、島津家そのものが滅ほろびることに」

「それだけはなりませぬ！　官兵衛どんが渡河作戦を開始したところに、おいらが決死隊を編制し、斬り込みをかけもす！」

「んにゃ。山田どん、ありがたか。じゃが、それも厳しい」

　家久は首を横に振ふった。なぜならば、大友軍三万の先鋒隊のさらに背後を、大友宗そう麟りん自身が率いる二万の近衛兵軍団がゆるゆると進軍していたのだ。「人面かぼちゃ」の旗印を掲かかげた、かぼちゃ兜かぶとの近衛兵の半ばは、宗麟とともに「神の国」を日向ひゆうがに建国するという夢に憑つかれた少女兵であるが、みな九州の修しゆ羅らの武家に生まれた姫武将であり、合戦の素人しろうとではない。

「なんと。牟む志し賀かから宗麟が直接戦場に!?」

「近衛兵どもは遠すぎて見えんが、おそらく相良さぁと義陽は、あの大友宗麟率いる二万の中に抑よく留りゆうされちょる」

「では相良良晴どんは、大友宗麟との交こう渉しように失敗しもしたか」

「んにゃ」

　良晴がどのような経けい緯いを経て宗麟の説得に失敗したのかまでは、家久にはわからないが、宗麟が良晴に「恋こい」という形での救済を求めたであろうことは、想像がついた。もう家久は、恋に恋する子供ではない。つい少し前までは、自分も、宗麟と同じだった。恋という概がい念ねんに憧あこがれ、恋に恋をしていたのだ。それだけに、宗麟が良晴に求めているものが理解できた。

「大友宗麟は、相良さぁと恋に落ちたかったはずぞ。キリシタンとしての聖戦を戦うという夢を捨てるならば、『天あまの岩いわ戸と開き』の時の織お田だ信のぶ奈なのように恋に救われねばならんかったはず。きっと、宗麟は口説き落としてくれと言わんばかりじゃったはずなのに。相良さぁは女の子のおっぱいば大好きなくせに、肝かん心じんの場面では律りち儀ぎぞ」

「据すえ膳ぜん食わぬとは、唐とう変へん木ぼくですな」

「だが、それがよか。山田どん」

「わかりもす」

　大友家の家臣団の不和は、親キリシタンと反キリシタンの対立故であった。しかし家臣団を分裂させた元げん凶きようである問題の宣教師・ガスパールは別働隊を率いて高たか千ち穂ほの山中へ入っているという。高千穂から高城へかけての山道は、恐おそるべき難行軍である。土と地ち勘かんのない南なん蛮ばん人じんの指揮官にはまず不可能と言えた。別働隊が高城の戦場へ到着する気配は、今のところ、ない。だがむしろガスパールがこのような形で戦場から身を退き、合戦の軍師役を黒田官兵衛に一任したことで、大友軍の自じ壊かいはもはや期待できなくなっていた。

「姫さま。それにしても、大友宗麟自身が高城まで進軍して、後詰めを行うとは」

「これは、おいにも予想外じゃ。いつものように宗麟は後方の牟志賀に留まると予想しちょった」

「その分、大友軍の兵数が、姫の読みよりも二万は多か」

「合戦を嫌きらう大友宗麟が牟志賀を発たって、自ら戦場に来ちょるとは。黒田官兵衛が宗麟を説き伏ふせたか、その気にさせたか」

「まっこと、これで籠城は非常に厳しくなりもした」

　山田有信が「根白坂を奪われれば負けです。姫さまに、腹ば切らせはしもさん。やはりおいが五百の決死隊を率いて、後詰めが到着するまでの時間を稼かせぎ、大友軍の渡河を阻そ止ししもす。止め立ては不要。これにて御ご免めんつかまつる」と立ち上がった。

　家久が「んにゃ。山田どんと兵へ児こどもだけに死ねとは命じられん。切腹も討ち死にも同じじゃ。おいも行くど」と目を吊つり上げた。この死地を前にして家久は激してもおらず、慌あわててもおらず、悲観してもいない。合戦に命ば捨てがまると決めた時の家久さまは、まこと、姉であられる義よし弘ひろさまによく似ちょる、と山田有信は思った。母親こそ違えど、島津の妹じゃ、と。




「耳川の増水で手こずったが、かろうじて間に合ったな。根白坂を先に奪い北と南から高城を包囲するという上策は、成った。これで島津軍は、高城に籠もる家久を救援できなくなる。家久は、わが四人目の人質だ！　戦わずして島津に勝った！　黒官一流だ！」

　大友軍先鋒隊三万は、黒田官兵衛が選んだ三人の指揮官によって一万ずつに割り振られている。行軍速度、士気、すべてが官兵衛の予想を上回っていた。

「むふー！　地の利も天の時も戦術も重要だが、合戦の勝敗を決する最大の要因は、人選にあり！　戦を戦う者は、神でも仏でもない。人間だ！　人選を誤れば、地の利を得ても戦には敗れる。人選に誤りがなければ、不利な戦局をひっくり返すこともできる。戦う前から勝敗は半ば決しているということだ──たとえ九州随ずい一いちの『人の和』を持ち、一枚岩を誇ほこる島津四姉妹しまいが相手であろうとも、この合戦、シメオンが勝ってみせる！」

　大友軍先鋒隊三万を率い、「黒官一流」の旗を翻ひるがえしながら「軍師専用四輪車」に座っていた黒田官兵衛が「高城から決死隊が突とつ出しゆつしてきても相手にするな、無視せよ。根白坂さえ奪えば大友の勝利だ。蒲池隊！　吉弘隊！　ただちに渡河して根白坂を占せん領りようせよ」と羽う毛もう扇せんを振ったその時──。




　高城川の南岸に、突とつ如じよとして「丸に十字」の旗印が翻り、いっせいに鬨ときの声が起こった。




「間かん一いつ髪ぱつで後詰めに間に合ったようだ、姉者！　島津軍全軍、これより根白坂に展開！　大友軍の渡河を絶対に許すなッ！　根白坂を死守し、高城に籠もる家久たちを解放する！」

　もはや説明不要──戦国九州が生んだ伝説の猛もう将しよう。島津家が誇る武神・島津義弘。

「ふふっ。家久一世一代の見せ場を奪ってやったわ。ざまあみなさい。いい気味だわ。姉より先にさっさと討ち死にして名を残す妹などいないのよーっ！」

　黒田官兵衛は必ず根白坂を目指して、補給をも兵士の体力をも無視した乾けん坤こん一いつ擲てきの強行軍を行う。島津も一刻を争って根白坂へ向かわねばならない、と主張して義久の尻しりを叩たたき続けた謀ぼう将しよう・島津歳とし久ひさ。

「あーあー。相良良晴が大友宗麟をドンッと押し倒たおして貞てい操そうを奪って言いなりにさせちゃうかどうか、おみくじを引いて占うらなう時間がなかったなあ～。でもでも、おかげで家久ちゃんへの後詰めに成功したよっ！」

　絶対に相良良晴はあの大きなおっぱいに釣つられて大友宗麟を押し倒すと思って、のんびりまったり構えていたんだけどね私は。相良良晴って主君の織田信奈と違って悪人じゃないんだね～がっかりだよ、と唇くちびるを尖とがらせているのは総大将の島津義よし久ひさ。

「だから言ったではないか姉者。相良良晴は色いろ仕じ掛かけで姫武将をたぶらかしたりはしない御ご仁じんだと」

「えー。だって義弘ちゃんも家久ちゃんも、相良良晴にたぶらかされてるじゃん。今さら大友宗麟を新たに愛人枠わくに入れるくらい、大勢に影えい響きようないじゃん」

「姉者！　わ、私は、たぶらかされてなどいないっ！　さ、相良良晴というお方を、ぶ、武人として尊敬しているだけだっ！　い、家久はまだ子供だから、たぶらかされているかもしれないが……早く家久の目を覚まさせねばな。げふんげふん」

「姉さんたち。私は最初からあいつは失敗すると言っていたでしょう。きっと、大友宗麟のかぼちゃのようにでかい胸を前に涎よだれを垂らして嫌われたんだわ！　だから相良良晴など信用できないのよーっ！　家久の命を守ることができるのは、われら島津姉妹と薩さつ摩ま隼はや人とだけっ！」

「まあ高たか城救援はぎりぎりになっちゃったけど、家久ちゃんが大友家への使者として牟志賀へ向かっていなかったのが不幸中の幸いだよね～」

「そうね義久姉さん。大友宗麟と相良良晴を奪うばい合うなんてことになったら家久は危なかったし、そうならなくてもあの腹黒い黒田官兵衛ならば戦いくさに勝つために家久をさっさと捕つかまえるくらいの真ま似ねはしたでしょうしね。敵が百人くらいまでなら戦えても、それ以上の人数で囲まれればさすがの家久も捕とらわれていたでしょうから」

「そういえば、大友宗麟をはじめとする姫武将たちを口説き落とすことで和わ睦ぼくをはかっていたらしい近衛さまもあえなく黒田官兵衛に捕らわれてしまったが……ご無事なのだろうか？　近衛さまを人質に取るとは、酷ひどい軍師もいたものだ」

「あー。そういえば、黒官さんから『近衛前久を返してほしくばこちらの要求を吞のめ』とお手紙が来ていたけれど、当然無視したよ、義弘ちゃん♪　黒官さんって幼いのにすっかり悪人だよね、立派だよね。弟で子し入りしたいな～」

「まったく。近衛さまは島津家の主筋だぞ。近衛さまをお救いするよう骨を折ってくれぬのか、姉者は……」

「今となってはもう遅おそいわ義弘姉さん。まもなく、両軍は激突するのだから。根ね白じろ坂ざかの西方に義久姉さんは本ほん陣じんを敷しいて。中央に義弘姉さん。私は東側に陣を構えるわ！」

「了りよう解かいしたよ、歳久ちゃん。家久ちゃんの危機に直面して、いつも罵ば詈り雑ぞう言ごんばかり吐はいていた歳久ちゃんがいちばん焦あせってるね～」

「混ぜっ返さないで！」

「はいはい」

「気持ちはわかるが、焦るなよ歳久。血気に逸はやってはならんぞ」

　官兵衛の「上策」は、あと少しのところで、成らなかった。

　南岸の根白坂を先に押さえたのは、島津軍だった。

　総大将の島津義久は合戦にあたってはたいてい優ゆう柔じゆう不断で、迷いながらおみくじを引くようなのんびりとした性格の姫ひめ武将だったが、大友軍を釣り出す「囮おとり」となっている高城に末妹の家久が籠ろう城じようしていたため、今回ばかりはいささかも迷わなかった。それどころか、珍めずらしく義久自らが軍を率いて戦場へと乗り込んだのだ。

　大友宗麟と島津義久。北九州と南九州の覇は者しや同士が、この高城の戦場において、一堂に会した──。

　義久は、義弘、歳久をはじめとする島津軍の主力四万弱を引き連れ、高城川沿いに軍を展開し、根白坂を素早く奪だつ取しゆした。

　黒田官兵衛率いる大友軍三万が、北岸に。

　島津軍四万が、南岸の根白坂に。

　両軍は、高城の南北を流れる二本の川を隔へだてて、対たい峙じすることとなった──。

　大友宗麟率いる近この衛え兵へい二万は、その両軍が対峙する光景を、北側の高台に設けた「惣そう陣じん」から見下ろしている。




「ぐぎぎ。あとちょっとで根白坂を先に奪えたものを。島津方にもなかなかの知ち恵え者がいるらしい！　たぶん、胸が薄うすい尻が薄い幸が薄い歳久だな！　しか～し！　『黒官一流』の旗は伊だ達てじゃないっ！　根白坂を奪われた場合も、すでに想定済みだ！　角隈石宗よ、今こそ南蛮渡と来らいの新兵器、大おお筒づつ『仏狼フラン機キ砲ほう』こと『国くに崩くずし』を用いよ！　高台へと設置し、高城の城じよう壁へきを破は壊かいせしめろ！　たとえ島津軍が根白坂に陣取っていても、島津家久はもはや高城から脱だつ出しゆつ不能だと、島津方に思い知らせてやれっ！」

「御ぎよ意いにござります。拙せつ僧そうにお任せあれ。ですが高城までは五町（５５０ｍ）の距きよ離りが。『国崩し』の射程はおよそ三町。届きませぬぞ」

「問題ない。かつてシメオンが九く鬼き船団の鉄てつ甲こう船に積み込んだ国産大筒の技術を採り入れて、射程距離を五町に延ばしてある。ぎりぎりで高城に届くぞ。ふふふ」

　官兵衛が、「この不忠者めが～！　麻ま呂ろを解放するでおじゃる～！　そちゃ、切腹ものでおじゃるぞ！」と叫さけび続けている鉄仮面姿の捕ほ虜りよ・近衛前久を「うるさい」と足あし蹴げにしながら、軍師専用四輪車の上で怒ど鳴なれば。




「……なんだか不ふ愉ゆ快かいなのはどうしてかしら。敵は根白坂の奪取のために、補給を無視して軽装で駆かけに駆けてきた。はなっから長期戦を想定していない。このまま膠こう着ちやくに持ち込めば大友軍はいずれ兵ひよう糧ろう不足を起こして自壊する。でも、水の手を断たれた形になった高城の家久たちも乾かわき飢うえるわ。その上、敵方には南蛮渡来の『国崩し』が……今日一日で勝負をつけるのよ！　べ、別に相良良晴が膠着を望んでいないからではないのよ。さ、相良良晴の志だとかそういうものはどうでもいいんだから！」

　南岸の根白坂では島津歳久が、愛妹・家久が考案した必殺の囮戦術「釣り野の伏ぶせ」をいかにして発動させるかを、考えに考えていた。やはり、一日で決着をつけるには、釣り野伏しかない。高城に籠こもる家久とは直接話すことができないが、歳久たち三人の姉が動けば、家久も必ず阿あ吽うんの呼吸で三人に応えてくれる。島津四姉妹には、戦場での会話など要いらない。四人で一人なのだ。

「なんとしても大友軍を釣り出さなければならない。高城川を渡河し、高城正面の河か原わらへと突進する『囮兵』が必要だわ。川中の中州河原に大友軍を誘ゆう導どうして玉ぎよく砕さいし、敗走する『死に兵』が！　大友軍の先せん鋒ぽう隊三手が勝ちに乗じて続々と高城川を渡河すれば、根白坂に待機する義久姉さん・義弘姉さんと、背後の高城に籠もる家久とで、渡河中の大友軍を挟きよう撃げきできる。でも囮兵を率いる総大将は、ほぼ確実に……死ぬ」

　歳久は、宗麟を止められなかった良晴に毒づきたかった。

　どういうことなの相良良晴。妹の運命を変えてくれると言ったのに。むしろ黒田官兵衛の、つまり上方侍ざむらいの九州侵しん略りやくが、本来の「歴史」よりも早まっている！　ここで島津軍が黒田官兵衛に敗れることはすなわち、中央の織田信奈政権に島津が屈くつし、九州制せい覇はの夢が瓦が解かいするということ。

　そうなれば、家久の運命も──。

　相良良晴は、言った。

　島津四姉妹のうち、常に戦場の最さい先せん端たんに立ち続ける末妹・家久の命が、最初に尽つきる。

　中央政権が九州の合戦に介かい入にゆうし、島津による九州統一が夢と終わった時、その死は、唐とう突とつに訪れる。

　しかし、島津四姉妹が──正確に言えば歳久と家久とが相良良晴の奔ほん走そうによって和解した時に、すでにその家久の死の運命は回かい避ひできたはずだ、と歳久はこの高城に到とう着ちやくするまで信じていた。

　しかし、本来はこの合戦に参戦するはずではなかった織田政権の軍師・黒田官兵衛が大友軍を率いており、しかも大友軍の各隊を指揮する修しゆ羅らたちの顔ぶれが歳久の予想を覆くつがえして一新されていることを知った今、「ああ。まだ、来るはずではなかったのに。『その時』が、来てしまった」と歳久は気づいていた。

　島津家にとって、この日向ひゆうがの高城こそが、北九州へ出るための「鍵かぎ」となる絶対的な要地であり、また北九州から攻せめ寄せてくる敵軍に対する実質的な最終防衛拠きよ点てんでもあることを、歳久は知り尽くしている。

　島津家が九州の覇者になるためには高城攻こう防ぼう戦せんに勝たねばならないことも。

　そして、島津家が本州から来た天下人の軍団に敗れて、九州の覇者になるという夢を散らす運命の場所も、また、この高城であろうことも。

　智ち者しやである歳久には、痛いほどに、わかっていた。

　もしも両軍決着がつかぬ場合、家久は高城の開城と自らの切腹を条件に、和睦を成立させる覚かく悟ごだということも。そのために、敢あえて高城に留とどまったのだということも。

「……家久……家久……あなたはまだ、若すぎる。まだ、子供なのに」

　相良良晴は、島津四姉妹しまいのために自分にできることをぎりぎりまでやり尽くしてくれた。自らの命を賭かけて。それでもなお、家久の運命は変わっていない。逆に、その死期が、早まっている。相良良晴が家久の運命を変えようと奔走した反動なのだろうか。歴史が、帳尻を合わせようとしているのだろうか。

「……ううん。未来人は神でも予言者でもない。相良良晴もまた私たちと同じ、一人の人間の少年。しかも、本来自分自身とは無関係な島津四姉妹のために命を賭けて奔走してくれてきた人。彼一人に、島津家の運命を押し被かぶせてはならない。自ら運命に抗あらがって戦わない者に、運命を変えることはできないわ。そして今、島津家の姉妹のうちで、家久の運命を知っている人間は……この高城で、島津家の夢とともに家久の命が散るという未来を知っている姉は……この私だけなのよ」

　今ここで義久姉さんと義弘姉さんを散らせるわけにはいかない。私には義弘姉さんのような武ぶ威いはないけれど、「囮」ならばつとまる。家久の運命を変えてみせる、抗ってみせる、と歳久は決断した。

「戦術・釣つり野伏を発動！　囮部隊はこの私が率いるわ、急いで高城川を渡河！」

　歳久は、馬の腹を蹴けり上げていた。

　島津四姉妹のうちのいずれかが「囮兵」にならねば、黒田官兵衛ほどの者がむざむざ釣り野伏にかかるはずもない。歳久は、大友側が本気になって「囮兵」を攻めねば、そのまま谷たに瀬せ戸と川がわまでを渡わたりきって大友の陣へと斬きり込むつもりだった。「釣り野伏」の囮部隊は、陽動部隊にあらず。文字通りの背水の陣より敵中へと玉砕すべく突進するのが使命である。囮兵の敗走は、敵兵を誘導するための演技ではなく、全力で戦い壊かい滅めつした後の必然的な結果でしかない。

「義久さまと義弘さまに無断で突進して、よろしいので!?」

　副官が思わず問うたが、歳久は、

「二人の姉さんたちは島津家存続のために生き延びねばならないのよ。　兵へ児こども。隼はや人とども。家久のために……私に、あなたたちの、命を……でも、残りたい者は残りなさい。今、私は、家久への情に目が眩くらんでいる。私の我わが儘ままに付き合わなくてもいいわ！」

　と振ふり切って丘おかを駆け下りた。副官が、

「やれやれ。島津家の姫たちはみな、激しか」

　と頭をかきながら、雄お叫たけびをあげて歳久の後を追った。

　そして、歳久に従う兵児たちも。

「歳久さま。遠えん慮りよせずとも！　もう、悪人ぶらんでもええ！」

「そう来ると知っちょった！　死に支じ度たくは薩さつ摩まを発たつ際に済ませた。合点承知じゃ！」

「妹ば救いたい姉の気持ち、おいらにもわかっちょる。遠慮することはなか！」

「ありがとう！　みんな！」

　歳久に仕える薩摩隼人たちは、誰だれ一人逡しゆん巡じゆんすることなく、いっせいに猿えん叫きようをあげながら歳久に続いた。




　島津歳久軍八千が、根白坂を駆け下りて、高城川へと迫せまっていたこの時。

　高城の合戦のすべてを見渡せる北方の高台に惣そう陣じんを据すえた大友宗麟たちは、さらなる衝しよう撃げきを受けていた。

「はじまってしまったか。当てるなよ。『国崩し』の弾たまを、高城の家久に当てるなよ」と黒田官兵衛の采さい配はいをかたずを吞のんで見守っていた相良良晴は、手て枷かせを嵌はめられたまま、「最重要人質要員」として宗麟の右みぎ隣どなりに。

　牟む志し賀かの牢ろうから出され、宗むね茂しげに連れられてこの惣陣に移されて、「ちっ。良晴よ。大友宗麟を口説き落としてしまえば一発逆転も可能だったのに、怖おじ気けづいたのか？　わが弟はしょせん女を知らぬへたれだったな。やはり男女の仲についてお姉ちゃんが手ほどきしておくべきだったか……いつまで私は人質に取られ続けねばならんのだ」と良晴に憎にくまれ口を叩たたいていた相良義陽も、手枷を嵌められていた。

「良晴どの。義陽どの。申し訳ありません。軍師どのは決して逃にがすなと仰おおせですが、惣陣が崩れるようなことになれば、ただちに手枷を外させていただきます」と二人にずっと謝っていた立たち花ばな宗茂。初うい陣じんながら、宗麟率いる近衛兵二万の指揮権を託たくされていた。

　そして、頭の上に飼い鶏にわとり「じとっこ」を乗せ、「こらーっ自分こそが立花家の当主だーっ！」と無理矢理宗茂に抱だきついて随軍してきた、幼い立花誾ぎん千ち代よ。

　その四人が、今まさに高たか城じよう川がわを越こえようとしている歳久軍とは異なる方角に、『西』に、視線を向けていた。

　ついに合戦がはじまってしまったと青ざめていた大友宗麟が、

「……あれは、なに？　あの、山の向こう……なにかが、動いている。まるで、山そのものが地じ滑すべりを起こして歩いているかのような!?」

　と、不意に意外な方向を指さしていたからだ。

　高城を流れる二本の川を挟はさんで、北岸に大友軍、南岸に島津軍が長い陣を敷しき対峙しているその戦場とは、まるで異なる方角から、それは迫ってきた。

　高城の西側。谷瀬戸川と高城川の上流に位置する山が──その山々を覆おおう緑の森が、ゆっくりと動きはじめていた。

　土ど砂しや崩くずれ──ではない。

　大友の、別働隊だった。

　鎧よろいも兜かぶとも捨て、全身を木の枝や葉で覆い尽くした徒歩の伏ふく兵へいたちが、高たか千ち穂ほから高城へと至る無む謀ぼうな山中行軍ルートを、今、踏とう破はしたのだ。

　大友宗麟は「まさか。幻まぼろしでは」と疑ったが、宗麟の指さす先を見た四人が四人とも、「たしかに、幻じゃない」と宗麟に答えていた。

　宗麟が、南なん蛮ばん椅い子すから立ち上がって、青ざめながらつぶやく。

「……『日向の森が進撃をはじめる時』が……来た」

「なんのことだ宗麟？」と義陽が思わず尋たずね、良晴が「宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言だ！　予言されていた、宗麟が破は滅めつする時が来た、ということだ！　まさか、日向の森が動くなんて」と呆ぼう然ぜんと動く森を見つめながら答えていた。

「予言だと？　なんだそれは？　日向の森が動いたら、宗麟が破滅するというのか？」

「あくまでも予言は予言にすぎないが、そういうことだ義陽姉さん。宗麟はずっと、宇佐八幡神の予言に縛しばられて怯おびえていたんだ。『二階崩れの変』も、弟たちの度たび重なる死も、すべてはこれまで予言通りに進んでいた。だがそれらの悲劇は戦国の世では避さけられ得ぬことだ。たまたま的中したにすぎない。まさか、最後の……宗麟の破滅の予言が成じよう就じゆする時が来るとは、俺も予想していなかった」

「しかし良晴。山越えの別働隊は、ガスパールが率いていたのではなかったのか？　なぜガスパールが大友宗麟を破滅に追い込むような真ま似ねをするのだ。あやつは良晴、お前の敵ではあるが、大友宗麟と織田信奈の二人を同盟させて日ひノ本もとをキリシタンの王国にしようとしているのではなかったか」

「そうなんだよ、義陽姉さん。それに、いくらガスパールでも土と地ち勘かんのない日向の山越えは無理なはずだ。『史実』の『耳みみ川かわの合戦』でも、山越えの別働隊は合戦に間に合わなかったはずなんだ。いったいなにがどうなっているのか、俺にもわからない」

「ガスパールさまにも、予言を覆すことはできなかったんだよ！　ガスパールさまは、険しい山を越えるために足軽たちに重い武装を捨てさせ、島津に発見されないために木の枝と葉で迷めい彩さいさせ擬ぎ態たいさせた。その結果、偶ぐう然ぜんにも……日向の森を、動かしてしまったんだわ……もう……おしまい……」

　やはり、日向には手を出してはならなかった。怯えながら顔を覆う宗麟の隣に、立花宗茂が立った。

「いえ、ご主君。黒田官兵衛どのは『釣り野伏』を封ふう殺さつするために、本来は成功するはずのない山越えを強行させたのです。第一の策である『上策』は、根ね白じろ坂ざかを先に奪うばって高城を完全に包囲し島津の後ご詰づめを阻はばむという戦術でしたが、これは島津軍の強行軍によって破れました。ですが、官兵衛どのは根白坂の奪だつ取しゆは難しいと先読みした上で、本命である第二の策『中策』を極秘に進めていたのです。これで大友軍は、両軍にとっての死角となっていた『西』を奪いました。北岸の先鋒隊三万と西の山を奪った別働隊とで、逆に島津軍を挟撃できます。言うなれば『釣り野の伏ぶせ返し』の戦術です。これで両軍は完全に互ご角かく。日向の森と一体化した別働隊は、およそ三千。おそらく別働隊を指揮している人間はガスパールではないでしょう。これほどの難行軍を成功させるには、兵士たちの高い士気が必要です。故ゆえにガスパール、フロイスたち南蛮の宣教師は、高千穂に留めてきたはずです」

　そうか！　これが官兵衛の「中策」だったのか！　たしかに、「釣り野伏」を封殺すれば島津軍による高城の開放は困難になる、と良晴はうなずいていた。

「宗茂？　じゃあ誰がガスパールさまに代わって別働隊の指揮を!?」と宗麟が声をあげ、立花宗茂が「間ま違ちがいありません。わが義ち父ち上うえと、そして、親父おやじどの。立花道どう雪せつと高たか橋はし紹じよう運うんです。他に、これほどの難行軍を果たせる武将は、おりません」と答えていた。

　え～っ？　じゃあ立花山城は空っぽなのか～っ!?　と誾千代が思わず声をあげた。

「ええ、誾千代どの。立花山城も岩いわ屋や城も空城です。お二人は、ご自分が動員できる全兵力を率いてこられたでしょうから。この強引な山越えの途と上じようで、多くの兵が脱だつ落らくしてしまうことを計算に入れれば、そうせざるを得なかったのでしょう」

「では。道雪と紹運が、期せずして……知らず知らずのうちに宇佐八幡神の予言を、成就させてしまったんだね。道雪は宇佐八幡神の熱心な信者だった。すべては、運命だったのね……宗麟はやっぱり敗れるんだね。牟志賀は灰と化すんだね」

　宗麟が言うように、宇佐八幡神の予言が成就するのか。それとも山越えの別働隊の到とう着ちやくが間に合ったことで、「中策」を一気に進めた官兵衛が優位に戦局を動かすのか。この合戦が「耳川の合戦」となるのか、それとも「根白坂の合戦」となるのか、あるいは誰も知らない結末が訪おとずれるのか。

　良晴にももう、合戦の趨すう勢せいはまったくわからなかった。

「これで、大友軍も島津軍も迂う闊かつに攻め込めなくなった。歳久軍が釣り野伏戦術を決めるために囮おとり部隊として突とつ出しゆつしてきているが、西の山を大友の別働隊に奪われた以上、この囮部隊の突出は空振りに終わった。逆に挟きよう撃げきされた形になった歳久は、根白坂へと再び撤てつ退たいせざるを得ない。これで両軍、ほぼ互角だ。この先にまだ中策の続きがあると考えていいのだろうか？」

　義陽が目を細めて、西の山を凝ぎよう視ししている。

「まさに神算鬼き謀ぼうだな。だが、官兵衛の戦術はどうにも大がかりすぎる。中策にまだ続きがあるとしても、見事に決まればいいのだがな」

「いえ。残念ながら、『決まらない』と考えて行動したほうがよさそうです。義陽どの」

　良晴が、耳を疑った。

「宗茂？　どういうことだ？　官兵衛が、この大一番でし損じるということか？」

「はい。官兵衛どのの戦略はおそらく人間の軍師が準備できるものとしては、完かん璧ぺきなものでしょう。しかし、その戦略は残念ですが破は綻たんします。なぜならば官兵衛どのは、宇佐八幡神の予言を、知りませんから」

　立花宗茂はすでになにかを覚かく悟ごしているかのようだった。「こら～っ立花山城をなんとかしろ～っ！　龍りゆう造ぞう寺じに盗ぬすまれる！」と騒さわぐ誾千代の身体からだをそっと抱だきしめて、優しく囁ささやいていた。

「誾千代どの。女同士のおままごとのような夫ふう婦ふ生活でした。なにかと不仲でしたが、官兵衛どのの読みが正しければ、立花山城は無事です。私がいなくなっても、誾千代どのならば立花家の当主として立花山城を守ってくださるでしょう」

「にゃ？　にゃにを言いだす、宗茂？　悪いものでも食ったのかっ!?」

「コケ？」

　立花宗茂はなにを予期しなにを覚悟しているのか？

　あの牟志賀で宗麟が「予言」について語る言葉を偶然聞いてしまった時、そして夜空を見上げながら汁しるかけ飯を食べながら語り合っていた時と、同じだった。今、誾千代を抱き上げてあやしている宗茂の表情は──年とし頃ごろの少女が子供に対して見せる優しい笑顔だ。「西国無む双そう」の張り詰つめた武士の顔ではない。

　立花宗茂は、誾千代に「おさらばです。わが妻」と囁き、「宗茂？」ときょとんとしている誾千代と、飼い鶏のじとっこを、そっと地上に降ろしていた。

「どどどどうしたのだ、いったい!?　お前。気持ち悪いぞ？　いつものように、誾千代を振り回して放り投げぬか！　まさか誾千代に恋こいしたとか言いだすのではあるまいなっ!?　おおおおにゃのこ同士で、そ、そんな？」

「ここここコケェッ!?」

「ふふ。女同士で夫婦になるのはやはり、無理がありました。お互たがいに、姉と妹のような関係でしたね……」

「こら～っ？　末まつ期ごの別れのような言葉はやめろっ！」

　宗茂は背中に担かついでいたまっすぐな長ちよう剣けんを鞘さやから抜ぬき放ち、そして、足あし下もとへと突つき立てていた。

「誾千代どの。この直刀を、あなたに持っていていただきたいのです。これは私が立花家に婿むこ入いりする際に、親父どのから贈おくられた、曲がらず・折れずの名刀『剣・長なが光みつ』です。義父上と親父どのとが戦うことになったら、迷わずこの剣で自分を殺せと、親父どのが。私にとっては、二人の父親を繫つないでくれる宝物のようなものです。どうか、たいせつに扱あつかってください」

「あほか～っ！　そんな大事なものを手放すなあっ！」

　宗麟はこの時なお、南蛮椅子の上に座ったまま、顔を覆って怯えている。

「日向ひゆうがの森」を、己おのれの運命を、正視できないでいる。

　相良良晴は、なにがどうなっているのかわからないが、立花宗茂を止めなければならないと気づいた。

　良晴には、立花宗茂の言葉と行動の真意を読むことはできなかったが、これだけはわかった。

　立花宗茂は、官兵衛が作りだしたひとときの膠こう着ちやく状態を、敢あえて破るのだと。

　これから大友軍へと突とつ撃げきし、討うち死にするのだと。

　なぜだ。

　なぜなんだ。

「……相良良晴どの。この立花宗茂は、予言の『意味』を知っております。牟む志し賀かで予言を聞いてしまった時に、理解してしまったのです」

「予言の……意味？　解かい釈しやく、ということか？　そんなものは恣し意い的てきにどうとでも」

「おそらく、私の義父上も親父どのも、以前から予言の内容を知っていたのです──私が二人の父親に愛され育まれてきたすべては、この日のためだったのです。誾千代どのと私が女同士で夫婦にならねばならなかった理由も。すべてを私は、了りよう解かいしました。さすがに、私自身の運命を知ってしまった時には、心が乱れましたが……」

　この表情は、死にゆく者だけが見せる、微び笑しようだった。

　義陽が、徳とく千ち代よを守るため、良晴に別れを告げた時の微笑と、同じだった。

「待て。どういうことだ!?　官兵衛は、釣つり野伏を封殺するためにここまで戦術を練りあげてきたんだぞ？　立花道雪と高橋紹運を駆かり出してまで。それなのに……きみは、犬死にするつもりなのか？　老いた立花道雪が逝いった後、大友家を守護する『西国無双』として生きるはずのきみの未来は、どうなるんだ!?　俺が知っている、きみの未来は……違ちがう。そんな結末を迎むかえるはずじゃない！　きみには、苦難に満ちながらも、輝かがやかしい、未来が」

「説明している時間はもうありません。私は二人の父親から、ご主君の『弟』となるべく育成されたのです」

「了解などできるか！　せめて、理由を説明してくれ！」

「お許しください！　それ以上あなたに止められると、私の覚悟が乱れてしまいます……良晴どの。私がここで立ち上がらなければ、あなたが死ぬことになるのです。ですから、私は、決断できたのです」

「俺が、死ぬ？　なんのことだ、宗茂!?」

「相良良晴どの。あなたにお会いできて、幸せでした……御ご免めん！」

　義陽が手て枷かせを嵌はめられたまま、その宗茂にしがみついていた。

「良晴！　予言の内容を知らない私にはまだ、なにがどうなっているのかわからぬが……宗茂を止めろ！　力ちから尽ずくででもこやつを止めねば、官兵衛の戦略のすべてが瓦が解かいするぞ！」

「わ、わかった義陽姉さん！　宗茂、とにかく話は後だ！」

　しかし良晴も、義陽と同様に、手枷を嵌められている。二人がかりで宗茂を止めようとしたが、両手を塞ふさがれた状態では到とう底てい無理だった。

　宗茂は目をつむりながら二人を当て身で転がせて一時的に失神させ、「ううっ」「……ぐっ……」と突っ伏ぷした二人の手枷を外すと、馬上の人となっていた。

「あーっ？　さっ、相良姉弟きようだいがやられた～っ！　軍師どのの作戦を無視して暴走するにょか!?　おのれ宗茂～！　この誾千代が止めてみせるっ！」

　誾千代が宗茂を力尽くで止めるために大地に突き立てられた剣・長光を引き抜こうともがくが、誾千代のか弱い力では、動かない。じとっこがくちばしで剣を突つついて誾千代に加勢するが、むろん、鶏にわとりがくちばしで突いても抜けるはずがなかった。それでも、じとっこはくちばしで突き続けた。

「ううう～！　抜けろ！　抜けろお～！」

「コケ、コケ、コケッ！」

　大友宗麟は「道雪と紹運が、予言を知っていた？　どういうこと……？」と震ふるえながら、顔を覆おおった指の隙すき間まから、そっと宗茂を見つめていた。

「……宗麟を絶対に見捨てないと約束してくれたはずなのに。それなのに、最前線へ行ってしまうの、宗茂？　二万の旗本兵は、どうなるの。宗麟は、どうすればいいの？」

「ご主君がこの惣そう陣じんを動く必要はないのです。われらが島津軍に敗れた場合の撤退時に必要な兵士たちです。なにも問題ありません。ここで、運命が覆くつがえる瞬しゆん間かんを、ご覧になっていてください。その結果、この合戦で勝利を摑つかめるか敗北に終わるかは、やってみなければわかりませんが、私は勝つために最後まで戦います。そして、勝敗にかかわらず、これだけは保証いたします。この立花宗茂が、ご主君の最後の『弟』として──宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言を、完成させます」

　近この衛え兵へいたち！　私の最後の命令だ、決して動くな！　動く時は、ご主君を無事に戦場から撤退させる時だけだ！　と、宗茂がかぼちゃの少女兵たちに命じていた。それで、彼女たちの動きはぴたりと止まった。宗茂はすでに、この行軍中に、彼女たちから絶大な信しん頼らいを得ている。誰もが、宗茂の高潔な人格と桁けた外はずれの武勇に憧あこがれ、崇すう拝はいしていた。宗茂の命令は、絶対だった。

「どうしても、行くの？　宗麟は、こんども、弟を守れないの？　また、弟を差し出して、自分一人が生き延びるの？」

「ですが、予言の輪りん廻ねは、今日で終わりです。これよりご主君は、自由に生きられます」

「……宗茂……！　大友家当主の命令よ。あなたは主君に死を命じられればその場で死ぬのでしょう。ならば、宗麟の命令に従いなさい！　行かないで！　死んではダメ！」

「申し訳ありません。その命令は拒きよ否ひさせていただきます。今の私には、自分自身の『意志』がございます。誰に命じられたからでも、義ち父ち上うえたちに教育されたからでもなく……これは私自身が、選び取った道です。私の、我わが儘ままです」

「宗茂!?」

「私が動かずとも、まもなく義父上と親父おやじどのが、中なか州す河原がわらの島津歳久軍へ向けて突進します。その時点で、黒田官兵衛どのの中策は破れます。その結果、官兵衛どのは下策を用いねばならなくなります。下策を用いることになれば、相良良晴どのは死を選びます」

「わけがわからないよ！　でも、だったら、相良良晴は拘こう束そくして絶対に手放さない。惣陣から出さない。だから」

「──私が行けば、良晴どのの命を守れます。相良良晴どのの命を守り、ご主君を予言から解放します。私はこれよりあの高たか城じよう川がわの底に沈しずんで死にますが、もしも私が戦った結果島津軍を壊かい乱らんせしめれば、大友家に勝利をもたらすことも夢ではありません。最後の最後まであきらめません。すべての実を、私は、手にします──手に入れるために、抗あらがいます」

「高城川の底に沈む？　宗茂。あなたは、まさか？　道雪と紹運は……あなたを、もしかして、そのために……この日のために……」

「ご明察です、ご主君」

　宗麟は、この時、ついに理解した。立花宗茂。立花道雪。高橋紹運。立花一家が、なにをなそうとしているのかを。

「いけない！　やめて……！　今までのことは謝あやまるから。予言なんてもう信じない。二度と。きっと、克こく服ふくしてみせる。だから。そんな馬ば鹿かな理由で討ち死になんて、しないで！」

「ありがたき幸せです、ご主君。しかし私は、ご主君への忠義を捨てられぬのと同じに、義父上を、親父どのを、そして相良良晴どのを捨てることができません。ご主君。もしも武運つたなくわれら立花一家が敗北いたしましたら、二万の近衛兵、そして三万の先せん鋒ぽう隊とともに、すみやかに戦場から退たい却きやくしてください」

「宗茂！　あなた。ほんとうに、これでいいの？　待って。考え直して！」

　宗茂は、「私は家族に恵めぐまれ、恋もできて、幸福でした」と穏おだやかに笑っていた。

　良晴どのと出会わなければ、私は不意に訪おとずれた自分の運命の理り不ふ尽じんさを呪のろって、心が汚けがれていたかもしれません。しかし、そうはなりませんでした。自分自身の人生というものを、人としての、少女としての幸福と苦しみとときめきと煩はん悶もんと高こう揚よう感かん、それらの私が知らなかったものを、ほんの数日ですが、与あたえられました。その上、ご主君を予言から解放し、相良良晴どのを救えるのです。これでよかったのです──ご主君。宇佐八幡神が予言した未来は、この高城でこれより成じよう就じゆし、そして覆ります。われら立花一家が、ご主君を運命から解放いたします。どうか、よき夢を──。




「日向の森」と一体化して下山をはじめた大友別働隊。

　立花宗茂が言った通りに、その別働隊を指揮している武将は。

「見よ見よ、紹運よ！　姫ひめさまご自身が出陣しておられる！　これではもしも島津軍に合戦で敗れれば、姫さまも討たれるぞ！　ええい。播はり磨ま小こ僧ぞうめ、無茶をしよる！」

　立花山城の守備を捨てて自ら輿こしに乗り、死の山やま越ごえを果たした「雷らい神じん」立花道雪と。

「だいじょうぶだ、姫さまは逃にげようと思えばすぐに逃げられる後方に陣取っている。あの大友軍近衛兵二万はあくまでも島津軍の特とつ攻こうを阻そ止しするための『見せ兵』だ、おやっさん。黒田官兵衛の策はもともと、てめえが率いる先鋒隊三万と、俺たち山越えの別働隊とで島津軍を挟きよう撃げきする形に持ち込み、島津得意の必殺戦術『釣り野の伏ぶせ』を封ふう殺さつするというものらしい。幼いのにたいした軍師だ、南無三だな」

　同じく岩いわ屋や城を捨てて七百六十三人の配下の修しゆ羅ら全員とともに道雪を守り運んできた、高橋紹運であった。

　牟志賀を発たったガスパールが、高たか千ち穂ほを占せん領りようし神域の神社仏閣の「調査」と称しようして破は壊かい活動を開始しようとしたところに、筑ちく前ぜんから動けないはずのこの二人の勇将が現れて、そして「高千穂を乱してはいけません」と必死でガスパールを止めていたフロイスと共きよう闘とうして、ガスパールを阻止し、高千穂に押しとどめた。ガスパールに従う兵は熱ねつ烈れつなキリシタンが多かったものの、予想もしていなかった「雷神」と義将の唐とう突とつな出現に驚おどろき、従った。兵たちもまた、九州の戦乱を生き抜いてきた修羅たちである。神への信しん仰こう心しんよりも、生きた「雷神」への畏い怖ふと尊敬の念が、優まさった。道雪はそのままガスパールから兵権を奪うばって、別働隊を率いて高千穂越えを果たしたのだ。

　ガスパールは「……なるほど。ドン・シメオンは別働隊の山道越えを実現せしめるために、筑前からあなた方を招いていたのですね。さすがに大だい胆たんな用兵をする……ふふ、いいでしょう。日向に土と地ち勘かんのない私にはこの山道越えは無理ですし、拒否することはできそうにない。そもそも私は高千穂で、日ひノ本もとの神話にまつわる『宝具』を探したいのです。破壊活動が主たる目的ではないのです。その捜そう索さく活動さえ保証してくれるならば、兵権を譲ゆずります」と、官兵衛との虚きよ々きよ実じつ々じつの騙だまし合いに敗れたことを認めて、高千穂に留とどまった。

　フロイスも「……と言いながらやっぱり破壊活動に奔はしるかもしれませんので、わたしがガスパールさまを見張っています」と目付役として残った。

　道雪と紹運の電撃的な行動のすべては、黒田官兵衛の指示であった。

「しかし播磨小僧はどうやってここから島津軍相手に勝ちを奪うつもりなのじゃ。たとえ一日二日であっても、戦せん況きようが膠着すればあの龍造寺隆たか信のぶが動く！　いやもう、立花山城を奪うべくあの非道の覇は王おうは動いておるやもしれぬ！　そもそも、大友軍本隊は行軍速度を最大限に引き上げるために、ろくに兵ひよう糧ろうを持ってきておらぬというではないか！」

「さあな。そこまでは、播磨小僧ほど知ち恵えがまわらねえ俺ら修羅の男どもにはわからねえさ。俺もおやっさんも、戦いくさ馬鹿だからな。ただ言えることは……」

「播磨小僧には悪いが、わしらには最初から小僧の駒こまとして動くつもりはない、ということじゃな。小僧には、申し訳ないが……『日向の森が進撃をはじめる時』が、こうして不意に訪れたのじゃ。このような偶ぐう然ぜんは二度とあるまい。ならば、かねてよりの計画を実行に移すしかあるまい。これもまた」

「運命ってやつかもな。宗茂にはどれほど謝っても、謝り尽つくせるものじゃねえが……まったく。南無三だぜ」

「紹運よ。若かりし頃ころ、姫さまの旗本を務めていた貴様が、ザビエルどのと姫さまとの対話を無断で立ち聞きしたのがすべての発ほつ端たんではないか」

「まったくだ。宇佐八幡神の予言なんぞ、迂う闊かつに聞いちゃならなかった。とんでもない貧びん乏ぼうくじを、あんたにも宗茂にも引かせちまった……南無三だな」

「それもまた天命よ……紹運よ、わしは予言を知っていながら、『今いま山やまの合戦』で八はち郎ろうどのを守れなんだ。本来ならばわが娘むすめ・誾千代が、生いけ贄にえの子羊になるべきなのじゃ」

「おやっさん。もう言うな。この俺が予言を立ち聞きしたのが発端だ。だから、俺が……そして俺の娘が、姫を縛しばる予言に、幕を下ろす。誾千代は、死なせられねえよ」

「じゃが、貴様までもがこの茶番に付き合う必要はないぞ紹運。貴様は宇佐八幡神の予言を覆す『鍵かぎ』ではない。必要なものはあくまでもこの立花道雪と、そして立花宗茂の命よ」

「そうはいくか。おやっさんとてめえの娘を死なせておきながら、すべての発端である俺だけが生き延びるわけにはいかねえよ。勘かん弁べんしてくれ。俺は今日、おやっさんと宗茂と一いつ緒しよに、死ぬ。宗茂を高城川まで送り届けて、そして討うち死にする。それが、せめてもの贖しよく罪ざいさ……南無三だ。だが……宗茂を男にしちまっただけでも、きつかったのによ。宗茂に討ち死に命令を伝えるという最後の仕事が……重いな。俺には、とても、できねえ」

「わしもじゃ、紹運。だが、長年苦しまれ続けてきた姫さまを予言から解放するためには、今この瞬間に、計画を実行するしかない。今日のこの戦こそは、まさに姫さまをお救いするためのたった一度きりの機会。わしらはどうすれば、よいのじゃ……」

「……へっ。てめえで宗茂を生け贄にと言いだしておいて……土ど壇たん場ばになって、とても言いだせねえだなんて、よ。俺としたことが、焼きが回ったぜ」

　宗茂のもとに「わしらとともに死ね」と書きつけた手紙を持たせた使者を放つことは、わしにはできぬ。宗茂は己おのれの運命に絶望するじゃろうか。それとも、わしら二人の父親の無情ぶりを悲しむじゃろうか。いかん。年を食ったせいか、涙なみだ脆もろくなってしもうた。無理じゃ。とても宗茂に死地へ向かえとは命令できぬ、わしには言えぬ……と道雪が目を潤うるませながら宗麟の守る惣陣を急きゆう斜しや面めんから見下ろしていると。

「おやっさん！　見ろ！　宗茂だ！　あいつ……俺たちが使者を送って計画を明かす前に、すべてを悟さとりやがったらしい！　どうやらどこかで、宇佐八幡神の予言を知ったようだ！　高城の前に広がる中州河原へと前進してきた島津軍の中に突撃しはじめやがった！　弾だん幕まくも矢や衾ぶすまも突破して、谷たに瀬せ戸と川がわを渡わたるぞ！」
















　高橋紹運が、島津歳久率いる「囮おとり兵」の大軍勢めがけて駆かけに駆ける立花宗茂の姿を見つけて、叫さけんでいた。宗茂に付き従う者は、宗茂の郎ろう党とう、約五百人のみ。近衛兵二万のほぼすべては、宗茂自身の厳命によって、惣陣の宗麟のもとを動けないで留まっている。

「なんじゃとっ!?　あの、馬鹿者～！　わしら二人の父親を置いて、一人で突撃する者があるか～っ！」

「……俺たちに、『宗茂よ、死ね』と言わせたくなかったんだろうよ。俺もあんたも、てめえが死ぬよりも辛つらい思いを、するのだからな」

「せめて……せめて、わしらに恨うらみ言ごとのひとつでも残してから逝ゆかぬかっ！　どこまで善い子なのじゃ……！」

「南無三だ。俺たちも全軍で突撃するぜ！　こんな出で鱈たら目めに付き合わせることになって悪いな、みんな！　恨むなら、姫を予言の呪じゆ縛ばくから解き放つためにこんな無茶苦茶な計画を立てやがった道雪のおやっさんを恨みな！」

「日向ひゆうがの森」が、修羅たちが、いっせいに鬨ときの声をあげた。




　立花宗茂が率いる兵は、高橋家以来の郎党と、立花家に婿むこ入いりするにあたって道雪が宗茂につけてくれた選よりすぐりの家臣団、その数は五百のみ。無む謀ぼうな兵力差だった。宗茂は、軍師専用四輪車に乗りながら「なにをやっている!?　立花宗茂、惣そう陣じんへ戻もどれ！」と血相を変えている黒田官兵衛の陣営の脇わきを突つっ切り、谷瀬戸川を渡り、八千で高城前の中州河原に展開しはじめていた島津の「囮兵」──島津歳久軍へと突っ込んでいった。

　島津歳久は、突とつ如じよ、後方の大友宗麟惣陣から突出してきたこの五百の小部隊の出現の意味を、理解できなかった。

「なに？　どういうこと？　大友軍は、黒田官兵衛は、いったいなにがしたいの？　西の山から別働隊が到とう着ちやくしたことで、釣つり野伏を封ふう印いんしたはずなのに──それなのに、なぜ突っ込んでくるの？　どうかしているの？」

　歳久は、大友の先鋒隊を釣り出すために渡と河かし、中州河原まで突出していた。しかしそこに、立花道雪率いる大友の別働隊三千が高城の西側の山から出現したことに加えて、この無謀な宗茂の斬きり込みに不意を打たれた。

　北岸の大友先鋒隊三万に対するか。それとも、西からいきなり現れた立花道雪の部隊に対応するか。歳久をもってしても、まったく先が読めなかった。陣形が整わぬうちに、決死の形相で渡河してきた立花宗茂隊に、横っ腹を突かれた。

　立花宗茂は強ごう弓きゆうを構え、馬上から次々と矢を放ち、歳久軍の将兵たちを片かたっ端ぱしから一撃で撃うち抜ぬきながら遮しや二に無む二に歳久めがけて突進する。

　歳久軍の誰だれもが知らない、幼い若わか侍ざむらいだった。修羅としてはまだひよっこのはずだった。しかし、宗茂の弓術は、およそ人間業わざではなかった。華きや奢しやな身体からだから、信じがたい強弓を引き絞しぼる。すさまじい速度で、風を切りながら矢が飛んでくる。そしてその矢が、空中で、曲がる。右に。左に。あるいは、頭上から突如として急降下してくる。

　風だ。戦場の風の流れを自在に読んで、矢の軌き道どうを曲げてくるのだ。そこまでは、歳久軍の歴戦の修羅たちも、理解できた。しかし、その軌道を、誰も、読めない。

　大友家に、修羅の完成型とも究極の修羅とも言われる最終兵器が隠かくされているという。それがこの少女のような可か憐れんな若侍だ、と彼らは気づいた。

「島津歳久どのとお見受けします。わが名は立花宗茂、高橋紹運の実子にして、立花道雪の婿！　わが命、本日高たか城じよう川がわにて終える所存。島津軍の囲みを突破させていただく！」

　立花道雪軍もまた、高城の脇に延びる坂道を駆け下り、「宗茂に加勢せよ！　歳久の軍勢を蹴け散ちらせ！　行け！」と突進してきた。

　半身不ふ随ずいの道雪は輿の上にあぐらをかき、戦場を駆ける宗茂の姿を見つけて「この馬鹿者めが！　わしらを置いて勝手に死地へ飛び込むでないわ！」と怒ど鳴なりつけていた。

「今日ばかりは、おやっさんの輿を担かつぐ役は休ませてもらわねえとな。この高橋紹運も、久々に抜ばつ刀とうさせてもらう。そしてこれが最後の抜刀だ。南無三だぜ」

　漆しつ黒こくの行ぎよう人にん包づつみで頭を覆おおった高橋紹運。

「義ち父ち上うえ。親父おやじどの！　すべて、承知いたしました。私は牟む志し賀かで、宇う佐さ八はち幡まん神じんから下されたご主君の予言を聞いてしまいました。ご主君の破は滅めつの結末を。九州六ヶ国の女王として君臨していながら、ご主君が常になにかに怯おびえ、苦しんでいた原因を、やっと悟さとりました。今日が、その予言が成じよう就じゆするその日だったのですね。『日向の森が進撃をはじめたら、地上での栄光はそこで終わりを告げる』──」

　強弓を引き絞り、次々と放ちながら、宗茂が「宇佐八幡神の遣つかい」の老女たちの言葉を、復唱する。

　輿こしの上で「死ねや死ねや。者ども、姫ひめさまの運命を覆くつがえすためにわれとともに黄よ泉み路じへ旅立たん」と声を嗄からしていた立花道雪が、目に涙なみだを浮うかべながらその言葉を継つぐ。

「じゃが姫さまのご武運は、運命は、まだ確定はしておらぬぞ宗茂！　老女たちはこうも伝えた！　『燃えたぎる戦場に雪を降らせ、弟を生け贄として水の中にでも沈しずめぬ限り』──すなわち、戦場に雪が降り、姫さまの弟君が水すい没ぼつすれば、老女どもの予言は外れる！　姫さまの破滅の運命は、覆るのじゃ！」

　そして、無愛想な高橋紹運が、予言の最後の一節を口走る。

「『東国遠えん征せいの折に海神に祟たたられた日本やまと武たけるの尊みことが、妻の弟おと橘たちばな媛ひめを生け贄にしたように』。すまねえ宗茂。俺が姫の話を立ち聞きしちまったために、お前を生け贄の子羊にすることになっちまった。南無三だ」

　聡そう明めいな立花宗茂は、宗麟の予言の内容を聞くと同時に、自分の役割を、そして立花道雪と高橋紹運の計画の全ぜん貌ぼうを、ただちに理解していた。

　宗麟は宇佐八幡神の予言の呪縛から自分を解き放つために、あらゆる努力をした。禅ぜん宗しゆうに傾けい倒とうして座禅の修行を重ねたのも、キリシタンになったのも、宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを焼いたのも、すべては「二に階かい崩くずれの変へん」からはじまった「弟殺し」の運命と破滅の予言から己を解放するための戦いだった。北九州において圧倒的な権けん威いを持つ宇佐八幡神から与あたえられた予言に抗あらがう戦いは、合戦によって勝敗という名の完全決着がつく武家と武家の戦いとは違ちがう。ことに、なにかを盲もう信しんしたくともできない知性の持ち主である宗麟にとっては。

「立花家が姫さまに謀む反ほんを起こし、期せずしてこのわしが立花山城を受け継ぎ、立花家の新当主になると決まったその時に、わしは閃ひらめいてしもうた！　これがわが運命であったと！　姫さまを予言から解放するために、宇佐八幡神が、八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつが、わしにただいちどの機会を与えてくれたのだと！」

「俺は戦に生しよう涯がいを捧ささげてきた九州の修しゆ羅らだ。武人だ。予言なんぞ信じちゃいねえ。だがよ。『二階崩れの変』の予言が的中しちまったことで心を完全に縛られた姫の囚とらわれをぶっ潰つぶすには、『破滅が訪おとずれないもうひとつの未来』のほうの予言を成就させるしかねえのよ。婆ばばあどもは予言に二つの結末を準備していた。破滅の未来を覆す奇き跡せきの例外を起こすしかねえのよ。日向の森が進撃をはじめた時──燃えたぎる戦場に雪を降らせ、『弟橘媛』の骸むくろを川に沈めれば──」

「紹運よ！　日本武尊の時代の姫ならば、『妹』を名乗るのが自然なはずなのに、『弟』を名乗るとは妙みような神話じゃ。なぜ姫さまを呪のろう予言をでっち上げた老女どもは、敢あえて『弟橘媛』を生け贄の名に用いたか？　わしは気づいた。老女どもは姫さまに、『己の破滅の運命を覆すために弟を殺せるか、殺せまい』と二重に呪いをかけたのじゃ！　老女どもは姫さまに、『弟を生け贄にして破滅を避さける未来』と、『生け贄を拒きよ否ひして姫さま自らが破滅する未来』の二つの選せん択たく肢しを示した。当然心優しき姫さまは、自ら破滅する未来しか選べぬ。故ゆえに、生け贄の名に『弟』という文字を入れ込んだのじゃ！　故に、老女どもは日本武尊の妻・弟橘媛の神話を予言に引用したのじゃ！　しかも、姫さまの弟ぎみたちが不運にも次々と死んだことで、姫さまはいよいよ予言に囚われ、自らの破滅を願われるようになっていった……ガスパールに心を乗っ取られたのもそれが原因じゃ。しかしな、紹運、そして宗茂よ。わしは閃いたのじゃ。橘は、たちばなと読み、立花と音を同じとする。『弟橘媛』は──ただの『大友宗麟の弟』ではダメなのじゃ。姫でありながら弟でなければいかんのじゃ。しかも、『たちばな』家の人間でなければならぬ。『立花家の姫にして、同時に大友宗麟の弟』でなければいかんのじゃ！　これこそが、『予言の正しい解かい釈しやく』じゃと！　真に生け贄となる資格を持つ『弟橘媛』が水の中に沈む時、はじめて姫さまの破滅の運命は覆される。少なくとも姫さまには、そう信じていただけると！」

「へっ。橘と立花じゃ大おお違ちがいじゃねえか。予言なんてものはよ、まったくくだらねえ言葉遊びだぜ。おやっさんの思いつきは正気の沙さ汰たじゃねえが、婆どもの魂こん胆たんは実際そんなところだったろうよ。立花家を継いだおやっさんは、てめえの幼い娘むすめの誾千代に男装させて、姫の弟分に──『弟橘媛』に育て上げると言いだしやがった！　燃えさかる戦場に雪を降らせるために、てめえ自身『道雪』と改名し、『弟橘媛』に仕立て上げた誾千代ともども、日向の戦場で散ってみせると！　その時、『日向の森が進しん撃げきをはじめた。破滅の時が来た』と絶望し怯えているであろう姫は、目の前で見ることになる。予言が覆される瞬しゆん間かんを。燃えたぎる戦場に道雪が散り、弟橘媛が生いけ贄にえとして水の中に沈んでいく瞬間を──」

「姫さまを予言に縛しばり付けた老女どもの言こと葉ば尻じりをとらまえて、逆に利用して、わしらは破滅の予言を覆すのじゃ！　わしらが暴走した結果、この戦いくさの勝敗がどう転ぼうとも、予言から解放された姫さまは、必ずや立ち直ってくださる！」

「だが、誾千代は戦場に出すにはまだ幼すぎた。それによ。おやっさんがこんな世よ迷まい言を言いだしたのは、もとはと言えば俺の責任だ。だから……宗茂。申し訳ねえが、誾千代の代わりに、お前を『弟橘媛』として育てることにした。おやっさんは高橋家の娘は巻き込めぬと反対したが、俺が押し切った。そういう、わけだ。許せ」

「……わしらは高城川へ宗茂、お前を送り届けるために玉ぎよく砕さいするが、後の処置は、きっと播はり磨ま小こ僧ぞうがやり遂とげてくれるであろう。わしと紹運の、姫さまへの忠節は……忠義心は……褒ほめられたものではないやもしれぬ。宗茂。無限の可能性を秘めたお前をこうして、生け贄に捧げようとしておる。三千と五百の兵士をも、道連れにしようとしておる。狂きよう気きかもしれん。いつ果てるともなく続く合戦の人生に、せめて主君への忠誠心だけでも抱いだき続け守り続けねば、わしは到とう底ていもたなかったのかもしれん。わしはかつて稲いな妻ずまに斬りかかって半身不随となってなお、姫さまをお救いできなかった。家臣ではダメなのじゃ、予言に示されている『弟橘媛』でなければ、姫さまを救うことはできぬと知った……だが、すべては己おのれが生きるための身勝手な忠義心だったのやもしれぬ。姫さまを大友家の当主の座から降ろしてさしあげることこそが、わしが人として採るべき正しい道であったはず。それなのに、わしは姫さまを自由にせなんだ。赤八幡神社に姫さまをお連れした際に、他国へそっと送り出すこともできたはずなのに、姫さまの目の前で雷かみなりに打たれてまで、姫さまを大友家の当主の座に縛りつけた。わしもまた、宇佐八幡神の遣いを名乗っていた老女どもと同じ、身勝手者じゃ。そうでなければ、お前をこのような企くわだてに、巻き込めぬ」

「おいおい。てめえの所行を今さら愚ぐ痴ちるとは、焼きが回ったな。あんたが後先考えねえ無謀な男なのは、もともとの生まれつきだ。身勝手なのはこの俺のほうだぜ、おやっさん」

　許すも許さぬもありません、と宗茂は馬上で微笑ほほえんでいた──。

「義父上。親父どの。謝あやまらないでください。私とて、同じです。合戦に生き、合戦に死ぬことを定められた私たち九州の修羅は──誰かとの繫つながりを、信じて生きていかねば──ただの、人を殺すための獣けものになってしまいます。忠義であれ、信しん仰こうであれ、恋こいであれ、なにかしらの繫がりを信じなければ……そんな中で、私は二人の父親から、これほどに愛され、慈いつくしまれて育てていただきました。私ほど幸福な修羅は、九州にはおりませんでした。翻ひるがえって私どものご主君は、父親の愛も母親の情も、与えられなかったのです。だからご主君の心にはぽっかりと大きな穴が空いてしまっていて、家臣団がどれほど忠義の心を注いでも、キリシタンの宣教師が信仰心を与えても、すべて漏もれ出してしまうのです。たとえ義父上が赤八幡神社からご主君を逃にがしていても、大友家当主という檻おりからご主君を解放していても、ご主君の心は救われませんでした。ご主君のお苦しみを知った弟ぎみたちも、みな予言を覆すことができず、志半ばで倒たおれてしまいました……しかし日向ひゆうがの森が進撃をはじめた今ならば。ご主君を呪う『弟殺し』の予言に、終しゆう止し符ふを打つことができまする。われら立花一家総出で、ご主君への忠義を、いえ……ご主君への情を、貫つらぬきましょう。私はこれより島津軍を突破し、高城川の水の底まで、辿たどり着いてみせます」

　それに、このままでは官兵衛どのは下策を用いねばならなくなり、その結果、この合戦を止めるために相良良晴どのが死ぬことになります。私は、ただ死ぬだけではなく、命の限り戦って島津軍に勝ちます。島津軍をこの中なか州す河原がわらから敗走させてから、高城川に辿り着いて、死にます。これは私の、我わが儘ままです、と最後の矢を放ちながら宗茂がつぶやいていた。これで、矢は尽つきた。兵力に倍する島津歳久率いる雲うん霞かの如ごとき軍勢に、立花軍は包囲されている。それでもなお、「雷らい神じん」に率いられた立花軍は一歩も退ひかない。

「おう、噂うわさの相良良晴どのか！　惚ほれたのか宗茂よ！」

「はい！　私はどうやら、男にはなりきれませんでした」

「構わぬ。もう、男として生きる日々はこれで終わりじゃ。己の心に正直になれ！　一目でいいから、相良良晴どのにお会いしたかったのう！　それだけが心残りよ！」

「へっ。乙女おとめの顔になってるぜ、宗茂。てめえの最初で最後の我が儘、聞き遂げた。南無三だな」

「お待ちください。予言に登場しない親父どのには、ここで死ぬ必要はないはずです」

「言うな。俺だって、お前の父親だぜ。こいつは、俺の我が儘だ」

　陣じん形けいを整え終えた島津歳久の軍勢が混乱状態から脱だつし、立花軍を左右から包囲して締しめ上げようとしたその時──川向こうの丘おかの上から、凄すさまじい爆ばく音おんが轟とどろき、恐おそるべき火柱とともに「国崩し」の一撃が炸さく裂れつした。

　谷たに瀬せ戸と川がわを越こえて河原へ突とつ出しゆつした立花軍を救うべく、黒田官兵衛が高城の城じよう壁へきに狙ねらいを定めていた「国崩し」の発射角度を急きゆう遽きよ変更して、中州河原に展開していた島津歳久軍めがけて撃うたせたのだ。

「ぐ、軍師どの……！　われらを援えん護ごするために、白兵戦が展開する戦場へ向けて、『国崩し』を!?　かたじけない……！」

「凄まじい火柱じゃな。燃えておるな宗茂。日向の戦場が、炎ほのおに包まれて燃えておる……予言が成就する時が、来たようじゃ」

「ふん。偶ぐう然ぜんもここまで重なれば、もう運命と言ってもいいかもしれねえな。南無三だぜ」




　退路のことなどいっさい考えていない立花軍の猛もう攻こうを受け、さらに「国崩し」を撃ち込まれた島津歳久軍は、壊かい乱らん寸前となっていた。

　それでもなお、歳久は退たい却きやくしない。立花軍が西の山から現れた時にはすでに崩されたと思われていた「釣つり野の伏ぶせ」の戦術。その立花軍がむざむざと中州河原へ突つっ込んできて「釣られた」からには、歳久は壊乱するまで中州河原に踏ふみとどまって戦うつもりだった。

　退却すれば、「国崩し」は高たか城に籠ろう城じようする家久へと再び向けられる。

「……家久は死なせないわ。姉より先に死ぬ妹なんて、いないのよ。認めないわ。相良良晴。あなたが私に家久の未来を教えてくれたことを、絶対に無む駄だにはしないわ。私は、家久の運命を覆す機会を、与えられたのよ。あの子を島津軍の軍法担当として鍛きたえるために罵ば倒とうし続けてきて、傷つけてきた過去を、私はまだ、清算し終えていない……」

　まだだ。三千五百の立花軍だけでは足りない。黒田官兵衛率いる大友の先せん鋒ぽう隊三万を中州河原に釣り出すまで歳久は戦い抜ぬき、壊かい滅めつしなければならない。

　壊滅してはじめて、大友の三万を渡と河かさせることが可能になる。

「まだよ。まだ崩れてはいけない！　家久を高城に孤こ立りつさせてはいけない！　命を捨てがまるのよ！」

　歳久が乗っていた馬のすぐ目の前に、国崩しの弾たまが着ちやく弾だんしていた。その激突の衝しよう撃げきで大地は爆はぜ、旗本たちが馬とともに吹ふき飛ばされていく。歳久の華きや奢しやな身体からだもまた、馬上から転がり落ちていた。

　強ごう弓きゆうを捨て、刀を抜き放った立花宗茂が茶色い砂さ塵じんの中、「島津歳久どの！　一いつ騎き打ちを所しよ望もうします！」と馬を駆かって、歳久へと迫せまる。

「んにゃんにゃ？　歳久ねえ!?」

　三千の兵とともに高城に籠城し、眼下で繰くり広げられる戦局を凝ぎよう視ししていた島津家久は、この時、血相を変え、種たね子が島しまを担かつぎながら立ち上がっていた。

「相良さぁ。歳久ねえを見捨ててこれ以上城に巣ごもっていることは、おいには無理ぞ。こん腹を切って合戦を止めること、もはやできん。申し訳なか……全軍、出撃ぞ！」

　副将の山田有信が「者ども、城を捨てよ！　突進して立花軍の背後へと鉄てつ砲ぽうの弾ば嵐あらしと降らせる！　これぞ必殺必勝の『釣り野伏』ぞ！」と叫さけび、高城の城門が開かれた。

　猿えん叫きようとともに、島津家久率いる三千の城兵が、いっせいに立花軍を襲おそった。家久軍は、大量の種子島を装備している。駆けに駆け、立花軍が後方への備えをはじめるよりも早く、容よう赦しやのない銃じゆう撃げきを開始した。

「歳久ねえを、やらせはせんど！」

　落馬した歳久は、立ち上がれないでいる。脚あしを痛めたらしい。立花宗茂が、その歳久に迫っている。矢と銃じゆう弾だんが飛び交う戦場に突出してきた島津家久は、馬上から立花宗茂めがけて種子島を放った。

　その隣となりを併へい走そうする山田有信もまた、無言で同時に種子島を撃つ。

　立花宗茂は、しかし、まなじりを吊つり上げながら手にした刀を一いつ閃せんしてその弾丸を防いだ。二発の弾丸を一刀のもとに切り裂さいていた。

　そんなはずがなか、と家久は叫んでいた。

　家久がこれまで見たことのない神かみ業わざだった。立花道雪と高橋紹運以外にも、大友家にはまだ、このような修しゆ羅らが──。

「紹運流抜ばつ刀とう術『斬弾』！　歳久どの、御ご覚かく悟ご！」

　宗茂は、立ち止まらない。一歩も怯ひるまない。家久も、馬にさらに鞭むちを入れて歳久へと接近する。相手は無名の若い修羅だが、尊敬すべき技量と胆たん力りよくを誇ほこる武人だった。一対多数の一方的な銃撃戦には持ち込みたくなかったが、もう躊ちゆう躇ちよしている時間などない。今、全力でこの若武者を殺さなければ、歳久が殺され、そして家久自身も殺される。

　馬を失い、地上に膝ひざを突いて種子島を構えた歳久もまた、「やめなさい！　あなたは死ぬために戦っているというの、立花宗茂！　こんな出で鱈たら目めな戦に家久は巻き込ませないわ！」と踏みとどまり、宗茂の頭を狙っていた。

「山田どん！　高城鉄砲隊！　あの日輪の兜かぶとを被かぶる若き修羅へ向けて、十連射ぞ！」

「承知！　十連射！」

　立花宗茂めがけて、馬で駆ける高城鉄砲隊が、十丁の種子島をいっせいに炸裂させていた。

　地に伏ふしていた歳久も、同時に種子島を放った。

　歳久が放った低位置からの一発と、馬上から放たれた十発。弾道が違ちがう。角度が異なる。

　一本の刀では、防ぎきれない。

　防ぎ止められるのは、三発までが限界か、と宗茂は思った。

　とりわけ、足あし下もとより迫る歳久の一発が、致ち命めい傷しようとなる──。

（まだ死ねない！　わが身体が、水の中に沈しずむまでは。私はまだ、中州河原を横断して高城川へと辿り着いていない……！）

　熱くなりすぎた。自分の能力を過信していた。これが、戦場なのだ。もしもこの戦が、私の初うい陣じんでなければ。私は結局、予言を成じよう就じゆさせられずに死ぬのか、と宗茂は絶望した。

　しかし。

　宗茂の頭部を貫くはずの銃弾は、ことごとく、目映まばゆくきらめく一本の日本刀によって薙なぎ払はらわれていた──。

「南無三だな宗茂！　『斬ざん弾だん』の神しん髄ずいを忘れるんじゃねえぜ！　さんざん俺が教えたろうが！　『斬弾』の極意は、『弾を目で追うな、音を追うな、風を感じろ』、だぜ！」

「親父おやじどの!?」

「あと少しだ宗茂！　あそこに見える高城川が、俺とお前の三さん途ずの河原だ！　てめえはおやっさんと俺とが手塩にかけて鍛え上げた大友家の最終兵器だ、『国くに崩くずし』よりも島津の鉄砲隊よりも、てめえは強い！　俺が弾幕を薙ぎ払う盾たてとなる、最後まで駆け抜けろ！」

　宗茂の馬の正面へと割って入った高橋紹運が、刀を盾として、島津の銃撃をはねのけていく。紹運はまるで巨きよ大だいな盾を構えて宗茂を守っているかのようだった。歳久も、家久も、一いつ瞬しゆんここが命を奪うばい合う戦場のまっただ中であることを忘れて、紹運の繰り出す神業に見入っていた。半身不ふ随ずいの立花道雪が常に最前線に突進し、なおかつ生き延びてきた理由が、やっとわかった気がした。この無愛想な男が振ふるう一本の刀が、道雪を庇かばう盾となってきたのだ。

「……承知いたしました、親父どの！　感謝いたします！」

　歳久ねえのもとに辿り着かせてはならん！　撃て！　撃て！　と家久が声を嗄からしてさらなる銃撃を繰り出すが、馬上より弾を叩たたき落とす立花宗茂とその宗茂の馬に寄り添そいながら神業を操る高橋紹運の親子に、致命傷を与あたえることができない。宗茂の前立てを弾が貫き、兜をかすめ、紹運の肩かたや脚に傷を負わせることはできても、二人の前進を銃撃によって阻はばむことは不可能だった。

「家久！　こいつらはただ勝つために戦っているんじゃない！　死ぬために突進してくるのよ！　心の臓か脳を銃弾で貫かない限り、止まらないわ！　逃げなさい！」

　信じがたい光景だった。鬼き神しんの如き親子が迫ってくる。いかなる知略も、人間の限界を超こえて神業の領域にまで高められた武の前には通用しない。それが戦国九州の掟おきてである。歳久は（落馬した時に、脚を負傷した。私はもう逃げられないわ。家久だけでも）と目を閉じて、そして祈いのった。なにに祈っているのかは、歳久自身にも、わからなかった。




　根ね白じろ坂ざかの西側に陣取っていた島津義久は、高城の前に広がる中州河原で立花軍と島津歳久・家久の両軍が激突するこの戦せん況きようを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、

「家久ちゃんが城から打って出るのが早すぎる。黒田官兵衛は『釣り野伏』には引っかからない。引っかかってくれないよ……」

　と立ち上がっていた。

　立花一家率いる三千五百の大友別働隊は、前方からの歳久軍と後方からの家久軍とに挟きよう撃げきされていながら、躊躇なく高城川を目指してまっすぐに南下している。高城川を越えてこの根白坂へと襲いかかるつもりなのか。黒田官兵衛は「釣り野伏」をすでに読んでいる。別働隊を西の山側から戦場へと出現させたのは、「釣り野伏」を封ふう殺さつするためのはずである。現に、大友先鋒隊三万は動かずに谷瀬戸川の北岸に留とどまったままだ。さらに北方の高台に陣取っている宗麟の近この衛え兵へい二万は微び動どうだにしない。

「宗麟の二万と立花別働隊は、釣り野伏を封じるために配置した『見せ兵』のはず。黒田官兵衛は、前衛の先鋒隊三万のみで島津四万と対たい峙じするつもりだったはず。日向ひゆうがの山が動いたのを見た時には、さすがは天下人・織田家の軍師、島津の軍法戦略も通じなかった、と驚きよう愕がくしたのに。わけがわからない」

　義久には、立花軍の無む謀ぼうな突進の意味が、理解できなかった。黒田官兵衛の指揮を彼らが無視していることはたしかだ。はっきりとわかっていることは、このままでは歳久も家久も危あやういということだけである。数の上では優勢だが、官兵衛が素早く高城砲ほう撃げき用の「国崩し」を白兵戦へと投入したことと、伝説の「雷らい神じん」立花道雪に率いられた立花軍の将兵たちが放つ異様な戦意の高さが、想定外だった。合戦に次ぐ合戦を重ね、幾いく多たの死地を潜くぐり抜けてきた島津軍といえども、これほどの強敵に遭そう遇ぐうした経験は、いまだかつてない。しかも、家久率いる鉄砲隊の弾幕すら通じない驚きよう異い的てきな武勇を誇る若武者・立花宗茂は、これが初陣であるという。

　このまま座していれば、歳久と家久は、大友軍を「釣り出す」前に討うち取られてしまう。

「島津義久軍本隊、一万七千。根白坂を降りて、高城川を越えるよ！　この立花軍の無謀な突進が、もしも黒田官兵衛の策略なら、島津が逆に釣られることになるけれど……家久ちゃんと歳久ちゃんをこのまま見殺しにすることはできない……！」

　島津義久隊、前進──。




　時を同じくして、「釣り野伏」の伏ふく兵へい要員一万二千を率いて根白坂の中央に陣を敷しいていた島津義弘もまた、

「相良良晴、許してほしい。退却の道を最初から捨て去って玉ぎよく砕さいするために高城川をめがけて突進してくる立花軍の強さは尋じん常じようではない。高城から打って出た家久軍に退路を塞ふさがれた立花一家も壊滅するが、家久と歳久も死ぬ。あの恐おそるべき若武者・立花宗茂を討たねばならない。私が自ら戦うしかない！」

　全軍に突とつ撃げきを命じ、自ら「膝折栗くり毛げ」に跨またがって高城川へと突進していた。

　根白坂から飛びだした島津軍の新手、合計二万九千の大軍が、三千五百の立花軍を覆ふく滅めつすべく、中なか州す河原がわらへと殺さつ到とうする。

「宗麟直属の二万は最後まで動かぬ。問題は黒田官兵衛が指揮する三万の先鋒隊。われらが立花軍を粉砕し、勢いに乗って谷たに瀬せ戸と川がわを渡河したところで島津軍相手に『釣り野伏』をやりかえすつもりか。それとも──」

　理由はわからないが、大友軍の統制は、完全に乱れている。

　今はただ、迷わず目の前の敵と戦うのみ。

「島津惟い新しん義弘、参る！　立花宗茂どの、お見事！　そなたこそまさに『西国無む双そう』！　手合わせ願いたい！」

　武神・島津義弘の出撃が、戦局を変えた。

　突つかれても撃うたれてもなお前進をやめない立花軍の修羅たちが、わずかに浮うき足立った。

　徒か歩ちで娘むすめを守り続ける高橋紹運とともに種子島の弾幕を突破しながら高たか城じよう川がわを目指して突き進んでいた立花宗茂は、膝折栗毛の姿を地平線の向こうに認めると、

「彼女が、島津の武神──せめてあと一本でも、矢さえ残っていれば」

　と思わずつぶやいていた。接近すれば、島津義弘の刀の間合いに飛び込めば、おそらくはそこで宗茂の進撃は、終わる。

　だが、躊躇している時間など、宗茂にはない。

　島津義弘が鋭するどい眼光を放ちながら、一直線に、宗茂ただ一人を目指して突き進んでくる。触ふれようとした者はみな、打ち倒たおされていく。太た刀ち筋すじが見えないほどに速い。そしていっさいの無む駄だがない。躊躇がない。義弘の太刀は、一撃で敵兵の急所を割る。義弘が、死んでいった敵味方の修羅たちのために涙なみだを流し冥めい福ふくを祈るのは、合戦が終わった後のことである。戦っている間は、決して、躊躇しない。全力で、目の前の敵を打ち倒す。それが、島津義弘にとっての、戦場での礼れい儀ぎなのかもしれない。

「おいおい。なんだあ、ありゃあ？　まるで呂りよ布ふだ！　聞きしに勝る化け物だぜ！　まさに鬼おに島津だ、南無三だな」

「親父どの。行って参ります！　かの者こそ、私が越こえるべき最後の難関です。島津義弘を倒すことがかなえば……この戦いくさに勝てるやもしれません！　いえ。倒さねば、私は高城川へ到達できません！　たとえ片かた腕うでを失っても、いえ、両腕を斬きられても、突破します！」

　立花宗茂もまた、島津義弘を目指して、駆かけた。馬を、奔はしらせた。

　両者の間に塞がっていた両軍の兵たちが、いっせいに左右へと散らばっていく。

「その若武者はタイ捨しや流りゆうの達人にして紹運流『斬弾』の太刀まで会え得とくした化け物よ、姉さん！　しかも、死をいっさい躊躇していない！　今日この戦で死ぬためだけに育成されてきたかのような究極の修羅よ！　姉さんといえども、危ないわ！」

　義弘の出現によって、立花宗茂の進路がわずかに曲がった──傷つき倒れた姉を拾い上げる最初で最後の機会を捉とらえた家久によってかろうじて馬上に引き上げられた歳久が、義弘を制止した。

　島津義弘は、しかし、笑っていた。

　これほどの武士が、まだこの九州に埋うもれていたのだ、と思うと、全身から溢あふれてくる闘とう気きを抑おさえられない。

「だいじょうぶだ歳久。私には、化け物を斬るための秘ひ剣けんがある──対甲か斐い宗そう運うん用にとっておいた虎とらの子だが、使わざるを得ないな！　立花宗茂どの、勝負！」

「島津の秘剣──黙だまっていれば、その秘剣を用いて私の首を瞬時に落とせたというのに。島津惟新どの、あなたは悔くいることになります！」

「悔いなどしない！　この合戦を初陣とする修しゆ羅らはそなただけではない。東とう郷ごう重ちゆう位いとともに鍛きたえしタイ捨流殺しの秘剣。『薩さつ摩ま示じ現げん流りゆう』──！」

　義弘は、それまで振るっていた太刀を鞘さやに納めると──もう一本の得物を、「大太刀」を高々と翳かざしていた。まるで、斬馬刀だった。

　しかも義弘は、まるで防ぼう御ぎよする意志を見せない。太刀を振り下ろした後のことをいっさい考えない、一撃必殺の構えだった。宗茂の兜かぶとも鎧よろいも馬も、すべてを渾こん身しんの一撃で両断する。その先のことは──己おのれの命のことははじめから考えない。一人一殺の、命を捨てがまる剛ごう剣けん。暗器使いにして我が流りゆうの邪じや剣けんを用いる甲斐宗運をいかにして倒すか、という目的のために、島津家が秘蔵する幼き剣の天才・東郷重位を京の都へ修行の旅に送り出し、九州を席せつ巻けんしているタイ捨流剣術と東国の剣術を融ゆう合ごうさせて生みだした、修羅殺しの秘剣。宗茂を斬り捨てた後の己の命のことは、義弘の頭にはなかった。斬らねば、家久と歳久がこの「西国無双」率いる立花軍の死兵どもに倒される。

「わが剛剣は、必殺の『初見殺し』。タイ捨流は通用せぬ。宗茂どの、御ご覚かく悟ご──！」

　義弘が構える大太刀のほうが、はるかに長い。これが、武神の剣。その構えは隙すきだらけであり、義弘は捨て身であるが、こちらから打ち込んでももはや届かぬ。初太刀さえ外せば──いや、外すことはできない。馬上の宗茂は、わずかな可能性にかけて自らの刀で義弘の剛剣を防ぎ止めようとしていた。しかし、そのまま刀を折られて、あるいは奇き跡せき的てきに折られずとも兜ごと押し切られて己の頭を両断されることは、明らかであった。

　ああ。もしも、今わが手に握にぎりし剣があの「剣・長なが光みつ」であれば、防ぎ止めることが可能だったかもしれない、と己の未熟さを悔いた。

　たしかに、死ぬためにこの戦場へと舞まい降りた。しかし「剣・長光」を誾千代に形見として渡わたすには、まだ早かったのだ。やはり、初うい陣じんだった。甘い感傷故ゆえに、私は敗れる。まもなく義弘は、大太刀を繰くり出す。己の防御を捨て去った異様な型から繰り出される剛剣。いかなる太刀筋であるのか、予測ができない。まさしく初見殺しの太刀。宗茂は、己の命がここで尽つきることを悟さとった。あとわずかで、高城川へと到達できたものを。

「……宗茂は、不ふ肖しようの子でした。おさらばです。義ち父ち上うえ。親父どの」

　しかし──。

　義弘は、大太刀を振り下ろせなかった。

「卑ひ怯きようだろうがなんだろうが……あと一歩というところで、俺の娘は殺させねえ！」

　義弘と宗茂の一いつ騎き打ちに、割って入った者がいた。

　高橋紹運が、義弘が跨がる膝ひざ折おり栗毛へと、斬りかかっていた。

「娘!?　娘なのか!?」

「親父どの!?」

「目をそらすな！　いいな、武神の秘太刀を見切れ宗茂！　あばよ！」

　馬上の義弘は蜻蛉とんぼの構えに大太刀を振ふりかざしたまま、足技のみで紹運の刀を捌さばく。高橋紹運を相手に初見殺しの示現流を用いれば、高橋紹運はおそらく両断できるだろう。しかし、その太刀筋を立花宗茂に見られる。「義弘ねえ！」と家久が種たね子が島しまで援えん護ごしてきたが、「斬ざん弾だん」の太刀を操る紹運には通じない。いずれにせよ、義弘といえどもこの二人の修羅を同時に斬ることは不可能だった。どちらかを斬れば、その時に示現流の太刀筋を見み極きわめられ、わが命も絶たれる。どちらかを、タイ捨流の技で斬るしかない。だが、これほどの強つわ者ものをすでに手の内を知られているタイ捨流で斬れるのか。家久と歳久を守り抜ぬくためには、どちらを斬るべきなのか──義弘は、父と娘、いずれを斬るか、ほんのわずかに逡しゆん巡じゆんした。一騎打ちは終わった。いや、紹運が修羅としての面目も名声もかなぐり捨てて乱入し、一騎打ちの作法を無視してぶち壊こわしにしたのだ。家久が率いる島津鉄てつ砲ぽう隊がいっせいに集結してきて、「撃て！」と紹運と宗茂の父娘おやこを狙ねらうが、「斬弾」の太刀に防がれる。義弘を誤射してはならないため、容よう赦しやなく撃ち続けて蜂はちの巣にすることはできない。

　そして、この時──。

「南無八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつよ。この老体に最後の力を……！　萎なえはてたこの脚あしに、今いちど、命を与あたえたまえ！」

　輿こしに乗り、自ら種子島を放ちながら島津義弘めがけて輿を突進させ、「進めい、進めい」と叫さけび続けてきた雷神・立花道雪が、動かぬほうの脚に、そして脇わき腹ばらに、自らの小太刀を次々と突き立てていた。

　気力か。執しゆう念ねんか。

「ぬおおおおおおおっ！　紹運よ！　宗茂の捨て石となるは、わが役目じゃ！　まだじゃ。まだわが半身は、生きておる！」

　立花道雪は動かぬ半身を引きずりながらも──輿から自力で降り、大地に、立っていた。

　戦場で槍やりを振るい刀を振るっていた両軍の修羅たちが、一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。

　島津義弘も、例外ではなかった。

「……まさか……!?」

　義弘は、この時、己の前に立ちはだかる道雪の鬼となった姿に、伝説の雷神を見た。魅み入いられていた。この老いた修羅が起こした奇跡の前には、もう、敵も味方もない。

「島津惟新よ！　敵に見み惚とれている者があるかあっ、馬ば鹿か者もの～！」

　立花道雪の身体からだが、一歩、二歩、と進んだところで、大きく揺ゆらいだ。自由が利きかないほうの脚が崩くずれかけた。その足の甲こうに、道雪は自ら小太刀を突き立てて、己の身体を大地へと固定していた。

「これで、後退はない。残る半身が朽くちるまで、倒れぬ、退ひかぬ！」

　そして、稲いな妻ずまを切り裂さいたというあの「千鳥」を、抜いた。

　馬上の義弘を両断できる間合いに、道雪の身体は、踏ふみ込んでいる。

　素早く膝折栗毛が「がくり」と前脚を折り、義弘を大地に立たせていた。いかに武神・島津義弘といえども、馬上からでは、この雷らい神じんを斬ることはできない。むしろ不利。己の脚で立ち、そして全力で剣を打ち込め、それ以外に自らの退路を断った雷神を斬る術すべはない、と膝折栗毛は義弘の頭に瞬時に閃ひらめいた思考を読み取って、忠実に実行していた──。

　武神・島津義弘が、己の脚で立った。

　これで、両者互ご角かく──！

「これがわが生しよう涯がい、最後の一撃となろう。放て。『薩摩示現流』とやらを放てい。放たねばそなたはこのわしに討うたれる！　『千鳥』──『雷らい切きり』！」




　島津義久軍、島津義弘軍、前進を開始。立花宗茂とその二人の父が、島津義弘と激突をはじめようとしていたその間に。

　谷瀬戸川の北岸に三つの陣を展開していた、大友先せん鋒ぽう隊三万もまた、立花軍を玉砕させるな！　と、いっせいに渡と河かを開始していた。

「わが名は、宗麟さまと道雪どのより一文字ずつ拝領したのじゃ。道雪どの、あなただけを死なせはしませんぞ！　義によってこの蒲池宗雪、軍師どのの命令を敢あえて破りますぞ！　全軍、渡河せよ！　島津軍を蹴け散ちらせい！　軍律違い反はんの代だい償しようは、わが白髪しらが首じゃ！」

　老いた義将・蒲池宗雪が。

「わが弟ながら滅め茶ちや苦く茶ちやをする。最後の最後まで、わが子とともに道雪の爺じいさんに付き従うとは……敵兵は十倍だ、壊かい滅めつではないか。これ以上は見ていられない。全軍、渡河！　黒田官兵衛には、すべてが終わったら腹を切ってやるから黙って見ていろと伝えよ！」

　高橋紹運の実姉・吉弘鎮信が。

　そして、黒田官兵衛率いる一万の兵を実質的に動かしていた副軍師の角隈石宗が。

「黒田官兵衛どの。根ね白じろ坂ざかを先に島津に奪うばわれてあなたの上策は破れ、立花宗茂どのが突進した時点で『釣つり野の伏ぶせ』を封ふうじ込むというあなたの中策もまた破れました。島津軍も、『釣り野伏』の形へ持ち込む戦術を放ほう棄きして、全軍で渡河しております。拙せつ僧そうはこれより、この兵へ児こどもとともに川を渡り、島津軍と雌し雄ゆうを決しまする。『気』を見るに、おそらくは、大友軍が敗れるでしょうが……大友軍にはまだ、官兵衛どののお計らいによって、手つかずの近衛兵二万がございます。どうか、宗麟さまを無事に逃にがしていただきたく。この後の処置は、あなたにお任せいたす。ただし、あなたが上策・中策を破られた時のために準備している下策とやらは、おそらくは、あなたご自身を犠ぎ牲せいにするものでありましょう。決して、お使いにならぬように」

　いっせいに官兵衛の指示を振り切って、動いていた。

「立花道雪は、わが教え子。愚おろかにも官兵衛どのの盤ばん石じやくの策を無視し、むざむざ死にに行く不肖の弟で子しの始末は、拙僧がつけ申す」




「こらーっ！　待てーっ！　ダメだ、ダメだ、ダメだ！　これでは島津軍に勝てない！　あ、あ、あああ……！　両軍が、壊滅してしまう……！　このシメオンが練りに練り上げたはずの策は、やはり、またしてもあと一歩のところで破れ去ってしまうのか……！　これが、シメオンの限界だというのか……う……う……」

　軍師専用四輪車とともに置き捨てられた官兵衛が、顔を覆おおった。

　鉄仮面を嵌はめられたまま、その官兵衛の足あし下もとに転がされていた近衛前久がつぶやく。

「黒田官兵衛よ。どうやらこれで、『中策』も破れた。相良良晴と織田信奈を救うためにお前が練りに練った乾けん坤こん一いつ擲てきの戦略は……失敗に終わったようだな」

　近衛前久は、言葉を続けた。

「島津軍よりも先に要地の根白坂を奪って高たか城を完全に包囲し、後ご詰づめを断念させ、家久の命と交こう換かんで和わ睦ぼくを結ぶという『上策』も。立花の別働隊を西の山から出現させて釣り野伏を封殺し、両軍を睨にらみ合わせるうちに『最後の一手』を決めて電でん撃げき的てきな和睦へ持ち込むという『中策』も。いずれも成らなかったようだ。お前が『中策』を決めるために準備していた『最後の一手』が、遅おくれた。なんらかの理由で遅ち延えんしているのだろう。あるいは不発に終わったか、だ。どうにも気が進まぬが……わが鉄仮面を外し、『下策』を用いるか？」

　むろんだ。こと破れた時は、はじめからそうする覚悟だった。先鋒隊の三将にわが心中の真実を教えなかったのも、相良良晴を惣そう陣じんに留とどめておいたのも、下策の実行を邪じや魔まされると困るからだ。そうしよう、と官兵衛が目に涙なみだを浮うかべながらうなずいていた。

　近衛前久が、「やれやれ。黒田官兵衛、九州統一と天下盗とりの野望に憑つかれて暴走し、南なん蛮ばん人じんガスパールと結けつ託たくして織田家を裏切り、旧主である相良良晴と和睦の使者・関白近衛前久を捕とらえて暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす……か。牟む志し賀かでお前に捕らわれた直後に真相を教えられてから、ずいぶんと長い猿さる芝しば居いに付き合わされてきたな」と苦笑しながら自ら鉄仮面を外して、そしてなにごともなかったかのように立ち上がっていた。

　白しろ塗ぬりもお歯黒も施ほどこしていない。素顔である。

「このような仮面を付けていては、ああいう蒸むれる化け粧しようは施せぬのでな。素顔で戦場に立つと、どうにも違和感がある。上うえ杉すぎ謙けん信しんとの関東遠えん征せい以来か……」

「近衛前久。四輪車を進ませて、戦場の中央へ、このシメオンを連れて行け。そして、大友宗麟をたぶらかしてこの大戦を引き起こした戦犯として、わが首を刎はねよ」

「承知した。性しよう懲こりもなく大友宗麟を口説いて和睦に持ち込もうなどという愚ぐ策さくをやらかして失敗した責任は取る。大友宗麟は、相良良晴以外の男に恋こいを求めてはいなかった」

　近衛は、自らの顔に白粉おしろいを、前歯にお歯黒を塗りはじめていた。

　立花山城と岩いわ屋や城の防衛を放棄すれば、筑ちく前ぜんを龍造寺隆信の前に差し出すようなものだ。だが、官兵衛は、それもまた中策という本命の戦略のうちに折り込んで戦局を動かしていた。官兵衛の中策はうまくいくはずだった。大友別働隊の出現によってお互たがいに決め手を欠いた両軍を、文字通り電光石火の早はや業わざで和睦へと持ち込めるはずだった。和睦を成立させればすぐさま、大友軍を率いて日向ひゆうがから本州へと「大返し」を実行し、毛もう利り軍を背後から足止めして、織田信奈と明あけ智ち光みつ秀ひでを窮きゆう地ちから救えるはずだったのだ。

　しかし、山中を進む別働隊の姿がほんとうに「日向の森が進撃をはじめて」いるように見えたのは、偶ぐう然ぜんか、必然か。大友宗麟が「予言」について相良良晴に語っていたその時、官兵衛は相良義陽とともにいた。

　ガスパールは、牟志賀で宗麟と良晴を二人きりで引き合わせることによって、その結果宗麟が「恋」による救済の道に絶望して良晴を撃うつという「可能性」に賭かけていた。

　官兵衛は、そのガスパールの策略から良晴の命を守らねばならなかった。だが、自ら宗麟の館を警護していては、良晴に自分がほんとうは織田家と良晴を裏切ってはいないことを悟られてしまう。それでは、下策を実行しなければならなくなった段階で、支障が出る。そのために、立花宗茂に宗麟館やかたの警護を命じたのだ。

　この結果──立花宗茂が「予言」の内容を知り、官兵衛は「予言」の内容を知り得なかった。それが、立花一家の突進という計算違ちがいを生んだのだ。

　官兵衛の中策は、文字通り、乾坤一擲の戦術だった。「啄木鳥きつつきの策」を用いて上杉謙信との決着を付けようとした山やま本もと勘かん助すけと同等の「覚かく悟ご」を、官兵衛はすでに、終えていた。織田信奈の運命も、大友宗麟の運命も、なにもかもを軍師として背負って、そして戦っていた。だが、その官兵衛の繰くり出した策が、宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言と……宗麟の破は滅めつの未来と、偶然にも符ふ合ごうするとは。

　大友宗麟と島津家との和睦を成すという困難な使命を達成するために、高城での決戦を「膠こう着ちやく」させるという奇き手しゆに官兵衛は賭けた。これほどの無む謀ぼうな「賭け」を行って、今、その賭けに敗れつつあった。「雷神」立花道雪。高橋紹運。近この衛え兵へいを指揮し宗麟を守る「西国無む双そう」立花宗茂。そして、官兵衛が急きゆう遽きよ先せん鋒ぽう隊の指揮官に抜ばつ擢てきした、三人の修しゆ羅ら武将たち。あらゆる持ち駒ごまを、すでに官兵衛は戦局に投じている。それらの駒が、今、めいめい勝手に突進をはじめていた。まるで、この無謀な突進がはじめから定められた「運命」であったかのように──。

（しかも「最後の一手」として放った駒が、まだ、戻もどってこない。やはり、無理があった。間に合わなかった。立花一家の不可解な突進がなければ、あるいは……それとも、「国崩し」など立花一家の援護に用いず、立花一家を見捨てて壊滅させておけば……いや、言っても仕方がないことだ。軍師が思い描えがいた戦略が十割戦場で実現することなど、ない）

　今、官兵衛の手て許もとに残っている駒は──近衛前久。

　官兵衛はやまと御ご所しよから和睦のための使者として来た関白を、島津家の主筋にあたる近衛を、奴ど隷れいのようにぞんざいに扱あつかってきた。鉄仮面を嵌めて、首輪をつけ、引きずり回してきた。この戦場でも、人質として捕らえたままの近衛を最前線に連れ出し、「軍師専用四輪車」の後部座席に詰め込んで、島津方に見せつけてきた。島津方に「近衛を返してほしくばこっちの要求を吞のめ！」と脅きよう迫はく状じようまで送りつけた。

　官兵衛の戦略のうち、上策か中策のどちらかが成功すればそれでよし。しかし、もしも上策も中策も失敗に終わって両軍の即そく時じ和睦が成らなかった場合、官兵衛は自らガスパールにたぶらかされてこの聖戦を引き起こした「悪役」となることで合戦の「落とし前」をつけるつもりだったのだ。

　これほどの大戦が開戦してしまった以上、「和睦」を成立させるためには、犠牲が必要となる。

　本来ならば高城を包囲されている島津家久が切腹、よくて大友家の人質に入る、というあたりが妥だ当とうな落としどころである。家久自身もその覚悟で高城に入っていた。しかしそれでは、和睦は不可能なのだ。島津四姉妹しまいの結束は固い。家久が死ねば、残された姉妹は、決して大友家を許さない。どちらかが滅ほろびるまで戦い続けることになるだろう。そして、家久の身み柄がらを人質として大友家に引き渡わたすという条件にも、三人の姉は容易には応じない。交こう渉しようには百日かかることになる。それでは、織田信奈の救きゆう援えんに間に合わない。だから官兵衛は、下策を実行する時のために、今までずっと悪役を演じ続けてきた。大友家。島津家。信奈。相良良晴。すべての人々の遺い恨こんを、一身に背負うために。

　官兵衛は、ガスパールに示された「二流の人」としての自分の未来を、最初から信じてなどいなかった。ガスパールが操るあのプラトン立体そのものの信しん憑ぴよう性せいをさえ、疑っている。未来を知ることができる宝具なのに、良晴が干かん渉しようする未来は見られないという。なにか仕し掛かけがあるに違いない。いや、もしプラトン立体がほんものだとしても、官兵衛にはもう「二流の人」の未来は来ない。

　運命は、確定していない。未来は、変えられる。一人の力では不可能でも、多くの人々の心が、繫つながることによって。

　官兵衛は、人間が運命を克こく服ふくしていく瞬しゆん間かんを、何度も、見た。幾いくたびも、経験していた。

　播はり磨まで──三み木き城攻ぜめの途と中ちゆうで志半ばにして死ぬはずだった、竹たけ中なか半はん兵べ衛えが、十年の命を得ることができた。

　はじめに半兵衛の運命を知った官兵衛自身が、半兵衛の「死」の運命を変えるために、宇う喜き多た直なお家いえのもとへ飛び込んでいった。

　その結果、官兵衛自身が地ち下か牢ろうへ幽ゆう閉へいされ、光が届かぬ土の中で顔も身体からだもぼろぼろに壊こわれてしまうというもうひとつの「運命」を自ら招き寄せてしまった。

　官兵衛自身の知力など、巨きよ大だいな運命の前ではなんの力も持ち得ないことを、官兵衛は思い知らされた。

　しかし──。

　相良良晴が、半兵衛の運命も官兵衛の運命もすべてをあきらめず、投げ出さずに、最後まで奔ほん走そうした。

　前ぜん鬼きが、そんな良晴の盾たてになった。

　良晴は、宇喜多直家の罠わなを突とつ破ぱして、官兵衛を救い出した。

　同時に、半兵衛の覚悟を清きよ水みず寺でらで知った松まつ永なが久ひさ秀ひでが、五ご右衛え門もんと組んで東とう大だい寺じの蘭らん奢じや待たいを手に入れ、半兵衛を死地から救い出した。

　半兵衛と官兵衛。

　二人の運命は、変わった。

（一人の力では、運命は克服できない。しかしすべての人々の思おも惑わくが、意志がかっちりと嚙かみ合って、奇き跡せきのようなことが起こることもある。だが、常にそのような奇跡を起こせるわけではない。残念だが、人々の思惑が少しずつすれ違って、ついには運命から逃のがれられなくなるということもある──今が、そうだ。立花一家にも、きっと、なにか美しい志が。捨てることのできぬものが、あるのだろう。それはきっと、秘密にしていなければならなかったことなのだろう。シメオンもそうだ。相良良晴や、相良義陽、ガスパール、なによりも鍋なべ島しま直なお茂しげ率いる葉は隠がくれ忍にん群ぐんに気取られてしまえば、厄やつ介かいなことになるからな。お互いにお互いの意思を疎そ通つうさせる機会を持ち得なかったことが……今日のこの結果を招いたのだろう）

　夢ゆめ前さき川で、死を覚悟した半兵衛から、軍師としてもっとも重要なことを、官兵衛は教わった。

　あの時、半兵衛は、官兵衛にすべてを託たくして逝ゆくつもりだったのだ。

『官兵衛さん。軍師たる者、心を流れる水の如ごとく静かに清らかに保っていなければ知ち恵えが曇くもります』

　その半兵衛の言葉を祈いのるように心の中で繰り返しながら、官兵衛は、裏切り者の演技を続けた。そして、耐たえてきた。相良良晴を前にしても、最後までほんとうの感情を隠かくし通せた、はずだった。だが、やはり、辛つらかったのだ。辛かったから、高城への行軍中も捕ほ虜りよにした良晴を宗麟と宗茂のもとに置いて、官兵衛自身と距きよ離りを取った。もしも、この心の痛みに耐えて、良晴とともに行軍していれば、あるいは、事態はすべてかっちりと嚙み合って、奇跡が起きていたのかもしれない。

（ここで、相良軍団が誇ほこる「二人軍師」の一人が、欠けることになった。牟志賀で牢に捕らわれた相良義陽が、書しよ写しや山ざんに閉じ込められたシメオンの後こう継けい者しやになってくれれば、いいのだが。牟志賀の牢で義陽と二人だけで会話をして、確信した──相良義陽には軍師というよりも、やはり、副将の才覚と器が備わっている。相良良晴を弟として愛するあの情熱は、ほんものだ。シメオンの抜ぬけた穴を十分以上に埋うめ、シメオンの死によって相良良晴が負うであろう心の傷をきっと癒いやしてくれるはずだ）

　ああ。

　竹中半兵衛に、最後に、もういちどだけ、会いたかった。

　自分は、ほんとうの軍師に──如じよ水すいになれたのだろうか、と官兵衛は思った。

（シメオンの死期は少々早まったが、半兵衛の十年の命との交こう換かんだったと考えれば、帳ちよう尻じりは合っている。大友と島津の合戦はシメオンの首と引き替かえにここで止める。シメオンは地上から消えるが、相良良晴が生き延びられれば、必ず毛利の進撃を食い止められる。半兵衛も織田信奈も、救われる。ガスパールの存在が気がかりだが……だいじょうぶ。きっと相良良晴は、宗麟の信しん頼らいを獲かく得とくするだろう。宗麟の心の傷を癒やすだろう）

　不思議だ。

　書写山の地下牢に閉じ込められていた時の記き憶おくが、なぜか、蘇よみがえってくる。

　あの時もこんなふうに、シメオンは恐きよう怖ふに怯おびえていた。

　闇やみの中に、光が点ともって。

　良晴が、救いに来てくれた。

　良晴に、捕つかまえられた。

　──

『良晴。離はなせ。痛い』

『うるせえ！　手離したらまたどこかへ行っちまうんだろうが！　もう離すか！』

『……行かない。もう、勝手に消えたり、しない』

『だったら、そう約束しろ！』

『行かない。もう二度と、黙だまって消えない』

『こんどこんな勝手な真ま似ねしたら、その時は承知しねえぞ！』

　──

　あの時の約束を破って、ごめんね、と官兵衛は顔を伏ふせながらつぶやいていた。

「シメオンは……相良良晴に、裏切り者と信じてもらえただろうか。ちゃんと見捨ててもらえただろうか。あいつがシメオンに少しでも情を残していたら、あいつを傷つけることになるからな……」

「情が残っていないはずがなかろう。お前の死は相良良晴を傷つける。どれほど猿さる芝しば居いをしても、あの男はお前を憎にくまぬ。が、織田信奈を救うという相良良晴の志は果たされる」

「ふふ。そうだな近衛」

「痛みは一瞬だ、黒田官兵衛。お前も男ならば、最後は潔いさぎよく散れ。この関白・近衛前久が戦犯として貴様の首を打てば、この両軍の争いを止められるやもしれぬ。とはいえ、これほどの激戦ともなれば、『下策』が成功する確率は三割というところだがな……十割とはとても言えぬ。それ故ゆえに、下策はやはり下策なのだ」

「ちょっと待て。シメオンは、女だぞ」

「……えっ!?」

　近衛が「お前が、女だった、だと!?　そうだったか？　仮にも関白に、女を斬きれというのか!?　いったいなにを言いだすのだ唐とう突とつに？　だいいち貴様が女ならば、なぜわが美び貌ぼうが通じなかったのだっ!?」と困惑する。官兵衛は、「……シメオンは、男装した覚えはなかったのだが……お子さまだからな。ふ、ふ。もう、惨みじめさも感じないや。男の子に見えているのならば、すっぱり殺やれるだろう。二流の軍師に相応ふさわしい最さい期ごだな……ぐすん」と鼻をすすりながら「さあ、行こう近衛前久」と軍師専用四輪車を川岸へ向けて発進させた。

　仮面を外し、白しろ塗ぬりとお歯黒の化け粧しようを自らの顔に施ほどこした近衛前久が四輪車の先頭に立つと、島津軍の兵たちは、大友軍を率いる軍師が乗り込んでいる四輪車を、攻こう撃げきできなくなった。島津家はこの戦国の世でもなお、近衛家を主筋と崇あがめ尊敬している家なのである。

　むろん、大友軍の兵士たちも、唐突に自ら最前線へと動きはじめた軍師の不可解な行動をいぶかしみながらも、手出しはできない。

　誰だれも、官兵衛の進軍を阻はばむ者は、いなくなった。

　誰も、阻めなかった。

　シメオンの策は……いつだって、こんな時だけは、うまくいくんだ、と官兵衛は思った。

　軍師専用四輪車を渡と河かさせ、中なか州す河原がわらの最前線へと到とう着ちやくした、黒田官兵衛。

　近衛前久に「覚かく悟ごはできたか」と問われ、こくりとうなずいた官兵衛の背後から──。

　官兵衛を呼び止める声が、響ひびいてきた。

　懐なつかしい、声だった。

　あの時と同じ──書写山の地下牢に幽閉された官兵衛を、救い出してくれた時と、同じ声だった。

「おい待てよ、官兵衛！　こんどこんな勝手な真似したら、その時は承知しねえと言っただろうが！」

　幻げん聴ちようだ、と官兵衛は思った。

　振ふり返るな。振り返れば、たいせつな人の命を失うことになる、と官兵衛は背後へと振り返りたい衝しよう動どうを、抑おさえた。必死で、抑えた。

　だが、後ろから腰こしを摑つかまれて、無理矢理に振り向かされていた──。

「勝手に悪官を演じて、勝手に逝いっちまうんじゃねえぞ！　あの時の約束を、破るな！」

　相良良晴。

　どうして、来てしまったんだ。

「島津家と面識のないお前の首じゃあ、大友方は止められても、停戦はできない。宗麟の日向ひゆうが攻めを最初に煽あおった元げん凶きようであるガスパールの首を差し出せば、島津軍を止められた。だが、そのガスパールはすでにお前の下策を先読みして宗麟のもとを離れ、高たか千ち穂ほへと。俺の首を、使うしかない」

　きみはバカだ、と官兵衛は良晴の胸を叩たたいていた。

「なぜここに、きみがいるっ!?　宗麟と義陽を放って、どうして!?」

「宗麟のもとには、義陽姉さんがいてくれる。義陽姉さんなら、きっと宗麟を守り抜いてくれる。だから俺は、お前のもとに来られた。二人のサガラヨシハルが出会ったことにも、意味があったわけだ」







　　　　※




　半はん刻とき前。

　官兵衛が「下策」を開始しようと四輪車を前進させはじめたその時。

　大友軍の惣そう陣じんで──宗茂の当て身を食らって倒たおされ、宗茂の残した言葉を嚙みしめながらようやく立ち上がった相良良晴は、眼下に広がる戦場を凝ぎよう視ししながら、すべてをようやく理解した。

　黒田官兵衛が準備していた下策とは、自らを「戦犯」に仕立て上げて近衛に首を打たせ、この合戦を無理矢理に止めるという文字通りの下策だったということ。

　そのために、ずっと「ガスパールに騙だまされて悪官と化し、織田家を裏切って九州統一と天下盗とりの野望を露あらわにした」という猿芝居をしていたこと。

　立花一家が、予言を覆くつがえすために、この日向で散ろうとしていること。

　牟む志し賀かで過ごしたあの夜に「偶ぐう然ぜん」予言を知ってしまい、自らの非ひ業ごうの運命を知ってしまった宗茂が、それでもなお宗麟を予言から解放するために死地へ赴おもむいたこと。

　その宗茂の選せん択たくは、道雪と紹運の悲願を果たすために、そして予言に縛しばられて苦しみ続けてきた宗麟を救うために為なされたであろうことを。

　中州河原に殺さつ到とうしてきた島津軍をもしも突破して敗走させれば、大友軍が奇跡的に勝利できれば、宗茂は高たか城じよう川がわで死んで宗麟を「弟殺し」の輪りん廻ねから解放するという自らの使命を果たせると同時に、大友家の衰すい退たいをも食い止められるかもしれないのだ。

　だが、ダメだ。

　なぜなら島津軍には、武神・島津義弘が、いる。

　そして、宗茂が所持していた「折れず曲がらず」の名刀、「剣けん・長なが光みつ」は、今、この惣陣の大地に突つき立てられている──。

　死地へ向かう宗茂が、妻の誾千代へと、譲ゆずり渡わたしたのだ。

（ダメだ。宗茂。ダメなんだ！　どれほどの技術があっても、どれほどの闘とう気きがあっても、最強と最強が激突すれば、最後は武具の優ゆう劣れつが勝敗を決してしまう！　たとえ西国無む双そうといえども、「剣・長光」がなければ、義弘の必殺の一撃は防げない！）

　官兵衛はすでに、中策の「最後の一手」を待つことなく、下策の実行に取りかかっていた。近衛前久が鉄仮面を外されていることと、官兵衛が乗っている四輪車が渡河にかかっていることが、その証しよう拠こだ。官兵衛のこの行動の意味も、良晴には理解できた。すでに両軍は総力戦をはじめている。これ以上「最後の一手」が決まるまで傍ぼう観かんしていては、島津姉妹しまいと立花一家が次々と討うち死にする。そうなれば、もう最後の一手もなにもない。両軍は、壊かい滅めつするまで死闘を続けるしかない。なにもかもが、手て遅おくれになってしまう。

　島津家と大友家との間には、これほどの憎しみなどなかったはずなのに。こんな殲せん滅めつ戦をしなければならない必然性など、なかったのに。どうして、こうなってしまったのだろう。ほんのわずかなすれ違ちがいが重なって、それぞれの人々の運命が、悲劇的な結末へと、いっせいに突き進んでいた。

　良晴は、まだダメージが回復せず、「けほ、けほ」と咳せき込んでいる義陽を抱だき起こしながら、

「義陽姉さん。官兵衛が死ぬ！　宗茂も死ぬ！　俺は、官兵衛を止めなければならない！」

　と悲鳴のような声で叫さけんでいた。

　そして早口で義陽に、予言の内容を、伝えた。

　それだけで、聡そう明めいな義陽は、即そく座ざにすべてを理解していた。

「そうか。そのような事態になっていたとは。私が牟志賀に入った折に捕とらわれ、それきり宗麟から遠ざけられてさえいなければ」

「仕方がない。官兵衛は、誰よりも深い家族愛を抱いだいている義陽姉さんをもっとも警けい戒かいしていたんだ。宗麟と義陽姉さんとを接せつ触しよくさせれば、宗麟が翻ほん意いし、官兵衛の戦略が大きく狂くるうかもしれないと」

「だが官兵衛は、こうして惣陣にその私を移した！　官兵衛は私に、わずかな希望を託たくしているのだ。あやつの本心が、漏もれているのだ！」

「それもあるだろうし……義陽姉さんを最前線に連れ出せば、巻き込んで戦死させてしまうかもしれない。自分が死んだ時のために、義陽姉さんを生かして俺のもとに残しておきたかったんだろう」

「ふん。冷れい酷こくな裏切りを演じておきながら、いろいろと甘いな。偽ぎ悪あく者を気取るのならば、私のほうが官兵衛よりも先せん輩ぱいだぞ。私が止めても官兵衛のもとへ行くのか、良晴？」

「義陽姉さんも、俺が止めたのに響ひびき野の原はらへ行っただろう？」

「……ちっ。言い返せぬな」

　良晴はほんとうは、「……宗茂。道雪。紹運。こんな。こんなことって。私が、予言に縛られてさえいなければ……こんな最悪のかたちで、立花一家を、死なせてしまうなんて」と悲しみと罪悪感に打ちひしがれている宗麟のもとにあと少しだけ留とどまりたかった。牟志賀では、俺は宗麟に「理り屈くつ」しか言わなかったかもしれない。宗麟が求めていたものは、理屈ではなかったのに、と悔くいた。だが幸いにも、この惣陣には義陽がいてくれる。

　その時。

　恐きよう怖ふと悲しみとで立ち上がれないで南なん蛮ばん椅い子すに腰を下ろしていた宗麟が、必死になって、惣陣から去ろうとしていた良晴の手を摑んできた。

「相良良晴。あなたも、行ってしまうの？　宗麟を、こんな酷ひどい地上の世界に残して……」

「世界には酷いこともあるが、それだけじゃないよ、宗麟。美しいものも、たくさんある。『悪い予言が的中したしるし』を現実の中にきみが発見したとしても、それは錯さつ覚かくだ。目の前で起きている出来事の中に、予言の言葉にあてはまるような解かい釈しやくを、きみ自身が施しているだけなんだ。言葉に縛られるな。他人の言葉を信じたいというのならば、きみを呪のろっていた老女たちの言葉ではなく、きみを救いたいと願っていた者がきみに伝えた言葉を信じろ」

「……相良良晴。あなたも、私を救いたいと、願ってくれている人なの？」

「もちろんだ。きみは運命の奴ど隷れいじゃない。自分自身を導いてくれる『言葉』も『信念』も、自分自身の意志で選択できる。俺は牟志賀できみの恋こい人びとにはなれなかったが、きみを否定したんじゃない。信奈よりもきみのほうが価値が劣おとるだなんて、思っていないよ」

「ほんとうに？　私はいつも、ザビエルさまからもガスパールさまからも、織田信奈と比ひ較かくされて、そして」

「ほんとうだよ。きみは一人じゃない。きみには、立花道雪も高橋紹運も、そして立花宗茂もいる。きみのために生き、戦い、そして死んでいこうとしてくれる大勢の家臣団がいる。会ったことはないが、わかるよ。道雪は、きみを救うために雷かみなりに打たれて半身不ふ随ずいになったことを、後こう悔かいなんてしていない。まだ、半身が生き残っていた。まだ、生き残っている半身を、きみに捧ささげることができる。道雪は、自分が奇き跡せき的てきに生き延びたことを喜んでいたと思うよ。だから、残された半身を用いてこんどこそ予言を打ち破るために、この計画を練ってきたんだ。予言がどうのこうのなんてことじゃないんだ。道雪たちはただ、宗麟に、信じてほしいんだ。自分たちが、どれほどきみを想おもっているのかを」

「でも、塩しお乙おと丸まるたちは、死んでしまった。宗麟の、弟たちは、みんなきっと宗麟を恨うらんで」

「きみの弟たちは誰もきみを恨んでもいないし、きみを責めてもいない。宗茂たちがそうであるように。義陽姉さんは、お爺じいさんの遺ゆい言ごんを守って、ずっと徳千代を冷たく扱あつかい続けてきた。遠ざけてきた。山の奥に徳千代を放り込んで、何年も。でも、徳千代は義陽姉さんを恨んだり憎にくんだりはしなかった。義陽姉さんの本心が、徳千代にも伝わっていたからだ。きみは弟たちを失ったことを、これほどに苦しみ続けてきた。徳千代と生き別れになってしまった義陽姉さんよりも、弟たち全員に死なれてしまったきみは、ずっと苦しんだだろう。塩しお市いち丸まるも。塩乙丸も。大おお内うち輝てる弘ひろも。大友親ちか貞さだも。誰だれも、きみを恨んでなどいない」

「……ほんとうに……？」

「きみを知っている者のうちで、弟たちを守れなかったきみを責めている者は、宗麟。きみだけだ」

「……酷いよ……そんな優しい言葉をかけられたら……もう……」

　まるで仮面を脱ぬいだかのような、無防備な泣き顔。良晴がはじめて見る、宗麟の「ほんとうの」素顔だった。

　しかし宗麟は、泣きじゃくりながらも、良晴の手を、そっと放していた。これ以上は、引き留められなかった。時間が、尽つきようとしていた。

「相良良晴。たぶん、今、私が感じている、この、気持ちが。こんなのって、ないよ。だって、あなたは、これから」

「泣くのは、この合戦が終わってからだ。宗麟。ごめんな。俺は、行かなければならない」

　もう、一刻の猶ゆう予よもなかった。良晴は馬に飛び乗り、出立した。

　宗麟につられて泣きだしていた誾千代が鼻をすすりながら、石をかちかちと叩いて良晴を送り出した。

　そして、良晴から宗麟を託された義陽が、椅子の上で顔を覆おおっている宗麟の隣となりで、なにごとかをつぶやいていた。

「……まったく……呆あきれ果てるほどに、馬ば鹿かな弟だ。相良良晴。お前は、私の」

　良晴が聞き取れたのは、そこまでだった。




　　　　※




　ほんのわずかな過去から、良晴の意識が、「現実」に戻もどっていた。

　もっと早く、官兵衛の真意に気づいていれば。なぜ、官兵衛が本気で暴走しているなどと騙されてしまったのだろう。もっと早く、大友宗麟が求めているものに気づいていれば。宗麟は、理屈など、求めていなかった。一夜の恋の芝しば居いすら、求めてはいなかった。宗麟はただ……誰かに、赦ゆるされたかったのだ。神の実在を信じられない高い知性を持つ宗麟がキリスト教に心を惹ひかれたのも、ただ、赦されたかったからだ。

　良晴は（義陽姉さんの言うとおり、俺は馬鹿だな、まったく）と苦笑しながら、腕うでの中で固まっている官兵衛の頭を、ぽん、と叩いた。

「もういちど言うぞ、官兵衛。下策を成功させるために、俺の首を使え」

「なぜきみは……このシメオンが、ガスパールに操られて日向ひゆうが攻ぜめをはじめたのではないことに……厄やつ介かいなガスパールを宗麟のもとから分ぶん離りさせつつ、その実両軍を和わ睦ぼくに持ち込むためにこの高城に両軍を集めて和睦の条件を揃そろえようとしていたことに、気づいてしまったんだ……鈍どん感かんなくせに！　馬鹿のくせに！　どうして、こんな時に限って！」

「今になって思えば、牟志賀で俺を殺そうとした少女兵たちをお前が止めたことといい、宗麟と俺を宗茂に命じて一晩中見張らせていたことといい、この戦場でもっとも安全な惣そう陣じんに俺を配置したことといい、すべてが実は俺を守るための行動だったとやっと理解できた。でも、俺が下策の正体に気づいたのは、ついさっきのことだ。頭の切れる宗茂に、完全に先を越こされちまった」

「宗茂がいきなり惣陣から飛びだして突とつ進しんしてきたのは、いったいなんのためなんだ？」

「宗茂は、自らの命と引き替かえに島津軍を打ち破って、宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言を覆すつもりだ。俺は、宗茂がなにかを覚かく悟ごしていることには気づいていたけれど、彼女がいったいなにをするつもりなのかまでは、わからなかった。立花一家が死の突とつ撃げきをはじめたのは、大友宗麟がかつて宇佐八幡神の遣つかいを名乗る老女たちに受けた破は滅めつの予言を覆すためだ。宗麟には誰にも話すなと口止めされていたが、お前にあの予言について伝えていれば。牟志賀で捕とらわれて以来、お前と接触する機会がなかったばかりに、俺は」

「宇佐八幡神の、予言!?」

　良晴はかいつまんで予言について官兵衛に教えた。

　官兵衛は「しまった！　そうか！　シメオンが半兵衛の運命を変えるために宇喜多直家のもとへ飛び込んだのと同じように、立花一家も」と歯ぎしりした。

　その間も、官兵衛と良晴そして近衛を乗せた軍師専用四輪車は、高城前に広がる中なか州す河原がわらの中央部へと、全速力で突つき進んでいく。

　良晴は、玉座に座り込んで「シメオンの芝居はへたくそだったのか。相良良晴を騙だまし仰おおせたのだから、ガスパールをも欺あざむけたはずだと確信していたけれど、結局はガスパールにも悟さとられていたのだろうな。ガスパールが立花道雪に別働隊の指揮をあっさりと委ねたのは……このシメオンの策にガスパールが嵌はまったためではなく……立花一家が予言とやらを覆くつがえすために特とつ攻こうして死ぬことを、予言を知っているガスパールがあらかじめ予測していたためか……」とうめいている官兵衛の左隣に立ちながら、「ごめん官兵衛。『日向の森が進撃をはじめた時に宗麟は破滅する』という予言の意味を、俺は軽く考えすぎていたんだ。未来人にとって、神しん託たくだの予言だのは、非科学的な迷信にすぎない。この戦国時代の人間が予言から受ける衝しよう撃げきと影響力を、理解できていなかった。宗茂があれほど予言を知って戸と惑まどい怒いかり悲しんでいた理由に、俺は気づけなかった。予言の力がこの時代の人間の心を縛しばる強さについては、あの本ほん猫びよう寺じで懲こりていたはずなのに……タロット使いのお前にあの予言の情報を伝えていれば、お前は万ばん全ぜんの策を練れたはずなんだ」と謝あやまっていた。

　本猫寺が織田家との合戦に踏ふみ切った背後にも、「大坂本猫寺炎えん上じよう」の予言があったのだ。

　官兵衛の右隣には、白しろ塗ぬりお歯黒の化け粧しようを完成させた近衛前久が屹きつ立りつしている。屈くつ強きような修しゆ羅らたちに守られた四輪車は、谷たに瀬せ戸と川がわを渡わたりきり、中州河原で大友・島津両軍が激突している最前線にまで一気に駆かけ終えていた。

「相良良晴。これより下策を実行するでおじゃる。南蛮人ガスパールにたぶらかされし黒田官兵衛が、大友宗麟を担かつぎ上げて独断でこの高たか城の合戦を開始し、大友・島津はただちに和睦し織田信奈を救えというやまと御ご所しよの姫ひめ巫み女こさまのご綸りん旨しを無視。黒田官兵衛に捕らわれし関白である麻ま呂ろが、戦場のまっただ中に降臨して、官兵衛を自ら誅ちゆう殺さつ、両軍和睦の証あかしとなす──これが、上策と中策が破れた時のために官兵衛が準備していた下策でおじゃる。官兵衛がひたすらに悪役を演じていたのは、すべてこの時のためでおじゃる」

「近衛のおっさん。宗麟にキリシタン王国の建国をそそのかした首しゆ謀ぼう者しやガスパールの首でなきゃ、すでに合戦に突入してしまった島津の軍団は止まらないぜ。官兵衛を処しよ刑けいしても、狂きよう乱らん状態に入っている島津を止めるほどの衝撃はない。だが、例外がある。俺の首だ。今は修羅の顔となっている家久も、歳久も、義弘も、そして義久も……あんたが俺を『戦国日ひノ本もとの天下を奪うばい取ろうと画策した未来人』として誅殺すれば、俺の首が戦場に落ちれば、我に返ってくれるはずだ。むろん俺がそういう野望を抱いていたという作り話は信じちゃもらえないだろうが、俺の一世一代の我わが儘ままを、きっと聞き入れてくれるはずだ」

「『今源氏』の死。島津四姉妹しまいの心に傷を残す無情の下策でおじゃるが、見よ、すでに立花一家と島津姉妹とが直接交戦に入っているでおじゃる。これ以上戦わせれば、おそらくかの者どもは次々と討うち死にする。止めるには、それしか道がないでおじゃるな」

「待て！　二人とも、勝手なことをするなっ！」

　官兵衛が思わず玉座から立ち上がり、良晴の首に抱だきついていた。

「相良良晴！　きみがここで死ねば、半兵衛が泣くぞっ！　しかもこのシメオンの失敗のために、きみが詰つめ腹ばらを切るだなんて……」

「腹切りはしねえよ。俺は武士の生まれじゃないし、これでもけっこう痛がりだからな。首を落としてもらうだけさ」

「言葉の綾あやだっ！　そんなことを言って誤ご魔ま化かそうったってそうはいくかっ！」

　とうとう、官兵衛は泣き出していた。泣いている場合じゃないぞ軍師官兵衛、と良晴は囁ささやいた。

「官兵衛。お前は采さい配はいを振ふる軍師だ。お前にはまだ、残された役目があるだろう？　たとえ近衛が強制的に両軍に和睦のご綸旨を伝えても、お前が欠けていたら、大友軍を指揮しての毛利領への『大返し』を誰がやり遂とげるんだ。お前にしか、できない。だから、俺が斬きられる」

「……きみが死ぬことはない。死ぬな。なぜシメオンの裏切りを芝居だと見み抜ぬいてしまったんだ。ガスパールいわく、本州で天下分け目の決戦がはじまっていたその時、九州でシメオンはどさくさ紛まぎれに天下を狙ねらって暴れる運命だったはずなんだ！　きみだって知っていたはずだ！　だから、九州制せい覇はを目もく論ろむ悪官として暴れれば……ガスパールをも、そしてきみをも、最後まで騙し通せると、きみは最後まで気づかないと、思っていた……」

「悪役を演じるのは辛つらかっただろう、官兵衛。お前はいつもそうやって、自分から貧びん乏ぼうくじを引いて、人から誤解されるんだ。性分だな。お前は、お人好よしすぎる。俺が、お前の『裏切り』をいつまでも真に受けていると思っていたなら、それこそ軍師として問題ありだぜ？　俺がお前を本気で『裏切り者』と見限れるはずがあるか。半兵衛の運命を変えるために、宇喜多直家のもとへ一人きりで向かっていったお前を」

「……結局……シメオンは、相良良晴。あの時きみに命を救われた恩を返せなかった……それどころか」

「水臭くさいこと言うなよ。なにが、恩だ。そんな面めん倒どうなもの、俺とお前の間にはないよ。大友軍の奇跡の大返しを頼たのむぜ、官兵衛。もう一刻の猶予もない。毛利軍の怒ど濤とうの進撃を、止めてくれ。『西国無む双そう』立花宗茂が生き延びれば、大返しは可能だ。お前なら、できる。黒田官兵衛。お前こそが、天下一軍師なんだ。頼むぜ」

「……歯が浮うくような言葉は……やめろ……相良、良晴。きみは」

「これは遺言じゃないぜ。まだお前が中策を成功させるために準備した最後の一手が決まらないと確定したわけじゃない。遅ち延えんしているだけかもしれない。俺の首を落とすと近衛が宣言することで、戦場にしばしの空白の時間が生じれば……ぎりぎりで、間に合うかもしれない。ほんのわずかでも、俺が生き延びる可能性は、ある。最後まであきらめるな」

　だが仮に時間切れとなっても、お前のせいじゃない。俺の命はどのみち、信奈が天下布武を達成するためにどこかで使い切る定めだ、その時が今たまたま訪おとずれたというだけだ、お前のせいじゃない、と良晴は泣き止やまない官兵衛の背中を撫なでながら囁いていた。

「なあ、官兵衛。お前、背、伸のびたな」

「……うるさい……これ以上、優しい言葉を、かけるな。間に合う。きっと間に合う。相良良晴。今までいちども、最後までうまくいったことがないけれども……半兵衛なしじゃ、なにも成し遂げられなかったけれども……シメオンの知略を、信じてくれ」

「ああ、わかっている。信じているさ。それじゃ、はじめよう」

　そこまででおじゃる！　立花一家と島津義弘に声が届く距きよ離りにまで四輪車が進んだでおじゃる！　今すぐに『下策』を実行せねば！　島津義弘と立花道雪が、ともに必殺の間合いで己おのれの一撃を繰くり出してしまうでおじゃる！　と自ら刀を抜ぬいて嵐あらしのように降り注ぐ矢を打ち払はらいながら近衛前久が叫さけび声をあげていた。化粧を落とすと声も渋しぶくなるのに、なぜ白塗りにすると声まで裏返るんだろう、と良晴は不思議に思った。

「待たれよ！　両軍の諸将、修羅ども、しばし戦いくさを止めるでおじゃる！　我こそはやまと御所より遣わされし姫巫女さまの使者！　藤ふじ原わら氏の氏うじの長ちよう者じやにして関白、近衛前久でおじゃる！　こたびの両家の和睦を妨ぼう害がいせしは、風ふう来らい坊ぼうの未来人でありながら麻呂の猶子の座を狙い、自ら関白となり日ノ本を奪い取らんと企たくらんでいた相良良晴！　この男、尾お張わりの姫大名・織田信奈を天下人の座に就つけると称しようして異例の出世を果たしておきながら、己の名が天下に売れた今となっては織田信奈はもはや用済みと見切って自ら九州に乗り込み、島津四姉妹と大友宗麟を籠ろう絡らくしてこたびの大戦を引き起こした真の悪党！　こやつは本州が乱れに乱れている隙すきに九州で独立し、麻呂を捕らえ自ら関白として新たなる国を建て、日向ひゆうがより畿き内ないへと進軍し日ノ本を自ら統治する『神武東とう征せい』を再現せんと目論んでいたでおじゃる！　天孫降臨の地・高たか千ち穂ほを占せん領りようしておる南なん蛮ばん人じんのガスパールですら、未来人・相良良晴に踊おどらされる手て駒ごまにすぎなかったでおじゃる！　すべては黒田官兵衛によって調査済み！　麻呂自らが、やまと御所と姫巫女さまをお守りすべくこの男をこれより打ち首として、両軍に和睦を命じるでおじゃる！」

　ああ。間に合わなかった。来ない。待ち人が、来ない。祈いのりながら、ついに不発に終わったかもしれない「最後の一手」をそれでも待っていた黒田官兵衛は、良晴の身体からだを抱だきしめながら奇跡を待っていたドン・シメオンは、ついに、持ち時間を失った。相良良晴を斬ざん首しゆし、しばし敵味方を騒そう然ぜんとさせる。これが、失われた持ち時間を延長するための、最後の手段だった。もう、官兵衛には、なにも残されていない。

「さらばでおじゃる、相良良晴。わが息子むすことなるかもしれなかった、未来の、人よ」

　相良良晴は、膝ひざを突き、頭こうべを垂れて、近衛前久の足あし下もとで「その時」を迎むかえようとしていた。

　九州に上陸した時から、「俺は信奈に再会できずにこの九州で死ぬのではないか」という漠ばく然ぜんとした予感は、常にあった。八やつ代しろに漂着して以来、めまぐるしい危機の連続だった。人ひと吉よし城での、甲斐宗運による突然の襲しゆう撃げき。木き崎ざき原ばるでの、武神・島津義弘との激戦。未来も運命も信じない義弘が躊ちゆう躇ちよなく下した斬首の決断。二手三手先まで回り込んで良晴を追い詰めるガスパールの策謀。「はじめから生まれてこなかったこと」にされる、消滅の危機。響ひびき野の原はら。牟む志し賀かでの、宗麟との夜。これまで生きてこられたことこそが、奇跡だった。すべては、この一いつ瞬しゆんのためだったのかもしれない。

　家久。歳久。義弘。義久。島津四姉妹がいっせいにその手を止め、四輪車の上で近衛に足あし蹴げにされて首を落とされようとしている良晴を、凝ぎよう視ししていた。「天あまの岩いわ戸と開き」で彼の顔を見たことのある、修羅たちも。立花道雪も。高橋紹運も。そして、立花宗茂も。みなが、なにかを口走っている。叫んでいる。

　この瞬間。彼らは、目の前の戦いくさを、忘れている。

　下策は──成功だ、と良晴は思った。




　　　　※




　同時刻、高千穂──。

「ドン・シメオンはほんとうに私の未来予知の言葉にたぶらかされて、自らの軍師としての運命を変えるためにこの合戦を目論んだ可能性もあると思っていましたが……やはり私はあのジパングの幼い軍師にまんまと騙されたようですね」

　神社の境けい内だいのあちこちにキリシタンの兵を送り込み、「高千穂には十と種くさの神かん宝だからや三種の神じん器ぎに匹ひつ敵てきし、あるいは越こえるいにしえの宝具が、眠ねむっているはずです」と調査を続けていたガスパールは、彼が調査と称して神社仏閣を焼き払い破は壊かいすることを阻そ止しするためにじっと監かん視ししていたフロイスに向けて、微笑ほほえんでいた。

「牟志賀で、大友宗麟さまは相良良晴を殺さなかったようです。相良良晴が宗麟さまの誘ゆう惑わくを、求愛を退け、そして絶望した宗麟さまに手打ちにされるだろうという私の読みは外れました。ドン・シメオンが私の目論見を見破って、手を打ったのかもしれません。ですが、宗麟さまの求愛を退けた相良良晴は、大友軍の進軍を止められなかった。ドン・シメオンは立花一家が予言を覆すために特とつ攻こう玉ぎよく砕さいを仕し掛かけることなど予測できていないでしょうから、高城の戦場は今、激戦となっているはず。この大友・島津両軍の合戦を強制的に停止させるためには、生いけ贄にえが必要です。ドン・シメオンはこうなった場合、自らその役目を買って出るつもりだったでしょうが……ドン・シメオンでは島津家と縁えんが薄うすい。相良良晴が自分の意志で、自分の首を打たせることになる頃ころ合あいです。私には、殺意も、殺害のための計画を進めた事実もない……彼を私自らの手で殺さずにかつ死なせるには、手間もかかり時間も費ついやす。ただ未来へ帰ってくれればそれでよかった。命までを奪いたくはなかったのですが、仕方のないことです。ついに、相良良晴が倒たおれ、織田信奈さまのもとに私が新たな軍師として乗り込む時が、訪れました」

　もう──ヨシハルさんを救える者は、いないのですか、とフロイスが厳しい視線を向けながら、ガスパールに問うた。

「彼が生き延びる可能性があるとすれば、ただひとつ。ドン・シメオンが打っている『最後の一手』が戦場に『決まる』までの間、新たに戦局を動かして時間を稼かせぐ者が現れることくらいです。ドン・シメオンの打った最後の一手はまことに強力で、盤ばん上じようの駒をすべてひっくり返してしまえる威い力りよくを持っています。が、彼女の戦略は大がかりすぎて、どこかで引っかかって齟そ齬ごが出ています。彼女の計算よりも、数刻遅おくれています。時間切れです」

「では……その数刻という時間を生みだせる者が、戦場にいれば……」

「いいえ、フロイス。大友軍も島津軍も今頃は高城を巡めぐって全軍で激突しています。兵力を温存して戦場を傍ぼう観かんしている者は、残っておられないでしょう」

　そのガスパールの「勝利宣言」を耳にしたフロイスが、「はっ!?」と目を見開いていた。

「いいえ！　一人だけ、おられます！　奇跡を起こせるお方が！」

「……それは、どなたでしょう？」

「まだオオトモ家には──総大将のオオトモさまが、おられます！」

「ほう？　宗麟さま、ですか」

「そうです！　もしもオオトモさまご自身が二万の近この衛え兵へいを率いて丘おかから戦場へと駆かけ下りれば──無傷の二万が動けば、戦場の形勢は一気に逆転します。シマヅ軍も、この予測外の二万を防ぎ止めるためには、陣じん形けいを立て直さねばなりません。そうなればわずかながらも、シメオンさんとヨシハルさんは時間を得られます！」

　しかし、ガスパールは首を振ってその「奇跡」を否定した。宗麟さまはこれまでおそらく一度も自ら戦場で戦われたことのないお方。残念ながら、そのような勇気を持ち得ぬお方……ご家族も家臣もそしてご自分自身も、誰だれ一人信じることのできないお方。宗麟さまは動けません。ですから高たか城の合戦は、「両家に陰いん謀ぼうの意図を巡らせて九州乗っ取りを謀はかっていた首謀者」相良良晴の首と交こう換かんすることで停戦ということになります。もしも私が高城の戦場にいれば、私の首のほうが効果的だったのですが、と。

「ガスパールさま。あなたはそこまで計算し尽つくして、別働隊を率いると称して戦線から離り脱だつして、そしてあっさりと立花一家にその別働隊の兵権をも譲ゆずってしまったのですね。タチバナ一家が、予言を覆くつがえすために、高城川に沈しずむとわかっていて。あなたは予言の全ぜん貌ぼうを知っていた。観測術プレビシオンを用いたのか、他の手段を用いたのかはわかりませんが、とにかくあなたはオオトモさまの予言についてタチバナ一家が……ドウセツさまとジョウウンさまが実はその予言を知っていることすらも、知っていたのですね」

「ええ。信奈さまの運命を変える上での最大の障害だった相良良晴が消えてくれた上で両軍は停戦となり和わ睦ぼくが果たされ、そしてドン・シメオンは相良良晴の遺志を果たすために大返しを行って毛利領へと神速で進撃するでしょう。かくて、本州で追い詰つめられている信奈さまを救うという私の目的も達成されます。ですが、この高千穂でジパングの宝具を探すという話も、噓うそではありませんよフロイス」

　ガスパールさま。あなたはほんものの悪あく魔まのように頭の切れるお方です。感情によって目を曇くもらされることもありません。あなたは完かん璧ぺきな「観測者」です。しかし、それ故ゆえに、とフロイスは答えていた。

「あなたは、人間の感情の力というものが、理解できないのです。タチバナ一家のみなさまが、オオトモさまの予言を覆すために次々と自らの命を捨てる様を丘の上から見つめておられるオオトモさまは──ノブナさまとの恋こいをこの九州で終わりにして打ち切ってでも、シマヅとオオトモの『殺し合い』を阻止しようと死ぬために戦場へ向かうヨシハルさんの後ろ姿を見つめておられるオオトモさまは──ソウリンさまは──ご自分の運命と、戦われます。自分の命を守り抜くためではなく、失いがたい人々を死の運命から守るために──剣けんを取られて、戦場へと、駆け下りられます。神を信じられなくても。仏を信じられなくても。自分すら信じられなくても。それでも人は、自分自身の運命と戦う勇気を、持ち得るのです。あのお方の惑まどっていた心は、今、揺ゆり動かされます。宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言に呪のろわれて長い長く時間を眠り続けてきた九州のクィーンは、今、目覚めます。タチバナ一家の方々が。ヨシハルさんが。シメオンさんたちが、目覚めさせるのです。この世界にただ一人で生き、仲間も同志もいないあなたには、おわかりにならないのです。それが」

　それが人間の感情の力です、とフロイスは言い放っていた。




　　　　※




　宗麟の惣そう陣じん。

　相良義陽は、言葉を失っていた。立花宗茂も立花道雪も、そして高橋紹運も、高城前の中なか州す河原がわらにて島津軍と激げき突とつしていた。互たがいの戦術、「釣つり野の伏ぶせ」も「釣り野伏返し」も破れ、大友軍先せん鋒ぽう隊三万と島津全軍との、正面からの殲せん滅めつ戦。そして、その戦場に四輪車で乗り込んだ近衛前久が、「両家を戦わせて九州を乗っ取ろうとした戦犯」として、相良良晴の斬首を宣言していた──。

「良晴め。あれほど、九州では命を簡単に捨てる覚かく悟ごをするなと言い聞かせてきたのに。またしても、自分の命を。どうあっても両軍の死し闘とうを止めるつもりか。ダメだ！　来ない。近衛の斬首宣言でわずかに時間を稼げたが、なお待ち人は来ない。時間が切れてしまったではないか、馬ば鹿か者ものめ！　近衛兵ども！　ただちに惣陣から坂を駆け下りて、戦場へ出ろ！　良晴を救うには、この二万の兵力をもって、押し切るしかない！」

　義陽が馬に乗って叫さけぶが、「百ゆ合り十字軍」の近衛兵たちは動かない。いや、動けない。

「申し訳ありません！　われらは、指揮官である立花宗茂さまから」

「近衛兵は撤てつ退たいのための兵力。決して動くなと……」

「宗茂さまは、予言が成じよう就じゆする瞬間まで、この二万の兵力を温存して」

「しかる後に、ご主君を無事に撤退させようとのお考えだったのでしょう……」

「だが宗茂は、良晴が近衛に自分の首を打たせることを察知して──事態がこの結末に収束することを先読みして、自ら特攻玉砕の道を選んだのだ！　貴様らも近衛兵ならば、宗茂の意志を貫つらぬけっ！」

「……それは」

「その通りです！　が、宗茂さまの命令を覆せる者は、ご主君しかおりませぬ」

「くっ……良晴め。なぜ私に頼たよらなかった……」

　島津家からの外交の使者である義陽には、彼女たち近衛兵を率いる指揮権はない。

　玉座に座ったまま、青ざめて震ふるえていた大友宗麟が、義陽の手を握にぎりしめて声を発していた。

「……義陽。相良良晴があなたを置いて一人で行ってしまったのは、きっと……あなたが自分の『身代わり』になることを防ぐためだよ。あなたは、相良良晴が討うたれるくらいならば、自分が代わりに、と迷わず死を選ぶ姉だよね。彼は、弟として、姉を守りたくて」

　義陽はこの時、心から理解した。

　大友宗麟は、何年もの間、この「弟を死なせてしまった」という絶望を胸に刻まれて、生きてきたのだと。

「宗麟。私には耐たえられない。妹と生き別れになっただけで、妹をわが手許から遠ざけて憎にくんでいるかのような芝しば居いを続けるだけで、あれほどに辛つらかったというのに。自分は戦場の後方で逃にげ支じ度たくをはじめて、目の前で弟を死なせるなど。耐えられない。死ぬまで、この胸の痛みがずっとずっと続くなんて、私にはとても耐えられない。宗麟。お前は、こんな想おもいを何度も味わってきたのか。『二に階かい崩くずれの変へん』以来、ずっと──一日たりとも、この苦しみから、逃のがれることができなかったのか」

　宗麟は、返事をしなかった。泣くことしか、できなかった。

「……宗麟。近衛兵が動かずとも、私は良晴のもとへ行く。まだ私は良晴のために、なにもしてやれていない。なにも……いったいなんのために響野原を生き延びたのだ、私は。良晴をここで死なせるためか。冗じよう談だんではない。誰にも殺させぬ。誰にも。どんな理由があろうとも。良晴がなんと言おうとも。近衛前久を刺さし殺して、良晴を守る。あの馬鹿な弟を、私は」

「……もう……彼を、救えない。もう、間に合わないよ、義陽……あなたは大友軍に捕とらわれた捕ほ虜りよ。ただ一騎きで戦場へ向かっても、なにもできない。犬死にだよ。相良良晴のもとには、辿たどり着けないよ」

「そうではない、宗麟。なにを成したかではない。なにを成そうとしたか、がだいじなのだ。お前のために死んでいった弟たちも、私と同じ思いだったはずだ。私は、私の心に。この想いに正直に生きて、そして死ぬと、決めている。もう逃げない。なにも、迷わない」

　義陽は、ただ一騎で、戦場へと向かおうとしていた。

「お前を罵ば倒とうはしない。無理強じいもすまい。死んでいく者よりも、生き延びてしまった者のほうがずっと辛いのだからな。私の何倍もお前は苦しみ、それでも弟たちの死を無意味にしてしまわぬために、懸けん命めいに生き続けてきた。だがな、宗麟。お前は自分の脚あしで立ち上がって、自分の脚で駆けられる。弟を救うために。繰くり返し弟を失い続けることで、弟を守れなかった自分を罰ばつし続ける必要などない。もう、いいのだ、宗麟。そして今ならば、お前自身の意志で『弟殺し』の輪りん廻ねを終わらせることができる。立花一家が、お前に最後の機会を、与あたえてくれたのだから……」

　宗麟は、義陽の後ろ姿が眩まぶしくて、それ以上見ていられなかった。

　姉のために、躊ちゆう躇ちよなく死んでいく弟。

　弟を救うために、瞬しゆん時じに関白殺しの大罪を犯おかすことを決断した姉。

　なぜ自分は義陽のような強い姉になれなかったのだろう、と自分の臆おく病びようを悔くいた。

　甲斐宗運が義陽を守ってきたように、自分もまた、立花道雪と高橋紹運にあれほど守られ支えられてきたはずなのに。

　死なせてはならない。

　相良良晴を、道雪を、紹運を、そして宗茂をこんな馬鹿げた理由で死なせてはならない。

　宇佐八幡神の予言など、大友家を呪うための敵方の策謀にすぎない。

　神の言葉であるはずがない。

「二階崩れの変」も、宇佐八幡神の予言も、大友家の家か督とく争いを激化させて空中分解させるための陰謀なのだ。老女の派は遣けんは、敵国ではなく家臣団の誰かがやったことかもしれない。当時の大友家中では、宗麟を推おしていた派は閥ばつと宗麟廃はい嫡ちやくを狙ねらっていた派閥とが、激しく暗闘していた。立花道雪が派閥争いにかかわろうとせず超ちよう然ぜんとしていたのも、いずれに荷担しても大友家への忠節を汚けがす結果になるとわかっていて憤いきどおっていたためだ。そして道雪は、そのことをずっと悔いている。悔いて、己とその家族をすべて捧ささげることで、宗麟を予言から解放しようとしている。

　馬鹿げている。

　だって、予言なんて、ただの言葉にすぎない。

　成就したかのように思えるのは、ただの、偶ぐう然ぜんだ。

　毛利本国を攪かく乱らんするために周防すおうへ送り込んだ大内輝弘は、予言から守るために「弟」にしなかったが、それでも彼は戦死した。

　戦国の世なのだ。武士が戦って戦いくさに敗れれば、死ぬのだ。ただ、それだけのことだったのだ。予言など、関係はないのだ。

　そんなことは、理性では最初からわかっていた。

　それなのに、心はずっと、予言に怯おびえていた。

　許せなかった。

　宗麟は、自分の弱さが、許せなかった。

　しかし、真に、憎むべきは……。

「……私一人を呪うならば、それはそれでよかった。私は大友家の嫡子だから。なぜ、罪もない私の弟たちまで、呪ったの……!?」

　弟たちを巻き込み、ついには立花宗茂までをも巻き込んだあの宇佐八幡神の名を騙かたった老女たちの言葉が、予言が、許せなかった。

　宗麟を苦しめ続けてきた自責の念が──老女たちへの怒いかりに、変わりはじめていた。

　そして、宗麟は、見た。

　眼下の戦場に──自らの萎なえた足の甲こうに刀を突つき立て、大地に立ち続けていた立花道雪の身体からだが崩れ落ちていく光景が、見えた。




　戦場の最前線に突とつ如じよとして関白・近衛前久が現れ、「相良良晴斬ざん首しゆ」を宣言した。

「千鳥」を抜ぬき放ち、半身不ふ随ずいの肉体を、片足を太た刀ちで大地に刺し止めてかろうじて屹きつ立りつしていた「雷らい神じん」立花道雪と。

　その道雪を前に、膝ひざ折おり栗くり毛げから降り、「死」の間合いに踏ふみ込んで勝機を捉とらえようとまなじりを吊つり上げていた武神・島津義弘とは。

　お互いに、ただ一瞬の勝機を摑つかむべく、剣を構え、相手の瞳ひとみを睨にらみ続けていた。

　その両者の耳に、同時に、近衛前久特有の公く家げ口調の言葉が、飛び込んでいた。

　大友・島津両軍を煽あおり、九州の乗っ取りを謀はかった、戦犯。

　相良良晴の、斬首。




　この時、島津義弘は。

　自らが「雷神」に対たい峙じして、全身から闘気を放ち、ただ一瞬の勝機を奪うばい合っているという現実を──戦場を──見失った。

　敵軍の修しゆ羅らを斬きるために、修羅の命を奪うために死の修練を重ねてきた無む双そうの猛もう将しよう「鬼おに島津」は、この瞬間、戦場からその姿を消し。

　島津義弘という年とし頃ごろの姫ひめが、無防備な姿を、生の感情を、晒さらしていた。

　視界が、真っ白になった。

　四輪車の前方に引き出されて、近衛前久に足あし蹴げにされて打ち首の時を待っている相良良晴の姿しか、見えなくなっていた。

（相良良晴どのが!?　そんな馬鹿な!?　違ちがう！　良晴どのは、壮そう士しだ。そのような御ご仁じんではない！　誰も彼も、ガスパールの策略に陥おちいっているのだ！）

　心を、奪われていた。

「……良晴どの……！　近衛さま、お待ちあれ！」

　私は、なにを叫んでいるのか。

　立花道雪の存在すら、見えなくなっていた。

「千鳥」を構えたまま、立花道雪の身体が──ゆらり、と義弘の懐ふところめがけて、静かに──ほんとうに静かに、飛び込んできていた。つい先ほどまで放っていた闘気は、まるで消えていた。いっさいの殺気を感じさせないままに、まるで菩ぼ薩さつのような静けさと優しさをその身に帯びながら、道雪が。

（……しまっ……）

　私は、瞬間、恋こいに心を奪われた。

　死の鍛たん錬れんと繰り返される合戦の果てに、ついにわが精神をわが肉体が凌りよう駕がしたと自負していた。無念無想の境地を得たと信じていた。いかなる剣けんに対しても、どれほどの修羅に対しても、心が考えて感じるよりも早くわが肉体は動き、反応し、斬る。慈じ悲ひも、迷いも、悲しみも。私の心から生まれいずるすべての感情よりも早く、剣を奔はしらせることができる、はずだった。

　だが、わが心には、ただ一点、鍛きたえた経験のない、隙すきがあった。

　それが──恋心、だとは。

　なんという、未熟。

　私は、恋に心を奪われて、死ぬのか。

　死ねば、良晴どのも救えぬ。

　無念、と義弘は思った。




　しかし立花道雪は、恋心に魂たましいを奪われた島津義弘を斬るために半身不随の身体を前のめりに倒たおして義弘の懐に飛び込んだのでは、なかった。

　道雪もまた、立花宗茂の初恋の相手である相良良晴の出現に、そして、現実の戦場を瞬時に忘れて相良良晴の側へと視線を向けていた島津義弘の無防備な可か憐れんさに、心を奪われたのだ。

　もはやわが命はここで果てる。一目でいい、宗茂が恋をした相手を──相良良晴どのを、わしも、見てみたい。

　殺気を消して、島津義弘を仕留めにかかったのではなかった。

　老いた道雪は、自らの身体を大地に固定するべく足の甲を刀で貫つらぬいていた。島津義弘との一いち撃げき必殺の睨み合いの果てに、足からの出血を重ねて朦もう朧ろうとなっていた道雪は、四輪車とともに現れた良晴を一目見ようとよろめいて、そして、崩れ落ちたのだ。

　むろん。

　前のめりに倒れながらも、島津義弘を斬ろうと思えば、斬れた。

　もう、鬼島津でも武神でもない、ただの、恋する少女を。

「千鳥」で両断することは、できた。

　ひとたび倒れてしまえば、もう、立ち上がれない。

　道雪は、討うたれる。

　だが、島津義弘という姫を斬り捨てて道連れにすることは、どうしてもできなかった。

　合戦に明け暮れてきた生しよう涯がいの最後に。

　島津義弘を、少女の命を奪うのではなく。

　宗茂が恋した男を──相良良晴の顔を、一目だけでいい、見たかった。

　それを、生涯最後の行動と、したかった。

　崩れ落ちながら──天と地とが反転していく様を、見つめながら──立花道雪は、相良良晴の姿を、なおも追い求めた。が、見えない。倒れていくと同時に、視線が、逸それてしまった。高たか城の蒼あおい空しか、見えぬ。




　道雪は、思い起こしていた。

　期せずして立花山城城主となり、立花道雪と改名した時のことを。

　道雪は即そく座ざに、幼い娘むすめの誾千代に家督を譲ゆずり、立花山城城主に据すえた。

　道雪には、息子むすこは、いなかった。

　わが息子のように思っていた相手は、いた。高橋紹運と改名したばかりの、相棒である。道雪が半身不随となって以来、常に道雪を戦場で守り続けてきた、無愛想な居合いの達人。親子ほど年が離はなれているのに、道雪の相棒を務めていても違い和わ感かんのない、老ふけ顔の男だった。

　その高橋紹運が、激げき怒どして立花山城へと押しかけてきた。

「おやっさん！　長い付き合いだ。誾千代に家督を譲ったてめえの考えは読めるぜ！　『宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言』をひっくり返すために、ガキの誾千代を『弟おと橘たちばな媛ひめ』に仕立て上げて、日向ひゆうがの合戦で水に沈しずめるつもりになったな！　あのガキが何歳だと思っていやがる！　だいいち、ありゃあ女だ！　南無三だ！」

「た～っ！　と～っ！」

　庭先で幼い誾千代が「立花山城と立花家はこの誾千代にお任せあれ！」と叫さけびながら子供用の小さな薙なぎ刀なたを振ふり回している。

　誾千代には、事情は知らせていなかった。

　得体の知れない予言のために女を捨て、そして死ね。死ぬために男武士になりきり、死の修練を潜くぐり抜け、そして死ね。

　とても、老いた道雪には、孫のように年の離れた誾千代には、そのような情のない言葉は吐はけなかった。

　誾千代が不ふ憫びんでならなかった。

「……紹運よ。わしも、あの予言を信じてはおらぬ。だがこうして、立花家を継ついでしもうた。そして、その立花家を継がせるべきわが子は、姫である。弟橘媛を、水に沈める機会を、得てしもうた。姫さまはもちろん気づいてはおらぬ」

「当たり前だっ！　立花と橘は、たまたま読みが同じだけだっ！　断じて、同じ言葉じゃねえ！　赤あか八はち幡まんで雷かみなりを斬った時もそうだった！　あんたは、いつだって先走りしすぎるんだっ！　思い込みが激しすぎらぁ！」

「紹運。あの時、わしは半身不随となり、予言を覆くつがえすどころかかえって姫さまの心の重荷になってしもうた。なんとしても、予言から姫さまを解き放たねばならぬ」

「だからって、てめえ！　幼い誾千代が憐あわれだとは思わねえのかああ～！　姫だって、そんな無茶苦茶な真ま似ねをやらかされたら耐たえられねえぜ！」

　紹運が、拳こぶしで道雪の顔面を殴なぐりつけてくる。道雪は、無言で殴られた。耐えた。

「てめえ！　なに、一方的に殴られてやがる!?　いつものように殴り返しやがれ、爺じじい！」

「……弟。立花家。姫。すべての条件が揃そろっている『生いけ贄にえ』は……誾千代しかおらぬ。むろん、誾千代が死ぬ時が来たら、わしもともに死ぬ。燃えさかる戦場に、雪を降らせてみせよう」

「改名した時から、俺にはばればれなんだよ、あんたの考えはよ！」

「他に、方法はない。わしの命だけでは、足りぬのだ。予言によって『弟』を失われた姫さまのお心を闇やみの中から浮うかび上がらせるには、『弟』が、必要なのじゃ……許せ、紹運」

「誰だれが許すかッ！　おやっさんの頼たのみでも、これだけは絶対に認められねえな！　南無三だぜ！」

　常に冷静で感情を剝むき出しにしたことのない紹運が、顔を真っ赤にしながら道雪の胸ぐらを摑み、怒ど鳴なりつけていた。

「俺の娘を使え！　高橋統むね虎とらと改名させたばかりの、俺の娘を！　あいつは誾千代よりも年とし嵩かさだ、戦場で立派に戦える！　ちびっこい誾千代じゃあ、まだ一人前の修羅に育てるには長い時間がかかる！　日向で合戦が起きた時に間に合わない！　だが統虎ならば、すぐに立派な修羅となれる！　あいつは、文武の天才だからな！　鳶とんびが鷹たかを生んだんだ！」

「な、なにっ？　統虎を!?」

「そうだ！　今さら、これまで女として育ててきた誾千代にいきなり男を名乗らせても、説得力がねえ！　統虎を立花家に迎むかえ入れて、誾千代の『婿むこ』にしろ！　これこそほんものの『弟橘媛』だ！」

　高橋統虎──まだ幼いが、弓矢でも剣でも超ちよう一いち流りゆうの才能を早くも発揮し、南なん蛮ばん渡と来らいの「国くに崩くずし」と並ぶ「大友家の最終兵器」とすら呼ばれている英才。高橋紹運の、実じつ娘じよう。しかも、その才能を鼻にかけるところが少しもなく、厳しい修練の場以外では慈悲心に溢あふれている姫武将だった。

　ある日、統虎が路上を散歩していた時、巨きよ大だいな猛もう犬けんに襲おそわれて腕うでに嚙かみつかれた。

　周囲の者たちが「姫！」「斬りなされ！」と慌あわてたが、統虎は微笑ほほえみながら、

「刀は敵を斬るもので、犬や猫ねこを斬るものではないですよ」

　と自分の腕に牙きばを立てている犬の頭を撫なで、そして、懐なつかせてしまったという。

「誾千代でも、犬死にならできるだろう。だが、日向でほんとうにおやっさんの計画をやらかすのならば、俺たちは自ら玉ぎよく砕さいしながらも敵軍を蹴け散ちらせてしまわねばならねえ！　わざと負け戦いくさなんぞやらかしたら、大友家そのものが傾かたむいちまう！　自らの玉砕と、敵軍の粉砕。この両方を同時に成し遂とげられる可能性を持つ統虎こそは、弟橘媛になるべくして生まれたんだ！」

「うぬう。たしかに、ただ玉砕するだけでは、姫さまと大友家が大いに傾き、結局予言を覆すことはできぬやもしれぬ……だが、弟橘媛を水に沈めなければ、大友家がいくら隆りゆう盛せいを誇ほこっても姫さまのお心は死ぬまで予言に囚とらわれたまま癒いやされぬ。ひとつの命で、その二つの実を両取りできる可能性を持つ修しゆ羅らは……統虎しかおらぬやもしれぬ。理ことわりは、紹運。そなたにある」

　道雪は、しかし、「わかった」とは言えなかった。

　紹運の娘・統虎は、稀まれに見る天才児であり、同時に、美しすぎる心をも持ち合わせてこの世に生を受けた。あまりにも、才能がありすぎる。あまりにも、輝かがやかしい未来が待っている。あまりにも、捨て難がたすぎる。たとえこの修羅の国・九州で戦う定めを背負っていようとも、必ずや幸福を、摑つかめる姫だった。キリシタンの宣教師が、統虎を「まるで天使のような」と褒ほめているところを、見たことがある。この世界に神はデウスただお一人と言い張るキリシタンはどうにも苦手だが、その時ばかりは道雪は、思わずうなずいていた。

「おやっさん。ダメだとは言わせねえぜ。ダメだと言うのなら、俺ぁあんたの計画を、ぶち壊こわしにする」

「……せめて……せめて、『試験』を課させてはくれぬか、紹運」

「試験？」

「そうじゃ。もしも統虎の心がすでに『乙女おとめ』になっていれば、統虎は姫さまの弟にはなりきれぬ。手て遅おくれじゃ。誾千代はまだ子供じゃからの、その心はまだ男でも女でもない。だから、躾しつけによってこれから姫さまの弟になりきることができるのじゃ」

「……ふん。なるほど。おやっさんにしては珍めずらしく、理り屈くつが通った話を言いやがる。わかった。統虎の心がまだ『乙女』になっていなければ、誾千代の婿に、するんだな？」

「やむを得まい。いかなる結果となろうとも、互たがいに決してこの取り決めは破るまいぞ、紹運」

「統虎はもう胸が膨ふくらみはじめている年とし頃ごろだ。身体からだは乙女になりつつあるが、心のほうは俺にもわからねえな。試験の結果は……五分五分だな。だが俺はあいつをかわいがりすぎて、筺はこ入いり娘として育ててきた。男の子と仲良くしている姿を見たことは、ねえ。南無三、だ……」

　紹運の言葉に、迷いが……父親としての本心が、垣かい間ま見えた。

　試験を突とつ破ぱさせたくない、不合格としたい、という紹運の心を、道雪は読み取っていた。

「ふむ。そうか。胸が……」

「そもそも俺たちゃあ女心にはとんと疎うとい。どうやってそこを見み極きわめるんだ、おやっさん」

「心の内側は見えぬ。心の臓の鼓こ動どうよ。試験を受けさせて、高鳴れば乙女。高鳴らねば、乙女にはなっておらぬ。他に見極めようがあるまい」

「……心の内側は、見えぬ、か。ふん。承知した」

　こうして。

　運命の子・統虎は、立花山城へと呼ばれた。

　紹運が。

　そして道雪が、統虎を出迎えた。

　いったいなにがはじまるんだーっ！　と騒さわぎながら、誾千代が廊ろう下かを走っている。

　統虎は、自分の運命を知らない。

　ほんとうに、天使のような、清らかな笑みを浮かべていた。

「道雪さま。本日はお招きいただき、ありがとうございます。私に、どのようなご用事で？」

　道雪は不意に統虎を睨にらみつけ、「そなたに試験を課す！」と怒鳴っていた──統虎の心の臓を動どう揺ようさせるためだった。同時に庭先で、大罪を犯おかして死し刑けいと決められた罪人を、紹運が居合い抜ぬきでいきなり斬きり捨てていた。ぐわっ、と斬られた罪人の断だん末まつ魔まの叫びが響ひびいた。

　だが統虎は「ああ。かわいそうに……」と悲しげにつぶやくばかりで、動揺を見せない。慈じ悲ひの心と修羅の胆たん力りよく。その両方を、この幼さで兼かね備えている。麒き麟りん児じじゃ、と道雪は確信した。だがそれでも、この不意打ちに少しくらいは動揺しているはずである。

「これがそなたへの試験ぞ！　統虎よ、驚おどろきうろたえ、そして恥はじらうがよいぞ！　ぬおおおおお！」

　道雪は（動揺せよ。心の臓を爆ばく発はつさせよ。乙女になっておらずとも、恥じらう心をまだ知らずとも、感情を乱せばよいのじゃ。心の臓の鼓動が高まればよいのじゃ。紹運に、そこまで合格条件を譲じよう歩ほさせた！　紹運がいきなり罪人斬りをやったのも、奴やつも本心ではお前を不合格にしたい故ゆえよ！　これで、試験は不合格となる！）と祈いのりながら、がしっ！　と、統虎の胸を摑んでいた。

　だが統虎は、道雪を実の祖父のように、慕したっている。信じている。

「ふふっ。道雪さま、冗じよう談だんはおやめください。なにをなされるのですか。くすぐったいです」

　道雪がじゃれている、と思って、笑っていた。

　たとえ猛犬に嚙みつかれても、笑っている、そんな少女である。

　そして、統虎の純真な心は──まだ、乙女には、なっていなかった。

　道雪は。

「おお。心の臓が高鳴ることもなく、顔を赤らめることもない！　おのことして生きる胆力あり！　素質ありじゃ！　そなたはこれより立花家の婿となれ！」

　そう、叫びながら。

（嗚あ呼あ。宇う佐さ八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつよ。このようなことが）

　と、心のうちで、生まれてはじめて神仏を呪のろった。

　部屋へ上がってきた紹運が、「……天あつ晴ぱれな胆力。合格だ」とぶっきらぼうにつぶやき、そして、統虎に命じていた。

「統虎。そういうこった。道雪のおやっさんが、どうしてもてめえを立花家の跡あと取とりにしたいとしつこいのでな。俺もついに折れた。てめえがおやっさんに胸を摑まれても心の臓を高鳴らせねば、くれてやる、とな」

「えっ？　私は女、誾千代どのも女ですが!?　それはなんといいますか、少々面めん妖ようですね。あははっ」

「……仕方がねえ。てめえは今日から、立花家の『男』だ」

「は、はあ。親父おやじどのがそう仰おつしやるのでしたら……高橋家を出るのは寂さびしいですが……なにか、お二人には深いお考えがあるのですね。承知いたしました！」

　そうじゃ。深い考えがあるのじゃ。お前はこれより大友宗麟さまの、姫ひめさまの「弟」になるために精進せよ、と道雪が天てん井じようを睨みながらうめくような声で統虎に告げていた。

「ご主君の、弟に!?　私が、ですかっ!?　身に余る大役ですが、頑がん張ばらせていただきます！」

「じゃがな。そなたの統虎という名は縁えん起ぎがよくない。立花家では、宗茂、と名乗るがよいぞ」

「わかりました。男にはなりますが、せっかく両親からいただいた胸を取られたくはないですからね、胸が茂る、という名のほうがいいかもしれないですね！　道雪さま。いえ、これよりは義ち父ち上うえと呼ばせていただきます。お心こころ遣づかい、ありがとうございます！」

　道雪は、天井を見上げたまま、顔を統虎改め宗茂のもとへと戻もどすことができなかった。

　いきなりのことに驚いた誾千代が「こいつが婿とはどういうことなのだーっ!?　家か督とく乗っ取りかーっ！」と騒ぎはじめ、宗茂に「たあーっ」と頭ず突つきを敢かん行こうする中。

　紹運が、「餞せん別べつだ」と曲がらず折れずの名刀「剣けん・長なが光みつ」を、立花家へと送り出した娘むすめに、いや、息子むすこに、手て渡わたしていた。




　長い長い回想だったのか、あるいは、生と死の狭はざ間まに漏もれいずるほんの一いつ瞬しゆんのきらめきだったのか。

　道雪の意識は、戦場へと、戻っていた。

　青空しか、見えなかった。

　立てぬ。

　宗茂よ、すまぬ。立てぬのだ。

　もう、己おのれの力では、立ち上がれぬ。

　あの時。「胸摑み」の試験を行ったあの日。宗茂の心が、乙女になっておれば。わしと紹運がどれほど嘆なげき、どれほど男泣きに泣いたか、もはや思い出せぬ。

　南無八幡大菩薩よ。わしにあとしばらく、今一瞬の、命を……宗茂に、ただひとときでも、乙女としての幸福を与あたえてくださったお方の……相良良晴どののお顔を、せめて、最後に。

　そして、できますれば、相良良晴どののお命をお守りくだされ……！

　だが、ここは修羅の国・九州の戦場である。

「恋こい」に心を奪うばわれて一瞬無防備な身体からだと心を晒さらしていた島津義弘が、力尽つきて自分の懐ふところへと崩れ落ちてきた立花道雪のその動きを、「殺気を完全に消して先手を奪われた」と認識し、後方へと飛び跳はねていた。

　いや、島津義弘の心はなおも、相良良晴に奪われている。

　これ以上戦っていれば、間に合わない。救きゆう援えんできなくなる。これは誤解だ。ガスパールの罠わなだ。相良良晴どのが黒幕のはずがない。近衛前久さまをお止めせねばならない。もしも止められなければ、逆ぎやく賊ぞくとなってでも、私は──。

　しかし、死の修練と幾いく多たの戦場を生き延びてきた島津義弘の肉体が、その精神を、凌りよう駕がしていた。

　立花道雪に「死」の間合いを奪われた、と肉体が認識した瞬間に、島津義弘の揺ゆれる心から完全に切り離はなされたその肉体が跳ちよう躍やくし、かろうじて立花道雪を躱かわしていた。義弘の肉体は、なおも彼女の心とは無む縁えんなところで、動き続けた。片手で斬ざん馬ば刀とうを構えたまま、地に伏ふした立花道雪めがけてもう一方の手で小こ太だ刀ちを抜いて「反はん撃げき」の一撃を放とうとした。

　立花道雪と、島津義弘。二人は同じ相良良晴の姿を戦場に求めながら、悲しいほどにすれ違ちがっていた。言葉を、躱せなかった。剣と剣との、やりとり。命の、奪い合い。それが九州に修羅として、武士として生まれついた者の、逃のがれられぬ運命であるかのように。

「なに、よそ見していやがったんだ、おやっさん！　やらせるかあっ！」

　人じん智ちを超ちよう越えつした速度で動く島津義弘の懐へ飛び込んだ高橋紹運が抜ばつ刀とうし、義弘の腹部をめがけて、突ついた。人間の目では捉とらえきれない速度で。が、義弘は腹を貫つらぬかれるよりも早く自らの片かた膝ひざを振ふりあげ、肘ひじを落とし、その刀を膝と肘の間に挟はさみ込んで──刀を、折っていた。

「ちっ！　弾たまを斬りすぎたか！　なまくら刀が！」

　紹運が瞬時に折られた刀を手放して、義弘の反撃に備えようと跳とぶ。地に伏している道雪のもとへと。が、すでに紹運の腰こしに刀は一本もない。

　もう、島津義弘には、なにかを考えている猶ゆう予よはない。相良良晴を追い求める恋心すら、許されない。ここは、戦場である。立花一家が、立ちふさがっている。動かねば、殺されるのだ。

　道雪へ放つはずだった小太刀を、紹運の左の太ふと股ももへと投げていた。

　紹運の思考の動きが、まるで、追いつけない。

　小太刀に、脚あしを封ふうじられた。

　斬馬刀を「蜻蛉とんぼ」の構えに振りあげた島津義弘が、無言のまま、どんっと右脚を踏ふみ込み、紹運を追いかけて──「示じ現げん流りゆう」の初太刀を、打ち下ろそうと──。

「こいつ!?　この瞳ひとみ。なにも、見ていねえ……これが無念無想の境地ってやつか！　肉体が精神を凌駕し、思考するよりも速く動いているのか！　この姫武将が……島津の武神……！　南無三、だ！」

　道雪の身体の上に覆おおい被かぶさるように倒たおれながら、紹運は叫さけんでいた。

「来るなっ、宗茂えええっ！　『剣・長光』がなければ、この武神の一撃は受けられねえ！　逃にげろおおおっ！　高たか城じよう川がわへ、奔はしれえええええっ！」

　だが。

　立花宗茂は。

　生まれてはじめて。

　父の命令に、叛そむいた。

　あらゆる感情が、宗茂の胸を、押し潰つぶしそうになっていた。

　それらの感情が、一息のうちに、爆発した。

　運命。

　予言。

　忠義。

　二人の、父。

　誾千代。

　弟。

　初恋。

　立ちはだかる、島津義弘──武神。

　死ぬために、ただこの日この戦いくさで死ぬために、生きてきた。

　その最後の願いすら、叶かなえられない。

　もう。

　言葉に、ならない。

　剣の切っ先を向けて、島津義弘へと、突とつ進しんした。

　義弘の喉のどに剣が届くよりも早く。

　示現流の初太刀。

　初見殺し。

　義弘の斬馬刀が、宗茂の脳天をめがけて、振り下ろされていた。

　見えない。

　肉眼には、見えない。

　まるで、種たね子が島しまから発射された、弾だん丸がんのような。

　だが、風を、感じた。

　道雪から教わった宗茂の弓も、紹運に教え込まれた斬弾の太刀も、すべての修行は、風を感じることから、はじまった。

　今、もしもこの手に「剣・長光」があれば。

　悔くいても、生は、やり直せない。

　ああ。無理だ。

　この鬼おに島津の放つ一撃必殺の太刀を、初見で、受けられるはずがない。

　そんな人間が、そんな武将が、いるはずがない。

　不意に。

　声が、聞こえた。

（きみは、「西国無む双そう」だ）

　良晴の声だった。

　引き戻した剣を水平に構え、ぎりぎりで、受けた。

　両の腕うでの骨までが砕くだけそうな、衝しよう撃げき。

　足あし下もとが、土の中へと、めり込む。

　受けきれない。

　義弘の一撃を受けた刀の身が、曲がる。

　圧力に、耐たえられない。

　折れてしまう。

　たとえ奇き跡せき的てきに折れずとも、このまま、兜かぶとごと頭を断ち割られる。
















　いつしか、宗茂の身体からだは、仰あお向むけに押し倒されていた。

　なにも見えていないかのように虚うつろだった島津義弘の瞳に、感情が、戻ってくるのが、わかった。

「……わが示現流の初太刀を、受けた……!?」

　衝撃と、畏い怖ふと、尊敬と、そして言い表せない悲しみとが、修しゆ羅らの肉体に完全に支配されていた義弘の感情を、呼び戻していた。

　だが。

　二人は今、高城の中なか州す河原がわらで、互たがいの命を奪い合っていた。

　それが、修羅として生まれてきた者の、運命。

「立花宗茂どの。そなたこそまさしく、『西国無双』。だが、無理だ。その刀では──その剣では、もはや」




　惣そう陣じんで──宗茂が島津義弘に押し倒された姿を震ふるえながら見ていた誾千代は、必死の形相で剣・長光の柄つかに抱だきつき、大地から抜ぬき放とうとあがいていた。

「姫ひめさま！　わが夫を。宗茂を、死なせないでください！　宗茂には、この剣・長光が必要なんです！　この伝説の名刀さえあれば、宗茂は島津義弘にも勝てます！　相良良晴だって……あの未来人の殿との方がただって、宗茂のことを褒ほめてくれていたのに！　あんなにも、憧あこがれてくれていたのに！　それなのに……！　相良良晴も、宗茂も、父上も、みんな死んでしまう！　近この衛え兵へいを……近衛兵を動かしてください！　お願いします！　くそ～っ、抜けろっ！　抜けろおおおおおっ！」

「コケッ！　コケ、コケ、コケ～ッ！」

　誾千代とともに、ぼろぼろに傷いたんだくちばしで剣・長光を突つつき続けていたじとっこが、大声で鳴いた。

　宗麟の耳元に、その鶏にわとりの鳴き声が届いた時。

　はじめてキリシタンに接した時に宗麟の心を捉とらえた、あの聖書の一節が──今まさに囚とらわれようとしているイエスが弟子ペテロの裏切りを予言したあの言葉が、蘇よみがえっていた。




『あなたは今夜、鶏が鳴く前に、三度わたしのことを知らないと言うであろう』




　この言葉を耳にした時、私は生しよう涯がいで弟を三度見殺しにする、と宗麟は自分自身の不実と不正義と臆おく病びようをイエスに予言されたかのように感じ、ずっと、怯おびえていた。実際に、「二に階かい崩くずれの変へん」で塩市丸が。毛利元就との戦いで、塩乙丸と大内輝弘が。龍造寺隆信との「今いま山やまの合戦」で大友親貞が。三人どころか四人もの弟が死んだ。

　そして今また、「弟橘媛」となって、立花宗茂が。

　立花道雪と、高橋紹運と、そして相良良晴とともに、みんなみんな、死んでしまう。

　しかも宗茂は、高城川へと、辿たどり着けなかった。弟橘媛は、水に沈しずむ前に、島津義弘に頭を断ち割られようとしている。

　予言は、ついに、覆くつがえらなかった……。

　……違う。なぜなら大内輝弘は、自分を弟に数かぞえるなと宗麟に言い残した。

　宗茂こそが──「四人目の弟」なのだ、と宗麟は、不意に気づいた。

　だから、その、四人目の弟が死ぬよりもわずかに早く──鶏は、鳴いた。

　三度、弟を知らないと言って死なせてしまった宗麟の呪のろわれた日々は、今、終わろうとしているのだ。

　いや、そうではない。

　これから、終わるのだ。

　宗麟が、自らの意志で、終わらせるのだ。

　ああ、私は。

　私は今、私自身の心を、見つけた、と宗麟は思った。

　ザビエルの言葉が、宗麟の耳元に、聞こえた。




『予言は、あなた自身があなたの心の中から発見するものです』




　そして、相良良晴の言葉が。




『きみを呪っていた老女たちの言葉ではなく、きみを救いたいと願っていた者がきみに伝えた言葉を信じろ』







　私が。

　私が、ほんとうに、信じたい言葉は──求め続けていた、言葉は──。




『塩市丸も。塩乙丸も。大内輝弘も。大友親貞も。誰だれも、きみを恨うらんでなどいない。きみを知っている者のうちで、弟たちを守れなかったきみを責めている者は、宗麟。きみだけだ』




　大友宗麟は、玉座を──南なん蛮ばん椅い子すを捨て、百ゆ合り十字の旗を蹴けり倒して、自らの脚あしで地を駆かけていた。

　剣けん・長なが光みつの柄を握にぎりしめ、そして。




「うわ……うわああああああああああああああああああああああああっ！」




　宗麟は。

　剣・長光を。

　抜いた。

　もう──予言など、どうでも、いい。

　道雪。

　紹運。

　宗茂。

　義陽。

　相良、良晴。

　みんな、生きている。

　生きているのに。

　私の臆病のために、死のうと、している。

　もう、繰くり返させない。

　私は、戦う。

　宗麟は、今、現実を、生きていた。

　戦場を目指して、駆けていた。

　二万の近衛兵が、いっせいに、宗麟の駆ける後を、追った。

　その宗麟に、馬上から、白い手を差し出してきた者がいた。




「──自ら駆けていくよりも、こうして待つほうがよほど辛つらいな」




　相良義陽。

　私を、見捨てていなかった。

　私を、待っていてくれた。

　私を、信じていてくれた。




「お前の体力では、徒歩で駆けてはもたぬ。宗麟。乗れ！」




　宗麟は、義陽が差し出した手を、握りしめた。

　華きや奢しやな身体に、真っ白い肌はだ。それなのに、義陽の手は、力強かった。




「宗茂に届ける剣を落とすなよ。守るべき夢は、見つけたか？　自分がなんのために生まれ、なんのために死んでいくのか、その命の意味は見つかったか？　お前を苦しめてきた理り不ふ尽じんな運命に抗あらがう意志は、あるか？」




　ある。もう、私は迷わない。もう、怯えない。

　だから、私を戦場へ、連れて行って！

　宗麟は、泣きながら、そう叫さけんでいた。

　馬上へと、引き上げられた。




「黒田官兵衛はまだ、最後の一手を残していて、その一手を待っている。わが弟もまた、自らの首を代だい償しようにして、時間を稼かせいでいる。二万の近衛兵がいっせいに丘おかを駆け下りれば、島津軍は陣形を整えねばならん。わずかな時間だが、しばし、この乱戦は止まる！　少しでも、時間を稼げる！」




　四輪車の上で斬ざん首しゆの時を待っていた相良良晴は、立花道雪の身体が失血のために崩れ落ちるとともに、戦場で戦い敵を斬きるために鍛きたえ上げられてきた島津義弘の身体が無意識のうちに道雪の首をめがけて動いた瞬しゆん間かんに、「しまった。間に合わなかったのか。失敗した……！」と叫んでいた。

　義弘が跳とぶと同時に、高橋紹運が、そして立花宗茂が義弘へと突撃し、両軍の戦いが、再開されていた。

　黒田官兵衛が「これでもう、われらに打つ手はない。最後まで一いつ緒しよだ、相良良晴」とつぶやきながら、良晴の身体を抱だきしめていた。良晴の首を落とす機会を失った喜びと信奈の天下布武の夢が瓦が解かいしていく絶望とが、官兵衛の表情を泣いているのか笑っているのかわからないものにしていた。

「これは、俺のせいなのか。最後の最後まで、すれ違ちがい続け、嚙かみ合わなかったな……」

　この時。

　刀を納めた近衛前久が、北岸を睨にらみながら、カン高い声をあげた。

「一大事でおじゃる！　大友宗麟率いる近衛兵が、来るでおじゃる！」




　立花一家も、相良良晴も、黒田官兵衛も、むろん島津四姉妹しまいも。

　戦場で死し闘とうを繰り広げていた誰もが予想していなかったことが、起きていた。

　北岸惣そう陣じんの大友宗麟軍、近衛兵二万が、宗麟と義陽を先頭に、いっせいに中なか州す河原がわらめがけて怒ど濤とうの進しん撃げきを開始していた。

　相良良晴打ち首という近衛前久の言葉に衝しよう撃げきを受けた義弘。たしかにその時、修しゆ羅らの顔から、少女の顔へと、一瞬、義弘の表情が変わっていた。致ち命めい的てきな隙すきを、道雪に見せた。しかしその肉体は、なぜか道雪の太た刀ちに両断されることはなかった。なぜなのか、義弘にはわからなかった。

　互たがいに一瞬の勝機を摑つかむべく闘気を放ち合いながら睨み合っていた「雷らい神じん」立花道雪がいきなり地に伏ふした瞬間から、記き憶おくがない。鍛え上げた身体からだが、雷神を討うつべく、勝手に動いていた。そこから先は、もう、頭で考えてはいない。高橋紹運の剣を砕くだいたことだけは、かろうじて覚えている。気づいた時には義弘は、立花宗茂を、彼女が構えた刀ごと押し倒たおして、大太刀を押し込み、あとわずかで宗茂の額に到とう達たつさせるところだった。宗茂は恐おそるべき修羅だった。甲斐宗運を斬るために研けん鑽さんし、道雪と紹運を相手に戦ってなお隠かくし通してきた秘剣・「薩さつ摩ま示じ現げん流りゆう」の必殺の一撃を、刀一本で防ぎきった。これが彼女の初うい陣じんだとは、到底信じがたいことだった。タイ捨しや流りゆう同士の戦いであれば、義弘の両りよう腕うでが斬り飛ばされていたはずだった。だが悲しいことに、宗茂は実父・高橋紹運から譲ゆずられ、彼女自身が慣れ親しんできた最強の愛刀「剣・長光」を持っていなかった。その差だけだった。

　その島津義弘が、今、完全に我に返っていた。精神を、取り戻もどしていた。

「大友宗麟が、動いた!?　ありえぬことが起きた。近衛兵二万の士気が、異常だ。立花一家と相良良晴を救出するために、全員が死兵となっている！　大友軍も壊かい滅めつするが、島津軍も壊滅する！」

　このままでは、佐さ嘉が城でこの合戦の成り行きを見守っている「肥ひ前ぜんの熊くま」龍造寺隆信の一人勝ちになる。

　義弘は瞬時に宗茂から身体を遠ざけ、膝ひざ折おり栗くり毛げに乗って立花一家の前から走り去っていた。

　そして、家久たちの姿を探して、合流した。

「家久！　歳久！　姉者！　すでにわれらは高たか城じよう川がわを渡と河かしてしまっている！　背水となる！　陣形を、鶴かく翼よくに──！」

「んにゃ！　義弘ねえ！　立花一家ともども、素早すぎて援えん護ご射撃もできんかったど！」

「両軍ともに、大規模な伏ふく兵へいはもういないわ姉さん。つまりもう、互いに戦術も戦略もないということよ」

「どうしよう、義弘ちゃん!?　おみくじを引いている暇ひまはもうないよ!?」

　すでに背水。背を向けて退たい却きやくすれば、島津は大友に大敗する。四姉妹のうち、何人かは命を落とすことになろう。生き延びるには、前へ向かって戦うしかない。

　だが、ここで踏ふみとどまれば「川かわ中なか島じまの合戦」の甲こう越えつ軍のように、島津も大友もお互いに立ち直れない打撃を受け、肥前の龍造寺隆信が九州を一気に制圧することになり、本州における織田信奈の天下布武の戦いは瓦解する。

　島津義弘は（道雪どのが倒れていく瞬間、私の身体は、道雪どのが捨て身の一撃を私へ向けて放ったと思い込んだのだ。私は、立花一家に阻はばまれて大友軍を退けられず、相良良晴どのが両家を和わ睦ぼくさせるために自らを斬首させるという結末に恐きよう怖ふしたのだ。本来は、この肉体をさらにわが精神が制圧し再び凌りよう駕がすべき場面であったのだ。それなのに、私は唐とう突とつな相良良晴どのの斬首の宣言に心を乱され、動転して……私は本来、道雪どの、紹運どの、宗茂どののうちの誰かに、斬られていたはず。道雪どのはなぜか私の致命的な隙を突つかなかった。紹運どのと宗茂どのは、「剣・長光」を手にしていれば、私の一撃を防ぎ止め、私を斬れていた。とりわけ、防ぼう御ぎよを捨てた「薩摩示現流」の初太刀を防ぎ止めた宗茂どのは……その結果、大友宗麟を立ち上がらせるという最悪の事態を招いてしまったのか。これでは良晴どのに、申し開きができぬ。未熟……！）とほぞをかんだ。




　大友軍五万。島津軍四万。お互いに、全兵力を、中州河原へと投入した形となった。もう、「釣つり野の伏ぶせ」は使えない。北九州の覇は者しやと南九州を制覇した薩摩隼はや人ととの、局地戦における全面激突。

「……恐るべきは武神・島津義弘。高城川へは到達できなんだ、が……姫ひめさまが……姫さまが、馬上に乗っておられる。剣・長光を掲かかげて、われらのもとへと向かっておられる。相良良晴どのも、生きておられる……おお。まだお若いが、九州男児の、いくさびとの、顔じゃ。相良義陽どのに、よく似ておる……紹運よ。宗茂よ。これは、夢か。わしは失血のあまり朦もう朧ろうとなって、幻まぼろしを見ておるのか」

「おやっさん。幻じゃねえぜ。姫は、おやっさんを、そして宗茂を救うために、剣けん・長なが光みつを掲げて自ら島津軍と戦うつもりだ！　宗茂に剣を届けるために、戦場を駆けているんだぜ。もう、宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言は、姫を縛しばってはいねえ！　まったく！　宗茂が剣・長光を姫のもとへ残していなければ、こうはならなかったはずだぜ。戦いくさってのはよ、なにが幸いするか、さっぱりわからねえ。南無三だ！」

「宗茂よ。剣・長光を持たずして、よくぞ武神の必殺の一撃を受けた、よくぞ持ちこたえた。そなたこそ、西国無む双そうじゃ。相良良晴どの、そして黒田官兵衛どのとともに、これからはそなたが、姫さまを……」

　立花宗茂は、道雪の身体を抱き起こしながら、「ご主君は今、ついに予言から解放されました。義ち父ち上うえと親父おやじどのの祈いのりが、通じたのです。ですがこのままでは──正面からこの大軍勢同士が衝突しては。両軍ともに、壊滅いたします」と唇くちびるを嚙んでいた。奇くしくも、「未熟」と震ふるえていた島津義弘と同じ表情だった。




　だが、大友・島津両軍の全面激突がはじまろうとしていたその時。

　島津歳久にも発見できなかった、ごくわずかな数の「部隊」が、白旗を掲げながら西方の山から高城めがけて進軍してきた──発見できるはずもなかった。人間の部隊ではなかった。それらは十数頭の、熊の群れだったのである。偽ぎ装そうすることもなく、自然のままに、熊たちは森に同化していた。

「うにゅう。葉は隠がくれ忍にん群ぐんの追つい跡せきは厳しかったでござる！　徳千代どのより犬いん童どうどのをお借りして、きゅーちにいっちょーをえたでござるじょ！」

「がるっ！」

　先頭を走る熊の背中には、蜂はち須す賀か五右衛門が乗っていた。

　その五右衛門の姿を見た黒田官兵衛が「やったぞ。最後の一手が、成った。間に合った！」と良晴の首根っこにかじりついていた。

　宗麟が近衛兵を率いて突進してくれたおかげで、足りなくなってしまっていたはずの時間が生まれたんだ。ついに、最後の最後に、すべてが嚙み合ったか──良晴もまた、官兵衛の頭をくしゃっと撫なでながら、「なんだかよくわからねえが、間に合ったんだな！　黒官一流だな」と官兵衛の身体を抱だき上げていた。

　近衛前久がうなずき、そして、再びカン高い声で宣言した。

「大友方も島津方も控ひかえよ！　あの忍しのびは黒田官兵衛に命じられ、肥前の龍造寺隆信の動向を見張っていた間者である！　龍造寺隆信は、筑ちく前ぜんの立花一家がこの高城へひそかに参戦したことを突き止め、大友・島津が激突しているこの間かん隙げきを縫ぬって北九州制圧に動き出したでおじゃる！　あの忍びが多くの手傷を負っていることから、疑いなし！　日向ひゆうがを南北に分割し、耳みみ川かわより北を大友家が、南を島津家が統治するという条件で和睦せよ！　これは、姫ひ巫み女こさまのご意思でおじゃる！」

　黒田官兵衛が筑前の守りの要である立花一家を敢あえて高城へと招集した真の理由は、ここにあった。

「むふー！　決まった！　これぞ黒官一流の軍略だ！　そもそも大友家への叛はん逆ぎやくの時をじっと待っている龍造寺家を倒さなければ、大友宗麟は織田信奈に援軍を出したくとも九州から身動きが取れなかった！　だから敢えて立花一家に筑前の守備を捨てさせることで、龍造寺の野心に火を付け、決起を前まえ倒だおしさせて誘ゆう発はつさせた！　どうだ相良良晴！」

「しかし官兵衛？　龍造寺隆信が筑前へ攻せめ入ったところで、島津と大友が和睦する理由にはならないぜ!?　ただ大友家が滅ほろぶだけじゃねえか!?」

「そうはならない！　龍造寺隆信は妹の鍋島直茂以外の人間をいっさい信用していない。疑い深い上に慎しん重ちような男！　このシメオンは、龍造寺隆信を疑心暗あん鬼きに陥おとしいれるために、この戦で大友が勝った暁あかつきには豊ぶ前ぜん中なか津つ十二万石を割かつ譲じようするという密書を送っておいた！　さらに、その内約がまことであると証明するために、シメオンがわざわざ筑前を空けたことを、龍造寺隆信はかえって怪あやしいと疑う！　奴やつはとことん人間不信を極きわめている男だからな！　人を裏切る者は、自分もまた裏切られると思い込むものだ！　その上宗麟率いる大友軍近衛兵は、龍造寺隆信自身が大友軍を破った『今いま山やまの合戦』の時と同じく最後まで参戦せずに合戦を傍ぼう観かんすると見切り、そのために今回も大友軍が敗北すると奴は予想したはず！　このシメオンも、宗麟を高城へ連れてくるところまでが限界で、まさか宗麟が兵を率いて戦場へ飛びだしてくるとは予想していなかったくらいだからな！」

「それで？」

「大友家は島津家との決戦に敗れるのだから、龍造寺隆信としては、筑前はいつでも取れる。豊前もいずれシメオンの密書を大義名分に用いて奪うばえる。だから龍造寺隆信は、大友軍を打ち破って日の出の勢いを得るであろう島津軍の北上をこそ先回りして阻そ止しすべく、南肥前と肥ひ後ごの平定へと着手する！　まずは、盟友の相良家を島津に飲み込まれて危機感を募つのらせている北肥後の阿あ蘇そ家を動かし、相良領の南肥後・八やつ代しろへと攻め込ませる！　同時に龍造寺隆信自身は、南肥前に割かつ拠きよする大友宗麟の同盟者、島原の有あり馬ま家をすり潰つぶし、島津軍が肥前に上陸できぬよう有あり明あけ海かいの制海権を奪だつ取しゆするはずだ！　島津家が相良徳千代を窮きゆう地ちから救い出し、かつ龍造寺軍の南下を止めるには、ここで大友家と和睦を結び、即そく座ざに龍造寺軍と雌し雄ゆうを決するしかない！　大友家も、盟友の有馬家を見殺しにはできない！　故ゆえに大友家もまた島津家と和睦する道を選ぶ他ない！　両家の和睦が成れば、このシメオンが大友軍を率いてただちに周防すおうへ──毛利領へと大返しをはじめる！　必ずや両家の和睦の障害となって立ちはだかるであろうガスパールはフロイスという監かん視し役をつけて遠く高たか千ち穂ほの地に釘くぎ付づけにしてやったから、この高城にはいない！　ざまあ！　黒・官・一・流だっ！」

　ほぼすべて軍師どののお言葉通りの展開になったでござる、ただし、と犬童の背中に乗って駆かけながら五右衛門が告げてきた。

「裏をかかれ、大友方の要所、筑ちく後ごの柳やな川がわ城を奪われたでござる！　柳川城に帰き還かんした蒲池一族はみなごろちに！」




　　　　※




　島津家久が高城に籠ろう城じようし、牟む志し賀かから大友軍五万が高城攻こう略りやくに出立。

　島津義久・義弘も四万の大軍を揃そろえて、高城救援に──。

　両軍の全面激突は必至、もはや避さけられない！

　肥前・佐嘉城では、「九州の覇王」を名乗る野望の男・龍造寺隆信がついに立ち上がっていた。

　龍造寺隆信は鎧よろいの上から熊皮を着ている。薩摩人が畿き内ないの人間から「隼人」と呼ばれて恐おそれられていたように、南肥後の人々はかつて「熊くま襲そ」と呼ばれていた。肥後人でこそなかったが、並み居る九州の修しゆ羅らの中でも飛び抜ぬけた巨きよ体たいを誇ほこる龍造寺隆信がその熊襲にあやかって熊皮を着た姿は、ほんものの羆ひぐまのようであった。

「フハハハハ！　ついに余が大友のくびきから脱だつし、九州を制覇する絶好の機会が来たぞ、妹よ！　龍造寺四天王と葉隠忍群をすべて動員し、勝負に出る！　『今山の合戦』で大友に勝っていながら従属せざるを得なかったあの時の屈くつ辱じよく、今こそ晴らしてくれるわ！」

　闇やみに紛まぎれるかの如ごとき黒い衣装に身を包んだ義ぎ妹まいの鍋島直茂が、兄を制止する。その直茂の背後では、多くの人々の血が流れることを察したのか、黒くろ猫ねこが「みゃあ」と鳴いている──。

「待って、お兄さま。動くのは、高城の合戦での決着がついてからのほうが無難よ。大友が勝てば豊前中津十二万石は黙だまっていても手に入るのだし……それに、すべては黒田官兵衛の罠わなかもしれないわ。あの者、宣教師ガスパールの傀儡くぐつとなっていると見せかけて、その実、織田信奈のために大友・島津両家を和睦へ持ち込むために敢えてこの戦を起こしたのかも。今、空き巣を狙ねらってお兄さまが立ち上がり、北九州を席せつ巻けんすれば、大友・島津両家の和睦が急きゆう遽きよ成立するかもしれない。官兵衛が宗麟自身を戦場へ連れ出したのは、高城を、両家の和睦の場にするつもりだからではないかしら？」

　筑前の立花道雪と高橋紹運がひそかに居城を離はなれて山道を通って高城へ極秘進軍中という情報を葉隠忍群が摑つかんだわ。これは明らかに、官兵衛の策。高城の背後に立花一家を突とつ如じよ出現させて、家久の「釣り野伏」を封ふうじると同時に、お兄さまの目の前に「餌えさ」を与あたえて蜂ほう起きさせるつもりだわ、と鍋島直茂が説得するが、龍造寺隆信は「妹よ。お前は知ち恵えが回りすぎて考えすぎるのだ。筑前の守備ががら空きとなった今こそ好機だ」と笑った。

「黒田官兵衛はたしかにあれこれと余を惑まどわす手を打っている。だが、あの小こ娘むすめの浅知恵など知ったことか！　奴の軍略は必ず最後の決め手をしくじって失敗することで有名ではないか！　あの臆おく病びような大友宗麟が、精せい悍かんな島津軍を前に堂々と対たい峙じできるはずもない！　武神・島津義弘が戦場で太た刀ちを振ふるって暴れ回る様を見れば、必ずや泣きながら逃にげだす！　こざかしい黒田官兵衛がどう立ち回ろうが、和睦などできぬ！　島津軍が逃げる大友宗麟を追い打ちして、耳川で大友軍を殺し尽つくすという結末はもはや動かぬわ！」

　仮に黒田官兵衛がこの肥前に間者を入れているのなら、お前が率いる葉隠忍群によって殺し尽くせばよいのだ、妹よ！　と、龍造寺隆信は目を血走らせながら吼ほえた。

「『今山の合戦』での大友宗麟の臆病ぶりは、お前もよく知っているところではないか！　己おのれの弟を戦場に駆り出し、討うち取られておきながら、佐嘉城に籠こもる余を攻め滅ぼすこともできず怯おびえながら逃げていった！　あの女は、九州に生きる値打ちもない惰だ弱じやくな屑くずだ！　余は動くぞ！」

「それでは、大友宗麟に離り反はんして、空っぽになっている筑前を奪いましょう」

「いや。筑前と博はか多た湊みなとは、豊前中津とともに黒田官兵衛が撒まいた餌であり、罠だ。大友家はもう斜しや陽ようよ。高たか城の合戦で勇将智ち将しようをことごとく失い、宗麟自身は牟志賀建国の夢破れてもはや立ち上がれず、豊ぶん後ごに逼ひつ塞そくする他はない！　筑前や豊前などいつでも奪える！　龍造寺が九州の覇王となるためには、精強な薩さつ摩ま隼人どもを、島津家を封じねばならん！　肥前から肥後へと至る西九州の路みちを、先んじて制圧する！　すでに北肥後の阿蘇家はお前の調略に乗って大友を見限り、わが龍造寺家に従属を誓ちかっている。阿蘇家は阿蘇大だい宮ぐう司じの家いえ柄がら。宗麟の唱えるキリシタン王国など認められぬとな」

　阿蘇家の当主は凡ぼん庸ような人物だが、阿蘇家にはあの甲斐宗運がいる。甲斐宗運は、相良義陽と不戦の約定を誓い合った盟友だったが、その義陽から妹に当主が交代したばかりの相良家を攻め潰すことなど造作もない。

「唇くちびる滅ほろべば歯寒し。ともに肥後に割拠していた盟友・相良家が島津に従属したことで、阿蘇は焦あせっている。親キリシタンと反キリシタンに家臣が分ぶん裂れつしている大友家はもはや期待できぬ、従属するなら余が絶対的に家臣団を支配している龍造寺家を、と判断したのだ」

「でも。大友と戦った後に、島津が神速で肥後から肥前へと進軍してくれば？」

「フ。妹よ。大国の主あるじである大友の五万は実数。しかし島津の四万は、武器を持てる領民すべてを無理矢理に動員しての水増しされた人数だ。薩摩大おお隅すみは人口が少ないのだからな。補給その他の観点から考えて、連戦に耐たえうる兵力は、一万から二万。しかも、奴らは陸戦には強いが、水軍力が弱い。有明海のような広い海域で戦った経験がないのだからな。強引に船で島しま原ばら半島へと渡わたろうとしても、いちどに輸送できる兵力は千五百程度が関の山よ。対するわが軍は、平ひら戸どの松まつ浦ら党と長なが崎さきの大おお村むら家から人質を取り、従属させている。陸海からの補給路も兵力も、万全だ」

「大村家は、お兄さまに叛逆するような無む謀ぼうはできないでしょうけれど。松浦党は海かい賊ぞくあがりで、独立志向の強い連中よ。しかも肥前の海をほぼ支配している。もし、松浦党が万が一にも寝ね返がえれば？」

「フン。奴らが南なん蛮ばん貿易で手に入れた火力兵器は、すべて没ぼつ収しゆうしてある。寝返りたくとも、補給部隊としてしか、動けぬ。こたびも、海路からの補給役を命じる予定だ」

「……お兄さまが島津の北上を阻止し三国鼎てい立りつの形に持っていくというのならば、攻略すべきは三者……南肥前・島原半島の有馬家。南肥後・球く磨ま八代の相良家。この両者を攻め潰せば、有明海の制海権を一手に握にぎることができる。水軍力の弱い島津家はもう海路からは肥前へと入れなくなる。でも……なおも、陸路から肥前へと進む道があるわ。その要所が、筑後・柳川城」

　龍造寺隆信は、九州の地図を睨にらみながら、熊くま形がたに彫ほられた駒こまを置いていく。北肥前の龍造寺本城・佐さ嘉がに。大友家に従属しているキリシタン大名有馬家が支配している南肥前の島原半島に。北肥後の阿蘇家に。

「そうだ、佐嘉城の東ひがし隣どなり。筑後・柳川城だ。蒲池一族から柳川城を奪い取る！」

　俺を二度までも助けた義ぎ俠きようの男・蒲池宗雪は今、高たか城の合戦に大友宗麟方として参戦しているが、その蒲池宗雪の嫡ちやく男なんで蒲池家当主の蒲池鎮しげ漣なみは、父親と弟たちを戦場に捨てて自らは柳川城に帰還している。宗雪ならばいざ知らず、蒲池鎮漣などに義理立てする必要はない──蒲池鎮漣はわが義妹・玉たま鶴つるの夫。猿さる楽がくを見せると誘さそって、すでに佐嘉城へと向かわせている、と龍造寺隆信はほくそ笑んだ。義理も情も捨てた、獣けものの笑顔だった。

「お兄さま？　まさかほんとうに、蒲池鎮漣を殺すつもりなの？」

「宗雪が改修を重ねた名城・柳川城を攻め落とそうとすれば、三年はかかる。それでは時機を逸いつする！　鎮漣を暗殺すれば、一日で柳川城が手に入るのだ！　甲斐宗運を動かして相良家を攻め潰し、同時に柳川城を押さえてしまえば、島津は陸路から佐嘉へは入れん。後は、有馬を討ち島原半島を制圧して制海権をも押さえればもはや島津は手も足もでぬ！　薩摩大隅に押し込められるのよ！　これで、肥前・肥後・筑後の三国がわが龍造寺家のものとなる。九州のうち西の三州を手に入れ、島津の北上を阻止する。九州の国こく人じんどもは、余にいっせいに靡なびく。九州の三分の一を領有すれば、筑前・豊前も容易に余の手に落ち、壱い岐き・対つし馬まも靡なびき、余は五国二島の太たい守しゆとなる！　その間本州では、天下人の織田信奈が攻め滅ぼされて天下大乱となる──余が九州全土を席巻する時間は、十分にある」

　鍋島直茂は、狂きよう気きの笑みを浮うかべている兄を、止めたかった。だが、いかなる無法な命令であれ、兄の命令は忠実に実行する、と彼女はすでに決めたのだ。（このような悪行を為なせば、お兄さまはもう、人ではなくなってしまう……）と心を痛めながらも、蒲池鎮漣とその一族を暗殺することを、直茂は決断した。この兄の「九州の覇王になる」という燃えさかる野望のために、どれほどの人を殺し、どれほどの罪を重ねたのか、もう、直茂にも思いだせない。どこで私たち兄妹きようだいは間ま違ちがってしまったのだろう。直茂の肩かたの上に乗ってきた黒猫がまた、みゃあ、と鳴いた。

　が、この兄妹の密談の場である茶室に、熊皮を被かぶった五人の修羅たちが、どっと乱入してきた──。

「む。五人揃って、龍造寺四天王か。なにごとだ！　余と妹の茶会に勝手に入ってくるなあっ！」

「殿との、ご乱心を。いかに修羅の国・九州とはいえ、最低限の道義というものがございます。恩義ある蒲池一族を騙だまし討ちにするなど、なりませぬ」

「今いま山やまの合戦」で総大将の大友親貞を捕とらえた歴戦の勇者・成なり松まつ信のぶ勝かつ。命いのち乞ごいをする幼い大友親貞の首を隆信の命令で刎はねたことを、今もなお悔くいているが、それでもなお隆信のために忠義を尽くしてきた。

「佐嘉侍ざむらいであるわれら、『武士道とは死ぬことと見つけたり』と誓い、殿のためにいつ何なん時どきであろうともこの命を捨てがまる覚かく悟ごはできております！　ですが！　あまりにも、あまりにも無情にして非道！　蒲池家に嫁とつがせた義妹の玉鶴さまを、いかがなさいます!?」

　一騎きがけの達人、江え里り口ぐち信のぶ常つね。常在戦場、一日二十四時間死にがまることばかりを考えている彼は、感情の起き伏ふくが激しく、すでに号ごう泣きゆうしている。これまでも何度も隆信の暴ぼう虐ぎやくを涙なみだながらに諫かん止ししてきたが、こんどばかりは感情の桁けたが違っていた。

「相変わらず五人揃っておる！　殿！　この中に一人、偽にせ者ものの四天王がおりますぞ！　うむう。いったい誰だれが偽者なのか、この木きの下した昌まさ直なおをもってしても見み抜ぬけぬ！」

　四天王一の「知恵者」、鍋島直茂の副官を務める木下昌直。京の都から佐嘉へと流れてきた元僧そう侶りよで、本州の情勢に詳くわしく、本州と龍造寺家の橋渡し役として活かつ躍やくしてきた。しかし、隆信直属の家臣ではないためか、気を抜くと龍造寺四天王から外されることが多々あり、「偽者がいる、偽者が」が口くち癖ぐせとなっている。

「俺は降りさせてもらうぜ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。生しよう涯がいかけても尽くしきれない恩義を受けた蒲池一族を謀ぼう殺さつとは、殿、あんたも焼きが回った。そんな非道をやらかしてみろ。九州すべての修羅が、あんたの敵になるぜ？　だいたい四天王が五人いるのがそもそもおかしかったんだ。俺の名は龍造寺四天王から抹まつ殺さつしてくれていい。あばよ」

　百人の修羅に匹ひつ敵てきする勇者と隆信が認め、「百武」という姓を与えられた百ひやく武たけ賢とも兼かね。戦場では常に黄金の甲かつ冑ちゆうに身を包み、隆信に寄り添そい護衛してきた優やさ男おとこ。が、激高すれば家臣といえども平然と手打ちにする隆信に対しても臆おくすることなく、言いたいことを言う一種のかぶき者だ。

「待たぬか、百武どの！　ぬう。行ってしもうた……殿！　このままでは、龍造寺家臣団の心がバラバラに崩ほう壊かいしてしまいまする。みな、なにを犠ぎ牲せいにしてでも九州の覇は王おうにならねばならぬという殿のお気持ち、お覚悟は痛いほどに理解しております。そのためならばいかなる悪行にも手を染めん、死して地じ獄ごくに落ちようとも悔いはないというそのご決意も。ですが、限度というものが。修羅の国にも、義は必要なのです」

　隆信とそっくりの巨体と熊のような異相を持つ、円えん城じよう寺じ信のぶ胤たね。隆信の影かげ武む者しやとして常に戦場で活躍してきた。

　龍造寺隆信は「黙れ！　強引な手を取らねば柳やな川がわ城は奪うばえぬ。柳川城を奪えねば、島津には勝てぬ！　罪は、余にはない！　宗雪と弟たちを置き捨てて戦場から卑ひ劣れつにも逃げ戻もどって来た蒲池鎮漣にこそ、ある！　奴やつに、九州に生きる資格はない！　妹よ、葉は隠がくれ忍にん群ぐんを配備せよ！　佐嘉城に入り次第、蒲池一族を包囲せよ！　四天王よ、貴様らはその武勇をもって蒲池鎮漣とその一族をことごとく斬きり捨てい！　一人として生かすな！」と、怒ど気きを発しながら命じていた。

「余が九州の覇王になる機会は、これが最初で最後！　耐えに耐えた末についに訪おとずれた、ただいちどの『幸運』なのだ！　これを摑み取らねば、余は死んでもなお悔いることとなる！　百武賢兼は捨て置け！　蒲池一族を殺やれっ！　柳川城を開城させれば、ただちに龍造寺の全軍をもって島原半島へ出る！　相良領八やつ代しろへ攻せめ込む甲斐宗運と呼応し、われらは有馬家をすり潰つぶすッ！」

　甲斐宗運は、島津が海路を用いて肥ひ前ぜんへと進軍するために必ひつ須すとなる八代の港を真っ先に押さえる。余は、その島津の上陸地となる島原半島を制圧する。水路を失った島津が陸路を採って肥前へ向かうためには、あの甲斐宗運を倒たおさねばならず、その先には難なん攻こう不落の柳川城。これで島津は詰つみだ。高城の合戦で崩壊するであろう大友の領土も侵しん食しよくできる──もともと人口の少ない島津に、国力で押し切れる。勝てる！

　無断で己の館へと帰宅した百武賢兼を除く四天王が、「これでは、龍造寺家は信義を失って終わる」「もはや」「殿のために」「われら四天王が、盾たてとなる他はなし」と覚悟し、互たがいに拳こぶしを重ね合ってうなずいたこの時。

　みゃあ、と黒くろ猫ねこが鳴いた。

　鍋島直茂が「天てん井じよう裏うら！　乱らつ波ぱよ、お兄さま！」と叫さけび、手にした小刀を投げていた。

「フン！　黒田官兵衛が放った密みつ偵ていか！　妹よ、生かして佐嘉城から出すな！　たとえ城を抜ぬけられても、どこまでも追つい撃げきせよ！」

「葉隠忍群の手て練だれに追わせるわ！　絶対に、黒田官兵衛のもとへ辿たどり着かせてはならない！　お兄さま。やはり黒田官兵衛はわれらの決起を織り込み済みで動いていた。やはり空にした筑ちく前ぜんと博多湊、そして向こうから割かつ譲じようを内約してきた豊ぶ前ぜん中なか津つは『餌』だった。あの娘は、龍造寺軍の決起を大友・島津の和わ睦ぼくのための『最後の一手』に用いるつもりよ！　決起を先延ばしにするならば、踏ふみとどまるなら、今しかないわ！」

「ならぬ！　柳川城を奪う好機は、逃のがせぬ！　きゃつらの和睦が成ろうが、島原と八代を先に制圧してしまえば、われらの勝ちだ！　乱波を討うち取れ！　肥前で討ち漏もらしたならば、肥ひ後ごまでも追いかけよ！」

「乱波が高城の戦場を目指すならば、その途と上じようで甲斐宗運の軍の進路にぶつかる──最悪でも、そこで討ち取るわ。お兄さま」




　黒田官兵衛が放った密偵──蜂須賀五右衛門は、「黒猫に気取られるとは」と赤い瞳ひとみを光らせながら、逃にげに逃げた。鍋島直茂が「忍しのび殺しの城」として設計した佐嘉城の罠わなを次々とかいくぐり、黒ずくめの忍び装しよう束ぞくに身を包んだ葉隠忍群の達人たちに追われながら、山中へと飛び込み、なおも駆かけた。葉隠忍群の包ほう囲い網もうが狭せばまってくる。容よう赦しやのない攻撃が、五右衛門を襲おそう。五右衛門ももう、生き延びるためにはこの結界を突とつ破ぱするしかなかった。一人。二人。三人。宙を飛び、木々の間を抜けながら、忍者刀で立ちふさがる忍びを斬り捨てていく。だが、葉隠忍群の忍びたちは一糸乱れず、どこまでも追撃してくる。五右衛門には、体術はあれども、地の利はない。じわじわと、どこかへ追い詰められている気がする。絶対の死地に。そこがどこなのかは、考えている暇ひまもない。

「九州に、これほどの忍びの集団がいるとは……これは……相良氏うじ」

　どうやら、今回の拙せつ者しやの任務、果たせぬようでござる、と五右衛門ほどの忍びが己おのれの死を覚悟した。

　一昼夜、山中を飲まず食わずで駆け続けた。

　南へ、南へと。

　その間も、葉隠忍群の容赦のない追撃が続いた。もう何人斬り捨てたのか、わからない。数えていない。五右衛門自身も無数の傷を負っている。毒を塗ぬった手しゆ裏り剣けんを受けた左手は、痺しびれて使い物にならなくなった。枝から枝へと飛びながら、その左手の血管を自らクナイで引き裂さいて、毒を出した。肥前を抜け、筑ちく後ごに入り、さらに肥後へと入った──なおも日向ひゆうがの高城は遠い。厳しい山やま越ごえを果たさねばならない。空腹と失血とで、五右衛門の体力は消しよう耗もうしていた。眩暈めまいがした。葉隠忍群の気配が遠ざかった。あと少し。あとわずかで、肥後から日向へと入ることができる──最後の気力を振ふり絞しぼって、跳とんだ。

　しかしその時、五右衛門は見た。肥後の山沿いの桟さん道どうを行軍する、修しゆ羅らの群れを。その修羅たちが、行く手を遮さえぎった。甲斐宗運率いる阿蘇軍であった。相良領を攻めるために出しゆつ陣じんしたばかりらしい。甲斐宗運は、主君に戦場で謀殺されかかりながら、なおも愚ぐ直ちよくに阿蘇家に忠誠を尽つくしていた。響ひびき野の原はらであれほどの傷を負いながら、すでに馬に乗り槍やりを振るえるまでに体力が回復している。文字通りの、化け物だった。そしてこの、人を殺すためだけに我が流りゆうを貫つらぬいて外げ道どうの殺人術を研けん鑽さんしてきた男には、忍びの体術すら通用しない。

　馬上で南蛮渡と来らいの黒眼鏡をかけた甲斐宗運と、宙を舞まう五右衛門との視線が、一いつ瞬しゆん、交差した。

　甲斐宗運が、仕込み杖づえを上空めがけて振りあげてきた。飛びながら伸のび、蛇へびのように曲がりくねる、外道の暗器である。初見殺しの武具。軌き道どうが読めない。もう、体力も気力も尽きていた。目がかすんだ。避よけられなかった。拙者は鍋島直茂によって最初からこの死地へと誘ゆう導どうされていたでござる、と気づいた。空中で身体からだを回転させ、同時に肩と腰こしの関節を外して致命の一撃をかろうじて避けたが、背中に激痛が走り、五右衛門の身体は落下した──落ちる先は、もはや、選べなかった。木の枝の上でも、岩の上でもなく、千せん尋じんの谷底だった。申し訳ござらぬ、相良氏、とつぶやきながら五右衛門が落ちていく。

　しかし、差し出されてきた「熊くまの手」が、五右衛門を捕つかまえていた。

「ばうっ！」

　犬童氏、と五右衛門は薄うすれていく意識の中で、その熊の名を呼んだ。

「ばうっ」

　相良徳千代からの手紙を、犬童が咥くわえていた。黒田氏が、徳千代どのに依い頼らいして犬童氏を待たせてくれていたでござるな、と思った。しかし手紙を広げて読む力はもう五右衛門にはなく、意識が遠ざかっていく。犬童の背中に乗せられていた。犬童が、徳千代の「友」である熊の群れを率いて、谷底へと駆けだした。甲斐宗運が「馬の脚あしではあの谷を降りるのは無理だ」と無表情のまま熊の群れに背中を向けた。

　かくして五右衛門は犬童の背中を借り、日向の山を越えて、高たか城へと到とう達たつした──。




　　　　※




　このように龍造寺隆信は今回の独立戦開始にあたって、北九州の臍へそにあたる柳川城を最初に押さえねばならぬと定め、恩人である蒲池家の面々を酒しゆ宴えんに招いて容赦なく謀殺！　その分、龍造寺軍の有馬領攻略開始が数日、遅おくれたでござる！　と、五右衛門は嚙かみながら伝えた──根が善良な官兵衛には、信じがたいことだった。

「蒲池一族を、だって？　大友家の家臣とはいえ、過去に流る浪ろうの身となっていた龍造寺隆信を二度までも救った恩人の家だぞ？　そんなことが、できるものなのか!?　龍造寺隆信はこれで、大友家と島津家をともに敵に回したことになるぞ!?」

　矢尽き刀折れ、傷ついた老将、蒲池宗雪が、官兵衛の前に推参し、「こたびの合戦には参加せぬと途と中ちゆうで兵を柳川城へ帰したわが嫡ちやく男なんには、悪い予感があったのでございましょう。柳川城を空にすれば、龍造寺隆信が悪心を起こして柳川城を奪い取るやもしれぬと──覚悟しておったのでしょう」と膝ひざを折って慟どう哭こくした。

　官兵衛は、蒲池宗雪の嫡子が柳川城に兵を連れて戻ったことが、この結果を生んだことに気づいた。官兵衛自身のもとの計画では、柳川城もまた、立花山城や岩いわ屋や城と同じく、完全な空き城にしてしまうはずだったのだ。中途半はん端ぱに兵を残せば、強ごう欲よくな龍造寺隆信が奪い取りたくなるかもしれない。立花山城がそうだったように、空き城だからこそ、疑い深い龍造寺隆信はかえってその城を放置するのだ。だが、隆信の敵が相手ならばともかく、蒲池一族を謀殺するなど、とても信じられなかった。

「いくら龍造寺隆信が餓が狼ろうのような男でも、あれだけ恩義ある蒲池一族を裏切るだなんて、考えもしていなかった！　しかも、北九州の臍である柳川城を押さえられるとは!?　龍造寺隆信を利用したつもりが、奴に絶好の餌えさを与あたえてしまったのか？　これは……シメオンの失策なのか……」

　最後の最後に、致ち命めい的てきな計算違ちがい、読み違いを犯おかした。官兵衛が崩くずれ落ちそうになる。その背中を、二人の姫ひめ武将の「言葉」が、支えていた。

「たしかに……蒲池一族の謀殺は、戦国九州の掟おきてをも踏み越えた許されざる行こう為いだね……でも、逆の見方をすれば、島津家と大友家との間でたった今、ともに手を携たずさえて龍造寺隆信と戦わねばならない理由ができたとも言えるよ。いくら乱世は悪人でなければ生き延びられないと言っても、龍造寺隆信のやったことは決して許されないよ。龍造寺軍は精強で、無む慈じ悲ひで、容赦がない。もう迷っている暇はないよ。ただちに両家は和睦して、そして──島津軍は肥後へと進軍し、徳千代と有馬家の救きゆう援えんへ向かうね。いやあ、それにしても今回の合戦でも私は影かげが薄かったねぇ。義弘ちゃんばっかり目立ってさ」

　近衛前久が準備してきた「和睦状」に花か押おうを押しながら、島津義久が。

「大友軍は、日向から周防すおうへと北上して毛利軍の上じよう洛らくを止める。シメオン。大友軍のすべてをあなたに預けるわ。立花一家と、そして大友家が誇ほこる修羅たちともに。この高城の戦場で見事に和睦を実現したあなたなら、できるよ」

　大地に立ち続けるために自らの身体に刀を突つき刺さし、重傷を負った立花道雪の身体を、宗茂・紹運とともに支えながら、大友宗麟が。

　角隈石宗たち、軍令を違たがえて立花一家を救うために突とつ進しんした大友軍先せん鋒ぽう隊の指揮官たちも、「まことに素晴らしき采さい配はい、神の如ごとき軍略でした。拙せつ僧そうどもも、天下一軍師どののご命令に二度と反しませぬ」と誓ちかった。

「シム！　蒲池一族には申し訳のないことをしたが、龍造寺軍の蜂ほう起きと島しま原ばら半島への進撃は、シメオンの軍略通りに進んでいる。だが宗麟？　きみ自身は、どうするつもりなんだ!?」

「宗麟は、龍造寺隆信と、戦う。宗麟の家臣である蒲池一族を裏切った敵であり、そして『今いま山やまの合戦』で宗麟の弟を斬った仇かたきなのだから。それに有馬家はキリシタンで、大友家と同盟を結んでいる。攘じよう夷いを唱える島津軍が合戦中にいきなり乗り込んでも信しん頼らいは得られないし、連合軍の統制も取れない。だから、宗麟自らが行かなければならないの」

「お言葉、すべてごもっともでござる。もはや止めますまい。姫さま、ご立派になりました……」と道雪が涙なみだを流し、紹運が「これだから戦場の怖こわさを知らない姫は。南無三だぜ」と笑い飛ばした。

「道雪。ありがとう。宗麟はもう、自分の脚で立ち上がって、歩くことができるから。ぜんぶ、道雪のおかげだよ……今まで、道雪たちに甘えっぱなしで、ごめんなさい……ここまでしてもらえなければ、立ち上がることができなかったなんて」

「姫さま。よいのです。老人とは、若者に勝手に志を託たくしたがる我わが儘ままな生き物なのです。この立花道雪、生きて姫さまの勇姿を見ることができて、感無量でございます」

　立花一家と大友宗麟。主従も君臣も家族もみな同じだ、と良晴は思った。

「ただし、宗麟が島津軍に加わって龍造寺軍と戦う上で、ひとつだけ条件があるの」

　ん？　条件？　なになに？　腹黒い条件なんだよねきっと？　と義久がなぜか嬉うれしそうに尋たずねたが、宗麟の「条件」は意外なものだった。

「相良良晴を宗麟に同行させること！　彼がいないと、宗麟は戦場に向かう勇気が出ないからあ」

　ええ？　なに、そんなこと？　それだけ？　と義久ががっくりと肩かたを落とす。良晴は、「わかった」とうなずいていた。もちろんほんとうは、一刻も早く信奈たちのもとへ駆けつけたい。だが、長い長い闇やみを抜けてやっと自分の運命と戦う勇気を持てた宗麟にとって、龍造寺戦は避さけることのできない最後の関門だった。だから、良晴は迷わずに宗麟の望みを聞き入れていた。

「というわけで官兵衛。当主の宗麟に代わってこのまま軍師として大友軍を率いて、毛利軍の進行を止めてくれ。だが、荒あれ狂くるう龍造寺軍をここで破らなければ、毛利領への進行は不可能になる。この九州の東西で同時進行する両面作戦は、いずれが失敗してもすべてが崩れる。俺は、龍造寺軍との決戦に参戦する。戦せん況きようを見るに、俺の未来知識が役に立つかもしれないしな。そんな予感がする」

「きみはそう言うと思っていた、ふふふ。織田信奈と明智光秀の救援のほうはこのシメオンに任せろ、心配するな。日向から毛利領への行軍路には、補給物資を揃そろえてある。兵ひよう糧ろうも武具も水も、たっぷりと」

「ああ、任せた。俺は、負傷した歳久の代役を務める。甲斐宗運はすでに相良領へ攻せめ寄せてきているんだな、五右衛門？　ならば、徳千代が危あやうい。急がなければ」

　良晴が宗麟の依頼を受けて対龍造寺戦への参加を表明すると、すぐさま義陽も、

「犬童を乱波に貸したということは、徳千代の戦力は手て薄うすだぞ。私も肥後へ行く。おじさまと、戦うことになろうとも──おじさまも、私が立ち向かってくることを、望んでいるだろう」

　と良晴の手を握にぎりしめていた。

「官兵衛のおかげで、今回は忍にん耐たい力りよくばかりを鍛きたえられたが……やっと手て枷かせも外れて、自由に動けるようになった。お姉ちゃんがお前の軍師役を務めきってやろう。それに歳久の代役には、正直者のお前よりも毒舌で疑い深い私のほうが似合っている」

　ちょっとそこの顔色の悪い女、私をなんだと思っているのよーっ！　と脚の手当を受けていた島津歳久が吼ほえるが、義陽は聞いていない。

「相良良晴。あなたも、なんなの。いきなり戦場にのこのこ現れて、なにをするかと思っていたら自ら打ち首の刑けいに処されるのがあなたの奥の手だったとか、心底呆あきれたわね。あなたには家久を預けられないわ！」

　歳久の憎にくまれ口を聞くとなぜか安心するなと良晴が苦笑し、そして──それまでじっと押し黙だまっていた島津義弘が口を開いた。

「甲斐宗運か。あの化け物に対たい抗こうするには、私か、立花宗茂どのか、いずれかの武が必要だ。しかし立花宗茂どのは、傷を負った道雪どのに代わって大友軍の先鋒を務めねばならない。私が、甲斐宗運と雌し雄ゆうを決する。立花一家との立ち会いで、私は恥はずべき失態を犯した。突然の良晴どの斬ざん首しゆの宣言に心を乱し、己おのれを見失ってしまったのだ。こんどこそ、武神の名に恥じぬ戦いをする」

　へっ。お年とし頃ごろの乙女おとめらしくてかわいいもんじゃねえか。恥はじをさらしたのは親おや馬ば鹿か丸出しで一いつ騎き打ちの作法を無視して割り込んだ俺とおやっさんだ、あんたはまったく愚直な姫武将だぜ、と紹運が苦笑した。

「いえ。紹運どのの『斬ざん弾だん』の太た刀ち、お見事でした。剣けん・長なが光みつがあなたの手て許もとにあれば、おそらく私は──」

「よせよ。あれはもう、宗茂にくれてやった剣だ。たら、れば、は戦場にはないぜ。そんなことを言いだしたら、おやっさんが雷かみなりに打たれて自じ爆ばくしていなければ、あんたは五体満足なおやっさんと一騎打ちすることになっていた。そうなれば」

「半身の自由を失われた道雪どのにさえ、本来ならば私は斬きられているはずでした。足捌さばき自在な時代の道雪どのと戦っていれば、瞬しゆん時じに倒たおされていたでしょう」

「だがまあ、そういう状じよう況きようにはならなかっただろうよ。勝手に自爆するのが、おやっさんの常だからな。今回だって、あんたに斬られる前に、てめえでてめえの足を刺してぶっ倒れてやがる。盾たて役をやらされている俺は毎度、生きた心地ここちがしねえ。南無三だぜ」

「ふふっ。そうかも、しれませんね」

「ほう。鬼おにと呼ばれるあんたも笑うんだな……あんたの笑顔は、宗茂にどこか似てらあ」

　義弘は「わ、私は宗茂どののようにかわいくはありません」と目を逸そらしていた。

「さあ行くぞ、家久。龍造寺隆信は、全九州の修しゆ羅らを敵に回して暴れている。自らの退路を捨てて、死を覚かく悟ごしている。九州の覇は王おうとなるか、しからずんば死か、その二択たくしか奴やつの頭にはない。正面から激突すれば、必ず敗れる。軍法を用いねば勝てぬ。あの悪あつ鬼きとなった男を倒すことができる修羅は、家久。お前しかいない。幼いお前を、あの男との戦いに放り込みたくはないが……」

　家久が「んにゃ」と栄養補給のためのあくまきをかじりながら片目を閉じてうなずき、剣・長光を宗麟から再び授さずけられた立花宗茂が宣言した。

「ご主君。相良良晴どの。そして、島津の薩さつ摩ま隼はや人とのみなさま。ご武運を。私は必ずや、毛利軍の進撃を止めてみせます──義弘どのとの戦いで、私は修羅として鍛えられました。深手を負われた義ち父ち上うえに代わり、相良良晴どのに与えられた『西国無む双そう』の通り名に恥じぬ槍やり働きをしてみせます！」

　義弘は（これが伝説の名刀──諸もろ刃はの直刀、「剣・長光」。宗茂どのがこの剣を手にしていたら、戦場で屍しかばねとなっていたのは私だったかもしれぬ）と震ふるえた。だが、宗茂は「やっぱり家か督とく返せーっ！」と背中に負ぶさってきた誾千代とその飼い鶏にわとりじとっこの攻こう撃げきをいなすことと、「小こ早ばや川かわさん、ごめん」と肩を落としている相良良晴に気を配ることに夢中で、義弘が自分に向けてくる畏い怖ふと尊敬の視線には気づいていない。

「良晴どの。いかなる激戦となりましても、あなたを慕したう小早川隆たか景かげどのと吉きつ川かわ元もと春はるどののお命は決して失わせません、ご安心ください」と宗茂が微笑ほほえんだ。良晴は「小早川さんはともかく吉川さんまで俺を慕っている枠わくに入れたら、たぶん、吉川さんは激げき怒どするぜ」と思わず苦笑していた。

「宗茂。あなたは、死なないよね？　宗麟を縛しばっていた宇う佐さ八はち幡まん神じんの予言はもう、あなたたち立花一家が、覆くつがえしてくれたのよね？」

「そうではありません、ご主君──いえ、わが姉上。あなたが、ご自分の意志で予言を覆したのです」

「……お願い。約束して。たとえ戦場で戦っても、宗麟より先には死なないと」

「はい、お約束します！」

　立花宗茂と大友宗麟が抱だき合い、しばしの別れを告げ、そして、再会を誓った。

「さあ出立準備を急ごう、官兵衛。龍造寺に勝って、お前の大戦略を成功させてみせる」

「相良良晴。柳やな川がわ城の件は不幸だったが──あとは龍造寺軍を破れば、シメオンが九州で進めてきた戦略はすべて完成する。そのはずだ。もういちどシメオンを信じてくれるか？」

　未来は不確定だ。しかし、信じるか疑うかで、未来は変わる。だからお前を信じるさ、と良晴は笑った。

　官兵衛は思わず目を潤うるませながら、良晴の胸元に顔を埋うずめていた。

「むふー！　なんだか良晴、きみは灰の匂においがするなっ？　くんかくんか！」

「それはたぶん、あくまきの食いすぎだな」

　しかし、そんな官兵衛を、良晴のもとから引っぺがした姫武将が、二人。

「はいシメオン、お友達同士の抱ほう擁ようはそこまで！　ここから先は宗麟の時間だから！　ねえ、相良良晴？　龍造寺戦に同どう伴はんしてくれるということはあ。あなたは織田信奈ではなく、この宗麟を選んでくれたんだよねっ!?　嬉しいっ！　宗麟とあなたはこれで、ほんものの恋こい人びと同士なんだよね!?」

「さ、相良良晴どの！　わ、私は男装している上に、つ、妻のいる身ですが、こっこんな私でよろしければ、良晴どののもとに集つどいし恋人たちの末席に加えていただければ……」

　えっ？　と、相良良晴たち一同が、固まった。

　良晴の左右の腕うでを摑つかんだ二人。

　大友宗麟と立花宗茂が、同時に、早口でなにかを叫さけびはじめていた。お互たがいに、言葉を発することに夢中で、完全に「同時進行」になっていることにまだ気づいていない。

「宗麟ははじめて、ほんとうの恋心というものに目覚めたの！　もう、宗麟は一人じゃない。あなたのおかげだよ相良良晴！　これからは宗麟の隣となりで、恋人として宗麟を支えて！」

「ふふふふしだらな男、いえ、女で申し訳ありません！　戦いくさで人々が死んだばかりなのに……で、でも、私たちはこれより次なる戦いに入ります！　気持ちを伝える機会は、今しかありませんから！　はっ、初恋なんですっ！　あなたが私の胸に触ふれただけであれほどに私の心の臓をときめかせたのは、それは私が良晴どのに、恋をしてしまったから」

「……えっ？　宗茂、なにを言っているの？　良晴を横取りするつもり？　胸に触れさせた、ってなに？　なんのこと？」

「ええっ？　ご主君、いえ、姉上こそいったいなにを言いだすのです!?　姉上はとっくに牟む志し賀かで袖そでにされているではありませんか!?」

「その時は宗麟がまだほんとうの恋を知らなかったから！　今は違ちがうもん！　って、待って？　む、胸に触さわらせたって、なによっ!?　宗茂、あなたって……自分の姉の恋人をこっそり寝ね取るような、そんな腹黒な弟だったんだね!?　だいいちあなたは一応、男でしょっ！　男武将でしょっ！」

「姉上こそ、戦場に付いてきてもらえるからって、勝手に良晴どのを恋人にしないでください！　それは姉上のただの思い込みです、誤解ですっ！　はた迷めい惑わくも甚はなはだしいですっ！　良晴どのは、ほんとうは今すぐ信奈さまのもとに舞まい戻もどりたいのですよ。そこを耐たえて、敢あえて姉上のもとにあと一戦のあいだだけ残ってくださるというのに！　これ以上良晴どのに我が儘を言ってどうするのです！」

「だからそれが、良晴の返事なんじゃん！」

「違いますっ！　良晴どのの恋心は一筋なのです！　良晴どのにはすでに織田信奈さまという歴れつきとした正妻候補がおられますので、どうしてもというのなら恋人待ちの列のいちばん最後に並んでくださいっ！」

「ねえ、良晴！　織田信奈とは別れたんだよね？　いったいどっちを取るのっ？　姉と弟と！　まさか弟を取らないよねっ!?」

「別れておられませんっ！　良晴どの。姉上はこういうお方ですから、必ずや織田信奈さまとの間に波風を立たせます。大友家と織田家の合戦になってしまうかもしれません！　で、ですがこの宗茂は、幸か不幸か妻帯した男武将でありますから、お、織田信奈さまにさえ私が実は女の子であると見破られなければ、あなたの隣にいても、ど、同どう衾きんしても、あ、怪あやしまれることはありません。こ、これも、な、なにかの縁えんでしょう」

「あ、いや。二人とも、なにを言っているのかさっぱりわからねーから、とりあえず落ち着いて……たった今まで合戦していたから、興奮しているだけだよ。これは『吊つり橋ばし効果』というやつだ、うん。三日ほど経たてばきっと冷静さを取り戻せるから」

　官兵衛と義陽の冷た～い視線が、良晴を捉とらえていた。

「むふー！　やっぱりきみはこういう男だったんじゃないかっ！　またしても後先考えずに無責任な言葉と行動を重ねて現地妻を増やしたな、相良良晴！　牟志賀で宗麟と一夜を過ごしながら、いつの間に宗茂の胸を揉もんだんだっ!?　サルだ、きみはサルだ！　もう、シメオンも弁明できないぞ！」

「これまでうまくいっていた大友家と織田家との同盟関係まで、ぶち壊こわしになりかねぬな。いやそれ以前に、大友宗麟と立花宗茂の間に生まれた麗うるわしい姉弟きようだい関係が早くも崩ほう壊かいしようとしている……あれほど、男の子としていろいろと我が慢まんできなくなった時はお姉ちゃんに任せろと言ってきてやったのに。馬ば鹿かな弟を持つと苦労するな、やれやれ」

　戦いが終わって互いに酒を酌くみ交わしていた大友軍と島津軍の修羅たちが、どっと笑いながらも、

「ここは当然、ご主君を選ぶんだろうな相良良晴！」

「やっと、悲しみの淵ふちから這はい上がって立ち直られた宗麟さまを泣かせたら……」

「わかっているだろうな、小こ僧ぞう！」

「いや、俺は宗茂さまを推おすなっ！」

「そうだ！　主君のために女を捨て、その命まで捨てようとされたお方だ！」

「その宗茂さまが、乙女心に目覚められたのだ！　めでたすぎる！」

「宗茂さまに応えねば……相良良晴、てめえは男じゃねえ！」

「わかっているだろうな、坊ぼう主ず！」

　違うっ！　誤解だ！　後ずさって逃にげようとする良晴の背後には、輿こしに乗った立花道雪と、そして高橋紹運が待ち構えていた。

「ゲッ。退路を塞ふさがれた!?」

「いやあ幸福と不幸とは数珠じゆずつなぎですな、相良良晴どの！　むほほほ、うちの『婿むこ』は『男』ですので、現地妻にはあたりませぬぞ！　戦場でともに戦った男と男が堅かたい友情で結ばれる──戦国の世ではよくあること！　ご遠えん慮りよなく！」

　遠慮しますと言ったら、道雪は「この馬鹿者～！」と問答無用で良晴を斬り捨てにかかるであろうすさまじい闘とう気きを放っている。

「まあ、俺らには縁がねえが、一部の男武将の間では衆しゆ道どうっていうものも流は行やっているらしいからな。衆道枠に押し込めば、浮うわ気きにはならねえんじゃねえか？　まさか宗茂に春が来るとはなあ。これだから人生ってのは、なにがあるかわからねえ……南無三だぜ」

　紹運さん？　衆道趣しゆ味みとかお稚ち児ご趣味とかぜんぜん俺にはありませんし、そもそも宗茂は女の子だからそれはただの詐さ欺ぎです、と良晴は思った。

「道雪？　紹運？　あなたたち、主君であるこの宗麟の恋を邪じや魔まするわけ？　不忠者～！」

「だまらっしゃい姫ひめさま！　織田信奈どのから、かほどに一いち途ずな恋人を奪うばい取ろうとは言語道断！　その点、宗茂は慎つつましい善よい子ですから、信奈どのの恋路の邪魔はいたしませぬ！　わしは、一瞬にして悟さとりました！　宗茂が男武将となり誾千代を嫁よめに迎むかえたのも、この時のためであったのですぞ～っ！　これぞ宇う佐さ八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつのご加護ですな！」

「……うぐぐ……道雪が……道雪が宗麟を裏切るだなんて……宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを再び焼き討うちに……」

「さあ、良晴どの！　宗茂と別れ別れになる前に、今宵こよいは二人きりで夜を過ごしなされ！　一応男同士ですぞ、遠慮なく！　生まれてきた子は、誾千代と宗茂の子ということで！　なんなら宗茂の代わりに、誾千代に子種を授けていただいてもよろしいですな！　これで立花一家と相良家とは縁続きに。目め出で度たいことじゃ。まさか、生きて孫の顔が拝めるとは。はよう。はよう孫を見せてくだされ。わしが生きているうちに、はよう。むほほほほ」

　爺じいさん、あんた出血多量で意識が朦もう朧ろうとしてねえか？　と良晴は言い返したかったが、道雪が「ズゴゴゴゴゴ……」と鬼おにの闘気を放ってくるので、もうなにも言えなかった。

「ちょっと待て～っ！　夫ふう婦ふともに寝取ろうとか、そんなのありか～っ！　さっ、相良良晴！　この誾千代は貴様の子種など拒きよ否ひする～っ！　じとっこ、良晴をやっつけろ！」

「わーっ、待て誾千代！　俺はだから露ろ璃り魂こんじゃないから！」

「あっ……ありがとうございます、義父上！　親父おやじどの！　てっきり、姉上の恋路を邪魔するなと[image: しか]しかられるものとばかり……」

「へっ。忠孝の道と恋の道とは別物だぜ、宗茂。主君が恋こい敵がたきだろうが、姉が相手だろうが、遠慮するんじゃねえ。こればかりは、俺たちゃお前を応おう援えんする！　お前は善い子だ。お前が惚ほれた男も、善い男に決まっている！　お前の心のままに突つっ走れ！　南無三だ」

　立花一家に寝返られた!?　涙なみだ目めになった宗麟が「絶対にダメっ！　弟が姉の恋人を奪い取るだなんて、そんなの絶対におかしいよ！」と宗茂に抱だきついて押し倒たおそうと暴れはじめた。宗茂も「姉上。こればかりは譲ゆずれません。遠慮しませんっ」と反撃する。

「あ～っ！　こんな、女の顔になって恋人を寝取りに来るニセ弟なんて要いらないっ！　高たか城じよう川がわに沈しずめてやるっ！」

「イヤです！　姉上こそ沈んでくださいっ！」

　呆あきれたらしい義陽が、

「姉弟の契ちぎりを結んだ次の瞬しゆん間かんに、さっそく姉弟ゲンカか……まあ、きょうだいとはこのようなものかもしれぬな、ケンカするほど仲がいいという」

　と目を一本線にしながら「さっさとこの場を立ち去りたい。徳千代のもとへ急がねば」とこぼせば、島津義弘と家久の姉妹しまいコンビも困惑していた。

「こほん。お互いに相良良晴を想おもっていると知ったとたん、譲り合いの精神を発揮するどころか、大ゲンカをはじめるとは……なんと、見苦しい……家久。私たち姉妹は、決してああならないように、手を取り合って仲良くせねばならぬな」

「んにゃ。義弘ねえは良晴をあきらめるちゅうことじゃな。妹のおいに譲ってくれっと？　さすがは島津の姉じゃ」

「……いや、そんなことは言っていない」

「おいはあきらめんと？」

「まったく、末っ子は我が儘ままでいかん。が、そこがかわいい……困ったものだ」

「えへへ」

「だが、目の前で姉弟がこれほど醜みにくい争いをしている姿を見せつけられると、さすがに頭が痛いな……はあ。結局は、良晴どのが悪いのだ。良晴どの。あなたは、ご自分が吐はいた言葉と見せた行動の結果に、責任を取るべきだ」

「えっ？　義弘？　せ、責任って、どういうふうに？　こういうのは、どうすればいいのか、ええと」

「はあ。あなたは、木き崎ざき原ばるに続いて高城でもまた自分の首を打たせて事態を収しゆう拾しゆうさせようとしたが、もう龍造寺戦ではその、あなたの命と誰だれかの志を等価交こう換かんしようとするやり方は絶対にやめていただく。相手は無む慈じ悲ひな覇は王おう・龍造寺隆信だ。次に同じことをされれば、こんどこそ私は、あなたの命を保証できない。今回だって……」

「いや。今回は、木崎原できみに捕とらわれた時とは違う。俺は、官兵衛の最後の一手が決まると信じていたよ？　そのための時間稼かせぎだったのさ。まあ間に合わなければそこで俺は終わっていたけれども、義陽姉さんが宗麟と近この衛え兵へいたちを戦場に導いてくれて、九死に一生を得たというところだ」

「い、いや、そうではなく、私自身が……その、あの時はあまりに驚おどろかされて、その」

「ああ。いきなり道雪の爺さんが倒れて、そこからすさまじいことになっていたな……義弘と紹運、そして宗茂の動きが、まるで見えなかったよ。さすがに、いったいどうなってしまうんだと焦あせったぜ」

　わ、私はあの時、あなたを守るどころか、あなたに心を奪われて、道雪どのに危あやうく斬きられるはずだった、と義弘は口走りそうになった。が、その言葉は敢えて吞のみ込んでいた。道雪がなぜあの時自分を斬らず、相良良晴の顔を見ようとして体勢を崩くずし、倒れてしまったのかを、やっと理解したからだった。

（家久が龍造寺軍との戦いの中で、私と同じ理由で危地に陥おちいらねばいいが。薩さつ摩ま隼はや人との流りゆう儀ぎでどれほど心身を鍛きたえても、見落としていたものが……鍛えきれぬものがあった……それが、恋心だ。どれほど姫武将が死の調練を潜くぐり、戦場を駆かけても、この恋心は捨てきれぬのだ。「西国無む双そう」立花宗茂でさえ。この、私でさえ──家久。私は、お前が心配だ）

　義弘は、胸むな騒さわぎを止められなかった。

　すっかり蚊か帳やの外にいて影かげが薄うすかった島津義久が、「真の悪人になるにはやっぱり相良良晴を横取りしなきゃね。私がいきなり横から飛びだしてきて最終勝利者になったら、みんな驚くだろうなあ」と黒い笑みを浮うかべつつ、そんな義弘の肩かたを叩たたいていた。

「だいじょうぶだいじょうぶ。だって家久ちゃんには、義弘ちゃんがついているじゃん！　ほらほら、約定を交わし終えたよ～！」

　ここに、豊ぶん後ごの大友家と薩摩の島津家の和わ睦ぼく、いわゆる「薩さつ豊ほう和睦」が、成立した。

「両家とも、高城の合戦はこれまででおじゃる！　しかし、息をつく暇ひまはないでおじゃる。ただちに二手に分かれ、おのおのの戦場へと駆けるでおじゃる！」

　ほ、ほ、ほ。ついに薩豊和睦の使命を達成したでおじゃるぅ！　麻ま呂ろ自らが大友軍の先頭に立つでおじゃる！　見たでおじゃるか相良良晴、これが関白たる者の威い光こうでおじゃるぞーっ！　と近衛前久がお歯黒に染めた前歯を剝むき出し、耳みみ障ざわりな声で叫さけんでいた。

　やはり殺したいでござるこの笑顔、と五右衛門が耳を塞ぎながら久々の不快感に震ふるえていた。







　　　巻ノ五　高たか千ち穂ほ







　少しばかり、時間を巻き戻もどす。

　本州──織お田だ信のぶ奈な率いる織田・松まつ平だいら連合軍と、武たけ田だ信しん玄げん率いる甲こう州しゆう武田軍は、松平元もと康やす方の長なが篠しの城を巡めぐって全面開戦寸前となっていた。長篠城を包囲していた武田軍は、織田の後ご詰づめを粉ふん砕さいするべく長篠城包囲を中断して西方へと前進を開始。対する織田信奈は、滝たき川がわ一かず益ますとともに三千丁の鉄てつ砲ぽうを準備し、設楽したらが原はらに長大な馬ば防ぼう柵さくを設置して、武田騎き馬ば隊の突とつ進しんを阻はばむ持久策を採った。

　が、この日、設楽原に雨が降った──。

　武田陣じん営えいから諏す訪わ太だい鼓こが鳴り響ひびき、真しん紅くの武田騎馬隊が、織田方が設立した馬防柵を破るべく突とつ撃げき準備を開始していた。

　武田家が誇ほこる歴戦の姫武将たち、武田四天王──山やま県がた昌まさ景かげ。内ない藤とう昌まさ豊とよ。高こう坂さか弾だん正じよう。そして、馬ば場ば信のぶ房ふさ改め、馬場信のぶ春はる。それぞれが一いつ騎き当とう千せん。一国一城の主あるじの器を持つ名将たちだった。

　その彼女たちが率いる騎馬武者の群れが、横一列に並び、「その時」を待ち構えている。

「いけない。いくら雨天対策を練っているとはいえ、この雨では、種たね子が島しまの火力は半減する。そして、十じゆう兵べ衛えが……」

　信奈のもとに、明あけ智ち光みつ秀ひでの副将・斎さい藤とう利とし三みつからの早馬が届いていたのだ。

　今、光秀は丹たん波ば戦線で孤こ立りつしている。吉きつ川かわ元もと春はる軍の山さん陰いん道どうからの上じよう洛らくを防ぐべく、丹波の波は多た野の家を攻こう略りやくしているところに、毛もう利り領から丹波への通り道に割かつ拠きよする山やま名な家が織田を見限って毛利に寝ね返がえったという凶きよう報ほうが舞まい込み、光秀は丹波の山中で孤立無援となっていた。

　今朝方、光秀が信奈に送ってきた書状には「丹波戦線を維い持じする秘策を考えだしました」と書かれてあった。なぜか、悪い予感がした。その予感は当たっていた。ほぼ同時に斎藤利三も、信奈のもとへ使者を出していたのだ。利三の書状には、こう記されてあった。

『わが主・明智光秀さまは丹波の波多野家と和睦するために、ご自分のご母堂を人質として波多野家へ送られました。これで吉川元春軍の丹波への進撃を少しでも遅おくらせることができる、時間を稼かせげる、と。最後にはご母堂自らが、『母上に万が一のことがあれば』と実行を渋しぶるわが主を[image: しつ]しつ責せきして、波多野家へ向かわれたのです。しかし、波多野家はいちど光秀さまを裏切って背後から攻せめ寄せてきた者ども。織田家に今さら仕えても信しん頼らいなど得られぬと信じております。人質として手に入れた光秀さまのご母堂を盾たてに、さらに毛利有利な局面に持ち込もうとしている恐おそれが──光秀さまは完かん璧ぺきなお方なれど、唯ゆい一いつ、武将としての弱点が。人を、信じすぎます』

　十兵衛が、お母上を……波多野に……いけない。なにか、とても酷ひどいことが起こる気がする。信奈は、胸の鼓こ動どうを抑おさえられなくなっていた。良よし晴はる、早く来て。このままでは。

「のぶなちゃん？　顔色が真っ青じゃぞ。だいじょうぶかの？」

　ここは、設楽原の本陣内。

　隣となりの床しよう几ぎに腰こし掛かけた滝川一益が、信奈を心配そうに見つめている。

「……左さ近こん。まだよ。まだ、武田騎馬隊に突進させてはならない。この雨天が晴れるまでは、勝負に出てはいけない。動かずに全軍で馬防柵の内側に堅かたく籠こもるのよ。まだ武田騎馬隊の突進を阻む『塹ざん壕ごう』は完成していない──脆ぜい弱じやくな馬防柵は、あくまでも見せかけ。柵を越こえたところからが、騎馬隊を曲くる輪わと土ど塁るいとを組み合わせた迷路に落とし込むための罠わなよ。良晴から教えてもらった、近代戦における野戦陣『塹壕』を、対騎馬戦用に特化改良させた、騎馬隊殺しの長大な罠。いわば、この設楽原の原野そのものを、巨きよ大だいな『城じよう塞さい』に造つくり替かえてしまうの。完成まで、あと数日。数日を稼がなければ。松平軍にも厳命を」

「あちらは日ひノ本もと古来の野戦を挑いどむつもりが、その実、迷宮のような陣地を潰つぶしていかねばならない攻城戦に。そしてこちらには、三千丁の鉄砲。武田騎馬隊の終しゆう焉えんの時じゃの」

「そう、うまくいくとは思えないけれどもね。相手が並の武将ならばともかく、武田信玄は慎しん重ちような女だわ。必ず、わたしの罠を見切る。この設楽原が武田騎馬隊を誘さそい込む死の罠だと勘かんづくはずよ。だから、いちどか二度の衝しよう突とつの後、どこかで必ず信玄は野戦陣の攻略方法を考案するまで全面決戦を先延ばしにしようとするはず。膠こう着ちやくに持ち込めるはずよ」

　ところが、この時。

　長大な織田・松平連合軍の敷しいた陣の西方を守備する松平方より、不意に使者が訪おとずれた。

「この戦いくさ、博ばく打ちなしでは勝てぬと、われらが姫ひめが決断。決死隊を編制。酒さか井い忠ただ次つぐ隊、すでに出陣いたしました。南方に流れる豊とよ川がわを渡わたり、山中を進み、長篠城の背後に建てられた武田方の鳶とびヶが巣す山やま砦とりでを奪うばい、武田軍の退路を断ちまする」

　信奈は「中入り!?　いけない。武田軍の退路を断つのは早い、早すぎる！　動くのは、野戦陣を完成させてからよ！　いえ、それ以前に武田信玄には中入りの戦術など通用しないわ！」と悲鳴のような声をあげていた。

「竹たけ千ち代よ!?　どうしてしまったの？　三み方かたヶが原はらに続いて、また、武田信玄の圧力に耐たえきれなくなったというの？　そんなはずはない。二度も同じ過あやまちを犯おかすような子では」

　信奈は馬に乗り、松平元康の陣へと駆け込んでいた。

　松平元康は、青ざめながら南なん蛮ばん椅い子すに腰を下ろし、親指の爪つめを嚙かんでいた。これは、幼い頃ころからの元康の悪あく癖へきである。追い詰つめられると、爪を嚙む癖くせがあるのだ。

「竹千代！　別働隊をすぐに引き返させなさい！　この対陣は、決戦が目的ではないの！　膠着に持ち込んで、武田軍の上洛を遅らせることが目的なの！　毛利が山陰から進撃し、上うえ杉すぎ謙けん信しんが再び立ち上がろうとしている今、武田軍と全面激突することは」

「……吉きちお姉さま。このままわれらが三千丁の鉄砲という織田軍の虎とらの子を抱かかえたまま設楽原で巣ごもっていたら、明智光秀さんも柴しば田た勝かつ家いえさんも、敵方に討うたれてしまう。武田信玄さんに勝てなければ、はじめから、吉お姉さまは天下布武など実現できないですよ～。ここは、賭かけですよ」

　松平元康の口調が、表情が、なにかおかしい。三方ヶ原で味わった武田騎馬隊への恐きよう怖ふに、心が壊こわれてしまったの？　ううん。そんなはずはない。竹千代は弱そうに見えて、どこまでも粘ねばり強い姫武将。この程度のことで生か死かの博打を打つはずがない。しかも、わたしと織田軍を巻き込むような真ま似ねをするはずが……。

　だが、信奈の目に映るその姫武将の姿は、確実に元康本人であった。

　憐あわれな元康が、子供攫さらいの手から織田家に売られてきて、信奈の妹分となって尾お張わりで暮らしていた時代からの、幼なじみである。

　別人であれば、気づけないはずがない。

「こんなの、絶対におかしいわ。竹千代、目を覚ましなさい！　あなたほど強い忍にん耐たい力りよくを誇る姫武将は、この日ノ本にはいないはず……だからこそ、天下布武を達成した暁あかつきには、わたしは、あなたを日ノ本の王にと、見込んで」

「うふふ。有あり難がたき幸せです～。で・も。吉お姉さまより武田信玄さんのほうが戦に強いんですもの。もう、岐ぎ阜ふの合戦の時のような和睦はありえないですよ～。絶対に信玄さんは退ひきません。なにしろ、今回の武田軍上洛は、信玄さんのお父上からの厳命ですから」

「武田信のぶ虎とらからの!?　あの男、まだ、世を捨てていなかったの？　どうして竹千代、あなたが、その秘密を知って」

　はいい～、それがしがお教えいたしました、うふふふ……と元康の隣に影のように侍はべっていた影の薄い姫武将が──武将というよりも、茶人か絵師のような華きや奢しやな少女であったが──陰いん々いん滅めつ々めつとした笑い声を立てながら、信奈に答えていた。元康と揃そろいの狸たぬき耳みみを、頭に被かぶっている。

「あなたは!?」

「うふふ……お忘れですか信奈さま？　それがしは、本ほん多だ弥や八はち郎ろう正まさ信のぶ。元康さまの軍師にございます。お猫ねこさまへの信しん仰こうを捨てられず、本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きに加わり、長らく放ほう浪ろうしておりました。織田軍との合戦で軍師を務めたこともございます。武家をやめて各地を転々と彷徨さまよううちに、自然と、様々な裏の情報を手に入れまして」

「デ、アルカ。思いだせないわね……影が薄すぎて」

「ふふふ。織田家包ほう囲い網もうを築いた『影の軍師』の正体が、武田信虎どのだということも、調べて参りました。伊い勢せの長なが島しま一揆の折にですね、かつて信虎どのが伊勢国主北きた畠ばたけ家の軍師となって九く鬼き海かい賊ぞく衆を討とう伐ばつしていたという話を聞きつけまして、そこから道々の輩ともがらたちに紛まぎれつつ信虎どのの足取りを辿たどっていったら……その先に、近この衛え前さき久ひささまのお名前が」

「……駿する河が今いま川がわ家からも追われた武田信虎が伊勢に流れていたことまではわかっていたけれど、そこから、そんな形で、近衛との繫つながりが……」

「近衛さまは姫巫み女こさまに害が及およぶことを恐れてどうしても口を割られませんから、それがしがさっさと割らせていただきました。それがしは、元康さま以外の人間がどうなろうが、どうでもいいのですよ──そうそう。この合戦を機に、元康さまは改名されました。いつまでも三み河かわの田舎いなか侍ざむらい・松平家のままでは、やまと御ご所しよから三河守のかみの官位もいただけませんし、家臣団や松平の分家どもの統制が取れませんから。姫のもとを飛びだして一揆に加わった裏切り者のそれがしだからこそ、見えてくることもあるわけでして。うふふ」

「はい～。弥八郎さんの勧すすめもありまして、以前よりの念願であった改名を、実行いたします～。これよりは『徳とく川がわ家いえ康やす』と名乗らせていただきます、吉お姉さま」

「……徳川、家康……三河守!?」

「吉お姉さま？　この徳川家康は、あくまでも織田家とは対等の同盟者。吉お姉さまの家臣ではありません～。柴田勝家や相良さがら良晴とは格が違ちがうのです～。そのことを、この改名によって、たっぷりと主張させていただきます」

「これで松平一族は元康さま改め家康さまの下僕です。家康さまはようやく、国持ち大名としての権力を手に入れ、強くなられます。信奈さま？　今後は、家康さま……わが姫に『命令』を下さぬよう。お二人は、あくまでも同盟者。対等の姉と妹にございますれば……信奈さまとて、わが姫を顎あごでこき使うことは、この本多正信が許しません。ふふふ」

　本多正信……徳川家康……違う。なにかが違う。二人の笑顔が、黒い。これは、竹千代じゃない。まるで別人になってしまったかのよう。でも、どうして。わからない。本多正信に、操られているの!?

「ふふふ。信奈さま？　酒井忠次の別働隊が中入りに成功すれば、武田騎馬隊は全軍で設楽原に突撃する他、生き延びる道がなくなります。中入りに失敗しても、武田信玄は『織田方が失策を犯した今こそ好機』と判断して、同じことに。困りましたね」

「本多正信!?　あなたは、松平家の宿老である酒井忠次を、捨て駒ごまに使ったのね!?」

「『徳・川・家』です、信奈さま。酒井家は松平の支族の中でももっとも格式が高く、なにかと宿老づらして姫のやることに口を挟はさむ鬱うつ陶とうしい一族ですから、まあ、これで討ち死にしてくれれば儲もうけものですよね。わが策に反対し激高した本多平へい八はち郎ろうこと忠ただ勝かつに殺されそうになりましたが、あの女は昔からそれがしを蛇だ蝎かつのように嫌きらっているので、家康さまが『私情を挟まぬように』と却きやつ下かしました。同じ本多一族なのに、平八郎はどうしてあんなに頭が悪いのかしら」

「そこまでして強引に開戦を繰くり上げて、どうするつもり!?　まだ、設楽原の野戦陣は完成していないのに！　しかも今日は種子島の敵である雨が降っているのよ！　両軍ともに武田騎馬隊に蹂じゆう躙りんされてしまえば、竹千代が織田家からの独立を主張するもなにも、元も子もなくなる！」

　本多正信は、その愛らしい顔立ちからは想像もつかないような黒い笑みを浮うかべている。

「さて、どうしましょう。徳川家はあくまでも独立した大名家。織田家と一いち蓮れん托たく生しよう、運命をともにする義理はありませんねえ。でも、援えん軍ぐんをもらっておきながら織田家を裏切ったら、わが姫・家康さまが培つちかってきた『義理堅い姫武将』という評判が地に落ちて失われてしまいますから、合戦中にこちらから信奈さまを裏切るようなことはしませんよう。というわけで、今日の夕刻頃には、織田家・徳川家はおそらく共とも倒だおれ。ねえ、信奈さま？　設楽したらが原はらから早々に撤てつ退たいしたほうがいいのではありませんか、うふふ？」

　そんなはずはない。竹千代に限って。これまで様々な謀む反ほんと裏切りを味わってきた信奈だったが、元康だけは絶対に自分を裏切らないと、理り屈くつ抜ぬきに信じてきた。いや、信じる必要すらなかった。幼き日々を、ともに過ごしてきたのだ。しかし、元康のもとに帰参したばかりの本多正信がいかなる術を用いて元康を籠ろう絡らくしたのか、わからなかった。違う。もう、松平元康ではない。徳川家康だ。家康の、自分を見る目が、冷たい……というよりも、まるで無感情だった。信奈に、興味も憎にくしみもなにも抱いだいていないかのような、視線。足あし下もとが崩くずれ落ちていくかのような感覚が、信奈を襲おそっていた。胸が痛んだ。心に、大きな穴が空いたかのように。

　信奈は、（なにかわたしには理解できない事態が、進んでいる。天下布武の構想は、竹千代が東国の抑えとして機能してくれることで、はじめて可能となるものだった。機能……そう。武田の上じよう洛らくを抑える機能だけを、わたしは、竹千代に求めてきたのかも。竹千代を、塹壕のように扱あつかってきたのかも。幼なじみだからと、竹千代にずっと甘えてきたのかも。十兵衛。良晴。わたしはもう、この設楽原から生せい還かんできないかもしれない……）と震ふるえていた。

（……良晴……お願い……早く、来て……十兵衛を……わたしを……助けて……！）




　　　　※




　高たか千ち穂ほの地では──立たち花ばな一家に別働隊の兵士たちを委ね、捜そう索さく隊のみを手て許もとに残してこの地に留とどまっていたガスパールが、ついに探し求めてきたものを「発見」していた。

　高千穂の山中に広がる、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつ。

　その洞窟の最深部へと到とう達たつしていたガスパールは、「グラーシアス」とつぶやいていた。

　そのガスパールの背後から、フロイスが、急報を伝えていた。

「高たか城で、オオトモ家とシマヅ家の和わ睦ぼくが成立したそうです。もちろん、サガラヨシハルさんは、生き延びられました。ガスパールさま」

「……そうか。やはり運命は、相良良晴を織田信奈のもとへ……」

「あなたはもう、あきらめるべきです。ヨシハルさんの存在をこの戦国の世界から消すことを。今回は、シメオンさんの知略が、そしてオオトモさまの感情の力があなたの知略を上回ったために、両軍の和睦が成立しましたが……あなたが彼を消すために陰いん謀ぼうを画策した結果、もしもオダノブナさまが滅ほろびてしまったら、あなたご自身の目的すら失われてしまいます」

「相良良晴は、ドン・シメオンとともに、本州へ？」

「いえ。肥ひ前ぜんで蜂ほう起きしたリュウゾウジ軍との戦いへと。オオトモさまが懇こん願がんしたそうです。オオトモさまはもうあなたの支配を逃のがれましたが、まだ、お一人で戦場に立つことはできませんから。あと一戦。弟君の仇かたきであるリュウゾウジさまとの、決着を付けるために。ヨシハルさんの支えが必要なのでしょう」

　それならば、まだ運命は確定していない。龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶが、戦場で彼を倒せば──結果として私だけが生き残り、織田信奈のもとへ新たな軍師として到達することができる、宗そう麟りんさまも彼が戦死すれば再び私を必要とせざるを得なくなるだろう、とガスパールは微笑していた。

「ドン・シメオンの予測を裏切り柳やな川がわ城を押さえたことで、龍造寺軍は圧あつ倒とう的てきに有利となった。龍造寺軍が相良良晴を倒したら、私は急ぎ宗麟さまのもとへ戻もどらねばならない」

「なぜそこまでヨシハルさんを消すことに執しゆう着ちやくするのです。ともに手を携たずさえて、ノブナさまの未来を変えようと共きよう闘とうすることは、できないのですか？」

「残念ながら、できない。恋れん愛あいを捨てさせ、彼女を『処女王』とする以外に、織田信奈の運命を変える道はないのだよ、フロイス」

「あなたはキリシタンの信仰心を持っていません。単純に、ヨーロッパ諸国にノブナさまを『文明国』のクィーンと認めさせるために『処女王』にこだわっているのですか。それも、違うような気がします」

「ああ。違うとも。もちろんそれも理由のひとつではあるが、真の理由は……もっと切せつ羽ぱ詰つまったものなのだよフロイス」

「……観測術プレビシオンで予測した未来と、関係があるのですか？　ノブナさまとヨシハルさんの恋こいが、破滅をもたらすと？　でもあなたは、ヨシハルさんの未来は予測できないはずです」

「まだ子細をきみに打ち明けることはできない。それよりもフロイス、私はついに高千穂で求めていたものを発見した──私の『勝ち』が、近づいている。こんどこそジパングの歴史は、変わる。正しき方向に──」

　フロイスは、ガスパールが「発見した」というその「宝具」を、洞窟の闇やみの中に見つけることはできなかった。この高千穂で彼がなにを見つけたのか、なにに用いようとしているのか、ジパングの神話に精通していないフロイスが理解することは不可能だった。




　　　　※




　本州で異変が起きていることを、この時、九州にいる良晴たちはまだ察知することができない。が、日向ひゆうがで和睦が成った直後から、不ふ眠みん不休で良晴たちは対毛利軍と対龍造寺軍の同時進行準備にかかっていた。

　そんな中──砂すな浜はまから日向灘なだを望みながら、黒くろ田だ官かん兵べ衛えが、珍めずらしく萎しおれていた。

　官兵衛は、柳川城を巡めぐる惨さん劇げきを防げなかったことに責任を感じていた。そして、ガスパールを欺あざむくためとはいえ、一時的にでも、織田家を裏切ったことを。

「……シメオンは軍略のためとはいえ、苦境に陥おちいっている織田信奈を裏切った……今さら、織田信奈のもとに帰参しても、いいのだろうか。許されるのだろうか……一いつ緒しよに九州で活動していた相良良晴には理解してもらえたが、織田家の諸将に疑われるのでは……シメオンはもう織田家を去ったほうがいいんじゃないだろうか。今の良晴には、相良義よし陽ひがいる。大おお友とも宗麟を最終的に立ち上がらせたのも、相良義陽だ。彼女は、軍師の知謀と、将としての情熱とを兼かね備えた、最高の副将だ……」

「なにを言ってやがる。しおらしい官兵衛なんて官兵衛じゃないぞ。義陽姉さんだって、官兵衛に牟む志し賀かで牢ろうへ押し込められたことで強制的に成長させられたと、お前に遠回しに感謝してたぞ」

　いつの間にか官兵衛の背後に立っていた良晴が、官兵衛の頭を、ぽんとはたいた。

「うわ、びっくりさせるなっ！」

「お前がうっかりやらかすのは、いつものことだ。今さら、誰だれも気にしちゃいねえって。お前の謀反ごっこなんて、旅先でだんごを食いすぎて腹痛になったのと同じようなものだ」

「そんな慰なぐさめ方があるかっ！」

「ほら、元気を出せ。九州の東西で、大友軍の『大返し』と、対龍造寺戦とを、同時に進めなきゃあならないんだぜ？　どちらが失敗しても、信奈や十兵衛ちゃんの救援に間に合わなくなる。次に会うときは本州だぜ、官兵衛」

　指切りだ。知っているか指切りという文化を？　戦国時代にはもうあったんだっけ？　最近、未来と戦国時代の文化の違いがだんだんわからなくなってきた、と笑いながら良晴が官兵衛の指を取ろうとするが、官兵衛は「さ、触さわるなっ！」と顔を赤らめて抵てい抗こうした。

「なんだよ？」

「き、きみは立花宗むね茂しげや大友宗麟まで現地妻にした。信用ならない『今源氏』だからなっ！」

「だから。誰も現地妻になんて、していないってば」

「よくもそんな台詞せりふを真顔で言えるな、きみは。宗麟と宗茂に、同時に愛だか恋だかを告白されたじゃないか！　宗麟はあの通り我が儘ままでしつっこい性格だから逃にげられないし、宗茂は善よい子だが立花一家が総出できみを包囲して追い込むぞ！　どうするつもりだ？」

「ど、どうって。う、ううむ。俺には信奈がいるから、とお断りし続けるしか」

「はぁ……や、やい相良良晴。言っておくが、シメオンはきみの現地妻にはならないぞ」

「ん？　そりゃ、そうだろ？　急に、なに言ってんだ？」

「……半はん兵べ衛えに怒おこられるからな」

「え？」

「な、なんでもない。それじゃまた！　シメオンは、決してきみから黙だまって離はなれたりしないとこんどこそちゃんと約束しよう。だから、きみも約束しろ！　きみはすぐに自分の命を捨てがまろうとするが、シメオンに無断で討うち死にするなよ、相良良晴！」

「そうは言われても、なにしろ九州の合戦は厳しいし、龍造寺軍は島しま津づ軍や甲か斐い宗そう運うんよりもさらに容よう赦しやない。全力で生き延びるために努力はするが、さすがに確約はできないな」

「ふん、仕方ないな良晴。このシメオンの言葉を忘れるな。龍造寺戦で困ったら、浜はま手てに逃げるんだぞ」

「……浜手に？　よくわかんねーけど、わかったよ」

「いいな。死ぬなよ。きみが勝手にいなくなったら、思う存分半兵衛をいぢめるぞ！」

「そっか、それじゃあしょうがないな。半兵衛を人質に取られちゃあな。わかった、約束するよ。絶対に生きて本州に戻る。お前も気をつけろよ？」

「うわ～ん！　さっきは確約してくれなかったくせにっ！　半兵衛の名前を出したら笑顔で約束するのかーっ！」

「ははは。だいじょうぶ。黒官一流の旗がローマに翻ひるがえるまでは死なないよ。半兵衛の病を完全に癒いやす薬を、海の向こうで必ず見つけようぜ。俺たちがこの手に摑つかもうとして向かっている未来は、本ほん能のう寺じで終わりじゃないんだ。その先が、はじまりなんだ」

　官兵衛は、（こいつのこの笑顔を日向の海辺で独り占じめしているのは、半兵衛に悪いかな）とためらいながらも、こくり、とうなずいていた。

「……うん！」

　やっぱり官兵衛のやつ、背が伸のびたような？　いや、なんだか……官兵衛がまるでお年とし頃ごろのかわいい女の子みたいに見えるんだが、俺はどうしてしまったんだろう、と良晴は官兵衛の笑顔がやけに眩まぶしく見えていることに少しだけ戸と惑まどっていた。

























　　　あとがき




　作者です。今回は「全国版」の既き刊かん改かい稿こう作業を挟はさんで勘かんが鈍にぶったのか、初しよ稿こうを二百枚書いたところで全部破は棄きして書き直すことになるという前代未み聞もんの難産でしたが、九州編の後編となる「大おお友とも宗そう麟りん編」をやっとお届けできました。これも「一週間で全面改稿をお願いします」「一日で再々改稿をお願いします」と次々と赤入れを敢かん行こうしてくださった担当さんのお蔭かげです。いずれお礼参りに……いえ、お蔭参りに伺うかがいます。

　し、しかし！　最初にお詫わびしておきますが、実は「大友宗麟の過去」編と「高たか城じようの合戦」編があまりにも盛り上がりすぎたため、ついに許されるページ数の上限をオーバーしてしまい、次巻でもうちょっとだけ九州編も続くんじゃ、ということになってしまいました。大友宗麟自身はもちろん、宗麟に仕える立たち花ばな一家や、肥ひ前ぜんの龍りゆう造ぞう寺じ軍団が揃そろいも揃ってみんな濃こくて……キャラクターの書き込みなどを切り詰つめてダイジェスト版的な形にしてでも一冊に収めるか、いつも通りの「信のぶ奈な」の書き方を貫つらぬいて次巻にはみ出させるか、半日ほど悩なやみましたが内容とキャラクター優先で後者を採りました。

　大友家の武将の名前は、似た漢字を用いている場合が多く、少々煩はん雑ざつなのですが、大友宗家の武将の幼名は、いずれも──。

〈塩しお法ほう師し丸まる（大友義よし鎮しげ＝大友宗麟）、塩しお乙おと丸まる、塩しお市いち丸まる〉

　と、「塩」がつくのが特とく徴ちようです。なぜ塩なのでしょう？

　また立花一家についても、

〈戸べ次つき鑑あき連つら→立花道どう雪せつ、吉よし弘ひろ鎮しげ理まさ→高たか橋はし紹じよう運うん、高橋統むね虎とら→立花宗むね茂しげ〉

　と次々改名しすぎです。名字まで変わるのでややこしいのですが、この改名が物語の伏ふく線せんになっていますので是ぜ非ひ覚えておいていただければ。

　史実の大友宗麟は「耳みみ川かわの合戦」でも「今いま山やまの合戦」でも大軍を揃えていながら自らは前線に出てこなかったわけです。が、信奈の世界では、史実よりかなり早く黒化した「悪官」こと黒くろ田だ官かん兵べ衛えやその官兵衛を操あやつる宣教師ガスパール、そしてわれらが相良さがら良よし晴はるが宗麟にかかわることによって、「高城の合戦」は史実で島しま津づ軍が大友軍を破ったいわゆる「耳川の合戦」とは大きく異なってきます。同じ高城を戦場としながらも、島津軍が官兵衛らが率いる豊とよ臣とみ軍に敗北する「根ね白じろ坂ざかの合戦」の要素が大きく加わってくるのです。もしもこの合戦が「根白坂の合戦」となれば島津家いえ久ひさに前巻で回かい避ひできたはずの死の運命が訪おとずれ、「耳川の合戦」となれば大友軍の名だたる将兵が討ち死にします。いずれの合戦とも異なる展開となって膠こう着ちやくすれば、本州で信奈や光みつ秀ひでたちの命運が尽つきてしまいます。じゃあ、良晴が宗麟の心を摑つかんでしまえば開戦を回避できるのではないかというと……宗麟は今までの信奈世界には登場しなかったレベルの心の闇やみを抱かかえた姫ひめ武将なので、安易な宗麟ルート入りは良晴の破は滅めつに直結するのです。とある理由があって、信しん仰こうも恋れん愛あいも、宗麟を救えないのです。しかも官兵衛は悪官だし。つまりとうとうこの巻に至って、良晴一人では完全に手て詰づまりの状じよう況きように陥おちいったわけですが、まだ終わったわけではありません。良晴には姉となった相良義よし陽ひが、そして宗麟には立花一家がいます！

　なお、立花道雪が熱ねつ烈れつに信仰する八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ（八幡神）は武家の神で、豊ぶ前ぜんの宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうが総本社です。本文にちらっと登場する「宇佐八幡宮神しん託たく事件」は奈な良ら時代の事件で、弓ゆ削げの道どう鏡きようが宇佐八幡宮の神しん託たくによって皇位を簒さん奪だつしようとしたのに対し、和わ気けの清きよ麻ま呂ろがその宇佐八幡宮で道鏡即そく位いに反対する神託を得て道鏡の即位を阻そ止しした、というものです。宇佐八幡宮の神託は、これほどに重大なものだったわけで、絶大な権けん威いがあったようです。むろん現代の神社とは違ちがい、領地もあれば武力もありました。戦国時代では大おお内うち家や毛もう利り家について、大友家と対立。宗麟に焼かれたりしています。宗麟がカトリックの王国を豊ぶん後ごではなく日向ひゆうがに造ろうとした理由のひとつは、本国の豊後では宇佐八幡宮の影えい響きよう力が強すぎたからだと思われます。

　ただ、これほど重要な八幡神ですが、実は出自がよくわかっていません。もとは北九州・宇佐のローカルな神だったようです。それが時代を経るとともに、なんと応おう神じん天皇と習合され、さらに仏教とも習合されて八番大菩薩とまで呼ばれるようになりましたが、『古事記』や『日本書紀』では応神天皇と八幡神とは関係がないのです。また、八幡はもとは「やわた」「やはた」と呼ばれていたのが、仏教と習合したことから「はちまん」と呼ばれるようになったそうで、名前からしてすでにミステリーなのです。

　ともあれ、宇佐八幡宮の神託は、この巻の重要な主題となっています。

　そろそろ行数が尽きてきましたが、取材のたびに毎度戦国Ｔシャツを送らせていただいていますみやま零ぜろ先生、作者よりも「信奈」に詳くわしい担当さん、そして読者のみなさまにお礼申し上げます。ちなみに宗麟の衣い装しようをかぼちゃ成分マシマシにしていただいたのは、日本のかぼちゃの歴史は大友宗麟からはじまった、と言われているからです。当時まだ「ハロウィン＝かぼちゃ」という公式は成立していなかったはずなのですが、かぶき者で姫武将の宗麟ならば「かぼちゃ祭り」を閃ひらめくだろうということで、こうなりました。宗麟が考案した「人面かぼちゃ」は、「死ね！　死んじゃえ！」と叫さけびながら宗麟自らざくざく切り刻んで作っています（汗）。

　というわけで九州編が想定以上に膨ふくらみましたが、日ひノ本もと全国の姫大名がおそらく次の巻で出で揃そろいます。良晴はついに本州に帰き還かんを果たすことでしょう（こ、こんどこそ必ず！）。信奈の物語と良晴の物語が再びひとつとなり──いよいよ天下布武の大合戦が、はじまります。
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